
　

学
術
研
究
助
成
成
果
論
文
集　

公
益
財
団
法
人
日
本
習
字
教
育
財
団
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助
成
研
究
企
画
　
審
査
所
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
助
成
審
査
委
員
長　

古
谷　

稔

　

文
字
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
不
可
欠
の
も
の
で
す
。
日
本
に
お
け
る
文
化
的
基
盤
を
成
す
の
は
、
や
は
り
文
字
で
あ
り
、
漢
字

と
仮
名
を
交
え
た
表
記
は
、
学
校
の
教
科
書
を
は
じ
め
、
一
般
社
会
の
広
い
領
域
に
お
い
て
活
用
さ
れ
、
教
育
や
文
化
を
支
え
て
い

ま
す
。

　

本
企
画
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
手
書
き
に
よ
る
文
字
に
接
点
を
置
い
た
習
字
・
書
写
書
道
教
育
お
よ
び
そ
の
関
連
分
野
の
振
興
発

展
に
繋
げ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

過
去
を
顧
み
る
と
、
中
国
大
陸
か
ら
漢
字
を
取
り
入
れ
て
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
歴
史
上
に
そ
の
影
響
を
う
け
つ
つ
、
日
本

な
ら
で
は
の
書
が
発
達
し
、
多
彩
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
、
現
存
す
る
書
の
名
跡
や
史
料
に
よ
っ
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
書
の
伝
統
を
背
負
う
文
字
文
化
を
未
来
に
継
承
す
る
こ
と
を
期
し
、
世
界
的
視
野
の
も
と
、
現
代
日
本
の
方
向
性
を

見
定
め
る
時
機
の
到
来
と
と
も
に
、
本
助
成
研
究
に
お
い
て
も
諸
問
題
に
対
す
る
考
察
が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
各
領
域
担
当
の
先
生
方
に
よ
っ
て
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
か
つ
査
読
委
員
の
査
読
に
よ
り
、
成
果
論
文
集
上
梓
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、こ
の
た
び
を
も
ち
ま
し
て
『
学
術
研
究
成
果
論
文
集
』
は
最
終
回
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
本
論
文
集
が
、

学
界
に
寄
与
す
る
研
究
論
文
発
表
の
場
を
提
供
す
る
役
割
を
少
な
か
ら
ず
果
た
し
得
た
こ
と
は
、何
よ
り
の
幸
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
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査
読
審
査
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

査
読
委
員
長　

大
橋
修
一

　

本
年
も
『
公
益
財
団
法
人　

日
本
習
字
教
育
財
団
学
術
研
究
助
成
成
果
論
文
集
』
を
刊
行
す
る
。
本
助
成
も
九
回
を
重
ね
る
が
、

こ
の
論
文
集
の
刊
行
を
以
て
、
一
つ
の
区
切
り
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。
思
え
ば
、
事
務
局
に
は
、
助
成
事
業
の
立
ち
上
げ
、

審
査
・
査
読
委
員
会
の
設
置
に
始
ま
り
、
毎
年
の
審
査
、
論
文
集
の
刊
行
と
十
年
以
上
に
わ
た
り
、
多
く
の
調
整
を
細
や
か
に
努
め

て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

　

さ
て
今
回
は
、
四
件
の
成
果
が
掲
載
さ
れ
た
。
各
論
文
に
つ
い
て
の
所
感
は
以
下
の
と
お
り
。

　

①
は
三
浦
拓
眞
を
代
表
と
す
る
「
漢
字
と
仮
名
の
調
和
に
お
け
る
平
仮
名
の
表
現
方
法
に
関
す
る
考
察
―
中
学
校
国
語
科
書
写

と
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
を
縦
断
的
に
つ
な
ぐ
視
点
か
ら
―
」
と
題
し
た
研
究
の
最
終
報
告
で
あ
る
。
明
確
な
デ
ー
タ
分
析
が
丁

寧
に
行
わ
れ
、
論
証
も
客
観
的
で
無
理
が
な
く
、
手
堅
く
成
果
を
纏
め
て
い
る
。
②
は
田
中
春
菜
「
中
院
通
村
の
書
に
お
け
る
活
動

と
そ
の
役
割
に
関
す
る
一
考
察
―
『
中
院
通
村
日
記
』
と
前
田
利
常
と
の
交
流
を
中
心
と
し
て
―
」
で
、
そ
の
日
記
を
中
心
に

和
歌
・
鑑
定
・
講
釈
と
い
っ
た
分
野
の
活
動
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
論
じ
て
い
る
。
③
は
早
川
桂
央
「
初
唐
の
缺
筆
研
究
」
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
で
、
概
ね
理
解
で
き
て
い
る
よ
う
で
、
じ
つ
は
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
缺
筆
」
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
で

あ
る
。
粗
削
り
な
部
分
も
あ
る
が
、
高
い
問
題
意
識
を
評
価
し
た
い
。
④
濱
田
薫
「
舶
来
唐
筆
と
和
筆
の
改
良
」
は
、
唐
筆
の
舶
来

と
普
及
が
和
筆
に
も
た
ら
し
た
変
化
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

最
後
に
な
る
が
、
九
回
を
重
ね
た
本
助
成
の
対
象
者
に
は
、
の
ち
に
大
学
教
官
な
ど
指
導
者
と
な
っ
た
も
の
も
多
く
、
日
本
習
字

教
育
財
団
に
よ
る
本
助
成
制
度
が
斯
界
の
未
来
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
改
め
て
付
し
て
擱
筆
と
す
る
。
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5 漢字と仮名の調和における平仮名の表現方法に関する考察

　
　
　

は
じ
め
に

　

前
稿（

1
（

で
は
、「
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
」（
以
下
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
）
の
調
和
の
構
造
を
整
理
し
た
上
で
、
学
習
者
が

ど
の
よ
う
に
漢
字
と
仮
名
の
調
和
を
図
る
か
に
つ
い
て
、
小
中
学
校
書
写
の
教
科
書
や
「
仮
名
調
和
表
」（
以
下
、
仮
名
調
和

表
）
に
基
づ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、「
要
素
意
識
」、「
比
較
・
選
択
」、「
他
者
意
識
」、「
効
率
・
連
続
」
の
四
つ

の
調
和
的
書
字
方
略
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
や
、
平
仮
名
を
漢
字
に
歩
み
寄
ら
せ
る
場
合
、
選
択
し
た
古
典
に
よ
っ
て
書
を
構

成
す
る
要
素
や
用
筆
・
運
筆
等
に
違
い
が
生
じ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
漢
字
と
仮
名
の
調
和
を
図
る
た
め
に

は
、
古
典
の
臨
書
学
習
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
学
習
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
体
系
的
に
学
習
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。

　

本
稿
の
目
的
は
、
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
漢
字
と
仮
名
の
調
和
を
学
習
者
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
を
授

業
実
践
に
基
づ
い
て
分
析
し
、
書
写
と
書
道
を
縦
断
的
に
つ
な
ぐ
方
策
に
つ
い
て
理
論
的
に
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
対
象
と
す
る
生
徒
の
作
品
の
質
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
内
容
を
分
析
し
、
仮
名
調
和
表
の
活
用
が
書
表
現
に
ど

　
　
漢
字
と
仮
名
の
調
和
に
お
け
る
平
仮
名
の
表
現
方
法
に
関
す
る
考
察

　
　

―
中
学
校
国
語
科
書
写
と
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
断
的
に
つ
な
ぐ
視
点
か
ら
―
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
拓
眞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
瀬
英
幹
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の
よ
う
に
機
能
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
学
習
指
導
要
領
解
説
や
教
科
書
に
記
載
さ
れ
た
調
和
の
観
点
を
踏
ま
え

た
上
で
、国
語
科
書
写
か
ら
芸
術
科
書
道
へ
の
縦
断
的
な
接
続
を
ど
の
よ
う
に
実
践
す
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、

経
験
学
習
や
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
有
用
性
を
述
べ
つ
つ
、
学
習
設
計
や
学
習
ス
タ
イ
ル
の
視
座
か
ら
学
習
者
が
調
和
を
図
る

と
き
に
指
導
者
が
意
識
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
理
論
的
に
考
察
し
て
い
く
。

　
　
　

第
1
章
　
仮
名
調
和
表
を
活
用
し
た
実
践
か
ら
調
和
を
考
え
る

　

仮
名
調
和
表
と
は
、『
明
解
書
写
教
育
』
に
お
け
る
「
用
筆
別
に
見
た
楷
書
に
調
和
す
る
平
仮
名
の
線
（
横
方
向
、
縦
方
向
、

斜
め
方
向
、
点
、
右
回
り
、
左
回
り
、
大
回
り
、
結
び
、
折
れ
）（

2
（

」
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
選
定
し
た
「
こ
、
せ
、
い
、
ぷ
、
つ
、

と
、
の
、
よ
、
ひ
」
の
九
つ
の
平
仮
名
を
古
典
（
九
成
宮
醴
泉
銘
、
雁
塔
聖
教
序
、
顔
氏
家
廟
碑
、
牛
橛
造
像
記
、
鄭
義
下
碑
）

の
書
風
を
生
か
し
て
生
徒
が
表
現
し
た
表
で
あ
る
。
前
稿
で
は
、
平
仮
名
別
、
古
典
別
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
平
仮
名
単
体

を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
で
は
、
生
徒
が
仮
名
調
和
表
づ
く
り
の
学
習
を
ど
の
よ
う
に
作
品

制
作
に
生
か
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
作
品
の
質
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
か
ら
考
察
し
て
い
く
。

◆
実
践
の
ね
ら
い

　

•

漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
作
品
制
作
に
仮
名
調
和
表
づ
く
り
が
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
。

　

•

漢
字
と
仮
名
の
物
理
的
な
調
和
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
。

◆
分
析
対
象

　

本
研
究
は
、
以
下
の
授
業
実
践
に
基
づ
い
て
行
っ
た
。

　

•

単
元
名　
「
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
─
意
図
に
基
づ
い
た
表
現
を
目
指
し
て
─
」

　

•

対
象　

愛
知
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
書
道
選
択
者
一
年
生
四
〇
名

　

•

実
施
日
時　

二
〇
二
一
年
六
月
十
四
日
、
二
十
一
日
（
四
時
間
配
当
）

◆
題
材
（
言
葉
）
の
選
定
理
由

　

本
単
元
で
は
、
詩
集
の
タ
イ
ト
ル
「
月
に
吠
え
る
」（
萩
原
朔
太
郎
）
や
、
映
画
や
小
説
の
タ
イ
ト
ル
「
誰
が
た
め
に
鐘
は
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鳴
る
」、「
た
と
え
明
日
世
界
が
滅
び
よ
う
と
も
」、「
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
」、「
生
ま
れ
出
づ
る
悩
み
」、

「
俺
た
ち
に
明
日
は
な
い
」
を
題
材
と
し
て
提
示
し
た
。
選
定
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

•

生
徒
に
と
っ
て
馴
染
み
の
な
い
言
葉
で
あ
り
、
精
神
的
な
調
和
よ
り
物
理
的
な
調
和
に
意
識
が

向
き
や
す
い
と
推
測
さ
れ
る
た
め
。

　

•

仮
名
調
和
表
に
は
な
い
平
仮
名
を
含
む
こ
と
か
ら
、
仮
名
調
和
表
づ
く
り
の
学
習
が
作
品
制
作

に
生
か
さ
れ
る
の
か
を
見
取
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
。

◆
学
習
活
動
の
概
要

　

漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
作
品
制
作
を
【
表
1
】
の
よ
う
な
学
習
活
動
の
流
れ
で
行
っ
た
。
学
習
活

動
②
、
⑤
、
⑧
に
お
い
て
は
「
月
に
吠
え
る
」
を
制
作
し
（
作
品
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
）、
学
習
活
動
⑩
、
⑪
に

お
い
て
は
映
画
や
小
説
の
タ
イ
ト
ル
の
中
か
ら
一
つ
選
び
制
作
し
た
（
作
品
Ⅳ
）。
制
作
活
動
後
に
は
相

互
評
価
・
自
己
評
価
の
場
面
を
設
定
し
、
調
和
を
図
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
に
つ
い
て
他
者
か
ら
客

観
的
な
助
言
を
得
た
り
、
参
考
に
し
た
古
典
や
仮
名
調
和
表
と
比
較
し
た
り
し
て
、
調
和
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
か
を
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
さ
せ
た
。
制
作
時
に
お
け
る
生
徒
へ
の
主
な
指
示
は
次
の
二
点
で
あ

る
。

　
•

「
月
に
吠
え
る
」
が
萩
原
朔
太
郎
の
詩
集
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
こ
と
。

　

•
仮
名
調
和
表
に
基
づ
い
て
調
和
を
図
っ
て
表
現
す
る
こ
と
。

　

な
お
、
学
習
に
用
い
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
【
巻
末
資
料
1
】、【
巻
末
資
料
2
】
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ⅰ
　
作
品
の
質
に
よ
る
考
察

　

こ
こ
で
は
抽
出
し
た
生
徒
の
調
和
の
図
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

ア　
牛
橛
造
像
記
に
調
和
さ
せ
た
作
品

　

生
徒
Ａ
は
仮
名
調
和
表
【
図
1
】
と
作
品
Ⅰ
～
Ⅲ
【
図
2
】
を
牛
橛
造
像
記
に
基
づ
い
て
制
作
し
た
。

仮
名
調
和
表
と
比
較
す
る
と
、
作
品
の
「
に
」
は
仮
名
調
和
表
の
「
こ
」
を
意
識
し
て
起
筆
の
角
度
や

学習活動

第
１
時

導　入 ①言葉「月に吠える」の提示

展　開

制作１ ②仮名調和表に基づき、半紙に練習する　　　　　（作品Ⅰ）

鑑賞１
③１回目の相互評価をする

④１回目の自己評価をする

第
２
時

制作２ ⑤清書する　　　　　　　　　　　　　　　　　　（作品Ⅱ）

鑑賞２
⑥２回目の相互評価をする

⑦最終自己評価をする

第
３
時

制作３ ⑧墨色や太細、潤滑を変化させて表現する　　　　（作品Ⅲ）

鑑賞３ ⑨様々な表現についてリフレクションする

制作４
⑩５つの言葉から一つ選択して構成案を書く

第
４
時

⑪作品制作する　　　　　　　　　　　　　　　　（作品Ⅳ）

まとめ ⑫単元のまとめ

【表１】　本単元の学習活動の流れ
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右
斜
め
上
に
抜
く
収
筆
を
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、「
え
」
の
収
筆
に
も
同
様
の
運
筆
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら

に
仮
名
調
和
表
「
ぷ
」、「
つ
」
の
右
回
り
に
顕
著
で
あ
っ
た
曲
が
り
を
複
数
の
直
線
に
分
け
て
表
現
す
る
工
夫
は
、
作
品
の

「
る
」
の
右
回
り
や
結
び
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
起
筆
や
収
筆
の
角
度
を
意
識
し
た
り
、一
画
の
曲
線
を
複
数
の
直
線
に

分
け
て
表
現
し
た
り
す
る
例
は
生
徒
Ａ
の
他
に
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　

イ　
孔
子
廟
堂
碑
に
調
和
さ
せ
た
作
品

　

生
徒
Ｂ
は
仮
名
調
和
表
【
図
3
】
と
作
品
Ⅰ
～
Ⅲ
【
図
4
】
を
孔
子
廟
堂
碑
に
基
づ
い
て
制
作
し
た
。
孔
子
廟
堂
碑
の
特
徴

で
あ
る
右
側
へ
の
広
が
り
の
あ
る
字
形
は
、
仮
名
調
和
表
の
「
ひ
」
の
最
終
画
や
「
よ
」
の
結
び
、「
つ
」
や
「
の
」
の
大
回

り
に
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
生
か
し
て
平
仮
名
を
表
現
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
具
体
的
に
は
、
作
品
の
「
に
」
の
二
画
目
や
三

画
目
、「
え
」
の
最
終
画
に
見
ら
れ
る
横
長
を
意
識
し
た
画
、「
る
」
の
横
長
で
空
間
を
広
く
と
っ
た
右
回
り
な
ど
、
全
体
的

に
文
字
の
右
側
に
空
間
が
あ
る
字
形
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ウ　
顔
氏
家
廟
碑
に
調
和
さ
せ
た
作
品

　

生
徒
Ｃ
は
仮
名
調
和
表
【
図
5
】
と
作
品
Ⅰ
～
Ⅲ
【
図
6
】
を
顔
氏
家
廟
碑
に
基
づ
い
て
制
作
し
た
。
作
品
で
は
、ど
の
平

仮
名
の
ど
の
画
に
お
い
て
も
起
筆
を
蔵
鋒
に
し
、
丸
み
を
帯
び
た
向
勢
の
字
形
を
意
識
し
て
表
現
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま

た
、
顔
氏
家
廟
碑
の
蚕
頭
燕
尾
の
特
徴
が
「
え
」
の
最
後
の
画
に
見
ら
れ
る
。

　
エ　
雁
塔
聖
教
序
に
調
和
さ
せ
た
作
品

　

生
徒
Ｄ
は
仮
名
調
和
表【
図
7
】と
作
品
Ⅰ
～
Ⅲ【
図
8
】を
雁
塔
聖
教
序
に
基
づ
い
て
制
作
し
た
。
仮
名
調
和
表
の「
こ
」、

「
せ
」、「
と
」
の
一
画
目
の
起
筆
が
蔵
鋒
で
あ
る
こ
と
や
、「
せ
」、「
つ
」、「
の
」
に
お
け
る
筆
圧
の
変
化
か
ら
雁
塔
聖
教
序

の
特
徴
が
窺
え
る
。
作
品
で
は
、「
に
」
の
二
画
目
に
お
け
る
横
画
、「
え
」、「
る
」
の
斜
め
方
向
や
回
り
の
線
に
緩
急
を
意

識
し
た
同
様
な
表
現
が
見
ら
れ
た
。
他
の
生
徒
の
作
品
も
全
体
的
に
細
い
線
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
繊
細
な
印
象
を
受
け
る

も
の
が
目
立
っ
た
。

　

オ　
学
習
活
動
⑪
に
お
け
る
作
品

　

生
徒
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
が
表
現
し
た
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
【
図
9
】
～
【
図
12
】
で
あ
る
。
生
徒
Ａ
の
作
品
「
誰
が
た
め
に
鐘

は
鳴
る
」【
図
9
】
は
、「
が
」、「
め
」、「
る
」
の
曲
が
り
を
複
数
の
直
線
に
分
け
る
こ
と
で
牛
橛
像
造
記
の
角
張
っ
た
字
形
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【図２】生徒Ａの作品（右から順にⅠ、Ⅱ、Ⅲ）

こ

せ

い

ぷ

つ

と

の

よ

ひ

こ

せ

い

ぷ

つ

と

の

よ

ひ

こ

せ

い

ぷ

つ

と

の

よ

ひ

こ

せ

い

ぷ

つ

と

の

よ

ひ

【図４】生徒Ｂの作品（右から順にⅠ、Ⅱ、Ⅲ）

【図６】生徒Ｃの作品（右から順にⅠ、Ⅱ、Ⅲ）

【図８】生徒Ｄの作品（右から順にⅠ、Ⅱ、Ⅲ）

【図１】生徒Ａの仮名調和表

【図３】生徒Ｂの仮名調和表

【図５】生徒Ｃの仮名調和表

【図７】生徒Ｄの仮名調和表
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や
線
質
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
強
調
さ
れ
た
起
筆
や
、
漢
字
と
平
仮
名
の
横
画
の
鋭
角
的

な
収
筆
、
全
体
的
に
方
勢
で
力
強
く
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
調
和
が
図
ら
れ
て
い
る
。
生
徒
Ｂ

の
作
品
「
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
」【
図
10
】
は
、「
失
」、「
求
」
の
右
払
い
や
「
て
」、「
た
」
の

流
れ
る
よ
う
な
字
形
、「
わ
」、「
れ
」、「
め
」
に
お
け
る
空
間
等
で
孔
子
廟
堂
碑
の
特
徴
で
あ
る
右

側
へ
の
広
が
り
を
意
識
し
た
表
現
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
全
体
的
に
文
字
を
左
に
傾
け
て
表
現
す

る
こ
と
で
余
白
を
生
み
、
紙
面
構
成
に
ま
で
工
夫
を
凝
ら
し
て
調
和
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と

が
窺
え
る
。
生
徒
Ｃ
の
作
品
「
俺
た
ち
に
明
日
は
な
い
」【
図
11
】
は
、顔
氏
家
廟
碑
の
特
徴
を
生

か
し
た
向
勢
を
意
識
し
た
字
形
、
蔵
峰
で
太
く
て
ふ
く
ら
み
の
あ
る
線
質
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
紙
面
に
対
し
て
大
き
な
文
字
で
表
現
さ
れ
、
漢
字
の
「
俺
」
や
「
達
」
の
右
払
い

に
は
蚕
頭
燕
尾
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
生
徒
Ｄ
の
作
品
「
生
ま
れ
出
づ
る
悩
み
」【
図
12
】
は
、雁

塔
聖
教
序
の
特
徴
を
生
か
し
て
「
み
」
の
横
画
や
「
出
」、「
悩
」
の
転
折
後
の
横
画
に
太
細
が
意

識
さ
れ
た
表
現
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
起
筆
で
は
蔵
鋒
、
収
筆
で
は
筆
圧
を
か
け
た
止
め
が
見
ら

れ
る
。
や
や
淡
墨
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、「
生
ま
れ
出
づ
る
」
と
「
悩
み
」
の
大
き
さ
に
差
を
つ
け

た
り
、
紙
面
に
対
す
る
余
白
が
大
き
か
っ
た
り
と
物
理
的
な
調
和
だ
け
で
な
く
精
神
的
な
調
和
の

工
夫
も
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。

　
ⅱ
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
に
よ
る
考
察

　
【
巻
末
資
料
3
】
は
、
学
習
活
動
③
、
④
、
⑥
、
⑦
の
評
価
場
面
に
お
い
て
、
生
徒
が
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
記
述
し
た
内
容
を
、
書
を
構
成
す
る
要
素
や
用
筆
・
運
筆
等
に
基
づ
い
て
分
類
、
整
理
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、【
グ
ラ
フ
1
】
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
に
見
ら
れ
た
項
目
（
横
軸
）
と
記

述
し
た
生
徒
の
人
数
（
縦
軸
）
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
生
徒
が
漢
字
と
仮
名
の

調
和
を
図
る
際
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

ま
ず
、
文
字
の
大
き
さ
に
関
す
る
記
述
が
相
互
評
価
、
自
己
評
価
共
に
最
も
多
い
。
学
習
活
動

【図 9】生徒 A の作品

【図 10】生徒 B の作品

【図 11】生徒 C の作品

【図 12】生徒Ｄの作品
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③
、
④
、
⑥
、
⑦
で
そ
れ
ぞ
れ
六
〇
％
、
五
二
・
五
％
、
三
七
・
五
％
、
三
二
・
五
％
の
生
徒
が

文
字
の
大
き
さ
、具
体
的
に
は
漢
字
よ
り
も
平
仮
名
を
小
さ
く
表
現
す
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
は
、「
月
に
吠
え
る
」
の
文
字
の
配
置
が
予
め
決
め
ら
れ
て
お
り
、
自
由
に
全
体
構
成
を

変
え
ら
れ
な
い
条
件
下
で
の
表
現
で
あ
る
こ
と
の
影
響
は
否
め
な
い
が
、
小
中
学
校
書
写
で
の
既

習
内
容
の
定
着
度
の
高
さ
が
窺
え
る
。
一
方
で
、
仮
名
調
和
表
づ
く
り
の
学
習
を
経
て
も
な
お
、

多
く
の
生
徒
は
調
和
を
図
る
た
め
に
は
漢
字
と
仮
名
の
大
小
関
係
に
ま
ず
意
識
が
向
く
と
い
う
実

態
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

次
に
、
起
筆
や
収
筆
、
縦
長
・
横
長
、
線
の
太
細
、
紙
面
構
成
な
ど
に
意
識
を
向
け
て
調
和
を

図
ろ
う
と
し
た
生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
二
五
％
を
こ
え
る
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
「
起
筆
の
蔵
鋒
が
お

ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」、「
収
筆
は
三
角
に
な
る
よ
う
に
す
る
」、「
筆
を
立
て
て
細
く
書
く
」

な
ど
用
筆
・
運
筆
等
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。
縦
長
・
横
長
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
古
典
を
選
択

し
た
生
徒
の
記
述
に
多
く
見
ら
れ
る
。
線
の
太
細
に
つ
い
て
は
相
互
評
価
に
お
い
て
特
に
記
述
が

多
い
項
目
で
あ
る
。
紙
面
構
成
に
つ
い
て
は
、
学
習
活
動
⑦
で
は
数
値
は
下
が
る
も
の
の
、
他
の

評
価
場
面
で
は
約
三
〇
％
の
生
徒
が
意
識
を
向
け
て
お
り
、「
平
仮
名
の
位
置
が
右
に
寄
り
過
ぎ
て

い
る
た
め
詰
ま
っ
て
見
え
る
」、「
全
て
の
字
が
中
心
を
通
っ
て
い
て
綺
麗
」、「
二
行
の
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
る
」
な
ど
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
書
写
的
な
観
点
か
ら
文
字
の
配
置
を
捉
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
生
徒
は
文
字
の
大
小
以
外
に
も
複
数
の
要
素
に
着
目
し
、

調
和
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

ま
た
、
相
互
評
価
で
は
文
字
の
大
小
、
起
筆
、
収
筆
、
方
勢
・
円
勢
、
線
の
太
細
、
紙
面
構
成

等
、生
徒
は
複
数
の
要
素
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。「
引
き
締
ま
っ
た
細
い
線
で
書
風
が
よ
く
出

て
い
る
」、「
は
ね
を
も
う
少
し
意
識
す
る
と
よ
い
」、「
も
う
少
し
反
ら
す
と
良
く
な
る
」
等
、
客

観
的
に
作
品
を
鑑
賞
し
、
相
手
に
具
体
的
な
助
言
を
し
て
い
る
。

　

次
に
、
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
学
習
活
動
④
に
お
け
る
「
自
己
評
価
」
の
記
述
に
つ
い
て
考

25人

20人

15人

10人

5人

0人
大
小

起
筆

収
筆

筆
づ
か
い

背
勢
・
向
勢

方
勢
・
円
勢

縦
長
・
横
長

太
細

濃
淡

強
弱

風
趣

バ
ラ
ン
ス

紙
面
構
成

中間相互評価 中間自己評価 清書相互評価 清書自己評価

30人

【グラフ 1】相互評価や自己評価における生徒の記述内容
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察
す
る
。
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
言
葉
の
出
現
頻
度
を
円
の
大

き
さ
で
表
し
、
そ
れ
ら
の
共
起
の
有
無
を
線
で
結
ん
で
視
覚
化
し

た
も
の
で
あ
り
、
円
の
位
置
関
係
や
語
句
間
の
距
離
は
グ
ル
ー
プ

分
け
と
は
無
関
係
で
あ
る
。【
図
13
】は
頻
出
回
数
上
位
一
〇
〇
件

の
語
句
を
抽
出
し
、
外
部
変
数
（
古
典
）
と
の
共
起
関
係
を
表
し

た
も
の
で
あ
る（

3
（

。
孔
子
廟
堂
碑
で
は
「
も
っ
と
」「
伸
び
や
か
」
な

「
横
」
画
で
「
余
白
」
を
取
る
こ
と
、
顔
氏
家
廟
碑
は
「
大
き
さ
」

を
「
意
識
」
し
、「
蚕
頭
燕
尾
」
に
「
気
」
を
付
け
て
「
は
ら
い
」

を
す
る
こ
と
、
九
成
宮
醴
泉
銘
で
は
「
筆
」
を
立
て
て
「
収
筆
」

を
意
識
す
る
こ
と
、鄭
羲
下
碑
で
は
「
蔵
鋒
」
に
し
「
少
し
」「
横

長
」
で
「
空
間
」
を
「
広
」
く
「
丸
」
み
を
持
た
せ
る
こ
と
、
雁

塔
聖
教
序
で
は
「
強
弱
」
の
あ
る
「
な
め
ら
か
」
な
「
細
い
」「
長

い
」「
線
」
を
意
識
す
る
こ
と
、
牛
橛
造
像
記
で
は
「
力
」
強
い

「
太
い
」「
文
字
」
や
、
平
仮
名
の
「
え
」
と
「
る
」
を
意
識
し
て

い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
れ
ら
の
頻
回
語
句
は
、
漢
字
の
書

で
学
習
し
た
書
を
構
成
す
る
要
素
や
用
筆
・
運
筆
等
に
関
す
る
も

の
で
あ
り
、
仮
名
調
和
表
づ
く
り
で
生
徒
が
意
識
し
て
い
た
調
和

の
要
素
と
近
似
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
仮
名
調
和
表
づ
く
り
の
学

習
が
直
接
的
に
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
調
和
を
図
る
と
き
の
表

現
に
結
び
付
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、対
応
分
析
か
ら
学
習
活
動
⑦
に
お
け
る
自
己
評
価「
自

分
が
表
現
し
た
作
品
を
振
り
返
り
、
こ
の
創
作
で
の
学
び
を
ど
の

よ
う
に
次
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
」
の
記
述
に
つ
い
て
考
察

【図 13】それぞれの古典に特徴的な語を表す共起ネットワーク

牛橛牛橛
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蚕頭燕尾

気

バランス

はらう

意識

大きい

犬
出来る

次

広い

字

小さい
とる

丸い書ける

蔵鋒

少し

空間 鄭羲鄭羲
下碑下碑

横長

なる
月

筆

思う
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す
る
。
対
応
分
析
と
は
多
変
量
解
析
の
ひ
と
つ
で
、
外
部
変

数
に
よ
り
分
析
の
視
点
を
加
え
、
部
分
ご
と
の
抽
出
語
の
関

係
性
を
散
布
図
に
よ
り
視
覚
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
点
か

ら
の
距
離
が
特
徴
の
強
さ
を
表
し
、
原
点
に
近
い
位
置
に
あ

る
語
は
外
部
変
数
に
関
係
な
く
満
遍
な
く
出
現
し
、
原
点
か

ら
遠
く
に
あ
る
語
ほ
ど
特
徴
的
な
語
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。

ま
た
、
互
い
に
関
連
の
強
い
語
同
士
は
近
く
に
プ
ロ
ッ
ト
さ

れ
、
原
点
か
ら
見
た
方
向
が
近
い
ほ
ど
項
目
間
の
関
係
性
が

強
い
と
言
え
る（

4
（

。

　
【
図
14
】
は
、自
己
評
価
で
出
現
し
た
語
句
と
古
典
と
の
関

連
性
を
表
し
た
対
応
分
析
で
あ
る
。
孔
子
廟
堂
碑
や
顔
氏
家

廟
碑
、
鄭
羲
下
碑
は
原
点
か
ら
同
一
方
向
に
分
布
が
あ
り
、

「
丸
」
や
「
丸
い
」
が
原
点
か
ら
離
れ
た
位
置
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
書
風
の
特
徴
で
あ
る
向
勢
や
円
勢
な
ど
の
丸

み
の
あ
る
字
形
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
孔
子
廟
堂
碑

の
伸
び
や
か
な
右
払
い
や
顔
氏
家
廟
碑
の
蚕
頭
燕
尾
が
意
識

さ
れ
い
る
こ
と
が
「
は
ら
う
」
の
位
置
か
ら
窺
え
る
。
一
方
、

原
点
付
近
に
あ
る
言
葉
と
し
て
「
平
仮
名
」、「
漢
字
」、「
線

質
」、「
書
体
」、「
書
く
」
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
ど

の
古
典
を
選
択
し
た
生
徒
の
記
述
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
を
表

し
て
お
り
、
生
徒
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
調
和
の
図
り

方
に
つ
い
て
、
書
風
や
字
形
を
よ
く
観
察
し
特
徴
を
真
似
て

表
現
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

顔氏家廟碑

孔子廟堂碑

鄭羲下碑

牛橛造像記

九成宮醴泉銘

0
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右
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大きい

できる
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練習
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気

今回
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はらうない
元

簡単
中心

捉える

筆

丸丸い

２

４

２

使える
大げさ
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仮名

【図 14】それぞれの古典に特徴的な語を表す対応分析（古典別）

お手本

細長い
改めて 固定

蔵鋒
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自
己
評
価
に
は
「
手
本
を
よ
く
見
て
ど
の
よ
う
な
字
の
形
を
し
て
い
る
の
か
し
っ
か
り
理
解
し
て
行
う
こ
と
が
大
事
だ
」
や

「
書
風
に
似
せ
て
書
く
に
は
、
し
っ
か
り
と
元
の
作
品
を
観
察
し
、
そ
の
書
風
の
特
徴
を
上
手
く
ひ
ろ
う
こ
と
が
大
切
だ
」
と

い
っ
た
記
述
が
あ
り
、
漢
字
と
平
仮
名
の
調
和
を
図
る
た
め
に
は
、
参
考
と
す
る
古
典
に
対
す
る
深
い
学
び
が
重
要
で
あ
る

と
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
生
徒
が
選
択
し
た
古
典
に
よ
っ
て
特
徴
と
し
て
捉
え
る
書
を
構
成
す
る
要
素
や

用
筆
・
運
筆
等
は
あ
る
程
度
限
定
さ
れ
、
調
和
を
図
る
と
き
に
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
前
稿
の
対
応
分
析
（
古
典
別
）
と
【
図
14
】
と
を
合
わ
せ
て
考
察
す
る
と
、
仮
名
調
和
表
に
表
現
さ
れ
た
平
仮
名

だ
け
に
限
ら
ず
実
際
の
作
品
に
お
い
て
も
、
字
形
や
空
間
よ
り
「
線
質
」
に
重
点
を
置
い
て
調
和
を
図
ろ
う
と
す
る
グ
ル
ー

プ
、
線
質
よ
り
「
字
形
や
空
間
」
に
重
点
を
置
い
て
調
和
を
図
ろ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
、「
線
質
」
と
「
字
形
や
空
間
」
に

同
程
度
の
重
点
を
置
い
て
調
和
を
図
ろ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
古
典
に

よ
っ
て
各
要
素
の
調
和
の
図
り
や
す
さ
に
差
が
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。

　

ま
た
、
学
習
活
動
⑫
で
は
意
図
的
に
墨
の
濃
淡
や
潤
渇
等
を
変
化
さ
せ
た
表
現
を
す
る
こ
と
で
、
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
気

付
き
が
生
じ
る
の
か
を
見
取
る
よ
う
に
し
た
。
活
動
後
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
「
字
が
か
す
れ
て
い
て
、
調
和
で
き
て
い

る
」
や
「
構
成
を
意
識
す
る
と
同
じ
字
で
も
見
え
方
が
ぜ
ん
ぜ
ん
違
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
名
前
の
位
置
も
大
切

だ
な
と
思
い
ま
し
た
」
と
い
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
、
墨
の
潤
渇
や
全
体
構
成
の
工
夫
に
も
調
和
の
要
素
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
こ
と
が
窺
え
た
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
生
徒
に
よ
っ
て
調
和
を
図
る
着
眼
点
に
違
い
が
あ
り
、
選
択
し
た
古
典
に
よ
っ
て
調
和
の

図
り
方
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
古
典
の
特
徴
を
生
徒
が
ど
う
捉
え
て
い
る
か
、
ま
た
は
指
導

者
が
学
習
活
動
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
古
典
の
特
徴
を
捉
え
さ
せ
る
か
が
重
要
と
な
る
。

　
　
　

第
2
章
　
漢
字
と
仮
名
の
調
和
を
縦
断
的
に
捉
え
る
と
き
に
指
導
者
が
意
識
す
べ
き
こ
と

　

前
稿
で
は
、
採
択
率
が
高
い
小
中
学
校
三
社
の
書
写
の
教
科
書
を
調
査
対
象
と
し
、
教
科
書
を
通
し
て
獲
得
で
き
る
調
和

的
書
字
方
略
に
つ
い
て
整
理
・
分
析
し
た
。
本
稿
で
は
、
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
三
〇
年
告
示
）
解
説
芸
術
編
の
書
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道
Ⅰ（

5
（

や
教
科
書
四
社（

6
（

の
記
載
を
参
考
に
獲
得
で
き
る
調
和
書
字

方
略
を
整
理
・
分
析
す
る
。

　

ま
ず
、学
習
指
導
要
領
解
説
の
記
述
を
も
と
に
、書
道
Ⅰ
の
学

習
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
漢
字
と
仮
名
の
調
和
の
図
り
方
に
つ

い
て
考
察
し
て
い
く
。
書
道
Ⅰ
の
内
容
の
構
成
に
お
い
て
「
調

和
」
の
言
葉
が
確
認
で
き
る
の
は
、
Ａ
表
現
に
お
け
る
漢
字
仮

名
交
じ
り
の
書
の
分
野
の
み
で
あ
る
。【
表
2
】
の
と
お
り
、該

当
箇
所
は
「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
に
該
当
す
る
ア

（
ア
）「
漢
字
と
仮
名
の
調
和
し
た
字
形
、
文
字
の
大
き
さ
、
全

体
の
構
成
」
と
「
技
能
」
に
該
当
す
る
ウ
（
イ
）「
漢
字
と
仮
名

の
調
和
し
た
線
質
に
よ
る
表
現
」
で
あ
る
。
ア
（
ア
）
に
お
い

て
漢
字
と
仮
名
の
調
和
と
は
「
中
学
校
国
語
科
の
書
写
で
の
学

習
を
基
礎
と
し
、『（
2
）
漢
字
の
書
』
及
び 『（
3
）
仮
名
の
書
』

の
学
習
と
の
関
連
を
図
り
な
が
ら
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
言

葉
を
い
か
に
読
み
や
す
く
、
い
か
に
美
し
く
表
現
す
る
か
を
構

想
し
工
夫
す
る
上
で
、
実
用
的
な
表
現
と
芸
術
的
な
表
現
の
両

側
面
に
関
わ
る
重
要
な
要
素
」と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

「
漢
字
と
仮
名
が
調
和
す
る
よ
う
構
想
し
工
夫
す
る
こ
と
が
大

切
」
と
述
べ
た
上
で
、【
表
3
】
に
示
す
と
お
り
、
漢
字
と
仮
名

の
調
和
に
つ
い
て
字
形
や
文
字
の
大
き
さ
、
全
体
構
成
と
の
関

係
性
が
詳
説
さ
れ
て
い
る（

7
（

。
字
形
に
つ
い
て
、
漢
字
の
書
で
は

書
体
や
書
風
、
仮
名
の
書
で
は
書
風
や
仮
名
の
成
り
立
ち
な
ど

を
背
景
と
す
る
調
和
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文

内容の構成
目標との関連

領域等 項目 事項

Ａ　

表
現

漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書

ア知識や技能を得たり
⽣かしたりしなが
ら、 次 の（ ア ） か
ら（ウ）までについ
て構想し⼯夫するこ
と。

（ア）漢字と仮名の調和した字形、⽂字の⼤きさ、
全体の構成

「思考⼒、判断⼒、
表現⼒等」（イ）目的や⽤途に即した表現形式、意図に基

づいた表現
（ウ）名筆を⽣かした表現や現代に⽣きる表現

イ次の（ア）及び（イ）
について理解するこ
と。

（ア）⽤具・⽤材の特徴と表現効果との関わり
「知識」（イ）名筆や現代の書の表現と⽤筆・運筆との

関わり
ウ次の（ア）及び（イ）

の技能を⾝に付ける
こと。

（ア）目的や⽤途に即した効果的な表現
「技能」

（イ）漢字と仮名の調和した線質による表現

【表 2】学習指導要領（平成三〇年告示）解説芸術編 書道Ⅰにおける「調和」に関する記述

事項 要素 調和の⼯夫

「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
ア
（
ア
）

字形
「（2）漢字の書 」で学習する書体や書風、「( 3 ) 仮名の書」で学習する書風や仮名の
成り立ちなどを背景とする調和を⼯夫することが考えられる。

文字の大きさ

実⽤的な表現の場合は、中学校国語科の書写の学習を踏まえ、漢字より仮名を小さめ
に書くと読みやすく調和しやすいとする考え方が一般的である。しかし、芸術的な表
現の場合には、漢字の多い場合や仮名が続く場合などには、かえって不調和になるこ
ともあるので、自らの構想に基づいて漢字と仮名の調和を図るようにすることが大切
である。

全体の構成

構築的要素を指し、全体としてどのようにまとめるかという紙面構成のことであり、
漢字と仮名の字形や文字の大きさに気を配ることはもちろん、文字や文字群と余白と
の関係について⼯夫することが大切である。全体の構成については、「漢字仮 名交じ
りの書」では、実⽤的な表現と芸術的な表現の両側面における目的や⽤途の違いを 
意識することが重要であり、それに即した効果的なまとめ方を構想し⼯夫することが
できるようにすることが大切である。実⽤的な表現においては、⽣活習慣や文化に裏
打ちされた一定の決まりや、社会⽣活の中で一般に通⽤するための書式がある。一方、
芸術的な表現においては、⽣徒自らの思いや感興を表現する上で、最も適切で効果的
な全体の構成を構想し⼯夫することが大切である

【表 3】学習指導要領解説における「字形」、「文字の大きさ」、「全体の構成」に関する記述
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字
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
実
用
的
な
表
現
の
場
合
は
漢
字
よ
り
仮
名
を
小
さ
め
に
書
く
と
読
み
や
す
く
調
和
し
や
す
い
と
示

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
芸
術
的
な
表
現
の
場
合
に
は
か
え
っ
て
不
調
和
に
な
る
こ
と
も
あ
る（

8
（

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
全
体
構

成
に
つ
い
て
は
実
用
的
な
表
現
と
芸
術
的
な
表
現
の
両
側
面
に
お
け
る
目
的
や
用
途
の
違
い
を
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
そ
れ
に
即
し
た
効
果
的
な
ま
と
め
方
を
構
想
し
工
夫
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
表
現
は
、
実
用
的
な
表
現
と
芸
術
的
な
表
現
の
分
類
に
基
づ
き
、
目

的
や
用
途
等
の
違
い
に
よ
っ
て
書
字
者
は
い
か
に
読
み
や
す
く
、
い
か
に
美
し
く
表
現
す
る
か
を
決
定
し
、
漢
字
と
仮
名
の

調
和
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
、
注
目
す
べ
き
は
文
字
の
大
き
さ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
稿
で
実
施

し
た
漢
字
と
仮
名
の
調
和
に
関
す
る
高
校
生
の
実
態
調
査
に
お
い
て
、「
小
中
学
校
の
書
写
の
授
業
で
の
学
習
を
振
り
返
っ

て
、
漢
字
と
仮
名
が
交
じ
っ
た
文
を
書
く
と
き
に
普
段
気
を
付
け
よ
う
と
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」

の
問
い
に
対
し
て
「
あ
る
」、「
少
し
あ
る
」
と
回
答
し
た
生
徒
六
七
％
の
内
、「
文
字
の
大
き
さ
」
を
回
答
し
た
生
徒
が
最
も

多
く
、
漢
字
よ
り
仮
名
を
小
さ
く
す
る
意
識
が
高
い
こ
と
が
顕
著
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。　
　

　
【
表
3
】
を
踏
ま
え
る
と
、漢
字
よ
り
仮
名
を
小
さ
く
す
る
と
い
う
調
和
の
図
り
方
は
実
用
的
な
表
現
の
調
和
的
書
字
方
略

（
要
素
意
識
）
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
芸
術
的
な
表
現
の
調
和
的
書
字
方
略
と
し
て
機
能
す
る
と
は
限
ら
ず
、
か
え
っ
て
不
調

和
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
こ
と
を
生
徒
は
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
前
稿
の
実
態
調
査
「
高
校
の
書
道
の
授
業
に

よ
っ
て
、
漢
字
の
表
現
（
平
仮
名
の
表
現
）
に
つ
い
て
変
化
が
起
こ
り
そ
う
で
す
か
」
の
結
果
で
は
、
変
化
が
起
こ
る
と
考
え

て
い
る
要
素
と
し
て
「
字
形
」
や
「
構
成
」
の
回
答
が
多
数
で
あ
っ
た
【
グ
ラ
フ
2
】。
こ
の
こ
と
は
、「
漢
字
の
書
」
の
学

習
が
直
接
的
に
調
和
と
い
う
観
点
に
結
び
つ
い
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
生
徒
が
書
に
関
す
る
見
方
・
考
え
方

を
働
か
せ
な
が
ら
「
漢
字
の
書
」
を
捉
え
、
文
字
の
大
き
さ
以
外
の
書
を
構
成
す
る
要
素
を
理
解
す
る
契
機
に
な
っ
て
い
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
語
科
書
写
と
芸
術
科
書
道
を
縦
断
的
に
つ
な
ぐ
重
要
な
学
習
の
一
つ
と
し
て
「
漢
字

の
書
」
が
機
能
し
て
い
く
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
、
学
習
指
導
要
領
解
説
で
は
、「
技
能
」
ウ
（
イ
）
に
お
い
て
「
漢
字
と
仮
名
の
調
和
し
た
線
質
」
を
取
り
上
げ
て

い
る
。【
表
4
】
の
用
語
に
つ
い
て
の
解
説
の
と
お
り
、
線
質
と
は
書
か
れ
た
線
の
も
つ
性
質
を
指
し
、
表
現
効
果
や
風
趣
へ

と
つ
な
が
る
要
素
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
字
と
仮
名
の
調
和
し
た
線
質
は
、
主
に
用
筆
・
運
筆
に
お
け
る
「
運
動
性
」
や
律
動

25
20
15
10
5
0

字形

線の太細構成 線質

字の大きさ

墨の濃淡

墨の潤渇
未回答

30
35

25
20
15
10
5
0

字形

線の太細構成 線質

字の大きさ

墨の濃淡

墨の潤渇
未回答

30
35

【グラフ 2】前稿におけるアンケートの結果（左：平仮名の表現、右：漢字の表現）

（人） （人）
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性
・
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
融
和
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
実

現
に
は
学
習
者
自
身
の
思
い
や
感
興
を
素
直
に
表
現
で

き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
述
べ
ら
れ
て

い
る（

9
（

。
こ
の
よ
う
に
、
漢
字
と
仮
名
の
調
和
を
図
る
た

め
に
線
質
の
技
能
の
習
得
を
目
指
し
、
主
に
字
形
、
文

字
の
大
き
さ
、
全
体
構
成
に
よ
っ
て
構
想
を
工
夫
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

次
に
、
書
道
Ⅰ
の
教
科
書
四
社
に
お
け
る
調
和
に
関

す
る
記
載
を
抜
き
出
し
て
比
較
し
、
そ
の
傾
向
に
つ
い

て
分
析
す
る
。

　

各
社
の
特
徴
を
整
理
し
て
み
る
と
、
前
稿
で
取
り
上

げ
た
精
神
的
な
調
和
と
物
理
的
な
調
和
に
関
す
る
内
容

に
大
別
で
き
る
。
精
神
的
な
調
和
は
言
葉
と
自
己
の
内

面
と
を
近
接
さ
せ
る
た
め
の
調
和
を
指
し
、
物
理
的
な

調
和
は
造
形
性
に
基
づ
い
た
調
和
を
指
す
。
ど
ち
ら
と

も
総
合
的
な
調
和
を
図
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
極
め
て

重
要
な
調
和
で
あ
る
。
精
神
的
な
調
和
に
つ
い
て
は
別

の
論
考
で
詳
し
く
述
べ
た
の
で（

（1
（

、
本
稿
で
は
、
物
理
的

な
調
和
に
焦
点
化
し
て
考
察
し
て
い
く
。
物
理
的
な
調

和
書
字
方
略
は
集
字
書
字
方
略
（
α
）
と
比
較
書
字
方

略
（
β
）
に
分
け
ら
れ
る
【
表
5
】。
α
は
古
典
や
古
筆

か
ら
対
象
と
な
る
漢
字
や
仮
名
を
探
し
て
模
倣
す
る
こ

と
に
よ
り
調
和
を
図
る
方
略
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ｋ
Ｔ

事項 ⽤語 ⽤語についての解説

「
技
能
」
ウ
（
イ
）

線質

線質とは、書かれた線のもつ性質を指し、線の強さ、豊かさ、艶やかさ、軽やかさ、
険しさ、深さなどの質感をいい、筆者の思いや感興、個性や特性を背景に、⽤筆・運
筆といった技能的な要素や、⽤具・⽤材といった外的要素とも関わり、また、⽤筆・
運筆上の「運 動性」や律動性・リズムと密接に関連し、表現効果や風趣へとつなが
る要素である。

漢字と仮名の
調和した線質

漢字と仮名の調和した線質とは、主に⽤筆・運筆における「運動性」や律動性・リズ
ムに基づいて漢字と仮名の線質を融和させるということであり、線質における漢字と
仮名の調和は「漢字仮名交じりの書」の表現効果を支える最も重要で基本的なもので
ある。
指導に当たっては、漢字と仮名の線質の調和を図りながら、実⽤的な表現や芸術的な
表現の幅を広げ、漢字仮名交じり文という日常的な題材を通して、⽣徒が自⾝の思い
や感興を素直に表現できるよう指導することが大切である。

【表 4】学習指導要領解説における「線質」に関する記述

教科書会社 見出し・題材 ポイント ポイント詳細・表現例 分類

KT 社 ☆漢字と仮名の調和
漢字と仮名の⽤筆や線
質、造形などを調和さ
せて書くことが大切

漢字の書風に仮名を調和させる
仮名の⽤筆や線質に漢字を調和させる
双方の表現を歩み寄らせる

β

KT 社
（別冊）

☆古典に表現を学ぶ
「海から吹くかぜ　雲
をわたる」

集字による草稿づくり 例：高野切古今和歌集＜第三種＞と粘葉
本和漢朗詠集から集字した草稿 α

M 社
☆創作する 漢字に調和する仮名 例：顔氏家廟碑をもとに β

「はてわ・春風薫」 仮名に調和する漢字 例：元永本古今和歌集をもとに β

T 社 ☆古典を⽣かした表現
「道しるべ」

古典の表現の特徴を⽣
かした漢字と仮名の調
和を考える

例：牛橛造像記、自書告⾝、蘭亭序、高
野切第三種をもとに β

例：⼒強い表現を目指した仮名の表現
例：軽やかな表現を目指した仮名の表現 β

KS 社

☆名筆に学ぶ表現の⼯
夫

「天朗らかに…」
「春風や闘志いだきて
丘に立つ」

「月の沙漠を…」

漢字や仮名の書の⽤
筆・運筆、線質の特徴
や趣などの理解を深め
て、それらの書風を⽣
かして表現する

参考にしたい古典から、選んだ言葉に合
わせて倣書し、漢字の雰囲気に合うよう
に平仮名を⼯夫する
例：蘭亭序の書き下し文を書いてみよう
例：牛橛造像記の雰囲気を応⽤しよう
例：木簡の自由で伸びやかな表現を応⽤
してみよう

β

【表 5】教科書会社 4 社における調和に関する記載事項と物理的な調和書字方略の分類
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社
（
別
冊
）
は
高
野
切
古
今
和
歌
集
〈
第
三
種
〉
と
粘
葉
本

和
漢
朗
詠
集
か
ら
集
字
し
て「
海
か
ら
吹
く
風 

雲
を
わ
た

る
」
の
草
稿
づ
く
り
を
し
て
い
る
【
図
15
】。
β
は
、古
典

の
書
風
の
特
徴
を
捉
え
自
ら
工
夫
し
て
漢
字
と
仮
名
の
調

和
を
図
る
方
略
で
あ
る
。
Ｍ
社
は
【
図
16
】
の
よ
う
に
、顔

氏
家
廟
碑
に
基
づ
い
て
平
仮
名
を
漢
字
に
歩
み
寄
ら
せ
る

例
、
元
永
本
古
今
和
歌
集
に
基
づ
い
て
漢
字
を
平
仮
名
に

歩
み
寄
ら
せ
る
例
を
示
し
て
い
る
。
Ｔ
社
は
【
図
17
】
の

よ
う
に
、
力
強
い
表
現
を
目
指
し
た
例
、
軽
や
か
な
表
現

を
目
指
し
た
例
と
し
て
平
仮
名
五
十
音
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
載

し
て
い
る
。
他
に
も
楷
書
の
古
典（
牛
橛
造
像
記
と
自
書
告

身
）、
行
書
の
古
典
（
蘭
亭
序
）、
仮
名
の
古
典
（
高
野
切
第

三
種
）
に
基
づ
い
た
「
道
し
る
べ
」
四
作
品
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
Ｋ
Ｓ
社
の
「
名
筆
に
学
ぶ
表
現
の
工
夫
」
の
例
で
は
、蘭

亭
序
の
「
天
朗
気
清
」
と
並
べ
て
、
そ
の
書
き
下
し
文
「
天
朗
ら
か
に
気
清
し
」
の
表
現
例
【
図
18
】
を
示
し
て
い
る
。「
漢

字
の
雰
囲
気
に
合
う
よ
う
に
平
仮
名
を
工
夫
す
る
」
と
あ
り
、
調
和
と
い
う
記
述
は
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
に
獲
得
し
た

書
字
方
略
を
生
か
し
た
調
和
の
図
り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
ま
た
、
牛
橛
造
像
記
の
「
妙
楽
自
在
」
と
並
べ
て

高
浜
虚
子
の
句
を
載
せ
、
調
和
の
図
り
方
を
視
覚
的
に
理
解
さ
せ
よ
う
と
働
き
か
け
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

両
方
略
を
学
習
者
の
技
能
習
得
状
況
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
て
み
る
。
α
は
集
字
し
た
字
を
直
接
参
考
に
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
ま
ま
模
倣
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
調
和
に
つ
い
て
の
知
識
・
技
能
を
学
習
者
が
未
習
得
で
あ
っ
た

と
し
て
も
古
典
に
基
づ
い
た
調
和
を
図
り
や
す
い
。
し
か
し
、
文
字
の
大
き
さ
や
全
体
構
成
、
墨
の
濃
淡
等
の
要
素
に
つ
い

て
は
学
習
者
が
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
で
、
β
は
古
典
に
基
づ
く
調
和
を
学
習
者
自
ら
が
考
え
表
現
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
古
典
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
に
加
え
、
漢
字
と
仮
名
の
調
和
を
図
る
た
め
の
知
識
や
技
能
が
必
要
と
な
り
、
α

よ
り
高
度
な
方
略
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
α
は
集
字
に
あ
た
っ
て
様
々
な
古
典
の
参
考
書
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
漢

【図 16】古典や古筆に歩み寄らせる例
（Ｍ社）

【図 15】集字による草稿づく
り例（KT社）

【図 17】平仮名五十音の異なる表現例（T社）
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字
の
古
典
か
ら
平
仮
名
そ
の
も
の
を
集
字
す

る
こ
と
自
体
が
不
可
能
で
あ
っ
た
り
と
、
対

象
と
な
る
字
を
探
し
草
稿
作
り
を
す
る
ま
で

に
労
力
を
有
す
る
と
い
う
難
点
が
あ
る
。
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
年
間
学
習
指
導
計
画

に
お
け
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
位
置
付

け
や
学
習
者
の
実
態
に
応
じ
て
、
指
導
者
が

適
切
な
調
和
書
字
方
略
を
見
極
め
る
こ
と
が

重
要
と
な
る
。

　

た
だ
、
α
や
β
の
方
略
の
提
示
や
表
現
例

は
あ
る
も
の
の
、
教
科
書
に
お
け
る
漢
字
仮

名
交
じ
り
の
書
に
該
当
す
る
箇
所
か
ら
「
主

【図 18】上：蘭亭序を生かした調和の表現例　
下：牛橛造像記を生かした調和の表現例（S 社）

に
用
筆
・
運
筆
に
お
け
る
『
運
動
性
』
や
律
動
性
・
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
融
和
」
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
記
述
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
漢
字
と
仮
名
の
調
和
」
の
学
習
内
容
が
漢
字
の
書
や
仮
名
の
書
の
学
習
と
も
深
く
関
連
し
て
お

り
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
分
野
の
み
で
完
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。 

　

次
に
教
科
書
の
調
和
に
関
す
る
記
述
を
整
理
し
、様
々
な
調
和
の
図
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
【
表
6
】。
本
稿
で
は
調
和

の
図
り
方
を
分
類
し
た
も
の
を
「
調
和
の
構
成
」
と
呼
び
、【
図
19
】
の
よ
う
に
分
類
す
る
。
漢
字
と
仮
名
の
外
的
要
因
を
除

く
調
和
の
構
成
（
Ａ
）
は
、
書
を
構
成
す
る
要
素
で
い
え
ば
、
線
質
・
字
形
・
線
の
太
細
・
文
字
の
大
き
さ
が
該
当
す
る
。
ま

た
、
外
的
要
因
に
関
す
る
調
和
の
構
成
（
Ｂ
）
は
、
墨
色
や
全
体
構
成
、
余
白
に
対
す
る
文
字
の
大
き
さ
な
ど
が
該
当
す
る
。

さ
ら
に
、
言
葉
と
自
己
の
内
面
と
の
調
和
を
図
る
構
成
（
Ｃ
）
が
あ
り
、
学
習
者
は
こ
れ
ら
の
調
和
の
構
成
を
理
解
し
た
上

で
、
自
分
が
図
ろ
う
と
す
る
調
和
に
つ
い
て
自
覚
し
て
表
現
に
臨
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
一
方
、
指
導
者
は
調
和
の
構
成

に
つ
い
て
、
一
つ
の
構
成
の
み
の
指
導
に
な
ら
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
調
和
の
構
成
に
は

漢
字
と
仮
名
の
外
的
要
因
を
除
く
調
和
を
し
て
か
ら
全
体
構
成
を
意
識
し
た
調
和
を
図
る
な
ど
の
順
序
や
序
列
は
存
在
し
な
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教科書
◯見出し・題材

　　　　ポイント　　　
ポイント詳細 頁 調和の

構成

KT 社
（別冊）

○漢字仮名交じりの書の作品
制作

　作品制作の⼿順

①書く言葉・詩文を決める　
②作品のイメージや表現のねらいを決める　
③構想を練り草稿を作る　
④練習し、改善と表現の⼯夫を重ねる　
⑤作品を書き上げ、落款を入れて完成させる　
⑥作品を皆で鑑賞し、感じたことを話し合う

42

○古典に表現を学ぶ
　古典集字資料
　集字による草稿づくり

「争坐位文稿」を参考に重厚な表現を目指した作品例
作品のイメージや、表現のねらいに合う古典を選び、
語句を集字して参考にしましょう

「海から吹く風 雲をわたる」を古筆から集字して作成
した草稿

42 A

○⽤具・⽤材を⼯夫する
言葉や詩文の世界をさまざ
まに表現することが可能

同じ⽤具・⽤材でも墨量や墨の濃度、筆圧や運筆の違
いによって表現は変化するため、⽤具・⽤材の種類や
⽤い方を⼯夫する例：墨の濃さ・紙の種類・筆圧・筆
の種類による表現の違い

43 B

○紙面構成を⼯夫する
紙面全体に変化を与えるこ
とができる

文字の大きさや一⾏の⻑さ、⾏間、余白などを⼯夫す
る
例：そろえる（⾏頭・⾏末・⾏間、⾏頭のみ、⾏脚のみ）、
⾏間や⾏の⻑さに変化をつける、文字群をつくる

43 B

○自分らしい表現を求めて 書きたいと思う言葉や詩文のイメージをふくらませ、
個性豊かな漢字仮名交じりの書の表現を目指し、さま
ざまに⼯夫してみましょう

44
45 C

KT 社

○漢字仮名交じりの書を知る
読みやすさと美しさの両立

　言葉と調和する漢字と仮名

漢字と仮名を調和させて日本語を表記してきた背景
①実⽤面の便利さ
②豊かな発想⼒や繊細な美意識
③言葉が持つリズムと声の響きを大切にする

80
81 C

○漢字と仮名の調和
⽤筆や線質、造形などを調
和させて書く

①漢字の書風に仮名を調和させる　
②仮名の⽤筆や線質に漢字を調和させる　
③双方の表現を歩み寄らせるなどさまざまな表現方法

がある

82
83 A

○空間に遊ぶ言葉
　紙面構成を学ぼう

文字の書かれたところと書かれていない空間が響き合
い、紙面全体の調和が保たれた作品を鑑賞し、自⾝の
作品制作の参考にしてみましょう

84
85 B

○自分自⾝の表現を求めて
言葉と書の表現との関係に
ついて考えてみよう

例：草野⼼平「ゆき」 個性的に表現した⼈々の発想⼒
や表現⼒を参考に、自分ならどのような表現をしてみ
たいかを考えてみよう

86 C

M 社

○漢字仮名交じりの書とは
①漢字仮名交じり文
②漢字と仮名の調和
③自由な紙面構成

漢字と仮名で表記された語句や詩文を題材とする。自
分の思いを表現しやすい
素材から受けるイメージをもとにして、漢字と仮名の
線質や字形を調和させて書く
自分の思いやイメージに合った表現になるよう文字の
大きさや配列を⼯夫する

108
109

○⼼に響く言葉を書く
漢字仮名交じりの書の名筆
には、どんな言葉が書かれ
ているのでしょう

例：高村光太郎「メトロポオル」より 他
他⼈の言葉や詩文などを使うとき作者名や作品名を明
記するなどして、著作権に⼗分に配慮する必要がある

110
111

○好きな言葉を書こう
　創作とは
　創作の３ステップ

臨書で学んだ表現技法や鑑賞で育んだ感性を⼟台とし
て、自分が表現したいイメージを作品にするもの

112

①「考える」書く言葉や参考にしたい古典・名筆、紙
面構成、⽤具などを考えて表現したいイメージを決
める

②「書く」草稿をもとに試作や練習を重ねたうえで作
品を書く

③「話す」友達と⼯夫した点を紹介し合うなどして相
互に評価する

【表 6】教科書 4 社における調和に関する記載事項と調和の構成の分類
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M 社

漢字に調和する仮名
仮名に調和する漢字

例：顔氏家廟碑、元永本古今和歌集

113 A

「考える」表現の方向性を考える
まず⼼に響く言葉や好きな言葉を選び、次に言葉のイ
メージに合わせて紙面構成や⽤具・⽤材を考え草稿を
つくる

「書く」自分のイメージに合う表現に少しでも近づけ
るために何度も試作や練習を重ねる
書いていくうちに草稿とは異なる表現になることもある

「話す」完成後、皆で鑑賞し合う
自分の作品について⼯夫した点や表現したかったこと
を伝える
作品をよく見て、どのような印象を受けるかを言葉で
表すとよい

○あなたは、どの書が好き？ あなたがいちばん惹かれる作品はどれですか。
理由もあわせて考えてみよう

114
115

○表現の幅を広げよう
　紙面構成
　⽤具・⽤材

①⾏頭・⾏末に変化をつける　
②文字の大きさに変化をつける　
③文字群を作り余白を⽣み出す

116
B

①薄い墨・にじまない紙
②濃い墨・柔らかい筆 117

○文⼠の書を見に⾏こう 文字を書きつける深い息遣いを感じ取ってみましょう
樋⼝一葉「たけくらべ」、三好達治「雪」、棟方志功「歓
喜モ」、文⼠の署名 他

118
～

123

○漢字仮名交じり文と日本語
表記

日本の書の歴史の中で、漢字仮名交じり文がどのよう
に表現されてきたのかを見てみましょう 124

T 社

○漢字仮名交じりの書の変遷 いつの時代もその時々に⽣きる⼈々の読み書きに即し
て書き表しています
⾝近な言葉が題材に⽤いられることも多く、親しみを
感じやすいといえるでしょう

106
107

○表現を⽐べよう
書体や書風、構成などを⼯
夫することで、さまざまな
表現を展開することができ
る

①表現を⽐べてそれぞれ全体から受ける印象を書きま
しょう　

②次の観点（線、字形、構成）について、それぞれの
特徴を表す言葉を書きましょう　

③それぞれの表現の特徴を説明しましょう

108
109

○古典を⽣かした表現
古典の表現の特徴を⽣かし
た漢字と仮名の調和を考え
る

例：牛橛造像記、自書告⾝、蘭亭序、高野切第三種を
もとに「道しるべ」
例：⼒強い表現を目指した仮名の表現例、軽やかな表
現を目指した仮名の表現例（仮名表）

110
111 A

○線による表現の広がり
起筆の穂先の向きや筆使い
によって、さまざまな線を
表現することができる。線
の書き方による変化とその
効果について、考えてみま
しょう

リズミカルで軽快な表現
整然とした表現
素朴で自由な表現
重厚な表現を目指して 112

113 A

○⽤具・⽤材による表現
⽤具・⽤材の選び方によっ
て作品の表現に多くの変化
をつけることができる

例：紙、墨色、筆による変化
にじむ紙・にじまない紙、濃い墨・薄い墨、硬い筆・
柔らかい筆、⻑い⽑・短い⽑、割り箸で書いた例、し
わをつけた紙に書いた例

113 B

○紙面構成
文字の大きさや配列などの
構成を⼯夫することによっ
て表現は変わる

①⾏頭・⾏末に変化をつける例
②まとまりを作り変化をつける例
③傾きや大小の変化をつける例

116
～

119
B

○創作
　言葉と書を調和させよう

①言葉・詩文を選定し、目指す表現を考える　
②書体や書風、紙面構成を考え、草稿を作成する　
③草稿をもとに表現を⼯夫する
④作品を完成させ鑑賞し合う「パプリカ」

120
121 C
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T 社
○鑑賞
　書の美や風趣を味わおう

①作品を見て感じたこと、気づいたことを書き出して
みよう 

②書き出した言葉をもとに、その作品のよさや美しさ
を伝え合おう

122
123

KS 社

◯言葉を表現する
　言葉の選定

漢字仮名交じりの書は詩歌や⾝のまわりにある言葉、
文章を素材として表現する書である
言葉と表現は密接に関わっており、書きたい言葉、⼼
に響いた言葉を模索することは大切

108
109

○感動や思いを表現しよう
　①題材の選定
　②作品の表現意図を考える
　③草稿を作る
　④草稿に基づき練習し、表

現を⼯夫する　
　⑤相互評価を⾏う　
　⑥作品にまとめる
　⑦鑑賞とまとめ

自分が書きたいと思う言葉を探そう
「どんな作品が書きたいか」、イメージを膨らまそう
使う文字を書体字典などで調べてみる、表現意図に合
わせて⽤具・⽤材を考える、全体構成を考える
草稿をもとによりよい作品を求めて試⾏錯誤する
グループで相互評価を⾏い、意見交換しよう
互いに作品を鑑賞し、感想を述べ合おう

110
111

　作品の表現意図を考える
　効果的な⽤筆・運筆の⼯夫

⼼に浮かんだ「海」を表現
してみよう

「どんな作品にしたいのか」というイメージをもとに、
効果的な⽤筆・運筆や字形を考えよう
さまざまな線質や字形を⼯夫しながら、表現意図に合
う「海」を表現してみよう

112 A

○名筆に学ぶ表現の⼯夫
　「天朗らか…」、「春風や…」、　
　「月の沙漠…」

漢字や仮名の書の⽤筆・運
筆、線質の特徴や趣などの
理解を深めて、書風を⽣か
して表現する

参考にしたい古典から、選んだ言葉に合わせて倣書し、
漢字の雰囲気に合うように平仮名を⼯夫する
例：蘭亭序の書き下し文を書いてみよう
例：牛橛造像記の雰囲気を応⽤しよう
例：木簡の自由で伸びやかな表現を応⽤してみよう

113 A

○自分の表現を目ざして
　⽤具・⽤材の⼯夫

例：濃い墨、薄い墨、油煙墨、松煙墨、にじむ紙、に
じまない紙、硬い、柔らかい、短い、⻑い⽑の筆

114
115 B

○全体構成の⼯夫
どんな構成がふさわしいか
考えてみよう、これ以外に
もさまざまな構成を考えて
みよう、仮名の書で学習し
た全体構成の⼯夫も参考に
しよう

例：⾏頭・⾏末をそろえた、⾏頭のみそろえた、周囲
に余白を⽣かした、⾏間を広くあけた、紙面いっぱい、
概形を丸くした、⼆つのまとまりに分けた、横書き、
概形を⼭型にした、上部をあけた、⾏頭・⾏末をあけ
た、概形を三⾓形にした
作品の文字の大きさや字形、墨の潤渇などに変化を加
えてみよう

116
117 B

○作品の完成
　鑑賞会を⾏う

作品の制作意図を発表し、制作の過程を振り返り、⼯
夫された点やその効果を述べ合おう

118
119

○漢字仮名交じりの書の表現
と鑑賞

第一印象を大事にして感じたことを話し合ってみよ
う、筆者がどんな意図をもって作品制作に臨んだか、
どんなところを⼯夫したかを考えてみよう

120
～

122
○漢字仮名交じり文の成立と

その書の変遷
漢字仮名交じり文は、視覚的に読みやすいこともあり
一般化していったとされる 123

※調和の構成は、A 漢字と仮名の外的要因を除く調和、B 外的要因に関する調和、C 言葉と自己の内面との
調和を指す。なお、調和の構成に関わるか特定できない学習内容については斜線とした。
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い
。
学
習
者
の
実
態
に
応
じ
た
調
和
の
構
成
を

指
導
者
が
提
案
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
和
が
複
合

的
に
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
総
合
的
な
調
和

を
実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

こ
こ
で
、
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
調
和
的
書

字
方
略
と
前
稿
で
提
示
し
た
国
語
科
書
写
に
お

け
る
調
和
的
書
字
方
略
の
関
係
性
を
整
理
す

る
。
前
者
は
後
者
と
比
較
す
る
と
、
要
素
が
複

数
あ
り
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
漢
字

仮
名
交
じ
り
の
書
の
芸
術
的
な
表
現
を
考
え
る

場
合
、
国
語
科
書
写
の
学
習
で
は
考
え
に
く
い

集
字
書
字
方
略
が
あ
る
。
ま
た
、
実
用
的
な
表

現
を
考
え
る
場
合
、
い
か
に
読
み
や
す
く
表
現

す
る
か
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
国
語
科
書
写
の

学
習
が
基
盤
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
つ
ま

り
、
芸
術
科
書
道
に
お
い
て
も
国
語
科
書
写
に

お
い
て
も
、
調
和
的
書
字
方
略
は
共
通
点
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
に
応
じ
て
、
有
効
に
働

く
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
語
科

書
写
と
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
調
和
的
書
字
方

略
を
【
図
20
】
の
よ
う
に
統
合
・
整
理
し
、
調

和
を
図
る
学
習
モ
デ
ル
を
作
成
し
た
【
図
21
】。

　

総
合
的
な
調
和
の
実
現
の
た
め
に
は
、
物
理

Ａ 漢字と仮名の
外的要因を除く調和

• 線質　　　• 字形
• 線の太細   • 文字の大きさ

Ｂ 外的要因に関する調和

• 紙の種類　• 紙の大きさ
• 全体構成　• 筆記具の種類
• 墨の種類　• 墨の濃淡
• 墨の潤滑
• 余白と文字の大きさ 等

Ｃ 言葉と自分の内面
との調和

• 精神的な調和

【図 19】漢字仮名交じりの書に
　　　　おける調和の構成

書写書道教育における調和書字方略

要素意識
例）文字の大きさ・配置・字間・線質・字形・線の太細・墨

の濃淡・墨の潤滑・全体構成を意識して書く

比較・選択
例）対象を⽐較し、書を構成する要素、⽤筆・運筆等を選択し、

望ましい書き方を理解して書く

他者意識
例）読み⼿の読みやすさを意識して書く

効率・連続
例）速く連続性を意識して書く

集字書字
例）漢字や仮名を古典や古筆から探して模倣して書く

【図 20】書写書道教育における調和的書字方略

調和の構成

要素意識

比較・選択

他者意識

連続・効率

集字書字

音読・劇化

視聴覚機能を
  働かせる音楽・

写真・映像等

ワークシート

物理的な
調和

精神的な
調和

総合的な
調和

漢字と仮名の
外的要因を除く調和

外的要因に関する調和

言葉と自分の内面
との調和

調和的書字方略

調和の構成
に対してど
の方略を選
択して調和
を図るか

【図 21】書写書道教育における調和を図る学習モデル
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【図 22】書写の教科書における「規準」例（T 社）

的
な
調
和
（
図
21
上
ル
ー
ト
）
と
精
神
的
な
調
和
（
図
21
下
ル
ー
ト
）
双
方
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
網
羅
す
る
学
習
活
動

を
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
学
習
者
は
調
和
を
図
る
際
、
ま
ず
、
自
分
が
ど
の
調
和
の
構
成
に
意
識
を
向
け
て
い
る
の

か
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
。
物
理
的
な
調
和
を
図
る
場
合
は
漢
字
と
仮
名
の
外
的
要
因
を
除
く
調
和
で
あ
る
か
外
的
要
因

に
関
す
る
調
和
で
あ
る
か
を
認
識
し
、
書
写
書
道
教
育
に
お
け
る
物
理
的
な
調
和
書
字
方
略
を
選
択
し
て
調
和
を
図
る
と
よ

い
。
ま
た
、
精
神
的
な
調
和
を
図
る
に
は
、
言
葉
と
自
分
の
内
面
と
の
調
和
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
三
浦
に
よ
れ
ば
、「
音

読
・
劇
化
」、「
視
聴
覚
機
能
を
働
か
せ
る
音
楽
、
写
真
、
映
像
」、「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
等
が
有
効
で
あ
る（

（（
（

。
指
導
者
が
意
識

す
べ
き
こ
と
は
、
学
習
者
が
調
和
の
構
成
を
理
解
し
た
上
で
調
和
的
書
字
方
略
の
活
用
が
で
き
て
い
る
か
で
あ
る
。
書
写
と

書
道
の
調
和
の
図
り
方
を
見
る
と
共
通
項
は
確
か
に
多
い
が
、
書
道
は
書
写
に
比
べ
、
調
和
に
つ
い
て
思
考
す
る
こ
と
が
よ

り
高
度
で
複
合
的
で
あ
る
。
指
導
者
は
国
語
科
書
写
と
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
漢
字
と
仮
名
の
調
和
を
縦
断
的
に
捉
え
、
調

和
を
図
る
こ
と
の
奥
深
さ
を
学
習
者
が
体
感
で
き
る
よ
う
な
学
習
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　
　
　

第
3
章
　
調
和
に
必
要
な
思
考
を
働
か
せ
る
学
習
の
構
築

　
ⅰ
　
規
準
（
手
本
）
の
本
質
的
価
値
を
理
解
す
る
こ
と

　

日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）
に
よ
れ
ば
、「
手
本
」
と
は
、「
①
文
字
や
絵
画
な
ど
を
習
う
と
き
に
、
そ
ば
に
置
い
て
模

範
と
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
本
。
②
物
事
を
行
う
の
に
、
模
範
と
す
べ
き
人
や
物
、
ま
た
は
行
な
い
。
見
な
ら
う
べ
き
こ
と
。

模
範
。
③
標
準
と
な
る
型
、
様
式
。
ま
た
、
商
品
な
ど
の
見
本
。」
と
定
義
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
書
写
教
育
に
お
け
る
規
準

に
つ
い
て
、
折
川
は
「
教
科
書
や
ワ
ー
ク
に
印
刷
さ
れ
、
或
い
は
教
師
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
」
も
の
で
あ
り
、「
書
写
能
力

を
向
上
さ
せ
る
上
で
参
照
す
る
模
範
」
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
国
語
科
書
写
の
学
習
で
は
学
習
過
程
に
お
い
て
規
準
が
提
示
さ
れ

る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
教
科
書
に
は
【
図
22
】
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
書
写
の
学
習
に
お
い
て
、
学
習
者
が
規

準
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
言
説
と
し
て
折
川
の
先
行
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る（

（1
（

。
折
川
は
「
書
写
学
習

者
は
、
こ
う
し
た
手
本
と
自
身
の
書
字
と
を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
比
較
し
、
手
本
の
水
準
に
で
き
る
だ
け
接
近
し
よ
う
と

試
み
る
。
参
照
す
る
手
本
に
内
在
す
る
価
値
に
つ
い
て
、
学
習
者
自
身
が
分
析
・
検
討
し
た
り
そ
こ
へ
近
づ
い
て
い
く
行
為
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【図 23】意図的に変形を施した「規準」とその解説
（折川　2010）

自
体
の
意
味
を
理
解
・
納
得
し
た
り
す
る
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
は
、
多
く
の
場
合
授
業
過
程
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
」
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
意
図
的
に
変
形
を
施
し
た
規
準
「
情
熱
」【
図
23
】
を
提
示
し
、
規
準
を
学
習
者
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
を
検
証
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
七
五
％
の
生
徒
が
「
手
本
だ
か
ら
」
と
回
答
し
て
意
図
的
に
変
形
を
施
し
た
規
準

に
接
近
し
た
書
字
活
動
を
行
い
、
二
五
％
の
生
徒
は
「
ま
ね
よ
う
と
は
、
い
つ
も
思
っ
て
い
な
い
」
と
回
答
し
て
主
体
的
に

書
字
活
動
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
折
川
は
手
本
が
絶
対
視
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
、「
手
本
と
し
て

示
さ
れ
た
内
容
に
な
ぜ
価
値
が
あ
る
の
か
」、「
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
価
値
か
」、「
近
づ
く
意
味
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
に
学

習
者
が
目
を
向
け
る
必
要
性
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
言
説
を
踏
ま
る
と
、
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
「
漢
字
の
書
」
や
「
仮
名
の
書
」
の
臨
書
学
習
で
は
、
拓
本
や
法
帖
が

書
写
の
規
準
と
同
様
に
生
徒
が
参
照
す
る
模
範
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
【
図
24
】。
ま
た
、教
科
書
に
は
漢
字
仮
名
交
じ
り

の
書
の
作
品
も
多
く
掲
載
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
生
徒
が
作
品
制
作
を
す
る
た
め
の
参
考
や
拠
り
所
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
臨
書
学
習
に
お
け
る
拓
本
や
法
帖
だ
け
で
な
く
、
掲
載
作
品
に
つ
い
て
も
学
習
者
が
思
考
を
働
か
せ
て
そ
の
価
値

や
意
味
を
考
え
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　

小
竹
・
青
山
は
、「
書
写
の
学
習
指
導
で
は
、
と
も
す
る
と
、『
手
本
』
を
絶
対
的
な
も
の
と
し
た
り
、『
手
本
』
通
り
に

書
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
何
度
も
『
練
習
』
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
い
っ
た
、
専
ら
技
能
中
心
の
学
習
指
導
に
な
り
や

す
い
。
こ
う
い
っ
た
学
習
指
導
で
は
『
文
字
を
書
く
こ
と
』
に
関
わ
る
知
識
や
理
解
を
図
る
こ
と
が
希
薄
と
な
っ
て
、
い
わ

ゆ
る
授
業
者
主
導
の
技
能
指
導
に
終
始
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
」
と
も
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
中
央
教
育
審
議
会
の
審
議

の
取
り
ま
と
め
に
お
い
て
も
「
書
写
に
つ
い
て
は
、
手
本
を
模
倣
す
る
だ
け
の
学
習
の
み
で
は
な
く
、
小
学
校
段
階
で
は
、

平
仮
名
、
片
仮
名
、
漢
字
の
由
来
や
点
画
（
は
ね
、
払
い
等
）、
字
形
な
ど
の
特
質
を
理
解
し
て
書
く
こ
と
、
中
学
校
段
階
で

は
、
文
字
文
化
の
多
様
性
や
表
現
の
豊
か
さ
を
理
解
し
て
効
果
的
に
書
く
こ
と
な
ど
、
高
等
学
校
段
階
の
国
語
科
及
び
芸
術

科
（
書
道
）
の
学
習
に
つ
な
が
る
、
用
具
・
用
材
を
含
め
た
文
字
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
指
導
を
充
実
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
」、「
書
い
た
結
果
ば
か
り
で
な
く
、『
書
き
進
め
る
過
程
』、
つ
ま
り
運
動
面
に
視
点
を
当
て
る
」
な
ど
書
字

活
動
に
お
い
て
指
導
者
が
留
意
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
折
川
は
、「
手
本
の
価
値
へ
の
ま
な
ざ
し
」、「
手

本
に
接
近
す
る
価
値
へ
の
ま
な
ざ
し
」、「
ま
な
ざ
し
の
持
続
的
な
意
識
化
」
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
を
踏
ま

【図 24】書道Ⅰの九成宮醴泉銘のページ（M 社）
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え
る
と
、
指
導
者
は
学
習
者
に
対
し
て
調
和
を
図
る
学
習
活
動
の
目
標
を
明
確
に
し
、
調
和
の
構
成
を
適
切

に
理
解
さ
せ
、
思
考
を
働
か
せ
る
学
習
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

三
浦
は
、
古
典
の
臨
書
学
習
時
に
お
け
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
作
り
や
、
仮
名
調
和
表
作
成
時
に
お
け
る
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
提
案
し
て
い
る（

（1
（

【
図
25
】。
し
か
し
、
こ
の
学
習
設
計
は
、
学
習
者
が
学
習
目
標
を
理
解
し

た
上
で
学
び
が
実
現
さ
れ
る
と
い
う
前
提
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
学
習
者
は
学
習
目
標
が
可
視
化

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
調
和
を
図
ろ
う
と
思
考
を
働
か
せ
る
こ
と
な
く
、
や
み
く
も
に
表
現
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
思
考
を
働
か
せ
る
た
め
に
は
、
学
習
者
が
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
意

思
決
定
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
場
面
が
必
要
で
あ
る
。
意
思
決
定
に
つ
い
て
は
次
章
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
。

　
ⅱ
　
思
考
を
生
む
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

押
木
は
「
捉
え
る
・
理
解
す
る
」
機
会
を
意
図
的
・
計
画
的
に
書
写
の
学
習
活
動
に
設
定
す
る
必
要
が
あ

漢字仮名交じりの書の制作

「仮名調和表」の作成

古典の臨書学習
（ポートフォリオ作り）

リフレクション

調 和 的
書字方略

強化作用

【図 25】「仮名調和表」の作成を起点としたとき
の学習設計

る（
（1
（

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
書
写
の
学
習
に
限
ら
ず
、
臨
書
学
習
を
行
う
書
道
に
お
い
て
も
同
様
の
視
点
が
必
要
で
あ
り
、

指
導
者
及
び
学
習
者
が
書
写
書
道
の
学
習
を
技
能
習
得
の
場
だ
け
で
は
な
く
、
思
考
を
働
か
せ
た
創
造
的
な
学
び
の
場
で
あ

る
と
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
前
稿
で
取
り
上
げ
た
和
栗
の
言
説
で
は
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
「
体
験
を
一
過
性
の

刺
激
に
留
め
る
の
で
は
な
く
、
体
験
を
紐
解
き
、
整
理
し
、
次
の
行
動
へ
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
大
切
な
作
業
」
と
定
義
さ

れ
、
学
習
者
が
「
し
た
こ
と
・
起
こ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
自
身
や
他
者
の
反
応
と
そ
れ
ら
が
与
え
る
影
響
等
」

を
振
り
返
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る（

（1
（

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
デ
ュ
ー
イ
と
コ
ル
ブ
、
ム
ー
ン
の
一
連
の
理
論
に
基
づ

き
、
調
和
を
図
る
た
め
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
方
策
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

　

デ
ュ
ー
イ
と
コ
ル
ブ
は
構
成
主
義
の
立
場
か
ら
、
学
習
者
自
身
が
学
び
を
意
識
化
し
確
認
す
る
作
業
こ
そ
学
習
で
あ
る
と

主
張
し
、
そ
こ
に
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
価
値
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
デ
ュ
ー
イ
に
よ
れ
ば
、
経
験
と
は
「
個
体
が
環
境
に
積

極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
」
で
あ
り
、「
個
人
の
能
動
的
な
働
き
か
け
に
よ
っ
て
経
験
は
生
ま
れ
、
さ
ら
に
後
続
す
る
経
験

を
導
く
。
や
が
て
経
験
は
相
互
に
影
響
を
与
え
合
っ
て
経
験
群
を
構
成
し
、
こ
の
経
験
群
に
対
す
る
反
省
的
思
考
を
駆
使
す
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る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
体
は
認
知
発
達
を
遂
げ
る（

11
（

」
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
経
験
を
「
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
試
行

錯
誤
的
な
も
の
」
と
「
リ
フ
レ
ク
テ
ィ
ブ
（reflective

）」
な
も
の
の
二
種
類
に
分
類
し
、後
者
は
「
わ
れ
わ
れ
が
な
す
こ
と

と
、
生
ず
る
結
果
と
の
間
の
、
特
定
の
関
連
を
発
見
し
て
、
両
者
が
連
続
的
に
な
る
よ
う
に
す
る
意
図
的
な
努
力
」、
つ
ま

り
「
思
考
」
の
こ
と
を
表
し
、
そ
の
思
考
に
よ
っ
て
目
的
に
向
か
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
れ
は
目
標
を
持

つ
た
め
に
必
要
で
あ
る（

1（
（

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
コ
ル
ブ
は
デ
ュ
ー
イ
の
経
験
と
学
習
に
関
す
る
理
論
を
、「
活
動
─
内
省
」、「
経
験
─
抽
象
」
と
い
う
二
軸
か
ら
な

る（
11
（

論
理
空
間
に
構
成
し
直
し
、
こ
れ
ら
の
間
に
循
環
型
サ
イ
ク
ル
を
仮
定
し
、
経
験
学
習
モ
デ
ル
の
概
念
を
構
築
し
た
【
図

26
】。
経
験
学
習
は
①
「
具
体
的
経
験
」、
②
「
内
省
的
な
観
察
」、
③
「
抽
象
的
な
概
念
化
」、
④
「
能
動
的
な
試
み
」
か
ら

成
る
。
①
は
学
習
者
が
環
境
（
他
者
・
人
工
物
等
）
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
起
こ
る
相
互
作
用
の
こ
と
を
指
す
。
②
は
あ
る
個

人
が
実
践
・
事
業
・
仕
事
現
場
を
離
れ
、
自
ら
の
行
為
・
経
験
・
出
来
事
の
意
味
を
、
俯
瞰
的
な
観
点
、
多
様
な
観
点
か
ら

振
り
返
り
意
味
付
け
る
こ
と
（
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を
指
す
。
③
は
経
験
を
一
般
化
、
概
念
化
、
抽
象
化
し
、
他
の
状
況
で
も

応
用
可
能
な
知
識
等
を
自
ら
作
り
上
げ
る
こ
と
を
指
す
。
④
は
経
験
を
通
し
て
構
築
さ
れ
た
ス
キ
ー
マ
や
理
論
が
ア
ク
シ
ョ

ン
さ
れ
る
か
を
指
す
。
学
習
を
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
捉
え
、
経
験
を
通
し
て
何
を
学
び
と
る
か
の
視
点
を
大
切
に
し
た
学
習
モ

デ
ル
だ
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、
ム
ー
ン
は
学
習
に
お
け
る
意
図
的
な
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、
Ⅰ
「
新
し
く
学
習
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
付
け
を

す
る
こ
と
（
有
意
味
学
習
す
る
こ
と
）」、Ⅱ
「
有
意
味
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
描
出
す
る
プ
ロ
セ
ス
か
ら
さ
ら
に
学
ぶ
こ
と
」、

Ⅲ
「
既
に
あ
る
情
報
や
知
識
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
こ
と
」
の
三
つ
に
整
理
し
て
お
り
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
質

の
高
い
プ
ロ
セ
ス
の
一
端
を
担
う
と
同
時
に
、
学
習
行
動
自
体
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
述
べ
て
い
る（

11
（

。
ま
た
ム
ー
ン
は
、
ふ

り
か
え
り
の
深
度
を
四
段
階
で
提
示
し
て
い
る
【
表
7
】。

　

そ
し
て
、
和
栗
は
「
ふ
り
か
え
り
」
を
授
業
で
行
う
に
は
、
学
習
目
標
達
成
の
た
め
の
「
ふ
り
か
え
り
の
デ
ザ
イ
ン
」
が

必
要
で
あ
り（

11
（

、
学
習
到
達
目
標
や
そ
れ
に
基
づ
く
学
習
成
果
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
促
す
学
習
活
動
の
目
的
と
内
容
、
タ
イ

ミ
ン
グ
、
評
価
方
法
の
検
討
が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
【
表
8
】。
ま
た
、
学
習
者
自
身
の
既
存
の
知
識
や
こ
れ
ま
で
の

体
験
、
価
値
観
な
ど
を
引
き
出
す
た
め
に
は
「
学
習
者
自
身
の
」
を
強
調
し
た
設
問
に
す
る
と
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

具体的な経験
（concrete experience）

能動的な試み
（active experimentation）

内省的な観察
（reflective observation）

抽象的な概念化
（abstract conceptualization）

【図 26】コルブの経験学習モデル　※コルブ（1984）をもとに作成
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か
に
し
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
経
験
学
習
モ
デ
ル
や
意
図
的
な
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
生
か
し
た
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
学
習

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
初
め
て
の
制
作
活
動
は
経
験
学
習
モ
デ
ル
の
①
具
体
的
経
験
に
該
当
し
、

学
習
者
は
蓄
え
た
知
識
や
経
験
を
生
か
せ
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
作
品
制
作
の
過
程
や
仕
上
げ
た
作
品
に
対

し
て
、
②
内
省
的
な
観
察
に
よ
り
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
す
る
。
そ
の
際
、
指
導
者
は
調
和
の
構
成
や
平
仮
名
を
漢
字
に
歩

み
寄
ら
せ
る
観
点
な
ど
具
体
的
な
項
目
に
つ
い
て
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
さ
せ
、
学
習
者
自
身
が
学
習
活
動
の
目
的
や
目
標
に

つ
い
て
意
味
付
け
が
で
き
る
よ
う
に
意
識
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
生
か
し
た
作
品
制
作
を
行
う
こ
と
が
③
抽

象
的
な
概
念
化
に
該
当
し
、
①
、
②
、
③
の
経
験
学
習
と
意
図
的
な
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
相
互
作
用
に
よ
り
学
習
者
の
活
動

は
④
の
能
動
的
な
試
み
へ
発
展
し
て
い
く
と
考
え
る
。

　

別
の
観
点
で
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
考
え
て
み
る
。「
漢
字
の
書
」
や
「
仮
名
の
書
」
の
臨
書
学
習
に
お
い
て
、④
能
動
的
な
試

み
は
実
現
し
に
く
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
指
導
者
が
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
学
習
活
動
を
念
頭
に
置
い
て
①
、
②
、
③
の

経
験
学
習
や
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
行
え
ば
必
然
的
に
④
へ
と
繋
が
る
活
動
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
芸
術
科
書
道
で
は
、
漢
字

仮
名
交
じ
り
の
書
の
学
習
に
つ
な
が
る
知
識
・
技
能
が
獲
得
で
き
て
い
る
か
を
、
他
の
知
識
・
技
能
と
の
相
対
的
な
位
置
付

け
に
よ
り
認
識
す
る
こ
と
、
ま
た
実
際
に
表
現
し
鑑
賞
す
る
こ
と
を
通
し
て
学
習
が
理
解
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
メ
タ
認
知

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
制
作
活
動
に
お
い
て
、
意
図
に
基
づ
い
た
表
現
を
す
る
と
き

に
既
存
の
知
識
や
技
能
が
活
用
で
き
る
か
を
確
か
め
な
が
ら
学
習
を
進
め
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
②
に
お

い
て
、
線
質
、
字
形
、
線
の
太
細
を
工
夫
し
た
ら
ど
う
か
、
墨
色
を
も
う
少
し
淡
く
表
現
し
て
み
た
ら
ど
う
か
な
ど
と
思
考

を
働
か
せ
る
問
い
か
け
を
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
デ
ュ
ー
イ
が
述
べ
る
リ
フ
レ
ク
テ
ィ
ブ
な
経
験
と
な
り
、
④
の
能
動

的
な
試
み
へ
と
結
び
付
い
て
い
く
。
学
習
活
動
に
意
味
付
け
を
し
、
振
り
返
ら
せ
る
場
面
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
そ
の
時
点

で
新
し
く
学
習
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
有
効
に
働
く
だ
け
で
な
く
、
将
来
的
に
学
習
す
る
こ
と
へ
の
布
石
に
も
な
っ
て
い

く
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、【
表
9
】
に
「
漢
字
の
書
」
に
関
連
さ
せ
た
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
生
む
設
問
例
を
挙
げ
る
。
指
導
者

は
こ
の
よ
う
に
思
考
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、学
習
者
に
表
面
的
な
学
習
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

描写的な書き方 ふりかえりをしていない。描写にとどまる
描写的なふりかえり 描写しつつふりかえるが、２つ以上の視点からのふりかえりがない
対話的なふりかえり 多様な見方から俯瞰できており、分析的かつ統合的

クリティカルなふりかえり
多様な見方、かつ批判理論（critical theory）的見方ができる、ということ。
つまり視点というのは歴史的、政治社会的な文脈によっても形成されること
を認識していること

【表 7】ふりかえりの深度　※ムーン（2004）をもとに作成

当該科⽬の学習到達⽬標に基づく学習正解：○○ができるようになること
　　　　　　　　　↓
• ふりかえりの方法やタイミング（課題）：○○ができるようになることに寄与する方法とタイミング
　　　　　　　　　＆
• 課題の達成度評価の方法：ふりかえり（課題）の達成度基準と評価方法（* 直接あるいは間接的に評価）

【表 8】ふりかえりのデザイン　※和栗（2010）をもとに作成
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書
い
た
結
果
で
は
な
く
、 

書
き
進
め
る
過
程
に
焦
点
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
習
者
に
と
っ
て
有
意
味
な
学
習
設
計
を
構
築

で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
書
写
や
書
道
の
学
習
は
思
考
し
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
縦
断
的
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
習
得

し
た
知
識
・
技
能
が
体
系
化
さ
れ
、
表
現
や
鑑
賞
の
活
動
が
深
ま
っ
て
い
く
。「
思
考
活
動
の
捨
象
と
書
字
行
為
の
自
動
化

が
、
短
期
間
に
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
下
学
年
か
ら
の
長
年
に
わ
た
る
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
い
る
」
と

い
う
折
川
の
言
葉
は
、
書
写
と
書
道
を
縦
断
的
に
つ
な
ぐ
際
、
思
考
す
る
こ
と
の
継
続
性
・
連
続
性
の
大
切
さ
の
真
理
を
示

し
て
い
る
。
思
考
を
紡
ぐ
活
動
に
は
、
適
切
な
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
あ
り
、
指
導
者
は
学
習
者
が
自
身
の
学
習
を

メ
タ
認
知
で
き
る
よ
う
な
問
い
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

第
4
章
　
調
和
書
字
を
支
え
る
学
習
者
の
意
思
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
芸
術
的
な
表
現
に
お
い
て
調
和
を
図
る
に
は
、
第
1
章
で
述
べ
た
生
徒
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記

述
「
教
科
書
に
は
同
じ
漢
字
が
な
い
け
ど
観
察
し
て
書
風
を
似
せ
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
対
象
の
字
の
形
や
線
質
な
ど
を
研

究
し
て
書
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
」
等
か
ら
、
古
典
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
、
つ
ま
り
対
象
の
分
析
が
重
要
で
あ
る
こ

と
が
見
え
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
習
者
が
調
和
の
構
成
に
つ
い
て
理
解
し
、
書
を
構
成
す
る
要
素
や
用
筆
・
運
筆
等

に
つ
い
て
の
知
識
や
技
能
を
十
分
に
習
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
習
得
に
は
、
学
習
者
に
よ
る
意
思
決
定
の
場
が

組
み
込
ま
れ
、
学
習
者
が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
学
習
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
い
場
合
、
学
習
者
は
受
け
身
に
な

り
、
思
考
を
十
分
に
働
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
調
和
を
図
る
た
め
の
視
点
や
意
図
が
不
明
瞭
な
ま
ま
学
習
が
進
行
し
て
し

ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
学
習
者
の
意
思
決
定
に
関
す
る
問
題
に
向
き
合
う
た
め
に
、
モ
ス
ト
ン
の
一
つ
の
理
論
を
借
り
て
考
察
を
進

め
て
い
く
。
モ
ス
ト
ン
の
言
説
を
踏
ま
え
た
書
写
教
育
の
先
行
研
究
と
し
て
は
青
山（

11
（

が
挙
げ
ら
れ
、
そ
こ
で
は
書
写
指
導
に

お
け
る
問
題
点
と
可
能
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
書
写
教
育
の
意
思
決
定
に
つ
い
て
論
じ
る
青
山
の
主
張
を
モ
ス
ト

ン
の
「
指
導
ス
タ
イ
ル
の
ス
ペ
ク
ト
ル
論
」
と
と
も
に
整
理
す
る
。
そ
の
後
、
そ
れ
ら
の
言
説
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
調
和

を
図
る
学
習
に
至
る
前
段
階
と
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
調
和
を
図
る
段
階
に
分
け
て
、
学
習
ス
タ
イ
ル
を
検
討
し
、
書
写

【表 9】リフレクションを生む設問例

• 古典の臨書学習で最も印象に残ったことは何ですか。それはなぜですか。その学びをあなた
自⾝は今後どのように活⽤したいですか。

• 今日授業で扱った書を構成する要素の中で、あなたが大切だと思うのはどの要素ですか？ 
それはなぜあなたにとって大切なのか具体的に述べてください。その要素以外に今日の学習
からあなたの意見ではない考えは何が挙がると思いますか。

• これまでの古典の臨書学習を経て、⾝に付けることができた多様な視点について具体的に述
べてください。学習前のあなたの視点とどのように違いますか。

• 今日学んだことは、あなた自⾝が漢字仮名交じりの書を表現するときにどのように関連して
きますか。直接的ではなくとも、何かしらの関わりを挙げてみてください。

• 臨書学習における鑑賞の場面において、ペアやグループでの活動を通して共感できると思っ
たことを挙げてください。
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と
書
道
の
縦
断
的
な
教
育
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
学
習
者
が
調
和
を
図
る
学
習
に
至
る
前
段
階
に
つ

い
て
、
モ
ス
ト
ン
が
提
唱
す
る
指
導
ス
タ
イ
ル
の
「
生
産
」
を
促
進
す
る
も
の
と
し
て
の
一
実
践
例
を
示
す
。

　
ⅰ
　
モ
ス
ト
ン
の
「
指
導
ス
タ
イ
ル
の
ス
ペ
ク
ト
ル
論
」

　

モ
ス
ト
ン
は
一
九
五
〇
～
七
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
教
育
改
革
運
動
に
お
い
て
、
体
育
教
育
学
を
基
盤
に
一
般
教
育
学
の

理
論
を
構
築
し
た
。
モ
ス
ト
ン
が
発
表
し
た
「
指
導
ス
タ
イ
ル
の
ス
ペ
ク
ト
ル
論
」
は
、
様
々
な
指
導
や
学
習
理
論
を
、
非

対
立
的
構
図
を
基
礎
と
し
た
並
列
的
配
置
の
中
に
全
て
取
り
込
み
、
教
材
─
指
導
─
学
習
の
関
係
か
ら
、
そ
の
学
習
場
面
の

目
的
に
応
じ
た
最
適
の
学
習
方
法
を
オ
プ
シ
ョ
ン
的
に
活
用
す
る
と
い
う
、
提
案
者
（
研
究
者
）
で
は
な
く
、
使
用
者
（
現
場

教
師
）
の
発
想
に
よ
る
指
導
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
理
論
を
指
す
。
こ
の
理
論
の
構
図
は
、
プ
リ
ズ
ム
を
通
し
て
広
が
る
光
学

的
な
色
ス
ペ
ク
タ
ル
の
よ
う
に
、
並
列
に
配
置
さ
れ
た
指
導
方
式
を
十
一
種
類
挙
げ
、
時
代
的
流
行
や
個
人
的
特
有
か
ら
独

立
し
た
普
遍
的
か
つ
一
般
的
な
指
導
行
動
の
構
造
を
示
す
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
【
図
27
】。

　

こ
の
理
論
に
お
け
る
十
一
の
指
導
ス
タ
イ
ル
は
並
列
に
Ａ
～
Ｋ
に
分
類
さ
れ
、「
再
現
」
と
「
生
産
」
と
に
よ
っ
て
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
【
表
10
】（

11
（

。
ま
た
、
各
指
導
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
促
進
さ
れ
る
能
力
と
主
な
認
知
活
動
は
【
表
11
】
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

こ
の
指
導
ス
タ
イ
ル
は
「
教
師
と
学
習
者
の
両
者
は
、
構
造
分
析
の
中
で
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お

い
て
も
、
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
指
導
者
が
全
面
的
な
意
思
決
定
を
行
う
「
指
令
ス
タ

イ
ル
（
Ａ
）」
か
ら
学
習
者
が
全
面
的
な
意
思
決
定
を
行
う
「
自
己
教
育
ス
タ
イ
ル
（
Ｋ
）」
ま
で
が
用
意
さ
れ
、
Ｋ
に
近
づ

く
ほ
ど
、
意
思
決
定
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
割
合
は
学
習
者
の
方
が
大
き
く
な
る
。
意
思
決
定
に
つ
い
て
モ
ス
ト
ン
は
「
全
て

の
行
動
を
決
定
す
る
中
心
的
ま
た
は
根
本
的
な
行
動
で
あ
る
」
と
し
、「
根
本
的
な
決
定
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
、
決
定
可

能
な
組
み
合
わ
せ
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
指
導
者
と
学
習
者
の
関
係
を
観
察
す
る
た
め
の
視
野
を
広
げ
て
く
れ
る
。
指
導
者

と
学
習
者
の
関
係
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
は
、
指
導
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
決
定
と
学
習
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
決
定

の
特
有
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

授業

Self-Teaching
Initiated
Divergent
Convergent
Dvergent
Guided Discovery
Inclusion
Self-Check
Reciprocal
Practice
Command

プリズムとしての Anatomy

Pre-Impact Impact Post-Impact 生
産

創
造
発
見
発
見

再
現

スペクトルとクラスター

発見の境界

【図 27】光学的に表現したスペクトル論の構造　※柴田（1998）をもとに作成
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Ａ 指令スタイル（Command）
　このスタイルの目的は、教師によって⾏われたすべての決定に従って、正確かつ短時間の内に学習課題を学
ぶことである。
本質：刺激に対する即座の反応。遂⾏は正確に即座になされる。前に示されたモデルが繰り返される ( 再現さ

れる )。
Ｂ 個人練習スタイル（Practice）
　このスタイルは、学習者に対して個別で個⼈的に活動するための時間を与え、教師が学習者に個別で個⼈的
なフィードバックを与えるための時間を提供する。
本質：学習者のために個別で個⼈的に学習課題を⾏うための時間が提供され、教師にとっては、すべての学習

者に対して個別で個⼈的なフィードバックを与えるための時間が利⽤可能である。
Ｃ 相互学習スタイル（Reciprocal）
　このスタイルにおいて、学習者は、教師によって準備された評価基準に従って、パートナーと一緒に活動し、
パートナーにフィードバックを提供する。
本質：学習者はパートナーと関係を持ちながら活動し、教師によって設計された連成結果についての評価基準

に従って即座のフィードバックを受け取り、フィードバックの技能や社会的⾏動の技能を発達させる。
Ｄ 自己チェックスタイル（Self-Check）
　このスタイルの目的は、学習課題を⾏い、さらに自分自⾝の活動をチェックすることを学ぶことである。
本質：学習者が個別に個⼈的に学習課題を⾏い、さらに、教師によって開発された評価基準を使うことによっ

て自分自⾝にフィードバックを提供する。
Ｅ 能力差包括スタイル（Inclusion）
　このスタイルの目的は、自分が⾏うことができる学習課題のレベルを選択することを学ぶこと、自分自⾝の
活動をチェックすることへの挑戦を提供することである。
本質：同じ学習課題が難しさの異なったレベルに応じて設計されている。学習者は、自分たちが学習課題に始

めに取り組む位置や他のレベルに移るときの位置を決定する。
Ｆ 誘導発見スタイル（Guided Discovery）
　このスタイルの目的は、教師によって提示される連続した発問に答えることによって 1 つの概念を発見する
ことである。
本質：教師は、具体的な連続した発問をすることによって、学習者を、彼らがまえもって知らないような、あ

らかじめ方向付けておいた「目標（target）」を発見することへと系統的に導く。
Ｇ 集中的発見スタイル（Convergent Discovery）
　ここでは、学習者が問題（problem) に対する解決を発見し、さらに、論理的な方法を使ったり、推論したり、
批判的に思考したりすることによって、問題点（issue）を明確にしたり結論に到達することを学習する。
本質 :教師が発問を提示する。学習課題(発問)の本質的な構造は、単一の正しい解答を要求している。学習者は、

推論すること ( あるいは他の認知的作業 ) に従事して、単一の正しい解答 / 解決を発見することを目指す。
Ｈ 拡散的生産スタイル（Divergent Production）
　このスタイルの目的は、1 つの問題に対する複数の解答を作り出す ( 発見する ) ことに従事することである。
本質：学習者は、1 つの発問に対する多種多様な解答を作り出すことに従事させられる。学習課題 ( 発問 ) の

本質的な構造は、可能な限り模数の解答を提供する。複数の解答は、可能性があり、実⾏可能で、望ましい
方法 ( ⼿順 )、または、所定の学問の確第のための「規則」によって評価される。

I 学習者設計個別プログラムスタイル（Individual Program-Learners Design）
　このスタイルの目的は、教師と相談した個別プログラムの中で組織された一連の学習課題を、設計し展開し
⾏うことである。
本質：学習者は、個別プログラムの中で組織された学習課題を、設計し、展開し、遂⾏する。学習者は、出来

事を選択し、問題を明らかにし、データを集め、答えを発見し、そして情報を整理する。教師は、全体的な
学習内容の領城を選択する。

Ｊ学習者主導スタイル（Learner-Initiated）
このスタイルの目的は、学習者が、同意を得た評価基準に基づいて教師と共に、学習経験を主体的に始めたり、
それを設計したり、それを遂⾏したり、それを評価したりすることである。
本質：学習者は、彼または彼女が１つの学習場面あるいは一連の学習場面を⾏おうとしているスタイルを自主

的に始める。学習者は、スペクトル上のどんなスタイルでも選択できる選択肢を持っている。学習者は、ス
ペクトルによって提供されたスタイルの配列に精通していなければならない。

Ｋ 自己教育スタイル（Self-teaching）
　このスタイルは、彼あるいは彼女が、教師による直接的な掛かり合いなしに、学習経験について最大限の決
定を⾏う機会を学習者に提供する。このスタイルは、あるとしても、めったに学校では使われない。それは、
趣味あるいはレジャー活動を発展させるためにはより適切なものである。このスタイルの選択はまさしく学習
者の決定である。
本質：学習者は、彼あるいは彼女の学習経験を自主的に始め、それを計面し、それを遂⾏し、そしてそれを評

価する。学習者は、 教師の参加をどの程度利⽤すべきかを決定する。 教師は、学習者の決定を受け入れて、
もし学校で⾏われるなら、学習者の計画に対して総合的なコンディションを提供する。

【表 10】各指導スタイルの概略的内容と本質的特徴　※柴田（1998）をもとに作成
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ⅱ
　
青
山
が
述
べ
る
書
写
指
導
の
問
題
点
と
可
能
性

　

青
山
は
モ
ス
ト
ン
の
指
導
ス
タ
イ
ル
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
書
写
の
学
習
を
捉
え
直
し
て
い
る（

11
（

。
そ
の
中
で
、
書
写
学
習
は

再
現
能
力
を
促
進
す
る
Ａ
～
Ｅ
の
ス
タ
イ
ル
に
偏
っ
て
い
る
も
の
の
網
羅
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
ス
タ

イ
ル
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
単
一
の
正
し
い
概
念
を
発
見
す
る
ス
タ
イ
ル
Ｆ
、
Ｇ
は
現
行
の
学
習
に
お
い
て
も

十
分
取
り
組
め
る
は
ず
で
あ
る
と
述
べ
、「
行
書
を
な
ぜ
学
習
す
る
の
か
」
か
ら
始
ま
る
連
続
し
た
発
問
に
答
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
学
習
者
は
行
書
の
特
徴
や
何
を
学
ぶ
べ
き
か
の
目
標
を
発
見
的
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
（
Ｆ
）、行
書
の
特
徴
や
何
を
学

ぶ
べ
き
か
を
発
見
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
試
書
」
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
ど
う
学
ぶ
べ
き
か
の
目
標
を
発
見
的
に
捉
え
ら

れ
る
こ
と
（
Ｇ
）
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
書
写
の
基
礎
・
基
本
は
Ａ
や
Ｂ
の
ス
タ
イ
ル
に
限
ら
ず
、
様
々
な
指
導
ス
タ

イ
ル
の
中
で
身
に
付
け
て
い
け
る
こ
と
や
生
産
能
力
を
促
進
す
る
も
の
の
中
か
ら
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
書
写
で
提

供
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

青
山
は
総
じ
て
、
基
礎
・
基
本
を
身
に
付
け
る
学
習
、
及
び
課
題
解
決
な
ど
を
取
り
入
れ
た
学
習
は
、
同
一
時
間
、
同
一

教
材
、
同
一
単
元
の
中
で
計
画
的
に
指
導
さ
れ
る
べ
き
だ
と
指
摘
し
、
書
写
学
習
に
お
い
て
も
指
導
者
と
学
習
者
の
明
確
な

意
思
決
定
を
前
提
と
し
つ
つ
、
様
々
な
指
導
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
書

写
教
育
に
お
け
る
意
思
決
定
は
常
に
教
師
か
、
も
し
く
は
曖
昧
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
や
「
学
習
者
が
自
ら
考

え
、
主
体
的
に
学
ぶ
学
習
指
導
の
あ
り
方
に
は
、
学
習
者
自
ら
の
内
発
的
動
機
付
け
に
よ
る
自
己
決
定
が
大
き
く
関
わ
る
と

考
え
ら
れ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
習
指
導
過
程
が
固
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
傾
向
「
固
定
的
学
習
指
導
観
」
を

払
拭
し（

11
（

、
学
習
者
の
意
思
決
定
を
伴
う
発
見
や
課
題
解
決
の
学
習
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
ⅲ 

調
和
書
字
を
支
え
る
学
習
ス
タ
イ
ル
の
可
能
性

　

芸
術
科
書
道
に
お
い
て
調
和
を
図
る
と
い
う
概
念
を
考
え
た
場
合
、
そ
れ
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
学
習
に
お
い
て
実

現
す
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
や
す
い
。
調
和
の
構
成
に
つ
い
て
思
考
す
る
の
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
学
習
で
あ
る
が
、

そ
の
知
識
や
技
能
を
習
得
す
る
学
習
活
動
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
分
野
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
い
。
調
和
書
字
の
実
現

に
は
「
漢
字
の
書
」
や
「
仮
名
の
書
」
の
み
な
ら
ず
、
国
語
科
書
写
に
お
け
る
学
習
と
の
つ
な
が
り
な
ど
、
連
続
的
か
つ
継

指導スタイル 促進される能⼒ 主な目的 主な認識活動

A 〜 E 再現能⼒の促進 基本技術の習得、モデルと方法
の反復、文化の維持管理

識別・分類などの認知活動

F 〜 G
⽣産能⼒の促進

単一の正しい概念の発見 問題の解決、推論、発明に関わる認
知活動（⽐較・対⽐・分類など）H 〜 K 新しい概念の発見と創造

【表 11】書写の指導スタイルの特徴　※青山（2013）をもとに作成
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続
的
な
学
習
の
も
と
に
成
り
立
つ
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
で
は
、
先
に
述
べ
た
モ
ス
ト
ン
や
青
山
の
指
導
ス

タ
イ
ル
【
表
10
、
11
】
に
基
づ
い
て
、
調
和
を
図
る
学
習
に
至
る
前
段
階
と
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
に
お
け
る
調
和
の
学
習

に
大
別
し
、
調
和
書
字
に
着
目
し
た
学
習
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
◆
調
和
を
図
る
学
習
に
至
る
前
段
階
（
調
和
を
認
識
し
て
い
な
い
段
階
）

　

調
和
を
図
る
学
習
で
は
ス
タ
イ
ル
Ａ
の
よ
う
に
正
確
か
つ
短
時
間
の
内
に
学
習
課
題
を
学
べ
た
り
、
Ｂ
の
よ
う
に
個
別
に

個
人
的
に
活
動
す
る
時
間
を
与
え
た
り
し
た
と
し
て
も
、
学
習
者
全
員
が
一
様
に
調
和
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
限
ら
な

い
。
そ
れ
は
書
を
構
成
す
る
要
素
や
用
筆
・
運
筆
等
に
つ
い
て
思
考
を
働
か
せ
た
経
験
の
数
や
調
和
的
学
習
方
略
の
獲
得
状

況
が
学
習
者
に
よ
っ
て
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
獲
得
状
況
の
違
い
を
最
小
限
に
す
る
に
は
、
調
和
を
図
る
活
動
の
前
段

階
と
し
て
、「
漢
字
の
書
」
や
「
仮
名
の
書
」
の
臨
書
学
習
の
際
に
思
考
を
働
か
せ
て
活
動
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
例
え

ば
、
孔
子
廟
堂
碑
を
学
習
材
と
し
た
臨
書
学
習
に
お
い
て
、
指
導
者
か
ら
古
典
の
特
徴
（
伸
び
や
か
な
点
画
や
向
勢
で
丸
み
が

あ
る
こ
と
）
が
伝
え
ら
れ
た
後
に
試
書
す
る
活
動
が
設
定
さ
れ
て
い
て
も
、自
身
で
そ
の
古
典
を
捉
え
直
す
よ
う
な
思
考
活
動

が
な
け
れ
ば
知
識
や
技
能
の
習
得
レ
ベ
ル
は
低
く
な
る
。
で
は
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
、
客
観
的
に
自
分
が
表
現

し
た
も
の
に
つ
い
て
思
考
す
る
こ
と
が
で
き
る
ス
タ
イ
ル
Ｃ
、
Ｄ
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、「
ど
う
し
て
穏
や
か
で
格

調
高
く
感
じ
る
の
か
」
に
つ
い
て
迫
る
学
習
で
あ
れ
ば
、
他
の
古
典
と
比
較
し
た
り
他
者
と
対
話
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り

自
身
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
よ
り
深
い
思
考
活
動
が
期
待
で
き
る
。
こ

の
よ
う
な
学
習
ス
タ
イ
ル
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
学
習
者
は
よ
り
意
識
的
に
古
典
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
書
写
と
は
異
な
る

書
に
関
す
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
る
た
め
の
視
点
を
持
ち
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
表
現
や
鑑
賞
に
お
け
る
新
た

な
気
付
き
が
生
ま
れ
、
結
果
的
に
調
和
を
図
る
た
め
の
学
習
へ
と
結
び
付
く
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限
り
学
習
者
が
意
思
決
定

で
き
る
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
◆
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
に
お
け
る
調
和
を
図
る
学
習
（
調
和
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
る
段
階
）

　

前
述
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、
調
和
を
図
る
学
習
は
、
調
和
を
図
る
こ
と
そ
の
も
の
が
生
産
能
力
を
促
進
す
る
ス
タ
イ
ル

と
し
て
学
習
者
に
提
示
し
や
す
い
と
考
え
る
。
第
1
章
に
お
け
る
学
習
者
の
思
考
か
ら
分
か
る
と
お
り
、
調
和
を
図
る
要
素

は
複
数
考
え
ら
れ
る
。
調
和
の
図
り
方
に
は
必
ず
し
も
正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
学
習
者
の
思
考
に
基
づ
い
て
書
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を
構
成
す
る
要
素
や
用
筆
・
運
筆
等
を
選
択
し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
調
和
を
図
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
調
和
の
構
成
へ
の
視
点
を
指
導
者
が
与
え
る
こ
と
で
、
学
習
者
自
ら
問

題
解
決
で
き
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
視
点
に
気
付
け
た
と
し
て
も
学
習
者
の
技

能
が
伴
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
気
付
き
や
思
い
を
的
確
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
を
指
導
者
は
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
調
和

を
図
る
こ
と
を
想
定
し
た
生
産
能
力
を
促
進
す
る
学
習
ス
タ
イ
ル
Ｆ
～
Ｋ
の
概
略
的
内
容

を
提
示
す
る
【
表
12
】。

　
ⅳ
　
調
和
を
図
る
学
習
に
至
る
前
段
階
の
生
産
能
力
を
促
進
す
る
学
習
ス
タ
イ
ル
の
実
践
例

　

書
道
Ⅰ
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
唐
の
四
大
家
の
楷
書
の
古
典
は
、
定
番
の
学
習
材
と

し
て
提
示
さ
れ
、
多
く
の
実
践
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
典
の
学
習
の
有
用
性

と
し
て
、
同
じ
楷
書
で
も
書
風
が
異
な
り
、
学
習
す
る
過
程
に
お
い
て
書
を
構
成
す
る
要

素
や
用
筆
・
運
筆
等
を
比
較
す
る
こ
と
で
相
違
点
を
捉
え
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
一
連
の
学
習
に
よ
っ
て
、多
く
の
知
識
や
技
能
の
習
得
が
可
能
で
あ
る
。
一
通
り
、

順
を
追
っ
て
と
い
う
考
え
方
は
旧
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
学
習
の
あ
り
方
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
学
習
ス
タ
イ
ル
が
固
定
化
さ
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
、
学
習
者
の
主
体
性
を
引
き
出

し
た
り
内
発
的
動
機
づ
け
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
へ
の
弊
害
も
考
え
ら
れ
る
。
学
習
者
が

そ
の
古
典
を
学
習
す
る
意
味
や
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
学
習
に
対
し
て

自
己
決
定
の
度
合
い
が
低
く
な
り
、
主
体
性
は
否
応
な
し
に
減
退
す
る
こ
と
に
な
る
。
と

り
わ
け
書
写
と
書
道
の
縦
断
的
な
つ
な
が
り
を
考
え
た
と
き
に
、
第
3
章
で
示
し
た
規
準

へ
の
ま
な
ざ
し
が
「
た
だ
拓
本
通
り
に
真
似
れ
ば
よ
い
」
と
学
習
者
に
捉
え
ら
れ
て
し
ま

う
と
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
で
活
用
で
き
る
よ
う
な
調
和
的
書
字
方
略
の
獲
得
に
は
至

ら
な
い
。
漢
字
と
仮
名
の
調
和
を
図
る
学
習
活
動
で
は
、
調
和
の
視
点
が
不
明
瞭
な
ま
ま

【表 12】筆者が考える調和を図ることを想定した各指導スタイルの概略的内容

Ｆ 誘導発見スタイル（Guided Discovery）
　指導者が、露鋒と蔵鋒の混在する意図的に作成した漢字仮名交じりの書を提示しながら「起筆の表現の
違いによって、どんな印象を与えるだろうか」等の連続した発問をし、学習者はそれらの問いに答えるこ
とによって１つの概念を発見する。
Ｇ 集中的発見スタイル（Convergent Discovery）
　指導者が「同じ言葉であっても、印象が異なる表現は可能であるか」という発問をし、学習者に正しい
解答を要求する。学習者は印象が異なる表現が可能であるということを証明するための⼿立てを推論立て
て考え、発見する。
Ｈ 拡散的生産スタイル（Divergent Production）
　「不調和を感じる作品に対して、どうしたら調和を図ることが可能であるか」という発問を提示し、書を
構成する要素や⽤筆・運筆等、墨色、全体構成など多⾓的な観点から推論したり、批判的に思考したりす
ることによって、問題点を明確できるようにする。個⼈もしくはグループで、複数の調和の可能性を多種
多様に示し、調和を図るための望ましい方法について話し合い、調和の本質に迫る。
I 学習者設計個別プログラムスタイル（Individual Program-Learners Design）
　「漢字と仮名の調和はどのようにしたら実現可能か」という学習課題について、歩み寄らせる古典や古筆
を選択し、それに応じた個別の仮説を立て、仮説に基づいて調和が図れるか遂⾏する。また、そこから浮
かび上がってきた問題点を明確にし、更なる分析をし、答えを導き出せるようにデータの分析をする。
Ｊ学習者主導スタイル（Learner-Initiated）
　I で⾏った「漢字と仮名の調和はどのようにしたら実現可能か」という学習課題について、自ら評価規準
を設定し、設計、遂⾏のみならず、自らが⾏った分析結果について客観的に評価する。漢字と仮名の調和
を図るために、主体的に選択した学習スタイルにおいて、その⼿立てが適切であるかどうかについて考察
する。
Ｋ 自己教育スタイル（Self-teaching）
　全面的な学習者の決定に基づいて、調和を図るとはどういうことかについて考察する。教師の学習への
介入の有無や頻度の決定も学習者自⾝が判断する。調和を図ることに対する評価等も全面的に学習者の判
断に基づく。
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作
品
制
作
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
思
考
を
働
か
せ
る
こ
と
な
く
調
和
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
学
習
者
の
主
体
性
を
重
ん
じ
た
古
典
の
臨
書
学
習
を
行
う
こ
と
が
、
漢
字
と
仮
名
の
調
和
へ
の
理
解
に
つ
な
が

る
と
考
え
、
ジ
グ
ソ
ー
学
習（

11
（

の
実
践
を
行
っ
た
【
表
13
】。

学習過程 活動内容

①古典の選択 • 六つの楷書の古典から 1 つを選択する
• 古典別にエキスパートグループを組む

②臨書学習１ • 各自、①で選択した古典の臨書をする
• グループにてエキスパート学習を⾏う

③リフレクション • 教科書 QR コンテンツ動画を視聴したり、グループで対話をしたりして古典への理
解を深める

④臨書学習２ • 各自、①で選択した古典の臨書をする
• グループにてエキスパート学習を⾏う

⑤ジグソー学習 • ジグソーグループに分かれ、臨書した各古典の特徴を伝え合う

⑥まとめ • 選択した古典とそれ以外から２つ選択して臨書する

【表 13】本実践の概要（ジグソー学習）

【図 28】動画を活用した臨書学習

【図 29】ジグソー学習における発表

　
◆
本
実
践
の
概
要
、
成
果
と
課
題

　

自
分
が
学
習
し
た
い
古
典
を
六
つ
の
楷
書
作
品
か
ら
選
択
し
、

生
徒
は
そ
の
古
典
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の
構
成
員
と
な
り

臨
書
学
習
を
行
う
。
そ
の
後
、ジ
グ
ソ
ー
学
習
と
し
て
、異
な
る
古

典
を
選
択
し
た
生
徒
同
士
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
各
生
徒
は
自
分

が
選
択
し
た
古
典
の
特
徴
を
他
者
に
伝
達
す
る
活
動
を
行
っ
た
。

そ
の
学
習
過
程
に
お
い
て
、
自
ら
が
選
択
し
た
古
典
に
つ
い
て
の

教
科
書
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
読
み
込
ん
だ
動
画
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

視
聴
し
、
用
筆
・
運
筆
を
確
か
め
さ
せ
た
【
図
28
】。
生
徒
は
自
分

が
表
現
し
た
い
線
質
で
あ
る
た
め
、
じ
っ
く
り
動
画
を
視
聴
す
る

様
子
が
見
ら
れ
、
何
度
も
再
生
し
て
運
筆
等
を
真
似
す
る
な
ど
意

欲
的
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
ま
た
、【
図
29
】
は
「
エ
キ
ス

パ
ー
ト
と
し
て
伝
え
た
い
こ
と
」
を
三
点
に
絞
っ
て
、
ジ
グ
ソ
ー

グ
ル
ー
プ
の
生
徒
に
古
典
の
特
徴
を
発
表
す
る
様
子
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
学
習
を
通
し
て
、
生
徒
は
自
ら
選
択
し
た
古
典
に
つ
い
て

主
体
的
に
調
べ
、
臨
書
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
能
動
的
に
古
典
の

特
徴
を
捉
え
よ
う
と
す
る
活
動
は
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
を
制

作
す
る
際
に
、
ど
の
よ
う
に
調
和
を
図
る
か
を
模
索
す
る
た
め
の

方
略
の
一
つ
と
な
り
う
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
実
践
を
終
え
て
、
こ
の
ジ
グ
ソ
ー
学
習
に
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も
改
善
す
べ
き
点
が
二
つ
明
ら
か
と
な
っ
た
。一
つ
目
は
他
の
生
徒
へ
情
報
を
的
確
に
伝
え
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

伝
え
た
い
こ
と
は
明
確
で
あ
っ
て
も
知
識
・
技
能
の
習
得
状
況
に
よ
っ
て
は
相
手
に
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
二

つ
目
は
、
自
分
が
選
択
し
た
古
典
以
外
か
ら
習
得
で
き
る
知
識
・
技
能
が
未
習
熟
な
ま
ま
、
臨
書
学
習
を
終
え
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
選
択
的
学
習
の
形
態
を
取
っ
て
い
る
た
め
、
学
習
し
な
い
要
素
が
出
て
き
て
し
ま
い
、
生

徒
間
に
知
識
・
技
能
の
ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
し
ま
う
。
以
上
、
二
点
の
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
学
習
の
あ
り

方
が
望
ま
し
い
の
か
実
践
を
積
ん
で
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
漢
字
と
仮
名
の
調
和
に
お
け
る
平
仮
名
の
表
現
方
法
に
つ
い
て
、
学
習
者
、
指
導
者
双
方
の
立
場
か
ら
多
角

的
に
考
察
を
し
て
き
た
。

　

第
1
章
で
は
、
仮
名
調
和
表
づ
く
り
の
学
習
活
動
が
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
作
品
制
作
活
動
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

生
か
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
時
に
お
い
て
、
生
徒
が
意
識
し
て
い
た
調
和
の
要
素

に
共
通
点
を
多
く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
作
品
制
作
時
に
選
択
し
た
古
典
の
特
徴
を
捉
え
る
際
に
仮
名
調
和

表
づ
く
り
で
意
識
し
た
こ
と
が
結
び
付
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
調
和
を
図
る
際
に
着
目
す
る
要

素
等
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
選
択
し
た
古
典
に
よ
っ
て
も
着
目
す
る
要
素
等
は
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
指
導
者
は
学
習
者
が
古
典
の
特
徴
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
を
見
取
り
、
調
和
を
図
る
活
動
時
に
学
習
者
に
幅
広

い
気
付
き
の
支
援
が
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

第
2
章
で
は
、
学
習
指
導
要
領
解
説
及
び
教
科
書
の
掲
載
内
容
か
ら
、
漢
字
と
仮
名
の
調
和
に
お
け
る
国
語
科
書
写
か
ら

芸
術
科
書
道
へ
の
縦
断
的
な
接
続
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
学
習
指
導
要
領
解
説
か
ら
、
書
写
に

お
け
る
調
和
的
書
字
方
略
（
要
素
意
識
）
が
書
道
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
同
じ
よ
う
に
機
能
す
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
教
科
書
の
掲
載
内
容
か
ら
は
調
和
の
構
成
が
一
様
で
は
な
い
こ
と
が
言
え
、
ど
の
要
素
に
着
目
し

て
調
和
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
学
習
者
自
身
が
認
識
で
き
て
い
る
か
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。ま
た
、
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書
道
は
書
写
に
比
べ
、
調
和
に
つ
い
て
思
考
す
る
こ
と
が
よ
り
高
度
で
複
合
的
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
指
導
者
は
他
分
野

（
漢
字
の
書
・
仮
名
の
書
）
の
学
習
が
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
調
和
の
構
成
に
関
わ
る
重
要
な
位
置
付
け
で
あ
る
こ
と
を
理

解
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
調
和
を
図
る
こ
と
の
奥
深
さ
を
学
習
者
が
体
感
で
き
る
よ
う
な
学
習
活
動
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　

第
3
章
及
び
第
4
章
で
は
、
漢
字
と
仮
名
の
調
和
を
図
る
た
め
に
指
導
者
が
意
識
す
べ
き
学
習
設
計
や
学
習
ス
タ
イ
ル
に

つ
い
て
考
え
て
き
た
。
折
川
の
実
践
か
ら
、
学
習
活
動
に
お
い
て
思
考
す
る
機
会
を
設
け
、
表
面
的
な
学
習
を
繰
り
返
さ
な

い
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
学
習
者
に
と
っ
て
有
意
味
な
学
習
設
計
と
す
る
た
め
に
は
書
い
た
結
果
で
は
な

く
書
き
進
め
る
過
程
に
着
目
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
書
き
進
め
た
の
か
、
そ
れ
を
捉
え

直
す
こ
と
が
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
学
習
者
が
自
身
の
学
習
を
メ
タ
認
知
す
る
た
め
に
非
常
に
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、

モ
ス
ト
ン
の
言
説
か
ら
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
学
習
ス
タ
イ
ル
例
を
提
示
し
た
。
指
導
者
が
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
学
習

活
動
で
は
指
導
者
と
学
習
者
相
互
の
意
思
決
定
が
随
所
で
関
わ
り
、
そ
の
意
思
決
定
は
学
習
者
の
主
体
性
を
継
続
さ
せ
る
た

め
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
指
導
者
は
学
習
者
の
実
態
に
合
わ
せ
て
、
意
図
的
に
意
思
決
定
の
場
面
を

設
計
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

最
後
に
、
国
語
科
書
写
と
芸
術
科
書
道
を
縦
断
的
に
つ
な
ぐ
視
点
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
学
習
者
が
思
考
を
働
か
せ
ら

れ
る
よ
う
な
学
習
活
動
を
適
切
に
設
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
学
習
者
が
書
写
学
習
に
お
い
て
規
準
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か

に
よ
っ
て
、
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
臨
書
学
習
へ
の
捉
え
方
も
異
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
の
臨
書
学
習
の
学
習
者
の
捉
え

は
調
和
の
構
成
を
考
え
る
重
要
な
視
点
と
な
り
、
直
接
的
に
漢
字
と
仮
名
の
調
和
に
影
響
を
与
え
る
。
そ
の
こ
と
を
指
導
者

は
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、
学
習
者
が
書
に
関
す
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
ら
れ
る
よ
う
な
学
習
設
計
を
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、よ
り
高
度
で
複
合
的
な
要
素
に
満
ち
た
漢
字
と
仮
名
の
調
和
を
図
る
学
習
活
動
は
、

思
考
を
働
か
せ
る
書
写
書
道
教
育
の
山
場
と
な
り
え
る
課
題
で
あ
り
、
自
ら
の
学
び
を
調
整
で
き
る
よ
う
な
資
質
・
能
力
の

育
成
を
し
て
い
く
絶
好
の
機
会
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
漢
字
と
仮
名
の
調
和
を
考
え
る
学
習
活
動
に
は
、
未
開
拓
な
教

育
的
な
意
義
や
価
値
が
内
包
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　

今
後
は
、漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
学
習
の
教
育
的
な
意
義
や
価
値
に
迫
る
た
め
に
、手
書
き
文
字
の
パ
ラ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
的
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要
素
か
ら
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
機
能
は
、
漢
字
と
仮
名
の
調
和
の
図
り
方
に
密
接
に
関
わ
り
、
書
き
手
と
受
け
手
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
影
響
を
及

ぼ
す
と
考
え
る
。
こ
の
研
究
を
拡
張
さ
せ
て
書
写
書
道
教
育
全
体
を
捉
え
直
す
こ
と
で
、
言
葉
を
表
現
し
た
り
、
鑑
賞
し
た

り
す
る
芸
術
科
書
道
の
教
育
的
意
義
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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【巻末資料 1】漢字仮名交じりの書「月に吠える」ワークシート

４　３で創作した「ひらがな」を参考にしながら、漢字とひらがなの調和を図った上で、「月に吠える」という詩集のタイトルを、↓の
図のように整列させて書いてみましょう。

漢字仮名交じりの書を書いてみよう 2       （　　　）組（　　　）番　氏名（　　　　　　　　　　）

　１）中間相互評価
漢字とひらがなが調和しているか（書風が出ているか）　配置は整っているか　など。

　２）自己評価
自分が表現した作品はどうなったか。上⼿くいかなかった点を挙げ改善方法を 80 字程度で書こう。

　３）清書相互評価

　４）清書自己評価
自分が表現した作品を振り返り、この創作での学びをどのように次に⽣かすことができるか、80 字程度で書こう。

５　前回、４で創作した作品を、墨色（墨の濃淡）や太細、潤渇（にじみとかすれ）を変化させて書いてみよう。
　　　墨の濃度が関係するので、書く順番が大切。
　　　そこで、次の順に書いてみよう。
　　　書き方を⼯夫しないと意図した表現ができないかもしれない　
　　　筆の動かし方にコツがあるので、いろいろ試してみよう。
　　　　　１　墨色（濃）→　ゆっくり書く必要あり
　　　　　　　１）通常　２）太め　３）細め
　　　　　２　墨色（濃）＋渇（かすれ）→　余分な墨を取る、速度を上げる　など
　　　　　　　１）通常　２）太め　３）細め
　　　　　３　墨色（淡）＋潤（にじみ）→　たくさんつける、ゆっくり書く　など
　　　　　　　１）通常　２）太め　３）細め
　　　　　４　墨色（淡）＋渇（かすれ）→　余分な墨をかなり取る、速度を上げる　など
　　　　　　　１）通常　２）太め　３）細め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑気に入った方法の番号に○をつけよう
　　　　どのような所が気に入ったのか教えてください。

○気に入った方法で「月に吠える」を書いてみよう。

20
40
60
80

20
40
60
80

○
○
書
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【巻末資料 2】漢字仮名交じりの書　創作作品ワークシート

漢字仮名交じりの書を書いてみよう 3       （　　　）組（　　　）番　氏名（　　　　　　　　　　）

６　４で創作した作品をベースに、「俺達に明日はない」「歌よみに与ふる書」「失われた時を求めて」「惜みなく愛は奪う」「⽣れ出づる悩み」
「誰がために鐘は鳴る」「たとえ明日世界が滅びようとも」から一つ選んで、自由な構成（配置）で書いてみよう。

１）構成案を簡単に書いてみよう（紙の向き縦横自由、書く向きも横書き縦書き自由です）
※　墨の濃度は「普通」とし、構成のみを変化させましょう。

２）構成の⼯夫したところはどこですか

７　６で作った作品をベースに、墨色（墨の濃淡）や太細、潤渇（にじみとかすれ）への⼯夫を加味して作品を創作しよう。
　　流れ↓
　　１）作品構想
　　２）練習
　　３）自己評価（ねらい通りのとこ / 悪いとこ）

４）相互評価（良いとこ / 悪いとこ）

５）修正箇所の検討

６）相互評価（４）と⽐べてどう変わったか）

７）自己評価（どう変化させたか　そのねらいは上⼿くいっているか）

８）清書
９）この創作活動

20
40
60
80
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【
巻

末
資

料
3】

学
習

活
動

③
、

④
、

⑥
、

⑦
に

お
け

る
生

徒
の

記
述

内
容

古典
中

間
相

互
評

価
中

間
自

己
評

価
清

書
相

互
評

価
清

書
自

己
評

価

九成宮醴泉銘

細
く

書
け

て
い

る
と

こ
ろ

が
書

風
が

出
て

い
て

良
い

。
平

仮
名

よ
り

も
漢

字
を

大
き

く
書

け
て

い
て

良
い

。
は

ら
い

が
大

き
く

な
く

て
書

風
通

り
だ

と
思

っ
た

。

「
月

」の
横

は
ば

が
少

し
大

き
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
の

で
も

う
少

し
細

⻑
く

か
く

イ
メ

ー
ジ

で
か

く
と

良
い

の
で

は
と

思
い

ま
し

た
。「

吠
」

の
最

後
の

は
ら

い
を

少
し

だ
け

太
く

か
く

と
い

い
と

思
う

。

さ
っ

き
よ

り
も

さ
ら

に
字

の
細

さ
が

書
風

に
似

て
き

た
と

思
っ

た
。

平
仮

名
が

バ
ラ

ン
ス

も
よ

く
、

と
て

も
き

れ
い

に
書

け
て

る
と

思
い

ま
し

た
。

自
分

が
選

ん
だ

書
風

を
見

て
特

徴
を

つ
か

ん
で

か
く

こ
と

が
で

き
た

の
で

、
こ

れ
を

次
に

⽣
か

し
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

し
た

。
自

分
で

構
成

を
考

え
て

か
け

た
の

で
こ

れ
も

⽣
か

し
て

い
き

た
い

で
す

。
漢

字
は

大
き

め
に

仮
名

は
小

さ
く

と
い

う
構

成
が

整
っ

て
い

る
。（「

る
」

も
う

少
し

だ
け

小
さ

く
）

吠
の

字
が

右
側

が
詰

ま
っ

て
い

る
の

で
､

も
う

少
し

ゆ
と

り
を

作
れ

る
と

良
い

。
そ

れ
ぞ

れ
の

字
の

特
徴

が
そ

ろ
っ

て
い

る
。

左
の

字
の

平
仮

名
が

漢
字

ぐ
ら

い
の

サ
イ

ズ
に

な
っ

て
い

る
の

で
小

さ
く

す
る

。
吠

の
位

置
が

右
す

ぎ
て

､
上

の
方

に
あ

る
の

で
ゆ

と
り

を
も

う
少

し
作

る
。

中
間

創
作

よ
り

も
配

列
が

で
き

て
い

る
が

、
九

成
宮

の
書

体
に

近
づ

け
る

た
め

に
、

も
う

少
し

起
筆

に
重

点
を

置
い

た
り

、
背

勢
の

構
え

が
で

き
た

り
す

る
と

も
っ

と
良

く
な

る
と

思
う

。

中
間

で
は

書
風

と
い

う
よ

り
も

自
分

の
字

に
近

い
漢

字
に

な
っ

て
い

た
の

で
清

書
は

書
風

に
近

い
字

を
自

分
な

り
に

書
け

た
の

で
次

に
し

っ
か

り
こ

の
ま

ね
る

こ
と

を
⽣

か
し

て
い

き
た

い
で

す
。

書
風

は
出

て
い

て
、

調
和

は
し

て
い

る
。

こ
の

書
風

の
起

筆
が

あ
ま

り
表

現
で

き
て

い
な

い
と

感
じ

た
。あ

と
、平

仮
名

の
位

置（「
え

」と「
る

」）
が

右
に

寄
り

過
ぎ

て
い

る
た

め
、

詰
ま

っ
て

見
え

る
と

感
じ

た
。

九
成

宮
泉

銘
醴

の
特

徴
で

あ
る

起
筆

と
収

筆
を

な
お

す
。

起
筆

は
先

を
と

が
ら

せ
ず

に
。

収
筆

は
三

⾓
に

な
る

よ
う

に
す

る
。

常
に

筆
を

垂
直

に
持

っ
て

書
く

よ
う

に
す

る
。

線
の

太
さ

が
細

く
な

っ
て

書
体

の
特

徴
が

捉
え

ら
れ

て
い

る
と

思
っ

た
。

吠
え

る
の

⼝
の

部
分

が
特

徴
を

と
ら

え
て

書
け

て
い

る
か

ら
、

ぱ
っ

と
見

で
九

成
宮

を
書

い
た

の
だ

と
わ

か
る

よ
う

に
な

っ
た

。
吠

え
る

の
犬

の
は

ら
い

の
部

分
が

す
っ

と
は

ら
え

る
と

楽
な

イ
メ

ー
ジ

に
な

る
と

思
っ

た
。

九
成

宮
は

線
質

が
細

く
し

っ
か

り
し

て
い

て
、

ス
タ

イ
リ

ッ
シ

ュ
な

字
形

だ
か

ら
、

似
せ

れ
る

よ
う

に
筆

を
立

た
せ

て
書

い
た

。は
ね

や
起

筆
、

収
筆

を
意

識
す

る
こ

と
で

九
成

宮
の

字
に

生
か

せ
る

と
思

っ
た

。

カ
ク

カ
ク

し
て

い
る

と
こ

ろ
が

似
て

い
る

。
平

仮
名

と
漢

字
の

バ
ラ

ン
ス

が
と

れ
て

い
る

。
も

う
少

し
細

⻑
く

す
る

と
よ

り
雰

囲
気

が
出

そ
う

。

文
字

の
太

さ
が

、太
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
。も

っ
と

筆
を

立
て

て
、

細
く

な
る

よ
う

に
す

る
。

は
ら

い
を

も
っ

と
最

後
ま

で
ゆ

っ
く

り
収

筆
が

細
く

な
る

よ
う

に
す

る
。

平
仮

名
が

縦
⻑

に
な

っ
て

い
て

漢
字

と
調

和
し

て
い

る
。

起
筆

と
収

筆
が

綺
麗

に
収

ま
っ

て
い

る
。

平
仮

名
と

漢
字

の
調

和
を

、
字

形
や

起
筆

、
収

筆
の

特
徴

を
読

み
取

り
、

う
ま

く
調

和
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

点
画

は
特

徴
が

出
や

す
い

の
で

似
せ

る
よ

う
に

す
る

。
漢

字
と

平
仮

名
の

大
き

さ
が

整
っ

て
い

る
。

転
折

の
⾓

ば
る

と
こ

ろ
が

で
き

て
い

る
。

月
を

も
う

少
し

背
勢

に
し

た
方

が
よ

り
雰

囲
気

が
出

る
と

思
い

ま
し

た
。

平
仮

名
が

も
う

少
し

細
く

、
間

隔
が

空
い

て
い

た
方

が
作

品
に

調
和

す
る

こ
と

に
気

付
い

た
の

で
、

意
識

し
て

書
く

よ
う

に
し

ま
す

。

細
く

て
、

縦
に

⻑
い

と
こ

ろ
が

で
き

て
い

る
。

右
は

ら
い

が
、

右
上

が
り

に
な

っ
て

い
る

と
こ

ろ
が

で
き

て
い

る
。

細
⻑

く
、

細
め

の
字

を
意

識
し

て
書

け
た

と
思

い
ま

す
。

吠
の

字
を

縦
に

、
ス

リ
ム

に
書

く
の

が
と

て
も

難
し

か
っ

た
で

す
。

こ
の

書
体

が
と

て
も

好
き

な
の

で
、

他
の

文
字

で
も

挑
戦

し
て

み
た

い
で

す
。

引
き

締
ま

っ
た

細
い

線
で

書
風

が
よ

く
出

て
い

る
。

平
仮

名
の

大
き

さ
は

良
い

が
、

小
さ

く
し

よ
う

と
い

う
意

識
か

ら
か

少
し

弱
々

し
く

見
え

る
の

で
、

も
っ

と
鋭

く
書

く
イ

メ
ー

ジ
を

持
つ

と
い

い
と

思
う

。

「
吠

」
と

い
う

字
の

右
は

ら
い

が
自

然
に

は
ら

う
事

が
出

来
ず

、
書

風
が

乱
れ

て
し

ま
っ

た
。

ま
た

、
平

仮
名

の
大

き
さ

が
小

さ
く

し
よ

う
と

す
る

意
識

し
す

ぎ
て

、
弱

々
し

く
見

え
て

し
ま

っ
た

。

線
に

ブ
レ

が
な

く
な

り
、

書
風

の
良

さ
が

よ
り

伝
わ

っ
て

く
る

よ
う

に
な

っ
た

。
全

体
的

に
縦

⻑
で

､
中

⼼
が

通
っ

て
い

る
の

で
統

一
感

も
あ

る
。

教
科

書
の

字
に

近
い

形
に

な
っ

て
い

る
。

教
科

書
の

字
に

近
い

形
に

す
る

た
め

に
、

字
を

観
察

し
て

一
画

一
画

の
バ

ラ
ン

ス
を

気
に

す
る

こ
と

の
大

切
さ

に
改

め
て

気
づ

き
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
も

し
っ

か
り

観
察

を
し

て
書

い
て

い
き

た
い

で
す

。
字

の
雰

囲
気

は
漢

字
、

平
仮

名
共

に
合

っ
て

い
る

。
漢

字
と

平
仮

名
に

大
き

さ
の

違
い

が
あ

ま
り

な
い

自
分

が
選

ん
だ

字
の

特
徴

を
良

く
出

す
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
漢

字
の

大
き

さ
と

平
仮

名
の

大
き

さ
が

あ
ま

り
合

っ
て

い
な

い
の

で
も

う
少

し
平

仮
名

を
大

き
く

し
た

い
と

思
う

。

筆
の

入
り

方
や

収
め

方
が

安
定

し
て

安
定

感
の

あ
る

作
品

に
な

っ
た

。
平

仮
名

も
違

和
感

な
く

調
和

し
て

い
る

。

中
間

の
作

品
よ

り
も

漢
字

と
平

仮
名

が
調

和
し

て
い

て
九

成
宮

醴
泉

銘
の

特
徴

も
少

し
は

伝
わ

る
よ

う
に

な
っ

た
と

思
う

。
次

書
く

の
は

も
っ

と
平

仮
名

の
特

徴
を

意
識

し
て

書
き

た
い

。
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漢
字

と
平

仮
名

の
大

き
さ

が
い

い
感

じ
に

調
和

し
て

い
る

。
で

も
清

泉
の

特
徴

を
も

う
少

し
出

し
た

方
が

い
い

と
思

う
。

漢
字

と
平

仮
名

の
大

き
さ

に
気

を
配

り
、

配
置

は
整

っ
た

作
品

に
で

き
た

。
し

か
し

、
九

成
宮

醴
泉

銘
の

書
風

が
あ

ま
り

伝
わ

ら
な

か
っ

た
の

で
、

も
っ

と
固

さ
や

細
か

さ
を

表
現

し
て

い
き

た
い

。

中
間

の
時

よ
り

字
形

が
整

っ
て

い
て

九
成

宮
醴

泉
銘

の
字

の
特

徴
が

少
し

伝
わ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

「
清

泉
」

か
ら

な
る

べ
く

多
く

の
特

徴
を

月
と

吠
に

表
現

し
て

､
書

風
が

伝
わ

る
よ

う
に

こ
こ

ろ
が

け
た

。
漢

字
と

平
仮

名
の

大
小

関
係

や
配

置
の

間
隔

が
わ

か
っ

て
き

た
か

ら
、

次
回

も
続

け
て

い
き

た
い

。
漢

字
を

大
き

く
し

て
、

平
仮

名
を

小
さ

め
に

し
て

い
て

、
バ

ラ
ン

ス
が

整
っ

て
い

る
と

思
う

。
字

形
も

縦
⻑

に
な

っ
て

い
い

と
思

う
。

筆
の

入
り

が
縦

に
な

る
と

い
い

と
思

っ
た

。

漢
字

は
縦

⻑
に

書
く

こ
と

を
意

識
で

き
た

け
ど

平
仮

名
は

で
き

な
か

っ
た

か
ら

大
げ

さ
に

や
っ

て
み

る
。

指
摘

通
り

、 筆
の

始
筆

が
横

で
書

風
が

活
か

さ
れ

て
い

な
い

か
ら

、縦
に

し
て

書
く

。

前
と

く
ら

べ
て

筆
の

始
筆

が
縦

に
入

っ
て

い
て

、
す

ご
く

九
成

宮
醴

泉
鉛

の
字

に
近

づ
い

た
と

思
う

。
漢

字
と

平
仮

名
の

バ
ラ

ン
ス

は
、

前
と

同
様

で
、

整
っ

て
い

る
と

思
う

。
平

仮
名

が
縦

⻑
に

な
っ

て
い

て
と

て
も

い
い

と
思

う
。

特
に

「
え

」
は

自
分

が
普

段
書

い
て

い
る

字
の

形
を

ほ
ぼ

変
え

ず
に

書
い

て
し

ま
っ

た
か

ら
、

固
定

概
念

を
抜

い
て

自
由

に
創

作
す

る
こ

と
が

大
切

だ
と

思
っ

た
。

次
か

ら
は

「
に

」
の

よ
う

に
固

定
観

念
に

左
右

さ
れ

ず
自

分
で

発
想

し
て

書
く

よ
う

に
す

る
。

漢
字

よ
り

も
平

仮
名

が
小

さ
く

書
か

れ
て

い
て

、
配

置
が

整
っ

て
い

る
。

漢
字

と
平

仮
名

の
調

和
は

で
き

て
い

る
と

思
う

か
ら

、
も

う
少

し
細

く
書

く
と

九
成

宮
 の

書
風

に
近

づ
く

（
？

）

ど
の

よ
う

な
字

形
に

す
る

か
考

え
て

書
く

こ
と

は
で

き
た

の
で

す
が

、
月

の
部

分
の

背
勢

や
筆

を
立

て
て

細
く

書
く

と
い

う
事

を
も

う
少

し
意

識
し

た
り

、
平

仮
名

を
縦

め
に

書
く

と
良

く
な

る
と

思
っ

た
。

特
に

「
月

」
や

「
る

」
が

中
間

と
⽐

べ
て

縦
の

印
象

が
強

く
な

っ
た

。
月

に
左

は
ら

い
が

ギ
リ

ギ
リ

ま
で

真
っ

直
ぐ

に
な

っ
て

右
の

は
ね

の
画

も
背

勢
が

意
識

さ
れ

て
い

て
、

全
体

的
に

九
成

宮
の

書
風

に
近

づ
い

た
と

感
じ

た
。

前
の

字
よ

り
も

「
月

」
の

字
を

背
勢

に
す

る
こ

と
や

平
仮

名
を

縦
⻑

に
書

く
こ

と
が

で
き

て
、

九
成

宮
の

字
形

に
近

づ
い

た
と

思
う

。
今

日
の

よ
う

に
書

い
て

い
く

中
で

研
究

し
た

り
し

て
書

い
て

い
く

と
良

い
と

思
っ

た
。

ど
れ

も
筆

の
置

き
方

が
三

⾓
形

っ
ぽ

く
⾓

張
っ

て
い

る
所

が
良

い
。

平
仮

名
も

同
じ

よ
う

に
で

き
て

い
て

調
和

し
て

い
る

。
縦

の
線

を
も

う
少

し
反

ら
す

と
よ

り
良

く
な

る
と

思
う

。

平
仮

名
と

漢
字

の
大

き
さ

の
バ

ラ
ン

ス
が

難
し

く
上

⼿
く

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

。
そ

れ
を

改
善

す
る

に
は

、
月

の
大

き
さ

が
重

要
に

な
っ

て
く

る
と

思
う

の
で

、
イ

メ
ー

ジ
を

し
な

が
ら

書
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

線
の

太
さ

や
字

の
一

画
目

の
筆

の
置

き
方

に
よ

り
、

漢
字

と
平

仮
名

が
調

和
し

て
い

る
。「

吠
」

の
右

は
ら

い
を

も
う

少
し

強
く

ま
っ

す
ぐ

は
ら

う
と

良
い

と
思

う
。

中
間

の
時

よ
り

も
字

の
バ

ラ
ン

ス
が

改
善

さ
れ

て
少

し
細

⻑
く

書
け

た
と

思
い

ま
す

。
字

の
バ

ラ
ン

ス
、

平
仮

名
と

漢
字

の
大

き
さ

の
調

和
は

こ
れ

か
ら

も
意

識
し

て
、

き
れ

い
に

見
え

る
よ

う
に

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
縦

⻑
さ

や
細

さ
で

書
風

も
で

て
い

て
、

漢
字

と
平

仮
名

の
大

小
関

係
も

揃
っ

て
い

て
い

い
と

思
い

ま
す

。
九

成
宮

は
全

体
的

に
細

い
け

れ
ど

そ
の

中
で

も
太

い
と

こ
ろ

と
細

い
と

こ
ろ

が
分

か
れ

て
い

る
の

で
そ

れ
を

も
う

少
し

目
立

た
せ

る
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

漢
字

と
平

仮
名

の
大

き
さ

が
同

じ
に

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
。

あ
と

は
月

の
は

ね
が

三
⾓

形
の

形
に

な
っ

て
お

ら
ず

普
通

に
は

ら
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
。

字
の

太
さ

の
強

弱
を

も
う

少
し

つ
け

る
。

漢
字

と
平

仮
名

の
大

き
さ

に
更

に
大

小
が

目
立

っ
て

良
く

な
っ

た
と

思
い

ま
す

。
太

い
線

と
細

い
線

が
前

回
の

時
よ

り
ぱ

っ
と

見
た

と
き

に
分

か
る

よ
う

に
な

っ
た

と
思

い
ま

す
。

中
間

よ
り

も
⼿

本
の

字
形

を
理

解
し

書
け

た
と

思
う

。
こ

の
創

作
で

手
本

を
良

く
見

て
ど

の
よ

う
な

字
の

形
を

し
て

い
る

の
か

し
っ

か
り

理
解

し
て

行
う

こ
と

が
大

事
だ

と
改

め
て

学
ん

だ
の

で
、

理
解

し
て

い
く

こ
と

を
次

回
か

ら
も

⾏
っ

て
い

き
た

い
。

 
月

の
線

の
綺

麗
さ

が
出

て
い

る
。

も
う

少
し

漢
字

を
大

き
く

す
る

と
い

い
と

思
う

。
吠

の
5

画
目

の
筆

の
入

り
を

柔
ら

か
く

せ
ず

、
筆

を
入

れ
て

書
く

。

最
初

の
月

が
中

⼼
よ

り
左

に
ず

れ
て

い
る

の
で

バ
ラ

ン
ス

が
悪

く
見

え
る

。
横

線
を

書
く

と
き

曲
が

っ
て

い
る

か
ら

、
ま

っ
す

ぐ
書

く
。

縦
が

中
間

の
時

よ
り

ま
っ

す
ぐ

に
な

っ
て

い
る

。
漢

字
が

大
き

く
な

り
バ

ラ
ン

ス
が

良
く

な
っ

た
。

月
の

縦
線

が
少

し
歪

ん
で

見
え

る
か

ら
、

ま
っ

す
ぐ

書
く

。

全
体

的
に

見
た

時
に

、
平

仮
名

は
小

さ
い

か
ら

そ
の

分
余

っ
て

る
ス

ペ
ー

ス
を

ど
う

使
う

か
、

ど
の

配
置

で
決

め
る

の
か

で
一

気
に

バ
ラ

ン
ス

が
変

わ
っ

て
く

る
と

思
い

ま
し

た
。

顔氏家廟碑

全
体

的
に

線
が

太
く

て
書

風
が

ち
ゃ

ん
と

出
て

い
て

い
い

と
思

う
。

配
置

も
整

っ
て

い
て

バ
ラ

ン
ス

が
良

い
。

平
仮

名
が

漢
字

と
同

じ
大

き
さ

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
な

の
で

も
う

少
し

平
仮

名
を

小
さ

く
書

き
、

漢
字

を
大

き
く

書
き

､
バ

ラ
ン

ス
が

よ
く

、
立

派
な

字
を

書
く

こ
と

を
意

識
し

た
い

で
す

。

ち
ゃ

ん
と

特
徴

を
と

ら
え

て
書

け
て

い
い

と
思

う
。

バ
ラ

ン
ス

が
良

く
、

き
れ

い
だ

と
思

い
ま

す

漢
字

と
平

仮
名

の
バ

ラ
ン

ス
は

む
ず

か
し

い
ん

だ
な

と
思

い
ま

し
た

。
平

仮
名

を
小

さ
く

す
る

こ
と

で
漢

字
の

大
き

さ
が

き
わ

だ
っ

て
立

派
な

字
に

見
え

る
ん

だ
な

と
思

い
ま

し
た

。
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顔氏家廟碑

向
勢

の
構

え
で

重
厚

に
で

き
て

い
る

。
斜

め
上

に
横

線
が

少
し

傾
く

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
１

つ
１

つ
の

文
字

を
縦

⻑
で

、
書

き
始

め
は

筆
の

先
が

と
が

ら
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
月

は
向

勢
で

、
ふ

っ
く

ら
書

く
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
に

が
バ

ラ
ン

ス
を

整
え

て
書

く
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。

漢
字

の
方

が
、

平
仮

名
よ

り
も

、
少

し
大

き
め

に
書

け
て

い
て

漢
字

と
平

仮
名

の
バ

ラ
ン

ス
が

い
い

。
１

回
目

が
⼒

強
く

書
か

れ
て

い
て

､
こ

の
書

体
の

特
徴

が
⽣

か
さ

れ
て

い
る

。

に
と

吠
の

間
が

つ
ま

っ
て

し
ま

っ
た

。
月

は
向

勢
で

書
く

こ
と

が
で

き
た

。
月

が
少

し
小

さ
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
の

で
も

う
少

し
大

き
く

書
け

た
ら

漢
字

と
平

仮
名

の
バ

ラ
ン

ス
が

良
く

な
っ

た
と

思
う

。
漢

字
と

平
仮

名
が

調
和

し
て

い
る

。
平

仮
名

が
大

き
く

見
え

て
い

た
り

し
な

い
。

書
風

が
出

て
い

る
（

⼒
強

さ
・

太
さ

）。

吠
の

最
後

の
は

ら
い

の
部

分
の

蚕
頭

燕
尾

を
き

れ
い

に
書

く
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
「

春
」

の
書

い
た

時
の

よ
う

に
1

回
止

ま
っ

て
か

ら
丁

寧
に

は
ら

っ
て

書
く

よ
う

に
し

た
い

。

漢
字

と
平

仮
名

が
調

和
し

て
い

る
。

書
風

が
で

て
い

る
。「

吠
」

の
6

画
目

の
は

ら
い

が
蚕

頭
燕

尾
に

な
っ

て
い

る
。

書
風

を
似

せ
て

、
平

仮
名

と
調

和
さ

せ
て

書
く

こ
と

は
難

し
い

な
と

思
い

ま
し

た
。

今
回

の
創

作
で

､
字

を
よ

く
見

な
が

ら
書

く
こ

と
の

大
変

さ
を

学
び

ま
し

た
。

次
か

ら
も

し
っ

か
り

字
を

見
て

ど
う

す
る

と
良

い
字

に
な

る
か

考
え

な
が

ら
書

く
よ

う
に

し
た

い
。

吠
の

最
後

の
右

は
ら

い
が

、
書

体
通

り
で

い
い

と
思

う
。「

に
」

が
少

し
大

き
す

ぎ
る

か
も

。
全

体
的

に
カ

ク
カ

ク
し

て
い

て
、

書
風

が
出

て
い

る
と

思
う

。

漢
字

と
平

仮
名

が
調

和
し

て
い

な
く

て
特

に
「

に
」

が
大

き
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
の

で
小

さ
く

書
い

て
調

和
を

目
指

し
て

い
こ

う
と

思
っ

た
。

も
っ

と
書

風
を

観
察

し
て

似
せ

て
い

き
た

い
で

す
。

漢
字

と
平

仮
名

の
大

き
さ

の
関

係
が

よ
く

な
っ

て
、

し
っ

か
り

調
和

さ
れ

て
い

る
。

月
の

は
ね

も
書

風
通

り
に

書
け

て
い

る
。

中
間

の
時

よ
り

漢
字

と
平

仮
名

が
調

和
で

き
て

い
る

と
思

い
ま

し
た

。
教

科
書

に
は

同
じ

漢
字

が
な

い
け

ど
観

察
し

て
書

風
を

似
せ

る
こ

と
が

で
き

た
の

で
次

も
お

⼿
本

を
観

察
し

て
い

き
た

い
で

す
。

も
う

少
し

漢
字

が
大

き
く

な
っ

て
も

い
い

か
も

。
顔

氏
家

廟
碑

の
全

体
的

に
太

い
感

じ
が

出
せ

て
い

る
。「

月
」

の
は

ら
い

が
上

⼿
。

漢
字

と
平

仮
名

の
サ

イ
ズ

の
差

を
も

っ
と

つ
け

た
い

。
相

互
評

価
で

も
指

摘
さ

れ
た

よ
う

に
漢

字
を

大
き

く
書

く
。

書
風

が
太

い
字

で
書

く
も

の
な

の
で

平
仮

名
を

大
き

く
書

き
が

ち
な

の
で

気
を

つ
け

る
。

漢
字

と
平

仮
名

の
大

き
さ

が
丁

度
い

い
感

じ
に

な
っ

た
。「

吠
」

の
右

は
ら

い
→

書
風

が
出

て
い

る
。

漢
字

と
平

仮
名

は
大

き
さ

に
差

が
あ

る
方

が
バ

ラ
ン

ス
の

整
っ

た
作

品
に

な
る

と
分

か
っ

た
。

ま
た

、
は

ね
や

は
ら

い
な

ど
書

風
の

特
徴

が
よ

く
表

れ
る

と
こ

ろ
に

注
目

し
て

書
き

あ
げ

る
よ

う
に

し
て

い
く

。
平

仮
名

が
漢

字
と

同
じ

く
ら

い
の

大
き

さ
に

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
。

配
置

が
右

寄
り

に
な

っ
て

し
ま

い
、

狭
く

な
っ

て
い

る
。

⼒
を

入
れ

す
ぎ

て
大

き
さ

が
ほ

と
ん

ど
同

じ
に

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
の

で
漢

字
と

平
仮

名
の

大
き

さ
の

違
い

を
配

置
も

紙
を

折
っ

た
り

し
て

位
置

取
り

を
し

た
い

と
思

っ
た

。

左
右

の
文

字
の

バ
ラ

ン
ス

は
良

く
な

っ
た

。
仮

名
も

え
以

外
は

良
く

な
っ

て
い

る
。

線
の

太
さ

が
良

く
漢

字
と

仮
名

が
調

和
し

て
い

る
。

月
の

中
の

横
線

が
上

寄
り

で
少

し
バ

ラ
ン

ス
が

悪
く

見
え

る
。

平
仮

名
と

漢
字

を
調

和
さ

せ
る

こ
と

の
や

り
方

が
分

か
っ

て
大

き
さ

や
同

じ
書

風
に

す
る

た
め

に
考

え
る

こ
と

が
大

事
だ

と
わ

か
り

ま
し

た
。

と
て

も
難

し
い

の
で

し
っ

か
り

練
習

し
た

い
で

す
。

月
と

吠
が

大
き

め
に

太
く

書
い

て
あ

る
と

こ
ろ

が
良

い
と

思
う

。
”え

”と
”に

”と
”る

”は
同

じ
大

き
さ

に
な

る
く

ら
い

（
だ

い
た

い
）

に
す

る
と

も
っ

と
良

い
と

思
う

。春
光

の
よ

う
に

蔵
鋒（

先
が

丸
く

）
書

け
る

と
も

っ
と

こ
の

書
体

の
雰

囲
気

が
出

る
と

思
う

。
半

紙
の

1/3
ず

つ
書

く
よ

り
も

月
と

吠
が

大
き

く
な

る
よ

う
に

少
し

は
み

出
す

く
ら

い
が

バ
ラ

ン
ス

が
良

く
な

る
と

思
う

。

蔵
鋒

が
意

識
さ

れ
て

お
ら

ず
雰

囲
気

が
出

て
い

な
い

。
始

筆
に

も
う

少
し

気
を

配
っ

て
書

こ
う

と
思

い
ま

し
た

。
仮

名
の

字
の

大
き

さ
が

バ
ラ

バ
ラ

で
バ

ラ
ン

ス
が

良
く

な
い

た
め

、
目

標
地

点
を

意
識

し
て

書
く

。
吠

の
右

は
ら

い
が

か
け

て
い

な
い

。
筆

を
し

っ
か

り
お

い
て

は
ら

う
。

中
間

の
時

に
⽐

べ
て

漢
字

と
平

仮
名

の
大

き
さ

の
バ

ラ
ン

ス
が

取
れ

て
い

て
い

い
と

思
っ

た
。

ま
た

平
仮

名
も

全
体

的
に

配
列

が
綺

麗
で

安
定

し
て

い
る

の
が

い
い

と
思

う
。

中
間

よ
り

も
蔵

鋒
の

意
識

が
伝

わ
っ

て
き

て
雰

囲
気

も
つ

か
め

て
い

る
と

思
う

。

書
風

が
⽐

較
的

現
代

の
も

の
と

近
い

た
め

自
分

の
字

に
な

っ
て

し
ま

い
と

て
も

難
し

か
っ

た
。

蔵
鋒

が
苦

⼿
だ

と
い

う
こ

と
が

こ
の

創
作

で
気

が
付

け
た

の
で

も
っ

と
練

習
し

よ
う

と
思

い
ま

し
た

。

「
え

」
が

途
切

れ
て

い
る

所
、

ハ
ッ

キ
リ

と
し

て
い

る
線

、
豪

快
な

は
ね

等
に

書
風

が
出

て
い

る
と

感
じ

た
。

配
置

は
整

っ
て

い
る

と
感

じ
た

文
字

の
は

ら
い

の
所

が
蚕

頭
燕

尾
の

形
で

書
く

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

は
ね

の
所

は
少

し
意

識
で

き
ま

し
た

。
全

体
的

に
作

品
の

特
徴

で
あ

る
蔵

鋒
を

意
識

す
る

こ
と

が
で

き
た

の
で

よ
か

っ
た

で
す

。

「
え

」「
吠

」
の

最
後

が
蚕

頭
燕

尾
に

な
っ

て
い

る
所

、
平

仮
名

の
大

き
さ

が
さ

っ
き

よ
り

も
均

等
に

な
っ

た
所

が
い

い
と

思
っ

た
。

配
置

が
さ

っ
き

よ
り

も
整

っ
て

い
て

き
れ

い
。

中
間

の
時

に
で

き
て

い
な

か
っ

た
は

ら
い

の
所

を
蚕

頭
燕

尾
で

書
く

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
平

仮
名

と
漢

字
の

大
き

さ
に

気
を

つ
け

て
書

く
こ

と
が

で
き

た
。

少
し

は
作

品
に

似
せ

て
書

く
こ

と
が

で
き

た
と

思
っ

た
。
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鄭義下碑

字
形

を
し

っ
か

り
理

解
し

て
い

て
、

こ
の

字
を

見
て

す
ぐ

に
鄭

義
下

碑
を

イ
メ

ー
ジ

し
て

書
い

て
い

る
ん

だ
な

と
分

か
り

ま
し

た
。

と
て

も
上

⼿
で

す
。

少
し

だ
け

漢
字

を
大

き
く

書
い

て
も

良
い

の
か

な
と

思
い

ま
し

た
。

余
白

が
広

す
ぎ

る
と

思
っ

た
の

で
、

平
仮

名
は

そ
の

ま
ま

の
大

き
さ

に
し

て
、

吠
の

字
を

大
き

め
に

書
く

よ
う

に
し

、
吠

の
六

画
目

を
目

立
た

せ
る

た
め

少
し

左
か

ら
始

め
る

よ
う

に
す

る
。

中
間

に
⽐

べ
て

、漢
字

が
大

き
く

か
け

て
い

て
、

平
仮

名
と

の
差

が
あ

っ
て

上
⼿

。
中

間
か

ら
字

の
太

さ
が

少
し

太
く

な
っ

て
い

て
、

よ
り

鄭
義

下
碑

に
近

づ
い

た
字

に
な

っ
て

い
る

。
上

⼿
で

す
。

鄭
義

下
碑

っ
ぽ

さ
を

出
さ

せ
る

た
め

に
月

が
で

か
く

丸
す

ぎ
た

気
が

し
ま

す
が

、
漢

字
と

平
仮

名
の

調
和

を
よ

く
考

え
、

文
字

同
⼠

の
大

小
の

バ
ラ

ン
ス

に
も

気
を

配
れ

た
と

思
い

ま
す

。

「
る

」
が

漢
字

と
同

じ
大

き
さ

な
の

で
も

う
少

し
小

さ
く

書
い

て
も

い
い

と
思

う
。

平
仮

名
も

円
勢

が
意

識
さ

れ
て

い
て

⾓
張

ら
せ

て
あ

る
の

で
い

い
と

思
う

。
配

置
も

整
っ

て
い

て
い

い
。

ま
ず

、
根

本
的

に
漢

字
と

平
仮

名
の

大
き

さ
が

同
じ

だ
っ

た
。

だ
か

ら
同

じ
枠

の
大

き
さ

の
中

で
も

 平
仮

名
を

よ
り

小
さ

い
枠

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
⾏

い
た

い
。

字
の

中
に

空
間

を
も

た
せ

る
こ

と
は

で
き

た
。

文
字

の
大

き
さ

が
、

漢
字

が
大

き
く

平
仮

名
が

小
さ

く
な

っ
て

 い
て

い
い

と
思

い
ま

し
た

。
⼒

強
く

、
太

い
線

 に
な

っ
て

い
て

 円
勢

に
な

っ
て

い
て

良
か

っ
た

と
思

い
ま

し
た

。
起

筆
に

丸
み

を
持

た
し

て
い

る
の

が
い

い
と

思
い

ま
し

た
。

 

中
⼼

の
縦

線
を

意
識

し
て

書
い

て
い

る
と

漢
字

と
平

仮
名

の
大

き
さ

が
同

じ
に

な
っ

て
し

ま
う

。
ま

た
､

字
の

中
の

空
間

を
持

た
そ

う
と

す
る

と
字

が
大

き
く

な
る

か
ら

、
2

つ
の

こ
と

を
気

を
つ

け
る

。

全
体

に
丸

っ
こ

く
書

か
れ

て
い

て
、

書
き

始
め

を
蔵

鋒
に

し
て

あ
る

所
。

線
を

ま
っ

す
ぐ

書
い

て
い

た
所

が
良

か
っ

た
。文

字
に

太
さ

が
あ

り
、

よ
り

い
っ

そ
う

作
品

と
近

く
な

っ
て

い
る

気
が

し
た

。

「
に

」は
漢

字
よ

り
小

さ
く

書
け

た
け

れ
ど

、「
え

る
」

が
大

き
く

な
っ

て
し

ま
い

、
構

成
に

少
し

違
和

感
が

出
て

し
ま

っ
た

か
ら

、
次

は
平

仮
名

と
漢

字
の

調
和

を
と

る
た

め
に

､
大

き
さ

に
注

意
す

る
。

全
体

的
､

文
字

の
「

と
め

」
の

部
分

が
強

調
さ

れ
て

い
る

と
感

じ
ま

し
た

。
ま

た
「

は
ら

い
」

や
「

は
ね

」
を

途
中

で
止

め
て

(は
ら

い
き

ら
な

い
。

は
ね

き
ら

な
い

）
書

か
れ

て
い

て
い

い
な

と
思

い
ま

し
た

。
配

置
は

整
っ

て
い

ま
す

。

今
回

は
、

蔵
鋒

で
書

く
こ

と
、

は
ら

い
き

ら
な

い
、

は
ね

き
ら

な
い

と
い

う
こ

と
、

漢
字

と
平

仮
名

の
調

和
の

取
り

方
を

意
識

し
て

書
い

た
の

で
、

柔
ら

か
い

雰
囲

気
の

作
品

を
書

く
時

に
⽣

か
せ

る
と

思
っ

た
。

元
の

書
体

の
特

徴
の

横
⻑

さ
が

、
特

に
「

に
」

に
出

て
い

て
良

い
な

と
思

い
ま

し
た

。
終

筆
の

は
ら

い
切

ら
な

い
感

じ
も

出
て

い
て

良
い

と
思

い
ま

し
た

。
平

仮
名

が
小

さ
め

に
な

る
の

も
良

い
な

と
思

い
ま

し
た

。

蔵
鋒

で
書

く
こ

と
は

出
来

た
が

、
横

⻑
で

書
く

事
が

出
来

な
か

っ
た

。「
月

」
の

⾓
を

丸
く

す
る

こ
と

が
出

来
な

か
っ

た
。

横
⻑

は
縦

を
短

く
横

を
⻑

く
、

⾓
を

丸
く

は
空

間
を

広
く

と
っ

た
字

で
書

く
よ

う
に

す
る

。

中
間

の
作

品
よ

り
も

さ
ら

に
書

体
の

特
徴

が
出

て
良

い
な

と
思

い
ま

し
た

。「
吠

」
は

普
通

に
書

く
と

縦
⻑

に
な

っ
て

し
ま

い
そ

う
な

の
に

、
ち

ゃ
ん

と
横

⻑
で

書
け

て
い

て
凄

い
な

と
思

い
ま

し
た

。

丸
で

初
め

て
丸

で
終

わ
る

こ
と

は
簡

単
だ

が
、

横
⻑

に
書

く
事

が
難

し
か

っ
た

。
一

回
紙

に
書

い
て

か
ら

バ
ラ

ン
ス

を
見

て
か

ら
筆

で
か

く
と

少
し

良
く

な
っ

た
の

で
、

次
に

難
し

い
字

が
出

た
と

き
も

や
り

た
い

。
線

の
太

さ
に

よ
っ

て
、

書
風

が
出

て
い

る
。

漢
字

と
平

仮
名

の
大

き
さ

の
バ

ラ
ン

ス
が

絶
妙

で
1

つ
の

作
品

の
よ

う
に

見
え

る
。

全
て

の
字

が
中

⼼
を

通
っ

て
い

て
綺

麗
に

見
え

る
。

全
体

的
な

バ
ラ

ン
ス

は
よ

く
書

け
て

い
た

と
思

う
。

平
仮

名
の

始
筆

の
蔵

峰
が

お
ろ

そ
か

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
で

､
自

分
が

思
っ

て
い

る
よ

り
も

大
げ

さ
に

変
化

を
つ

け
る

。

中
間

相
互

評
価

の
と

き
よ

り
も

、
書

風
が

似
て

き
て

い
る

。
漢

字
と

平
仮

名
の

バ
ラ

ン
ス

が
よ

く
、

⼒
強

さ
も

あ
る

。

書
写

と
は

違
い

、
書

風
に

似
せ

て
か

く
に

は
、

し
っ

か
り

と
元

の
作

品
の

観
察

し
、

そ
の

書
風

の
特

徴
を

上
手

く
ひ

ろ
う

こ
と

が
大

切
だ

と
思

っ
た

の
で

、
自

分
の

字
に

と
ら

わ
れ

ず
に

書
け

る
よ

う
に

す
る

。
丸

い
感

じ
が

ど
の

文
字

か
ら

も
感

じ
ら

れ
て

書
風

が
ち

ゃ
ん

と
で

て
い

る
。

配
置

も
ち

ゃ
ん

と
整

っ
て

る
と

思
う

。
月

の
は

ね
は

教
科

書
の

敬
の

よ
う

に
横

っ
ぽ

く
は

ね
て

も
い

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

っ
た

。

吠
え

る
の

犬
の

2
画

目
が

、
あ

ま
り

上
に

出
す

こ
と

が
で

き
ず

、
短

足
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

次
は

⼝
を

も
う

少
し

下
か

ら
書

い
て

、
余

裕
持

っ
て

犬
を

書
け

る
よ

う
に

す
る

。

漢
字

は
大

き
く

、
平

仮
名

は
小

さ
く

っ
て

い
う

や
つ

が
、

中
間

と
⽐

べ
て

で
き

て
い

て
、

字
全

体
の

バ
ラ

ン
ス

が
良

く
な

っ
た

気
が

し
ま

す
。

平
仮

名
が

3
つ

と
も

中
間

の
時

よ
り

、
丸

く
書

く
こ

と
、

少
し

小
さ

く
書

く
こ

と
の

2
つ

の
特

徴
を

捉
え

て
書

く
こ

と
が

で
き

た
。

自
分

で
書

風
を

考
え

て
書

く
こ

と
で

特
徴

を
も

っ
と

捉
え

ら
れ

る
。

孔子廟堂碑

５
字

と
も

正
方

形
に

近
い

形
で

結
び

が
丸

く
な

っ
て

い
る

。
平

仮
名

も
伸

び
や

か
な

横
画

に
な

っ
て

い
る

。
各

字
が

正
方

形
の

タ
イ

ル
に

収
ま

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

伸
び

や
か

な
横

画
や

⼒
を

内
に

含
ん

だ
線

質
を

意
識

し
て

書
い

た
が

、
平

仮
名

が
上

⼿
く

い
か

ず
縦

⻑
で

横
画

も
綺

麗
に

伸
び

て
い

な
い

の
で

よ
り

内
に

⼒
を

含
ん

で
伸

び
や

か
で

強
い

線
質

に
す

る
。

正
方

形
で

あ
る

タ
イ

ル
の

よ
う

な
目

が
彫

ら
れ

た
碑

に
合

う
形

に
な

っ
て

い
る

。
に

が
伸

び
や

か
な

横
画

に
、

る
の

曲
が

る
所

が
な

め
ら

か
に

な
っ

て
い

る
。

月
や

吠
、

え
な

ど
内

側
に

⼒
を

含
ん

だ
強

い
線

質
や

伸
び

や
か

な
横

画
や

右
は

ら
い

を
意

識
す

る
こ

と
で

、
字

全
体

に
温

雅
な

趣
や

気
品

高
さ

が
で

る
の

で
点

画
を

こ
れ

か
ら

し
っ

か
り

と
意

識
を

し
て

い
く

。
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平
仮

名
と

漢
字

の
サ

イ
ズ

が
よ

く
調

和
さ

れ
て

い
る

。
配

置
も

し
っ

か
り

な
っ

て
い

る
。

漢
字

よ
り

仮
名

は
や

や
小

さ
く

と
い

う
こ

と
は

意
識

で
き

た
が

、
吠

の
字

が
つ

ま
っ

て
し

ま
っ

て
右

側
の

空
白

や
ゆ

と
り

を
と

れ
な

か
っ

た
の

で
廟

堂
碑

の
書

体
に

近
づ

け
る

よ
う

に
空

白
を

意
識

し
た

い
。

全
体

的
に

書
風

が
で

て
い

る
が

､
右

は
ら

い
が

も
う

ち
ょ

っ
と

し
っ

か
り

と
は

ね
る

。
横

画
が

し
っ

か
り

出
来

て
い

る
。

書
風

を
揃

え
る

こ
と

は
簡

単
な

こ
と

で
は

な
い

が
起

筆
の

形
だ

っ
た

り
線

質
だ

っ
た

り
を

整
え

る
こ

と
で

特
徴

が
そ

ろ
う

の
で

、
対

象
の

字
の

形
や

線
質

な
ど

を
研

究
し

て
書

く
こ

と
が

大
切

だ
と

思
っ

た
。

配
置

が
き

れ
い

に
整

っ
て

い
る

。
孔

子
廟

堂
碑

の
右

は
ら

い
や

右
に

寄
る

特
徴

を
つ

か
ん

で
書

け
て

い
る

。
特

に
吠

の
横

画
が

上
⼿

に
書

け
て

い
る

。

平
仮

名
の

え
と

る
が

上
⼿

く
い

か
な

か
っ

た
。

え
の

調
和

が
最

後
の

線
し

か
出

来
て

い
な

か
っ

た
の

で
、

上
の

画
の

⻑
さ

を
短

く
す

る
。

る
は

位
置

を
真

ん
中

に
､

⾓
を

特
徴

を
見

て
書

く
と

改
善

で
き

る
と

思
う

。

平
仮

名
は

特
に

特
徴

を
つ

か
ん

で
書

い
て

い
る

か
ら

配
置

や
字

の
バ

ラ
ン

ス
が

難
し

い
は

ず
な

の
に

中
⼼

が
そ

ろ
っ

て
い

る
か

ら
よ

り
綺

麗
に

見
え

る
。

右
は

ら
い

が
大

き
く

、
強

い
線

質
で

書
け

て
い

る
。

こ
の

創
作

で
の

学
び

は
、

今
後

自
分

が
作

品
を

作
っ

て
い

く
際

に
元

の
作

品
の

特
徴

を
自

分
で

探
し

、
そ

の
特

徴
を

用
い

て
字

で
表

す
こ

と
を

自
分

だ
け

で
も

出
来

る
よ

う
に

す
る

こ
と

で
、

作
品

の
幅

を
広

げ
ら

れ
る

。
漢

字
と

平
仮

名
が

ほ
ぼ

同
じ

大
き

さ
に

な
っ

て
い

る
。「

吠
」

が
見

切
れ

て
い

る
。

転
折

に
書

風
が

出
て

い
る

。
墨

を
も

う
少

し
濃

く
し

て
筆

圧
を

か
け

て
書

け
ば

、
強

い
線

質
が

出
る

と
思

う
。

は
ら

い
に

書
風

が
出

て
い

る
し

､
全

体
的

に
ま

と
ま

り
が

あ
る

。

漢
字

と
平

仮
名

が
ほ

ぼ
同

じ
大

き
さ

に
な

っ
て

い
る

の
で

、
漢

字
を

も
っ

と
大

き
く

､
平

仮
名

を
小

さ
く

す
る

。
吠

を
も

っ
と

の
び

の
び

書
け

る
よ

う
に

左
側

か
ら

は
じ

め
る

。
墨

を
濃

く
し

て
書

く
。

若
干

見
切

れ
て

い
る

。
漢

字
を

平
仮

名
の

大
き

さ
に

差
が

つ
い

て
い

て
、

よ
り

ま
と

ま
り

の
あ

る
書

に
な

っ
た

。
点

の
形

が
と

て
も

書
風

に
近

い
形

で
書

け
て

い
る

。は
ら

い
の

形
が

き
れ

い
。

水
分

量
が

少
し

多
す

ぎ
て

に
じ

ん
で

い
る

と
思

う
。

右
側

を
中

⼼
に

す
る

と
こ

ろ
を

意
識

し
て

書
け

た
の

で
良

か
っ

た
で

す
。

漢
字

と
平

仮
名

を
調

和
さ

せ
る

よ
う

に
大

き
さ

を
考

え
た

り
､

書
風

に
合

う
よ

う
な

字
を

書
い

た
り

で
き

た
の

で
、

次
も

そ
の

書
風

の
ポ

イ
ン

ト
を

押
さ

え
て

書
こ

う
と

思
い

ま
し

た
。

犬
の

右
は

ら
い

が
伸

び
や

か
に

書
け

て
い

る
。

全
体

的
に

細
く

書
け

て
い

る
。

折
れ

の
部

分
は

も
う

少
し

⾓
度

を
つ

け
て

方
向

を
変

え
る

と
い

い
と

思
う

。

漢
字

と
平

仮
名

の
字

の
大

き
さ

が
、

等
し

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。月
の

⾓
と

吠
の

⼝
の

⾓
が

、
不

自
然

に
飛

び
出

し
て

し
ま

っ
た

。
月

が
、

こ
の

書
風

み
た

い
に

、
横

に
伸

び
や

か
に

書
け

な
か

っ
た

。

前
よ

り
も

月
や

吠
の

向
き

を
変

え
る

と
こ

ろ
が

良
く

な
っ

て
い

る
。「

に
」

や
「

え
」

が
つ

な
が

り
を

意
識

し
て

書
け

て
い

た
。

漢
字

と
平

仮
名

の
バ

ラ
ン

ス
が

い
い

。

お
⼿

本
で

は
な

く
、

同
じ

書
体

の
文

字
だ

け
を

見
て

書
く

こ
と

が
、

今
ま

で
あ

ま
り

な
か

っ
た

の
で

、
字

の
形

を
と

ら
え

る
こ

と
を

学
ん

だ
の

で
、

同
じ

書
体

の
字

か
ら

、
字

が
書

け
る

よ
う

に
し

て
い

き
た

い
。
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字
が

細
く

、
強

い
線

に
な

っ
て

い
る

。
漢

字
と

平
仮

名
の

大
き

さ
が

同
じ

に
な

っ
て

い
る

。
蔵

鋒
に

な
っ

て
い

な
い

。
線

が
太

く
な

っ
た

り
、

細
く

な
っ

た
り

で
抑

揚
が

あ
る

。

漢
字

と
平

仮
名

の
大

き
さ

が
、

全
く

同
じ

く
ら

い
に

な
っ

て
い

る
の

で
漢

字
を

大
き

く
書

く
よ

う
に

し
て

い
く

。
線

に
抑

揚
を

持
た

せ
る

た
め

に
⼒

を
抜

く
と

き
は

､
サ

ー
と

書
く

。

筆
の

先
が

隠
れ

て
､

蔵
鋒

に
な

っ
た

。
え

が
台

形
の

形
に

な
っ

て
い

る
。

漢
字

と
平

仮
名

の
大

き
さ

に
差

が
出

て
よ

く
な

っ
た

。
字

の
線

が
よ

り
、

太
く

な
っ

た
り

細
く

な
っ

た
り

で
抑

揚
が

出
て

い
る

。
え

だ
け

が
少

し
大

き
い

と
思

う
。

吠
が

も
う

少
し

大
き

く
て

い
い

と
思

う
。

「
え

」
が

と
て

も
、

大
き

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
で

平
仮

名
な

の
で

も
う

少
し

小
さ

く
し

書
く

よ
う

に
广

の
部

分
を

短
め

に
書

く
よ

う
に

す
る

。
犬

を
大

き
く

す
る

た
め

に
、

横
を

⻑
く

し
て

書
い

て
い

く
。

平
仮

名
を

漢
字

よ
り

も
少

し
小

さ
く

し
て

2
⾏

の
バ

ラ
ン

ス
を

整
え

る
。

点
の

形
や

、
字

形
を

細
⻑

く
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

て
、

書
風

が
で

て
い

る
。

「
月

」が
も

う
少

し
細

く
て

縦
に

⻑
く

し
た

か
っ

た
。

全
体

的
に

は
も

っ
と

な
め

ら
か

に
、

筆
を

ス
ム

ー
ズ

に
動

か
し

た
い

。「
吠

」
は

も
う

少
し

横
⻑

に
し

て
横

の
線

の
細

さ
に

強
弱

を
つ

け
た

い
。

細
い

、
⼒

強
い

線
で

書
か

れ
て

い
る

。
平

仮
名

と
漢

字
の

大
き

さ
が

中
間

の
時

よ
り

改
善

さ
れ

て
い

る
。

書
き

始
め

を
も

う
少

し
⼒

強
く

書
け

る
と

良
い

と
思

っ
た

。

今
度

は
「

吠
」

が
横

に
⻑

す
ぎ

て
し

ま
っ

た
。

で
も

線
の

強
弱

は
う

ま
く

つ
け

る
こ

と
が

で
き

た
。

漢
字

よ
り

平
仮

名
の

方
が

難
し

か
っ

た
け

ど
細

か
く

意
識

し
て

美
し

く
調

和
出

来
る

よ
う

に
⽣

か
し

た
い

。
細

い
線

で
⾓

ば
っ

た
形

で
書

く
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

こ
の

書
風

は
⽐

較
的

横
が

細
く

縦
が

太
い

漢
字

が
多

い
の

で
「

月
」

の
2

画
目

の
所

で
少

し
意

識
し

て
み

る
と

い
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

太
い

線
と

細
い

線
の

差
が

あ
ま

り
出

な
か

っ
た

と
こ

ろ
と

、
も

う
少

し
１

つ
の

画
を

強
調

し
た

り
す

る
こ

と
も

す
れ

ば
よ

か
っ

た
か

な
と

思
い

ま
し

た
。

⻑
い

線
も

思
い

っ
き

り
⻑

く
細

く
し

た
い

で
す

月
が

特
徴

を
捉

え
て

、
思

い
っ

き
り

書
く

こ
と

が
で

き
て

入
っ

て
い

い
と

思
う

。
特

に
2

画
目

に
特

徴
を

し
っ

か
り

出
す

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
細

く
て

も
し

っ
か

り
し

た
字

を
書

く
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

特
徴

を
大

げ
さ

に
書

く
こ

と
が

少
し

い
つ

も
と

は
違

う
字

形
で

書
い

て
い

る
こ

と
が

よ
り

わ
か

っ
た

か
な

と
思

う
。

自
分

が
思

っ
て

い
る

よ
り

大
げ

さ
に

書
く

こ
と

は
大

事
だ

と
思

っ
た

。
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線
が

細
く

抑
揚

が
あ

り
書

風
が

出
て

い
て

い
い

と
思

う
。

筆
の

始
筆

が
丸

く
、

蔵
鋒

が
し

っ
か

り
と

意
識

さ
れ

て
い

る
。

線
と

線
の

つ
な

ぎ
目

も
意

識
さ

れ
て

い
て

雰
囲

気
が

で
て

い
る

。

月
の

字
形

が
う

ま
く

雰
囲

気
が

出
せ

な
か

っ
た

。
な

の
で

2
画

目
の

部
分

を
内

側
に

少
し

入
っ

て
ま

た
出

る
よ

う
に

、
そ

る
よ

う
に

書
い

た
り

し
画

目
も

も
う

少
し

な
め

ら
か

に
は

ら
う

こ
と

を
気

を
つ

け
た

い
。

よ
り

中
間

の
作

品
よ

り
も

線
に

抑
揚

が
出

て
い

て
い

い
と

思
う

。
仮

名
が

ど
の

字
も

均
等

な
大

き
さ

で
い

い
と

思
い

、
全

体
的

な
バ

ラ
ン

ス
が

綺
麗

だ
な

と
感

じ
た

。

書
風

は
決

ま
っ

て
い

て
も

お
⼿

本
が

な
い

字
を

自
分

で
書

い
て

い
く

こ
と

が
と

て
も

難
し

か
っ

た
。

で
も

そ
の

分
そ

の
書

体
の

特
徴

を
じ

っ
く

り
見

て
掴

め
る

よ
う

な
意

識
が

持
て

た
の

で
続

け
て

い
き

た
い

。
雁

塔
特

有
の

文
字

の
細

さ
が

⽣
か

さ
れ

て
い

る
。

は
ね

を
も

う
少

し
意

識
す

る
と

い
い

と
思

う
。

雁
塔

の
よ

う
な

線
の

強
弱

や
線

の
綺

麗
さ

を
活

か
し

き
れ

て
い

な
い

。
改

善
と

し
て

は
筆

の
先

を
は

な
し

た
り

し
て

線
の

細
さ

に
メ

リ
ハ

リ
を

付
け

て
い

き
た

い
。

同
じ

太
さ

の
と

こ
ろ

が
多

い
の

で
緩

急
を

つ
け

る
と

よ
り

似
る

と
思

っ
た

。
雁

塔
の

よ
う

な
運

筆
が

出
来

て
い

る
の

で
と

て
も

綺
麗

だ
と

思
い

ま
し

た
。

雁
塔

の
特

徴
で

も
あ

る
、

線
の

細
さ

や
背

勢
な

ど
を

⽣
か

し
、

ス
マ

ー
ト

で
か

っ
こ

い
い

字
を

作
る

時
に

使
え

る
と

思
っ

た
。

仮
名

を
細

く
す

る
こ

と
は

仮
名

の
授

業
の

時
も

使
え

る
と

思
っ

た
。

牛橛造像記

左
の

「
え

る
」 の

平
仮

名
は

少
し

大
き

さ
が

漢
字

と
差

が
な

い
。

バ
ラ

ン
ス

が
良

く
て

中
⼼

が
取

れ
て

い
る

の
で

配
置

が
い

い
。

「
え

」
と

「
る

」
の

文
字

が
大

き
く

線
も

細
か

っ
た

り
太

か
っ

た
り

し
て

い
る

。「
え

」
は

も
う

少
し

細
く

し
て

横
線

を
短

く
す

る
。「

る
」

は
斜

め
の

線
の

⾓
度

を
狭

く
し

て
、

も
う

少
し

太
く

書
く

。

一
画

一
画

書
風

の
特

徴
を

ち
ゃ

ん
と

捉
え

て
い

る
。「

え
」

の
細

か
い

と
こ

ろ
ま

で
字

が
つ

ぶ
れ

な
く

て
良

い
。

漢
字

の
字

形
に

合
わ

せ
て

平
仮

名
を

書
く

こ
と

は
、普

段
字

を
書

く
時

も
大

切
だ

と
思

う
の

で
、

意
識

し
た

い
と

思
い

ま
し

た
。

造
像

記
を

練
習

す
る

時
も

こ
の

基
本

の
形

を
忘

れ
ず

に
書

き
た

い
で

す
。

平
仮

名
が

漢
字

よ
り

大
き

く
な

っ
て

い
た

り
、

横
一

列
で

見
た

と
き

に
そ

ろ
っ

て
い

な
い

。
方

勢
の

⾓
ば

っ
た

、
⼒

強
い

字
は

出
て

い
て

よ
い

と
思

っ
た

。
吠

の
⼝

の
部

分
を

若
干

小
さ

く
し

て
、「

る
」

を
も

っ
と

小
さ

く
し

た
ら

良
く

な
る

と
思

う
。

小
筆

み
た

い
に

⼒
を

加
え

る
と

大
き

く
な

り
す

ぎ
て

上
⼿

く
書

け
な

い
か

ら
､

筆
を

立
て

て
､

均
等

な
⼒

で
、

あ
ま

り
押

さ
ず

に
書

く
。

右
に

し
か

漢
字

は
な

い
の

で
、

右
の

ス
ペ

ー
ス

を
大

き
く

と
る

。

⾓
張

っ
て

い
て

、
方

勢
の

⼒
強

さ
が

出
て

い
て

良
い

。
漢

字
の

方
が

平
仮

名
よ

り
も

⽐
較

的
大

き
く

な
っ

て
い

て
調

和
が

と
れ

て
い

る
。

⾓
が

右
側

だ
け

し
っ

か
り

落
ち

て
い

て
良

い
。

小
筆

と
太

筆
と

で
は

書
け

る
も

の
が

全
然

違
っ

て
く

る
。

今
回

漢
字

が
右

に
し

か
な

く
、

右
に

多
く

ス
ペ

ー
ス

を
と

っ
た

よ
う

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
字

で
と

る
ス

ペ
ー

ス
を

変
え

て
書

く
と

い
い

。
均

等
で

な
く

て
良

い
。

⾓
々

し
て

い
て

お
⼿

本
み

た
い

。
先

が
尖

っ
て

い
る

か
ら

よ
り

良
く

見
え

ま
す

。
方

勢
(四

⾓
）

も
で

き
て

い
て

い
い

と
思

い
ま

す
。

漢
字

が
大

き
く

平
仮

名
が

小
さ

く
も

で
き

て
い

て
い

い
と

思
い

ま
す

。

に
と

え
は

小
さ

く
書

く
事

が
で

き
た

が
、

る
が

漢
字

と
同

じ
く

ら
い

の
大

き
さ

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
で

、
え

の
下

に
す

ぐ
続

く
文

字
な

の
で

え
の

大
き

さ
を

見
な

が
ら

同
じ

大
き

さ
で

書
く

事
を

意
識

す
る

。

中
間

よ
り

も
⼒

強
い

字
に

な
っ

て
い

て
よ

り
お

⼿
本

に
近

く
な

っ
た

。
一

画
一

画
が

直
線

で
書

け
て

い
て

良
い

と
思

い
ま

す
。

は
ね

が
三

⾓
に

な
っ

て
い

る
と

こ
ろ

が
良

い
で

す
。

平
仮

名
を

小
さ

め
に

す
る

こ
と

も
そ

う
だ

が
漢

字
を

大
き

め
に

書
く

事
に

も
よ

っ
て

よ
り

構
成

の
バ

ラ
ン

ス
が

良
く

な
っ

た
の

で
、

極
端

と
思

う
く

ら
い

に
書

体
の

特
徴

を
現

わ
す

こ
と

が
大

切
だ

と
思

い
ま

し
た

。

　
　

　
　

　
　

文
字

の
大

き
さ

　
　

　
　

　
　

⽤
筆

（
起

筆
・

収
筆

、
筆

づ
か

い
）

　
　

　
　

　
　

字
形

（
背

勢
・

向
勢

、
方

勢
・

円
勢

、
縦

⻑
・

横
⻑

）
　

　
　

　
　

　
線

の
太

細
、

墨
の

濃
淡

、
運

筆
（

雰
囲

気
・

風
趣

）
　

　
　

　
　

　
字

（
単

体
）

の
配

置
・

空
間

・
組

み
立

て
か

た
　

　
　

　
　

　
紙

面
構

成
、

全
体

的
な

配
置

・
バ

ラ
ン

ス
、

⾏
間

・
余

白
太

字
…

清
書

後
の

相
互

評
価

・
自

己
評

価
に

、
調

和
の

さ
せ

方
や

古
典

の
特

徴
に

つ
い

て
の

記
述

あ
り

線
種

の
分

類



47 漢字と仮名の調和における平仮名の表現方法に関する考察

〈
注
〉

（
1
）
三
浦
拓
眞
（
二
〇
二
二
）、「
漢
字
と
仮
名
の
調
和
に
お
け
る
平
仮
名
の
表
現
方
法
に
関
す
る
考
察
―
中
学
校
国
語
科
書
写
と
高
等
学
校
芸
術
科

書
道
を
縦
断
的
に
つ
な
ぐ
視
点
か
ら
―
」、『
公
益
財
団
法
人 

日
本
習
字
教
育
財
団
』、
九
四
頁
─
一
三
八
頁
。

（
2
）
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
編
（
二
〇
〇
九
）、『
明
解
書
写
教
育
』、
七
一
頁
。

（
3
）
分
析
に
はKH

　

Coder3.Beta.03i

（
樋
口
、
二
〇
二
〇
）
を
使
用
し
た
。

（
4
）
分
析
に
はKH

　

Coder3.Beta.03i

（
樋
口
、
二
〇
二
〇
）
を
使
用
し
た
。

（
5
）
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
三
十
年
告
示
）
解
説
芸
術
編
。

（
6
）
高
等
学
校
「
書
道
Ⅰ
」
の
教
科
書
（
教
育
出
版
、
教
育
図
書
、
東
京
書
籍
、
光
村
図
書
）
を
参
照
し
た
。

（
7
）
前
掲
書
5
、
二
七
二
頁
。

（
8
）
前
掲
書
5
、
二
七
二
頁
。

（
9
）
前
掲
書
5
、
二
七
九
頁
。

（
10
）
精
神
的
な
調
和
に
つ
い
て
は
、三
浦
拓
眞
（
二
〇
二
〇
）、「
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
に
お
け
る
効
果
的
な
学
習
指
導
方
法
の
研
究
―
生
徒
の
学

習
方
略
獲
得
を
目
指
し
て
―
」、『
書
写
書
道
教
育
研
究
』
第
三
五
号
、
四
一
頁
―
五
一
頁
。
ま
た
は
三
浦
拓
眞
（
二
〇
二
一
）、「『
漢
字
仮
名
交
じ

り
の
書
』
の
制
作
過
程
に
お
け
る
音
読
・
劇
化
を
用
い
た
学
習
方
略
の
効
果
」、『
書
写
書
道
教
育
研
究
』
第
三
六
号
、
二
一
頁
―
三
〇
頁
を
参
照
の

こ
と
。

（
11
）三
浦
拓
眞（
二
〇
二
〇
）、「
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
に
お
け
る
効
果
的
な
学
習
指
導
方
法
の
研
究
―
生
徒
の
学
習
方
略
獲
得
を
目
指
し
て
―
」、

『
書
写
書
道
教
育
研
究
』
第
三
五
号
、
四
一
頁
―
五
一
頁
。

（
12
）
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
（
一
九
七
二
）、『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』
第
九
巻
、
小
学
館
。

（
13
）
折
川
司
（
二
〇
一
〇
）「
小
学
校
国
語
科
書
写
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
『
手
本
』
の
価
値
を
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
」『
書
写
書
道
教
育
研
究
』
第

二
五
号
、
二
一
頁
～
三
〇
頁
。

（
14
）
前
掲
書
13
。

（
15
）
小
竹
光
夫
・
青
山
浩
之
（
二
〇
〇
四
）、『
新
編
書
写
指
導
』、
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
編
、
萱
原
書
房
、
三
五
頁
。

（
16
）
前
掲
書
13
。

（
17
）
前
掲
書
1
。

（
18
）
押
木
秀
樹
（
一
九
九
八
）、「
な
ぜ
そ
う
書
く
と
見
や
す
い
の
か
、
文
字
に
対
す
る
感
性
と
知
識
」、『
上
越
教
育
大
学
国
語
教
育
学
会
会
報
』
二

七
、
一
頁
。

（
19
）
和
栗
百
恵
（
二
〇
一
〇
）、「『
ふ
り
か
え
り
』
と
学
習
―
大
学
教
育
に
お
け
る
ふ
り
か
え
り
支
援
の
た
め
に
―
」、『
国
立
教
育
政
策
研
究
所

紀
要
』
第
一
三
九
集
。

（
20
）D

ew
ey, J.

（
著
）・
市
村
尚
久
（
訳
）（
二
〇
〇
四
）、『
経
験
と
教
育
』、
講
談
社
。

（
21
）D

ew
ey, John, 1938,  Experience and Education, N

ew
 York: Collier.

（
22
）Kolb, D

avid, 1984, Experiential Learning as the Science of Learning and D
evelopm

ent, Englew
ood Cliffs: Prentice H

all.

（
23
）M

oon, Jennifer, 2004, A H
andbook of Reflective and Experiential Learning: Theory and Practice, London: Routledge.
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（
24
）
前
掲
書
19
。

（
25
）
青
山
浩
之
（
一
九
九
九
）、「
書
写
の
学
習
指
導
に
お
け
る
課
題
解
決
型
学
習
に
関
す
る
一
考
察
― 

モ
ス
ト
ン
の
指
導
ス
タ
イ
ル
論
を
手
掛
か

り
と
し
て
―
」、『
書
写
書
道
教
育
研
究
』
第
一
三
号
、
四
八
頁
─
五
八
頁
。

（
26
）
柴
田
俊
和
（
一
九
九
八
）、「M

.

モ
ス
ト
ン
の
ス
ペ
ク
ト
ル
論
か
ら
見
た
め
あ
て
学
習
」、『
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
附
属
竹
早
中
学
校
研
究
紀

要
』
三
七
、 

一
五
一
頁
―
一
六
一
頁
。

（
27
）
前
掲
書
25
。

（
28
）
青
山
浩
之
（
二
〇
〇
一
）、「
書
写
の
学
習
指
導
に
お
け
る
意
思
決
定
に
関
す
る
考
察
」、『
書
写
書
道
教
育
研
究
』
第
一
五
号
、
一
一
頁
─
二
〇

頁
。

（
29
）
ジ
グ
ソ
ー
学
習
と
は
、Aronson, E.

（
ア
ロ
ン
ソ
ン
）
ら
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
方
法
で
あ
り
、
ジ
グ
ソ
ー
グ
ル
ー
プ
と
エ
キ
ス
パ
ー
ト
グ

ル
ー
プ
と
い
う
二
種
類
の
小
グ
ル
ー
プ
を
組
み
替
え
な
が
ら
学
習
を
進
行
さ
せ
る
。
一
般
的
に
は
ク
ラ
ス
内
に
お
い
て
ジ
グ
ソ
ー
グ
ル
ー
プ
と
呼
ば

れ
る
小
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
学
習
内
容
を
分
担
す
る
。
続
い
て
同
じ
題
材
を
担
当
す
る
者
同
士
で
構
成
さ
れ
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
を
構
成

し
て
学
習
す
る
。
各
エ
キ
ス
パ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
ジ
グ
ソ
ー
グ
ル
ー
プ
か
ら
自
分
だ
け
の
参
加
と
な
る
た
め
、
担
当
す
る
題
材
に
つ
い

て
代
表
し
て
理
解
す
る
こ
と
と
な
る
。
エ
キ
ス
パ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
で
の
学
習
が
終
わ
っ
た
後
、
ジ
グ
ソ
ー
グ
ル
ー
プ
を
再
構
成
し
、
学
ん
で
き
た
内

容
を
報
告
し
合
う
こ
と
と
な
る
。
順
に
教
え
合
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
最
終
的
に
は
全
員
が
す
べ
て
の
学
習
内
容
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
と
な
る
。

こ
の
方
法
で
は
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
で
の
学
習
に
お
い
て
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
み
、
さ
ら
に
ジ
グ
ソ
ー
グ
ル
ー
プ
に
戻
っ
た
と
き
に
正
し

く
教
え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
他
の
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
も
間
違
っ
た
理
解
を
し
て
し
ま
う
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
各
学
習
者

は
責
任
を
も
っ
て
積
極
的
に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
。



49 中院通村の書における活動とその役割に関する一考察

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、中
院
通
村
（
一
五
八
八
―
一
六
五
三
）
の
書
に
関
す
る
活
動
と
そ
の
役
割
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

通
村
は
、中
院
通
勝
（
一
五
五
六
―
一
六
一
〇
）
と
、細
川
幽
斎
（
一
五
三
四
―
一
六
一
〇
）
の
養
女
の
第
一
子
と
し
て
誕
生

し
た
。
極
官
は
正
二
位
、
内
大
臣
、
後
水
尾
院（

1
（

（
一
五
九
六
―
一
六
八
〇
）
の
第
一
の
側
近
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
元
和
九

年
（
一
六
二
三
）
に
武
家
伝
奏
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
の
後
水
尾
院
の
譲
位
に
際
し
て
、
こ
れ
を
幕
府

に
通
達
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
に
そ
れ
を
免
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
子
の
中
院
通
純
（
一
六
一
二
―

五
三
）
と
江
戸
へ
召
還
さ
れ
、
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
三
月
か
ら
十
二
月
ま
で
幽
閉
さ
れ
た
。
そ
の
後
帰
京
し
、
六
十
六

歳
で
死
去
し
た
。

　

通
村
は
、
幽
斎
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
た
父
に
歌
学
を
学
ん
だ
。
通
勝
の
頃
か
ら
、
源
氏
学（

2
（

で
権
威
を
誇
っ
て
い
た
三
条

西
家
か
ら
も
学
び
を
受
け
、
通
村
の
頃
に
は
そ
れ
を
凌
ぐ
ほ
ど
の
源
氏
学
の
家
に
成
長
し
た
。
三
条
西
実さ

ね

条え
だ

（
一
五
七
五
―

一
六
四
〇
）、
烏
丸
光
広
（
一
五
七
九
―
一
六
三
八
）
と
と
も
に
後
水
尾
歌
壇
の
中
心
的
な
指
導
者
と
し
て
、
後
水
尾
院
が
最
も

重
要
視
し
た
歌
学
を
支
え
た
。
後
水
尾
院
が
、
通
村
か
ら
源
氏
学
を
学
ん
で
『
伏
屋
塵
』
な
ど
を
著
し
て
研
究
を
深
化
さ
せ

た
こ
と
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
七
月
二
十
日
、
徳
川
家
康
（
一
五
四
二
―
一
六
一
六
）
が
通
村
か
ら
『
源
氏
物
語
』
の
講

　
　
中
院
通
村
の
書
に
お
け
る
活
動
と
そ
の
役
割
に
関
す
る
一
考
察

　
　

　
　
　
　
―
『
中
院
通
村
日
記
』
と
前
田
利
常
と
の
交
流
を
中
心
と
し
て
― 

田
中
春
菜



50

釈
を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
が（

3
（

、
歌
学
に
お
け
る
高
い
文
化
力
と
影
響
力
を
証
明
し
て
い
る
。
通
村
の
日
記
で
あ
る
『
中
院

通
村
日
記
』
に
は
、
歌
会
、
講
釈
、
書
写
、
校
合
、『
源
氏
物
語
』
に
ま
つ
わ
る
内
容
が
非
常
に
多
く
確
認
で
き
る
。
ま
た
、

自
身
の
歌
集
に
『
後
十
輪
院
内
府
詠
藻
』
が
あ
る
。
こ
う
し
た
歌
人
と
し
て
の
通
村
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
健
一
「
後
水
尾
院

歌
壇
の
成
立
と
展
開
」（『
國
語
と
國
文
學
』
六
三
、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
一
九
八
六
年
）、
高
梨
素
子
『
後
水
尾
院
初
期

歌
壇
の
歌
人
の
研
究
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
〇
年
）、
日
下
幸
男
『
後
水
尾
院
の
研
究
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
、

多
く
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
後
水
尾
歌
壇
の
な
か
で
の
通
村
の
動
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
指
導
者
と
し
て
主
要

な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る（

4
（

。
日
下
氏
は
、
文
事
を
中
心
と
し
た
年
譜
「
中
院
通
村
年
譜
稿
―
少
青
年
期
―
」（『
國

文
學
論
叢
』
三
一
、
龍
谷
大
学
國
文
學
會
、
一
九
八
六
年
）、「
中
院
通
村
年
譜
稿
―
中
年
期
（
上
）
―
」（『
國
文
學
論
叢
』

四
八
、
龍
谷
大
學
國
文
學
會
、
二
〇
〇
三
年
）、「
中
院
通
村
年
譜
稿
―
元
和
二
年
―
」（『
龍
谷
大
學
論
集
』
四
六
二
、
龍
谷

学
会
、
二
〇
〇
三
年
）、「
中
院
通
村
年
譜
稿
―
中
年
期
元
和
三
年
～
八
年
―
」（『
龍
谷
大
學
論
集
』
四
七
一
、
龍
谷
学
会
、

二
〇
〇
八
年
）
な
ど
も
著
さ
れ
、
そ
の
事
績
を
整
理
し
て
い
る
。

　

書
道
史
研
究
に
お
け
る
先
行
研
究
に
は
、
小
松
茂
美
に
よ
る
『
平
安
朝
伝
来
之
白
氏
文
集
と
三
蹟
の
研
究
』（
墨
水
書
房
、

一
九
六
五
年
）、『
日
本
書
流
全
史
』
上
・
下
（
講
談
社
、
一
九
七
〇
年
）、『
古
筆
』（
講
談
社
、
一
九
七
二
年
）、『
日
本
書
蹟
大

鑑
』
第
一
六
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
八
年
）、『
古
筆
学
大
成
』
全
三
〇
巻
（
講
談
社
、
一
九
八
九
年
―
一
九
九
三
年
）
な
ど
が
あ

り（
5
（

、
主
に
、
江
戸
時
代
初
頭
、
寛
永
の
三
筆
と
同
時
期
に
活
躍
し
た
能
書
で
、
古
筆
鑑
定
に
優
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
特
に

小
松
氏
は
、
光
広
と
と
も
に
、
古
筆
鑑
定
に
お
け
る
偉
大
な
存
在
と
し
て
通
村
を
取
り
上
げ
、
鬼
才
の
持
主
で
あ
っ
た
と
し

て
い
る（

6
（

。
通
村
自
身
も
伝
藤
原
公
任
筆
「
太
田
切
和
漢
朗
詠
集
」
二
巻
（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
所
蔵
）
の
零
本
や
、
伝
源
実
朝

筆
「
中
院
切
」
と
い
っ
た
古
筆
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る（

7
（

。
書
流
は
、「
本
朝
古
今
名
公
古
筆
諸
流
」、「
筆
跡
流
儀

系
図
」、「
流
儀
集
」、「
古
筆
流
儀
別
」
で
世
尊
寺
流
、
こ
れ
ら
書
流
系
譜
の
諸
本
と
「
古
筆
流
儀
分
」
で
、
世
尊
寺
流
か
ら

派
生
し
た
中
院
流
の
当
主
に
名
が
見
え
る（

8
（

。
中
院
流
に
は
、
土
御
門
泰
重
（
一
五
八
六
―
一
六
六
一
）、
高
倉
永
慶
（
一
五
九
二

―
一
六
六
四
）、
後
水
尾
院
、
妙
法
院
堯
然
法
親
王
（
一
六
〇
二
―
六
一
）、
照
高
院
宮
道
晃
法
親
王
（
一
六
一
二
―
七
九
）、
後

西
天
皇
（
一
六
三
八
―
八
五
）
と
い
っ
た
人
々
が
名
を
連
ね
て
お
り
、宮
廷
の
中
心
に
浸
透
し
た
書
流
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
通
村
の
書
を
は
じ
め
、
伝
藤
原
行
成
筆
「
関
戸
本
古
今
集
」
一
帖
（
個
人
蔵
）
の
零
本
の
よ
う
に
通
村



51 中院通村の書における活動とその役割に関する一考察

の
奥
書
や
添
状
を
有
す
る
書
跡
は
多
く
知
ら
れ
、
模
写
に
優
れ
た
人
物
と
し
て
も
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
初
頭

の
古
筆
の
流
行
の
実
相
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
、『
中
院
通
村
日
記
』
は
、
度
々
用
い
ら
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
か
ら
は
、
通
村
が
古
筆
の
鑑
定
、
短
冊
や
懐
紙
の
揮
毫
、
禁
裏
で
の
書
写
活
動
、
伝
藤
原
公
任
筆
（
藤
原
伊
房
筆
）

「
十
五
番
歌
合
」
一
巻
（
前
田
育
徳
会
所
蔵
）
に
見
る
よ
う
な
補
写
や
模
本
の
制
作
、「
源
氏
物
語
手
鑑
」
一
帖
（
和
泉
市
久
保

惣
記
念
美
術
館
所
蔵
）
の
よ
う
な
調
度
手
本
の
斡
旋
や
詞
書
の
書
写
な
ど
、
多
様
な
活
動
を
展
開
し
、
江
戸
時
代
初
頭
の
書
文

化
の
形
成
に
お
い
て
核
を
担
う
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
、
後
水
尾
歌
壇
の
主
格
と
し
て
相

応
し
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、寛
永
の
三
筆
や
小
堀
遠
州
（
一
五
七
九
―
一
六
四
七
）
と
い
っ
た
同
時

期
に
活
躍
し
た
能
書
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
実
像
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
論
考
に
は
乏
し
く
、
研
究
の
余
地
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
先
学
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
第
一
章
で
は
、『
中
院
通
村
日
記
』
を
中
心
と
す
る
日
記
史
料
か
ら
、

通
村
の
書
の
活
動
の
様
相
に
つ
い
て
考
察
す
る
。『
中
院
通
村
日
記
』
は
、
書
道
史
研
究
で
も
用
い
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

は
あ
る
が
、
古
筆
の
流
行
や
鑑
定
に
ま
つ
わ
る
史
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
り
、
通
村
に
焦
点
を
当
て
た
も
の

と
は
言
い
難
い
。
こ
こ
で
は
、
通
村
自
身
に
着
目
し
、
書
跡
を
介
し
た
人
々
と
の
結
び
つ
き
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
書
に
関

す
る
活
動
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
の
か
、
人
々
か
ら
何
を
求
め
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
鑑
定
と
書
写

の
観
点
か
ら
概
括
す
る
。
第
二
章
で
は
、
通
村
の
書
に
関
す
る
活
動
を
更
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
前
田
家
三
代
当
主
、

加
賀
藩
二
代
藩
主
と
な
っ
た
前
田
利
常（

9
（

（
一
五
九
四
―
一
六
五
八
）
と
の
交
流
か
ら
、
書
跡
の
鑑
定
、
誂
え
、
写
本
や
調
度
手

本
の
書
写
や
制
作
の
実
相
と
、
そ
れ
に
対
す
る
意
識
や
態
度
に
つ
い
て
言
及
す
る
。『
中
院
通
村
日
記
』
や
前
田
家
伝
来
の

書
跡
、
特
に
利
常
の
蒐
集
と
さ
れ
る
も
の
に
は
、「
関
戸
本
古
今
集
」
の
よ
う
に
通
村
の
奥
書
を
有
す
る
も
の
、「
十
五
番
歌

合
」
の
よ
う
に
補
写
が
加
え
ら
れ
た
も
の
、
模
本
が
制
作
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
を
裏
付
け

と
し
、
通
村
の
書
の
活
動
と
そ
の
役
割
を
よ
り
明
確
な
も
の
に
し
た
い
。
ま
た
、
江
戸
時
代
初
頭
は
、
サ
ロ
ン
を
媒
介
と
し

て
幅
広
い
文
化
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
通
村
の
動
向
は
、
特
に
後
水
尾
院
と
密
接
に
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
も
包
括
的
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
『
中
院
通
村
日
記
』
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
謄
本
、
上
、
中
、
下
の
三
冊
を
使
用
し
た（

（1
（

。
同
日
記

は
、
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
か
ら
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
ま
で
の
二
十
三
年
間
が
残
っ
て
い
る
が
、
月
日
が
部
分
的
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に
欠
落
し
て
い
る
。
下
に
は
次
の
よ
う
に
奥
書
が
あ
り
、
一
部
は
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

此
三
冊
後
十
輪
院
前
内
相
府
通
―
公
御
記
也
。

寛
文
同
禄
尓
書
籍
多
令
焼
失
云
々
。
惜
哉
。
爰

此
御
草
稿
僅
残
集
之
。
令
家
僕
祐
壽
朝
臣

令
書
寫
卒
。
深
秘
筐
底
可
禁
他
見
巳
。

　

寛
保
辛
酉
孟
冬
上
浣
左
近
衛
権
中
将
源
通
枝　
（
句
点
、
筆
者
）

　

現
存
す
る
通
村
自
筆
の
草
稿
は
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
の
中
院
文
庫
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
翻
刻
と
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
中
院
千
華
様
か
ら
厚
い
御
配
慮
を
頂
い
た
。
こ
れ
に
は
同
時
に
、
西
洞
院
時
慶
（
一
五
五
二
―
一
六
三
九
）
の

『
時
慶
記
』、
舟
橋
秀
賢
（
一
五
七
五
―
一
六
一
四
）
の
『
慶
長
日
件
録
』、
泰
重
の
『
泰
重
卿
記
』、
鳳
林
承
章
（
一
五
九
三
―

一
六
六
八
）
の
『
隔
蓂
記
』
と
い
っ
た
通
村
と
交
流
の
あ
っ
た
人
物
の
日
記
も
用
い
た（

（1
（

。
な
お
、稿
者
は
、こ
れ
ら
の
日
記
史

料
を
用
い
て
『
書
道
学
論
集
』
一
九
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
書
道
学
専
攻
、
二
〇
二
二
年
）
で
「
中
院
通
村
年
譜

―
書
跡
に
関
す
る
交
流
を
中
心
と
し
て
―
」
と
題
し
、
通
村
の
書
に
関
す
る
動
向
を
年
譜
に
ま
と
め
た
。
本
稿
は
、
そ

れ
を
下
敷
に
再
検
討
し
な
が
ら
通
村
の
書
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
具
体
的
な
論
究
を
行
っ
た
。『
中
院
通
村
日
記
』
は
、適

宜
読
み
や
す
い
よ
う
に
句
読
点
を
施
し
た（

（1
（

。
ま
た
、『
時
慶
記
』、『
慶
長
日
件
録
』、『
泰
重
卿
記
』
は
、
翻
刻
本
に
読
点
の
み

が
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
の
引
用
に
お
い
て
は
句
点
も
施
し
た
。

　
　
　

第
一
章
　『
中
院
通
村
日
記
』
を
中
心
に
見
る
通
村
の
書
に
関
す
る
活
動

　

本
章
で
は
、『
中
院
通
村
日
記
』
を
中
心
に
、
通
村
の
書
に
関
す
る
活
動
の
様
相
を
概
観
す
る
。
第
一
節
で
書
跡
の
鑑
定
、

第
二
節
で
は
書
写
を
中
心
に
述
べ
て
い
く
。
な
お
、
利
常
に
関
す
る
も
の
は
、
第
二
章
で
取
り
扱
う
。
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第
一
節
　
書
跡
の
鑑
定

　

通
村
の
書
跡
の
鑑
定
は
、
既
に
考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
通
村
の
書
を
め
ぐ
る
活
動
を
述
べ
る
上
で

主
要
な
事
柄
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
通
村
の
歌
人
と
し
て
の
環
境
や
、
周
辺
を
取
り
巻
い
た
人
物
を
す
く
い
上
げ
な
が
ら
論

及
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
、
奥
書
や
箱
書
き
の
依
頼
に
つ
い
て
も
、
通
村
が
筆
者
を
保
証
し
た
も
の
は
、
鑑
定
の
類
と
し

た
。

　

ま
ず
、『
中
院
通
村
日
記
』
の
記
載
を
掲
げ
る
。

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
正
月
十
二
日
条

朝
程
庄蒔

絵
師大

夫
来
。
明
日
駿
府
下
向
云
々
（
割
注
／
為
石
川
主
殿
頭
見
舞
也
。）。
古
今
箱
、
硯
筥
等
令
見
。
古
今
ハ
為
家
卿

筆
。
一
本
ハ
以
定
家
卿
自
筆
不
違
一
字
書
寫
也
。
貞
應
元
年
奥
書
歟
、
無
真
名
序
。
一
本
（
割
注
／
去
年
買
得
也
。）
有

真
名
序
、
古
本
之
寫
歟
。
箱
銘
予
書
之
（
割
注
／
梨
地
、
銘
金
、
定
家
卿
寫
。
今
一
本
地
同
、
銘
銀
。）。
硯
箱
立
田
山
重

疊
、
上
ノ
山
ニ
無
葉
楓
木
、
端
山
立
木
紅
葉
ニ
金
ト
粉
ト
鳥
居
ア
リ
、
下
ニ
川
紅
葉
散
之
。
結
構
之
物
也
。
裏
難
波
海
ノ

躰
、
芦
千
鳥
月
鶴
（
割
注
／
金
物
高
入
之
。）。
女
硯
也
。
今
一
箱
黒
漆有

橘垣

樹
花
散
花
、
裏
同
梨
地
、
有
橘
実
。
蓋
ノ
裏
屋

ニ
簾
枕
等
在
之
。
男
硯
也
。（
句
読
点
、
筆
者
）

同
年
三
月
四
日
条

自
駿
府
石
川
主
殿
頭
有
飛
脚
、
状
云
、
大
御
所
逐
日
被
著
驗
、
予
下
向
遅
々
也
。
早
々
可
下
之
由
也
。
又
去
年
所
借
置

薬
一
冊
可
返
之
。
又
伊
勢
国
有
定
家
卿
真
筆
古
今
集
之
由
、
良
庵
申
之
（
割
注
／
先
年
以
佛
眼
院
豪
春
入
見
参
、
仙
洞
真

筆
之
由
仰
也
云
々
。）。
之
間
取
寄
、
仙
洞
御
所
へ
懸
御
目
、
於
正
筆
者
可
買
得
云
々
（
割
注
／
仙
洞
江
申
入
之
處
、
御
失
念

云
々
。）。
淺
澤
又
三
郎
同
進
状
、
是
又
令
早
々
下
向
可
然
之
由
也
。
又
良
庵
所
へ
状
到
来
。
仍
持
遣
了
。
返
答
云
、
明

日
邊
令
伊
勢
下
向
、
彼
古
今
本
可
持
来
云
々
。
五
日
ニ
遣
状
明六

日日
可
下
向
之
由
申
遣
之
（
割
注
／
先
日
以
三
級
尋
申
仙
洞

之
處
、于
今
返
答
無
之
、仍
今
日
重
而
申
入
真
贋
ヲ
可
聞
定
之
由
存
之
故
也
。〈
以
下
割
注
に
付
す
／
仍
以
状
相
尋
於
三
級
之
處
、
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御
失
念
之
由
也
。
仍
明
日
可
下
向
之
示
楽
遣
了
。〉）、
駿
府
之
返
状
等
調
之
間
、
又
遅
々
。（
句
読
点
、
筆
者
）

同
年
三
月
二
十
八
日
条

自
正
親
三
黄
門
有
状
。
古
今
（
割
注
／
古
筆
神
妙
手
跡
也
。）
上
巻
一
冊
（
割
注
／
鳥
子
鍮
泥
銀
泥
ニ
テ
畫
、雁
又
金
銀
之
沙

蒔
之
。）、
朗
詠
上
一
巻
、
又
続
後
撰
歌
十
首
許
巻
物
、
此
三
種
為
誰
人
手
跡
哉
、
可
目
利
之
由
也
。
是
又
翌
朝
不
知
見
之

由
、
以
状
返
答
了
。（
句
読
点
、
筆
者
）

同
年
四
月
六
日
条

自
印
盛
状
盛
到
来
（
割
注
／
石
川
主
殿
頭
状
也
。）。
先
日
良
庵
伊
勢
州
ニ
、
有
定
家
卿
自
筆
古
今
集
之
由
申
之
、
内
々
石

主
殿
令
雑
談
之
由
、
所
望
之
由
也
。
仍
尋
予
之
由
申
間
先
度
廿
一
日
、
木
村
越（

盛
勝
）前

守
下
向
之
時
、
遣
状
申
送
。
彼
事
金
廿

枚
云
々
、
十
四
五
程
度
ナ
ラ
ハ
所
望
之
由
也
。
奥
書
等
可
下
見
之
由
有
之
。（
句
読
点
、
筆
者
）

同
年
四
月
二
十
四
日
条

良
庵
来
。
見
於
千
載
集
下
巻
一
冊
定
家
卿
自
筆
云
々
。
美
濃
大
和
閇
、ハ
シ
切
離
了
。
以
定
家
卿
自
筆
令
臨
寫
者
乎
。
但

奥
書
自
筆
之
由
書
之
、
奥
書
共
以
寫
歟
、
見
誤
歟
、
奥
書
名
字
誰
人
哉
不
知
之
。
昨
日
御
霊
別
當
祐
好
件
本
之
上
巻
見

之
、
併
上
巻
者
先
年
所
見
之
者
也
。
先
考
御
在
生
之
時
也
。
為
臨
寫
歟
之
由
答
之
。
件
上
巻
ハ
、
竹
田
後
家
所
持
云
々
。

彼
女
者
宗
養
女
也
云
々
。
自
宗
養
許
彼
本
令
相
伝
云
々
。
又
昨
日
要
法
寺
日信

行
寺就

、
後
拾
遺
本
一
冊
（
割
注
／
全
部
歌
一

行
。）
持
来
。
了町

人

佐
、
定
為
法
印
手
跡
之
由
申
之
云
々
。
似
定
為
卿
手
跡
形
儀
有
奥
書
。
名
字
朽
損
。（
句
読
点
、
筆
者
）

同
年
五（

十
二
日
の
次
の
日
の
条
）

月
十
□
日
条

甫
竹
来
。
彼
伊
勢
国
古
今
持
来
不
正
筆
。
以
定
家
卿
自
筆
似
書
者
歟
。
戸
部
尚
書
藤
判
（
割
注
／
批
判
ノ
字
磨
也
。）。
又
此

奥
書
裏
ニ
嘉
禎
二
年
月失

念日
以
前
中
納
言
（
割
注
／
此
末
悉
磨
也
。）、
良
庵
云
、
此
已
前
ニ
見
之
者
ノ
云
、
三
位
書
之
ト
在

之
由
申
之
云
々
。
此
嘉
禎
奥
書
各
別
手
跡
也
。
則
向
冷
泉
黄
門
亭
可
見
之
云
々
。
仍
予
相
副
状
對日

付
昨
日面

、分
也
。定

為
法
印
手
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跡
歟
ト
云
々
。
予
謂
為
定
為
法
印
手
跡
、
何
書
嘉
禎
之
年
号
。
又
彼
嘉
禎
号
、
手
跡
為
各
別
哉
。
件
法
印
定
家
卿
手
跡

形
儀
相
似
者
也
。
此
古
今
此

（
マ
ヽ
）集

家
々
称
之
、
奥
書
ヨ
リ
以
下
、
定
家
卿
手
跡
ニ
不
相
似
者
也
。
予
推
而
云
、
若
後
堀
河

院
民
部
卿
典
待
歟
。
此
人
被
似
書
彼
手
跡
者
多
之
由
、
度
々
彼
卿
被
語
之
。
又
三
位
書
之
か
と
奥
書
ニ
見
之
由
申
之
間
、

彼
局
可
為
三
位
之
条
勿
論
也
。（
句
読
点
、
筆
者
）

元
和
九
年
十
一
月
二
十
七
日
条

今
未
刻
斗
筑
波
ノ
知
足
院
入
来
。
観
智
院
同
道
也
。
チ
リ
メ
ン
、
一
巻
恵
之
古
筆
古
今
被
見
之
可
然
者
也
。
之
筆
者
不

知
之
。（
句
読
点
、
筆
者
）

　

日
記
と
い
う
性
質
上
、通
村
の
関
心
事
が
強
く
影
響
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、鑑
定
に
関
す
る
内
容
は
、美
濃
大
垣
藩

の
三
代
藩
主
、豊
後
日
田
藩
主
、下
総
佐
倉
藩
主
、近
江
膳
所
藩
の
初
代
藩
主
を
務
め
た
石
川
忠
総
（
一
五
八
二
―
一
六
五
一
）

の
依
頼
に
よ
る
も
の
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
元
和
元
年
七
月
、「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
が
制
定
さ
れ
た
環
境
下
、
忠
総
と

の
交
流
は
、
通
村
に
と
っ
て
主
要
な
事
柄
で
あ
っ
た
。
忠
総
は
、
家
康
や
徳
川
秀
忠
（
一
五
七
九
―
一
六
三
二
）
の
近
習
を
務

め
、
寛
永
十
四
年
の
徳
川
家
光
（
一
六
〇
四
―
五
一
）
の
娘
の
千
代
姫
（
一
六
三
七
―
九
九
）
の
誕
生
に
際
し
て
、
蟇
目
役
と

な
っ
た
人
物
で
あ
り
、
徳
川
幕
府
の
主
格
の
一
人
で
あ
っ
た
。
忠
総
の
活
躍
は
、『
石
川
忠
総
家
臣
大
坂
陣
覚
書
』、『
石
川
家

先
祖
覚
書
』
な
ど
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。『
中
院
通
村
日
記
』
元
和
元
年
正
月
二
十
六
日
条
で
は
、
大
坂
の
陣
に

て
功
績
を
遺
し
た
忠
総
が
帰
陣
し
、
蒔
絵
師
庄
大
夫
（
生
没
年
未
詳
）
の
邸
宅
に
滞
在
し
た
こ
と
、
同
年
正
月
二
十
七
日
条
、

二
十
八
日
条
で
、
通
村
が
忠
総
や
忠
総
の
母
、
妻
ら
に
小
膳
を
設
け
る
な
ど
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
る
。
ま
た
、
忠
総
に
対

し
て
『
源
語
秘
訣
』
の
講
釈
や
切
紙
伝
授
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
さ
れ
よ
う
（『
中
院
通
村
日
記
』
元
和
元
年
二
月
二
日

条
、
三
日
条
、
五
日
条
）。
両
者
の
交
流
は
、
藤
原
定
家
の
筆
跡
や
『
源
氏
物
語
』
に
ま
つ
わ
る
も
の
が
多
く
、
家
康
を
中
心

と
し
た
武
家
社
会
の
趣
向
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
通
村
が
定
家
の
筆
跡
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
で
な

く
、
む
し
ろ
交
流
相
手
が
誰
で
あ
る
か
と
い
う
点
が
、
日
記
の
記
載
に
影
響
し
て
い
る
と
い
え
る
。
以
下
、
こ
れ
を
踏
ま
え

て
『
中
院
通
村
日
記
』
を
概
観
す
る
。
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元
和
二
年
正
月
十
二
日
条
の
記
載
は
、
忠
総
の
も
と
へ
見
舞
に
行
く
と
い
う
蒔
絵
師
庄
大
夫
か
ら
「
古
今
箱
、
硯
筥
等
」

を
見
せ
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
日
記
の
記
載
を
整
理
す
る
と
、「
古
今
」
は
藤
原
為
家
筆
で
、
二
本
あ
っ
た
よ
う
だ
。

通
村
は
、
そ
の
う
ち
の
一
本
に
つ
い
て
、
定
家
の
自
筆
を
一
字
も
違
わ
ず
に
書
写
し
た
も
の
で
、
奥
書
が
貞
應
元
年
の
も
の

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
真
名
序
は
な
い
こ
と
を
記
す
。
も
う
一
本
に
つ
い
て
は
、
去
年
買
得
た
も
の
で
真
名
序
が
あ
る

こ
と
、
古
本
の
写
し
で
あ
る
と
す
る
。
通
村
は
、
こ
れ
ら
の
箱
書
の
揮
毫
を
担
当
し
た
。
一
つ
は
、
梨
子
地
に
金
の
銘
、
も

う
一
つ
は
、
梨
子
地
に
銀
の
銘
で
、
そ
れ
ぞ
れ
定
家
の
筆
跡
を
写
し
た
と
い
う
。
硯
箱
は
、「
女
硯
」
と
「
男
硯
」
が
あ
り
、

非
常
に
意
匠
が
凝
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
は
日
記
の
内
容
か
ら
勘
案
す
る
と
、
忠
総
の
た
め
に

調
度
品
と
し
て
誂
え
ら
れ
た
も
の
が
完
成
し
、
通
村
が
目
に
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

元
和
二
年
三
月
四
日
条
、
四
月
六
日
条
、
五（

十
二
日
の
次
の
日
の
条
（

月
十
□
日
条
に
は
、
伊
勢
国
に
あ
る
「
定
家
卿
真
筆
古
今
集
」
に
つ
い
て
忠

総
が
所
望
し
た
折
、通
村
が
鑑
定
を
行
う
ま
で
の
経
緯
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
忠
総
か
ら
通
村
に
送
ら
れ
て
き
た
書
状
に
は
、

真
跡
で
あ
っ
た
な
ら
ば
所
望
し
た
い
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
。
医
師
の
良
庵
（
生
没
年
未
詳
）
に
よ
る
と
、後
水
尾
院
が
真
跡
と

し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、院
自
身
は
覚
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、通
村
が
淺
澤
又
三
郎
（
生
没
年
未
詳
）
に
書

状
を
送
り
、
良
庵
に
届
い
た
返
事
に
は
、
伊
勢
へ
下
向
し
て
持
参
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
持
参
し
て
き
た
の
は
、
茶
杓
師

の
甫
竹
（
生
没
年
未
詳
）
で
あ
る
。
絵
師
の
印
盛
（
生
没
年
未
詳
）
と
状
盛
（
生
没
年
未
詳
）
が
、
通
村
の
も
と
に
持
参
し
た

忠
総
の
書
状
は
、
代
金
に
関
す
る
も
で
、
通
村
は
代
価
を
金
二
十
枚
と
し
た
が
、
忠
総
は
金
十
四
、五
枚
程
で
あ
れ
ば
所
望
す

る
と
し
、
奥
書
等
を
下
見
し
た
い
と
要
望
し
て
い
る
。
通
村
に
よ
る
鑑
定
の
結
果
は
、「
不
正
筆
」
で
あ
り
、
五（

十
二
日
の
次
の
日
の
条
（

月
十
□
日
条

に
は
、
奥
書
の
裏
に
嘉
禎
二
年
と
月
日
が
あ
る
こ
と
、
良
庵
が
こ
れ
を
見
た
人
物
が
三
位
の
書
と
し
た
こ
と
、
嘉
禎
の
奥
書

が
別
筆
か
と
思
わ
れ
た
の
で
、
冷
泉
為
満
（
一
五
五
九
―
一
六
一
九
）
に
書
状
を
出
し
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
定
為
法
印
手
跡
」

と
判
を
下
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
詳
し
く
明
示
さ
れ
て
い
る
。
通
村
は
、
為
満
の
下
し
た
判
に
つ
い
て
、
疑
問
を
持
ち
、
二
条

定
為
（
定
為
法
印
）
の
筆
跡
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
嘉
禎
の
年
号
が
あ
る
の
か
、
嘉
禎
の
年
号
が
別
筆
で
あ
る
こ
と
、
定

為
の
筆
跡
が
定
家
に
似
て
い
る
こ
と
な
ど
を
主
張
し
て
い
る
。
加
え
て
、
奥
書
よ
り
以
下
は
、
後
堀
河
院
民
部
卿
典
侍
の
筆

跡
と
し
、
為
満
も
そ
の
本
が
多
い
と
常
に
申
し
て
い
る
、「
三
位
書
」
と
あ
る
の
は
も
っ
と
も
で
あ
る
と
す
る
。

　

元
和
二
年
四
月
二
十
四
日
条
も
定
家
の
筆
跡
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
、
通
村
の
も
と
に
良
庵
が
持
参
し
て
き
た
「
千
載
集
下
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巻
一
冊
」
を
鑑
定
し
て
い
る
。
通
村
は
、
美
濃
判
の
大
和
綴
じ
で
端
が
切
り
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
家
の
自
筆
を
臨

写
し
た
も
の
で
、
奥
書
に
つ
い
て
は
、
写
し
か
、
見
誤
り
か
、
奥
書
の
名
は
不
詳
と
し
た
。
ま
た
、
同
日
条
で
は
、
父
の
通

勝
の
在
世
中
に
見
た
こ
と
が
あ
る
竹
田
後
家
の
養
女
が
宗
養
よ
り
相
伝
し
た
「
御
霊
別
當
祐
好
件
本
之
上
巻
」
や
、
要
法
寺

の
日
就
（
一
五
六
七
―
一
六
三
二
）
が
、
持
参
し
て
き
た
歌
が
全
部
一
行
で
、
古
筆
了
佐
（
一
五
七
二
―
一
六
六
二
）
が
定
為

（
定
為
法
印
）
の
筆
跡
で
あ
る
と
申
し
た
「
後
拾
遺
本
一
冊
」
を
見
て
い
る
。「
後
拾
遺
本
一
冊
」
は
、
定
為
の
筆
跡
に
似
た

奥
書
が
あ
り
、
名
字
が
朽
損
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

元
和
二
年
三
月
二
十
八
日
条
で
は
、
正
親
町
三
条
実
有
（
一
五
八
八
―
一
六
三
三
）
か
ら
神
妙
な
筆
跡
で
、
鍮
泥
と
銀
泥
で

絵
が
描
か
れ
、
金
銀
の
砂
子
が
蒔
か
れ
た
「
古
今
」
の
上
巻
一
冊
、「
朗
詠
上
一
巻
」、「
続
後
撰
歌
十
首
」
の
巻
物
の
鑑
定
を

依
頼
さ
れ
て
い
る
。
通
村
は
、
筆
者
不
明
と
返
答
の
書
状
を
出
し
た
。
元
和
九
年
十
一
月
二
十
七
日
条
で
知
足
院
と
観
智
院

が
通
村
の
も
と
に
持
参
し
て
き
た
「
古
筆
古
今
」
も
筆
者
不
詳
で
あ
っ
た
。

　
『
中
院
通
村
日
記
』
か
ら
は
、
書
跡
の
鑑
定
を
行
い
、
そ
れ
を
他
者
へ
提
供
す
る
際
の
通
村
の
態
度
が
窺
わ
れ
る
。
通
村

は
、
自
身
の
も
と
に
持
ち
込
ま
れ
た
書
跡
の
情
報
を
詳
し
く
記
載
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
通
村
に
と
っ
て
重
要
な
人

物
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
奥
書
が
い
つ
誰
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
か
、
自
分
よ
り
先
に

鑑
定
し
た
人
物
が
何
と
定
め
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
伝
来
か
、
時
に
は
為
満
の
よ
う
に
専
門
性
を
持
っ
た
人
物
に
教
え
を
乞

う
な
ど
、
様
々
な
視
座
か
ら
筆
者
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
忠
総
が
所
望
し
た
「
定
家
卿
真
筆
古
今
集
」、

良
庵
が
持
参
し
た
「
千
載
集
下
巻
一
冊
」、
実
有
の
「
古
今
」
の
上
巻
一
冊
、「
朗
詠
上
一
巻
」、「
続
後
撰
歌
十
首
」
の
巻
物
、

知
足
院
と
観
智
院
が
持
参
し
た
筆
者
不
詳
の
「
古
筆
古
今
」
な
ど
、
真
跡
と
認
め
る
に
判
断
を
要
す
る
も
の
が
次
々
と
通
村

の
も
と
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
様
子
は
、『
大
覚
寺
文
書
』
の
年
不
詳
九
月
十
日
の
日
付

が
あ
る
「
中
院
通
村
書
状
（
書
状
番
号
・
三
一
一
）」
に
も
見
え
る（

（1
（

。

「（
捻
封
）　　
　
　
　

櫛
筒
三
位
殿　
　
（
花

（
中
院
通
村
）

押
）」（
三
二
・
三
×
四
三
・
八
㎝
）

　
　
御
本
即
付
御
使
進
之
也

大
門
主
仰
之
趣
奉
候
了
、
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古
今
集
拝
見
候
、
此
手
跡
ハ
見
申
候

様
な
る
心
仕
候
へ
と
も
、
不
覚
候
、
淨
知
ニ
見
候
ハ
ヽ
ヽ

（
マ
マ
）

見
知
候
事
も
可
在
之
候
、
明
融
に
て
ハ
無
之
候
、

此
奥
書
ハ
明
釋
に
て
候
、
為
世
卿
法
名
に
て
候
、

此
正
本
先
年
見
申
候
、
為
世
卿
自
筆
之
由

為
広
卿
奥
書
に
て
候
き
、
そ
れ
も
何
事
候

や
ら
ん
、
不
審
之
事
候
様
々
覚
候
へ
と
も
、

廿
年
ハ
か
り
も
以
前
之
事
に
て
候
故
、
わ
す
れ
申
候
、

此
由
冝
預
御
心
得
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

九
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花

（
中
院
通
村
）

押
）

　

こ
の
書
状
は
、
住
職
と
な
っ
た
空
性
法
親
王
（
一
五
七
三
―
一
六
五
〇
）、
尊
性
法
親
王
（
一
六
〇
二
―
五
一
）、
性
真
法
親

王
（
一
六
三
九
―
九
六
）
の
誰
か
に
宛
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
通
村
は
書
状
の
中
で
、「
古
今
集
」
の
筆
跡
に
つ
い
て
覚
え

が
な
い
こ
と
、
冷
泉
明
融
の
筆
跡
で
は
な
い
こ
と
、
奥
書
が
二
条
為
世
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
不
審
な
点
が
あ
る
こ
と

な
ど
を
伝
え
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、『
隔
蓂
記
』
承
應
元
年
（
一
六
五
二
）
十
二
月
二
十
八
日
条
で
、
大
徳
寺
の
宗
什
（
生
没

年
未
詳
）
が
通
村
の
も
と
に
、
筆
者
不
詳
の
「
古
筆
之
歌
書
」
を
持
参
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
、
通
村
で
あ
れ
ば
筆
跡
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
信
頼
と
名
声
を
得
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。『
慶
長
日
件
録
』
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
二
月
十
八
日
条
「
中
院
従
待
よ
り
手
本
一
巻
見
ニ
来
。
多
分
可
為
行
成
卿
筆

之
由
申
遺
畢
。」（
句
点
、
筆
者
）
や
、
同
年
七
月
八
日
条
「
中
院
待（

通
村
（従

来
入
。
朗
詠
古
筆
被
見
之
。
誰
人
筆
共
不
知
之
。
入

夜
中
院
待
従
又
来
談
。
行
成
卿
筆
之
一
軸
隨
身
。
令
一
覧
之
處
多
分
正
筆
也
。」（
句
点
、
筆
者
）
な
ど
か
ら
は
、
日
々
筆
跡

に
関
心
を
持
ち
、
鑑
識
を
高
め
る
様
子
が
垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

ま
た
、「
関
戸
本
古
今
集
」
が
好
例
で
あ
る
よ
う
に
、
書
跡
の
奥
書
を
通
村
が
多
く
揮
毫
し
て
い
た
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。『
隔
蓂
記
』
に
は
通
村
が
鑑
定
を
行
い
、書
跡
の
奥
書
を
揮
毫
す
る
ま
で
の
様
相
の
一
端
も
窺
わ
れ
た
。
以
下
に
そ
れ
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を
掲
げ
る
。

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
十
一
月
二
十
九
日
条

齋
了
、
赴
中
院
内（

通
村
）府

公
也
。
先
以
任
官
之
祝
義［

儀
］并

自
以（

慶
彦
）錘

公
、
被
頼
、
家
隆
筆
之
伊
勢
物
語
之
一
冊
、
令
見
之
也
。
可

正
偽
真
之
故
也
。
為
可
有
閑
覧
、
伊
勢
物
語
一
冊
、
於
内
府
公
、
而
預
置
、
帰
也
。

同
年
十
二
月
十
五
日
条

齋
了
、
赴
中
院
前
内（

通
村
）府

公
、
歌
書
奥
書
之
事
頼
申
故
也
。

同
年
十
二
月
二
十
九
日
条

中
院
前
内（

通
村
）府

公
以
瑞
春
之
宣（

集
宣
）首

座
、
有
伝
言
、
今
度
頼
申
歌
書
奥
書
之
事
也
。
依
然
、
及
黄
昏
、
雖
赴
前
内
府
公
、
御

也
出
故
、
不
對
顔
、
以
書
付
、
申
置
、
帰
也
。

慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
三
月
十
日
条

齋
了
、
赴
于
中
院
前（

通
村
）内

府
公
、
伊
勢
物
語
之
奥
書
之
本
、
先
日
御
書
続
、
自
妙
法
院
御（

堯
然
）門

主
、
出
来
之
本
令
持
参
、
奥

書
之
義［

儀
］頼

申
入
也
。

同
年
五
月
二
十
日
条

自
中
院
前
内
府
通
村
公
、
尊
翰
到
来
、
内
々
頼
申
伊
勢
物
語
之
奥
書
之
案
文
下
書
給
之
也
。
及
晩
、
而
奥
書
出
来
、
為

持
、
給
也
。
壬
生
二
位
家
隆
卿
真
筆
之
伊
勢
物
語
之
壹
冊
之
奥
書
也
。
破
損
之
所
者
、
妙
法
院
宮
二
品
法
親
王
堯
然
公

之
御
書
続
也
。
自
前
内
府
公
之
使
者
、
山
本
左
兵
衛
烝〔

丞
〕云

仁
也
。
於
晴
雲
軒
、
而
相
對
、
浮
一
盞
也
。
歌
書
請
取
之
手

形
予
書
之
、
而
遣
也
。
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同
年
五
月
二
十
一
日
条

齋
了
、
赴
中
院
前（

通
村
）内

府
公
、
内
々
頼
申
家
隆
卿
真
筆
之
伊
勢
物
語
之
奥
書
、
昨
晩
出
来
故
、
為
其
礼
、
白
晒
平
帷
子
壹

ケ
・
富
田
酒
両
樽
令
持
参
也
。
前
内
府
公
對
顔
也
。

　

斡
旋
を
担
っ
た
承
章
は
、
正
保
四
年
十
一
月
二
十
九
日
条
に
て
、
文
雅
慶
彦
（
一
六
二
一
―
九
八
）
よ
り
依
頼
さ
れ
た
「
家

隆
筆
之
伊
勢
物
語
之
一
冊
」
に
つ
い
て
、
鑑
定
を
依
頼
す
る
た
め
に
通
村
を
訪
ね
る
が
、
留
守
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
そ
れ
を

預
け
て
帰
宅
す
る
。
慶
彦
は
、
承
章
の
後
に
鹿
苑
寺
の
住
職
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
承
章
と
同
様
に
、
後
水
尾
院
の
サ
ロ

ン
の
構
成
員
と
し
て
文
化
活
動
を
展
開
し
た
。
承
章
は
続
く
同
年
十
二
月
十
五
日
条
に
て
、
再
度
通
村
を
訪
ね
て
奥
書
の
揮

毫
を
依
頼
す
る
。
同
年
十
二
月
二
十
九
日
条
で
は
、
相
国
寺
塔
頭
の
端
春
院
の
僧
侶
と
思
わ
れ
る
宣（

集
宣
（首

座
（
生
没
年
未
詳
）

か
ら
預
か
っ
た
奥
書
に
関
す
る
伝
言
を
伝
え
る
べ
く
、
再
び
通
村
を
訪
ね
、
書
付
を
置
い
て
帰
宅
し
て
い
る
。
慶
安
元
年
三

月
十
日
条
で
は
、
承
章
が
「
伊
勢
物
語
之
奥
書
之
本
」
を
通
村
に
届
け
る
が
、
妙
法
院
堯
然
法
親
王
が
不
足
個
所
の
補
写
を

行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
年
五
月
二
十
日
条
で
は
、
通
村
か
ら
承
章
に
「
伊
勢
物
語
之
奥
書
之
案
文
」
が
届
け
ら
れ
、
晩

に
及
ん
で
よ
う
や
く
完
成
し
た
。
通
村
の
使
者
は
、
山
本
左
兵
衛
烝〔

丞
〕（

生
没
年
未
詳
）
と
い
う
者
で
あ
る
。「
家
隆
筆
之
伊
勢

物
語
之
一
冊
」
は
、
承
章
と
通
村
が
打
合
わ
せ
と
吟
味
を
重
ね
て
よ
う
や
く
成
り
立
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
妙

法
院
堯
然
法
親
王
と
も
こ
の
よ
う
な
過
程
を
踏
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。

　

後
水
尾
院
の
側
近
と
し
て
の
通
村
の
活
動
環
境
が
書
に
対
す
る
鑑
識
を
高
め
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
後
水
尾
院
を
中
心
と

し
た
宮
廷
に
は
、
様
々
な
書
跡
が
あ
っ
た
こ
と
は
先
学
が
述
べ
て
い
る
が（

（1
（

、
こ
こ
で
も
こ
う
し
た
事
例
を
掲
げ
て
お
く
。
例

え
ば
、『
中
院
通
村
日
記
』
元
和
元
年
正
月
二
十
一
日
条
で
、
通
村
は
後
水
尾
院
（
御
前
）
に
召
さ
れ
、「
唐
ノ
押
絵
石
摺
ノ
文

字
等
」
や
、「
手
鑑
」
を
鑑
賞
し
て
い
る
。

依
當
番
参
内
午
刻
。
有
召
参
御
前
。
宣
衡
卿
、
予
、
兼兼

勝
卿
代賢

朝
臣
、
嗣
良
等
、
各
當
番
也
。
有
楽
、
御
笛
被
遊
之
、
予音

律
不
調
、篳

篥只
動
手
許
也
。

少
々
鳴
之
（
割
注
／
楽
五
常
楽
也
。）、
兼
賢
朝
臣
、
嗣
良
等
、
又
時
々
吹
笛
。
又
五
常
楽
習
之
。
唐
ノ
押
絵
石
摺
ノ
文

字
等
有
御
前
（
割
注
／
雅
胤
朝
臣
見
進
云
々
。）、
予
手
鑑
入
見
参
。
又
道
風
真
跡
（
割
注
／
地
絹
、
文
字
四
行
、
色
カ
キ
。）、
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予
進
上
之
（
割
注
／
絵
ヲ
重
テ
、
彼
文
字
ノ
色
紙
ノ
入
程
切
ヌ
キ
テ
入
之
。
色
紙
ノ
外
金
也
。
下
ニ
重
タ
ル
紙
猶
有
之
。
又
表

紙
以
羅
懸
之
。）。
又
ソ

（
マ
ヽ
）眼

假
名
（
割
注
／
連
歌
付
句
。）
之
切
拝
領
之
。
又
雅二

楽
軒康

卿
短
冊
一
枚
同
拝
領
之
。
嗣
良
、
後
柏

原
院御

在
位
以
前
ノ
也
。

御
短
冊
賜
之
。
宣
衡
卿
、
道聖

護
院增

御
短
冊
拝
領
、
其
外
故

（
マ
マ
）筆

二
枚
賜
之
。
兼
賢
朝
臣
拝
領
、
何
物
哉
失
念
。（
句
読
点
、

筆
者
）　　
　

　

こ
の
日
、通
村
は
絹
地
に
四
行
の
「
道
風
真
跡
」
を
後
水
尾
院
に
進
上
し
、逆
に
後
水
尾
院
か
ら
は
、通
村
が
「
假
名
（
割

注
／
連
歌
付
句
。）
之
切
」、「
雅二

楽
軒康

卿
短
冊
一
枚
」、
高
倉
嗣
良
（
一
五
九
三
―
一
六
五
三
）
が
「
後
柏
原
院御

在
位
以
前
ノ
也
。

御
短
冊
」、
中
御
門

宣
衡
（
一
五
九
〇
―
一
六
四
一
）
が
「
道聖

護
院增

御
短
冊
」
と
「
故

（
マ
マ
（筆

二
枚
」
を
拝
領
し
て
い
る
。
通
村
は
、広
橋
兼
賢
（
一
五
九
五

―
一
六
六
九
）
が
拝
領
し
た
も
の
は
、
覚
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
通
村
は
、
禁
裏
本
の
整
理
や
収
蔵
に
も
深
く
携
わ
っ

て
い
た（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
書
は
、
宮
廷
文
化
を
象
徴
し
た
茶
文
化
の
発
展
や
、
歌
の
講
釈
な
ど
の
根
底
を
支
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、『
泰
重
卿
記
』
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
六
月
八
日
条
で
は
、
公
家
衆
ら
と
と
も
に
御
書
籍
整
理
を
行
い
、
分
類
目

録
を
成
し
て
い
る（

11
（

。

乙
丑
、
晴
、
為
御
書
籍
校
合
召
候
衆
、
先
奉
行
西
園
寺
中（

公
益
）納

―
（
言
、下
同
ジ
）

・
菊
亭
中
納
―
・
中
院
宰
―（

相
）・

冷
泉
少（

為
頼
）將

・
五（

為
適
）条

・

東（
長
維
）坊

城
・
西（

遂
長
）坊

城
・
予
・
舟（

秀
相
）橋

九
人
也
。
手
伝
代
衆
ニ
ハ
日
野
大（

資
勝
）納

言
・
同
宰（

光
慶
）相・

西
堂
院（

時
慶
・
時
直
）

父
子
・
烏
丸
弁（

光
賢
）・

飛
鳥
井
、

以
上
十
五
人
也
。
長
櫃
九
ツ
、
御
書
籍
之
」

（
マ
マ
）部

類
、
又
ハ
類
本

類
相
分
、
目
録
匡
合
仕
立
候
。
今
日
半
仕
候
。
残
明

日
可
仕
候
。（
句
点
、
筆
者
）

　

ま
た
、
同
年
六
月
十
二
日
条
で
は
、「
天
皇
書
籍
蟲
佛
」
に
際
し
て
、
奥
御
倉
か
ら
「
長
櫃
五
十
八
」
な
ど
を
取
り
出
す
作

業
を
行
っ
て
い
る
。

飯
後
朝
参
仕
候
。
主
上
清
涼
殿
・
紫
宸
殿
出
御
、
一
編
書
籍
御
覧
以
後
入
御
也
。
予
・
中
院
御
前
在
之
也
。
未
刻
許
ニ

奥
御
倉
よ
り
長
櫃
五
十
八
取
出
申
候
。
重
物
入
候
と
相
見
、
持
か
ね
申
候
。
是
ハ
二
階
よ
り
下
也
。
其
下
よ
り
長
櫃
十



62

許
、」

（
マ
マ
）

其
外
御
道
具
三
十
色
ほ
と
取
出
也
。
皆
骨
折
候
也
。
殊
無
人
、
内
々
衆
ま
て
也
。
外
様
衆
ニ
ハ
予
一
人
ま
て
也
。

御
振
舞
二
度
也
。（
句
点
、
筆
者
）

　

こ
う
し
た
記
載
は
、
同
日
記
の
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
六
月
二
十
四
日
条
、
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
三
月
五
日
条
、
九

月
十
七
日
条
な
ど
に
も
確
認
さ
れ
る
。
更
に
、『
中
院
通
村
日
記
』
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
十
一
月
二
十
六
日
条
に
は
、
禁

裏
本
の
目
録
等
を
改
め
た
と
あ
る
。
寛
永
二
十
年
（
一
六
二
四
）
に
後
光
明
天
皇
（
一
六
三
三
―
五
四
）
が
即
位
し
、
翌
年
に

仙
洞
御
所
の
書
跡
を
譲
渡
す
る
際
に
は
、後
水
尾
院
と
通
村
が
立
ち
会
っ
て
い
る
（『
時
庸
卿
記
』
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
二
五
）

六
月
六
日
条
）。
以
上
の
よ
う
に
、
貴
重
な
書
跡
を
実
見
し
て
い
く
中
で
、
通
村
の
鑑
識
眼
が
高
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。

　

通
村
の
書
跡
の
鑑
定
が
、
光
広
と
同
様
に
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
古
筆
の
流
行
と
い
う
時
代
背
景
と
と
も
に
、
両
者
が
後

水
尾
歌
壇
の
中
で
中
核
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
起
因
し
て
い
る
と
い
え
る
。
権
威
の
あ
る
人
物
や
そ
の
家
の
人
物
が
書
跡
の

鑑
定
を
行
い
、
筆
跡
の
保
証
を
得
る
と
い
う
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
た
側
面
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。『
中
院
通
村
日

記
』
を
は
じ
め
と
す
る
日
記
史
料
や
書
状
な
ど
を
見
る
と
、
通
村
が
、
歌
集
や
物
語
を
中
心
と
し
た
断
簡
や
色
紙
短
冊
な
ど

の
筆
跡
の
執
筆
者
に
つ
い
て
頻
繁
に
吟
味
し
、
時
に
は
奥
書
の
揮
毫
に
あ
た
っ
て
い
る
。
禁
裏
に
所
蔵
さ
れ
る
書
物
の
点
検

や
、
公
家
や
大
名
な
ど
か
ら
次
々
に
持
ち
込
ま
れ
る
多
様
な
書
跡
を
目
に
し
て
き
た
経
験
を
も
と
に
眼
力
を
鍛
え
、
多
角
的

な
観
点
か
ら
鑑
定
を
し
て
い
る
点
は
特
徴
的
で
あ
り
、
通
村
の
鑑
定
家
と
し
て
の
才
を
再
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　
　

第
二
節
　
書
　
写

　

通
村
が
、
後
水
尾
歌
壇
で
の
活
動
環
境
の
下
で
多
く
の
揮
毫
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。『
中
院
通

村
日
記
』
に
は
、
歌
会
や
禁
中
御
学
問
講
の
内
容
が
見
え
、
こ
う
し
た
中
で
、
短
冊
や
懐
紙
の
揮
毫
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
五
月
十
二
日
条
に
は
、「
御
當
座
御
製
」
の
際
、
通
村
が

題
を
書
い
て
鬮
を
取
っ
た
こ
と
、
白
紙
を
一
枚
加
え
た
と
こ
ろ
、
通
村
が
こ
れ
を
取
っ
た
こ
と
、
御
製
は
前
夜
に
出
来
上
が

り
、
今
朝
清
書
を
し
た
こ
と
な
ど
が
見
え
る
。
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一（
マ
マ
）昨

日夕

有
御
當
座
御
製
二
首
、
予
一
巻
頭
、
水
前
宰
相
一
、
題
予
書
之
、
鬮
取
也
。
白
紙
一
枚
加
之
處
、
予
取
之
了
。
御
製

夜
前
出
来
、
仍
今
朝
清
書
也
。
題
各
自
筆
、
其
後
退
出
。
今
朝
受
請
取
、
顕
成
朝
臣
、
予
巳
上
刻
許
退
出
了
。

　
　
　
（
句
読
点
、
筆
者
）

　

日
記
史
料
に
は
、
通
村
が
こ
う
し
た
短
冊
や
懐
紙
の
書
写
に
お
い
て
、
後
水
尾
院
や
公
家
衆
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
記

録
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
時
慶
記
』
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
八
月
十
四
日
条
に
「
頓
而
中
院
法
楽
ノ
草
ヲ
ハ
被
染
尊
筆
被

持
下
候
。」（
句
点
、
筆
者
）
と
あ
り
、
時
慶
の
も
と
に
通
村
か
ら
石
清
水
法
楽
の
短
冊
の
草
稿
が
届
け
ら
れ
、
続
く
同
年
十
五

日
条
に
「
一　

中（
通
村
（院

へ
石
清
水
法
楽
ノ
短
冊
清
書
〆
遣
候
。」（
句
点
、筆
者
）
と
あ
り
、時
慶
が
清
書
し
た
短
冊
を
通
村
に
遣

わ
し
て
い
る
。
ま
た
、慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
二
月
七
日
条
に
も
「
卯
ノ
法
楽
哥

（
マ
マ
（中（
脱
か
（院

ヘ
ミ
セ
テ
清
書
也
。」（
句
点
、筆

者
）
と
あ
り
、
時
慶
が
通
村
に
指
導
を
仰
い
で
清
書
を
行
っ
て
い
る
。『
中
院
通
村
日
記
』
元
和
元
年
正
月
十
九
日
条
で
は
、

後
水
尾
院
に
懐
紙
の
清
書
を
見
せ
ら
れ
た
際
、「
麁
相
」
と
評
し
て
書
き
改
め
る
よ
う
に
申
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
御
清

書
は
珍
し
い
も
の
で
、
通
村
も
驚
い
た
よ
う
だ
。

御
会
始出

題
雅
房
卿
。

也
。
予柳

先
花歌

。
今緑

題
五
首
被
進
之
。

日
仙
洞
入
見為

勅
言
被
定
之
也
。

参
、
有
仰
詞被

書
進
候
也
。

詠
草
、
申
刻
許
参
内
。
秉
燭
之
後
、
依
召
参
御
前
。
御
懐
紙
御
清
書

被
見
下
。
麁
相
也
。
如
何
之
由
存
之
所
、
麁
相
ナ
ル
哉
之
由
仰
也
。
被
遊
改
可
然
之
由
申
之
。
則
又
御
清
書
、
尤
重
驚

目
。（
句
読
点
、
筆
者
）

　

通
村
を
祖
と
し
て
世
尊
寺
流
か
ら
派
生
し
た
中
院
流
は
、
こ
れ
ま
で
書
道
史
上
で
詳
し
く
論
及
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な

い
。
通
村
の
書
風
が
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
別
に
考
察
を
要
す
る
点
で
は
あ
る

が
、
後
水
尾
歌
壇
の
延
長
線
上
に
築
か
れ
た
一
派
で
、
宮
廷
に
浸
透
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

1（
（

。

　
『
中
院
通
村
日
記
』
元
和
二
年
四
月
朔
日
条
、
同
年
四
月
十
三
日
条
で
は
、
溝
口
宣
勝
（
一
五
八
二
―
一
六
二
八
）
の
女
中

か
ら
短
冊
を
依
頼
さ
れ
た
通
村
が
、
公
家
衆
に
揮
毫
の
依
頼
を
し
て
い
る
。
宣
勝
は
、
越
後
国
新
発
田
藩
二
代
藩
主
と
な
っ

た
人
物
で
、溝
口
秀
勝
（
一
五
四
八
―
一
六
一
〇
）
の
娘
で
あ
る
瑞
亭
院
が
通
村
の
正
室
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
二
人
は
親
戚
関
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係
に
あ
っ
た（

11
（

。

元
和
二
年
四
月
朔
日
条

自
溝
口
伯
耆
守
、
同
伊
豆
守
状
到
来
。
無
殊
事
云
々
。
自
豆
州
兎
皮
五
枚
到
来
。
自
伯
州
状
ニ
云
、
兎
皮
未
到
来
、
於

到
来
可
上
云
々
。
又
伯
州
女
中
ヨ
リ
短
冊
卅
枚
誂
之
、
傍
輩
衆
手
跡
所
望
云
々
。
遣
予
之
女
中
状
誂
之
。
則
二
日
誂
之

（
割
注
／
中
御
門
相
公
乳
母
ノ
姪
久
右
衛
門
下
絵
上
手
也
。
去
年
為
礼
来
、
誂
彼
者
也
。
則
中
御
相
公
へ
申
遣
之
。）。

（
句
読
点
、
筆
者
）

同
年
四
月
十
三
日
条

其
後
遣
使
者
於
白
川
可
参
歟
之
由
申
之
。
則
可
来
云
（々
割
注
／
短
冊
五
枚
書
之
。
自
溝
口
伯
耆
守
女
中
誂
之
卅
枚
之
内
也
。

六
人
書
之
。）。（
中
略
）
彼
短
冊
卅
枚
之
内
五
枚
（
割
注
／
申
竹
門
主
。
昨
日
申
之
處
、
則
被
染
御
筆
。
但
親
顕
所
望
之
由
令

申
之
、
使
親
顕
也
。）、
五
枚
日
野
大
十
四
日
出
来
、
五
枚
四
辻
十
三
日
出
来
、
五（

枚
脱
か
）菊亭

黄
門
十
四
日
出
来
、
五
枚
永
慶
朝
臣
（
割
注

／
十
四
日
出
来
。
但
下
絵
令
顚
到
。）、
楚
忽
之
事
也
。（
句
読
点
、
筆
者
）

　

元
和
二
年
四
月
朔
日
条
で
、
宣
勝
の
女
中
か
ら
「
短
冊
卅
枚
」
を
誂
え
る
た
め
の
傍
輩
衆
の
筆
跡
を
所
望
さ
れ
る
。
通
村

は
、
下
絵
を
書
く
こ
と
が
得
意
で
あ
っ
た
久
右
衛
門
と
い
う
中
御
門
相
公
（
中
御
門
資
胤
〈
一
五
六
九
―
一
六
二
六
〉
か
）
の

乳
母
の
姪
の
料
紙
を
使
用
し
誂
え
た
。
続
く
四
月
十
三
日
条
に
は
、
曼
殊
院
良
恕
法
親
王
（
一
五
七
四
―
一
六
四
三
）、
日
野

資
勝
（
一
五
七
七
―
一
六
三
九
）、
四
辻
季
継
（
一
五
八
一
―
一
六
三
九
）、
今
出
川
経
季
（
一
五
九
四
―
一
六
五
二
）、
永
慶
、
通

村
の
六
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
五
枚
ず
つ
書
写
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
曼
殊
院
良
恕
法
親
王
が
書
写
し
た
短
冊
を
通
村
の

弟
の
北
畠
親
顕
（
一
六
〇
三
―
三
〇
）
が
所
望
し
、
そ
ち
ら
に
使
わ
し
た
こ
と
、
永
慶
か
ら
通
村
の
も
と
へ
送
ら
れ
て
き
た
短

冊
は
、
下
絵
の
天
地
が
逆
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
見
え
る
。

　

こ
う
し
た
短
冊
の
揮
毫
は
、『
隔
蓂
記
』
寛
永
十
四
年
六
月
二
日
条
に
「
行
于
四
辻
亞

（
季
継
（相

、
木
綿
踏
皮
三
足
持
参
。
依
所

勞
、
不
對
談
也
。
行
于
中
院
亞

（
通
村
（相

、
對
談
也
。
短
冊
五
枚
被
染
筆
事
、
頼
也
。」、
承
應
元
年
十
二
月
二
十
八
日
条
に
「
短
尺〔

冊
〕
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貳
枚
前
内
府
公
江
頼
申
入
也
。
従
舟
〇「

越
」外

記
、
頼
短
冊
也
。」
な
ど
と
も
あ
り
、
多
く
の
人
々
に
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想

像
さ
れ
る
。

　
『
中
院
通
村
日
記
』
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
三
月
四
日
条
で
は
、伊
達
政
宗
（
一
五
六
七
―
一
六
三
六
）
が
所
持
す
る
下
冷

泉
家
相
伝
の
定
家
自
筆
で
、
京
極
為
兼
、
冷
泉
為
相
等
の
奥
書
を
有
す
る
「
古
今
本
」
を
臨
写
し
て
い
る
。

則
予
参
内
為
申
出
。
古
今
本
為
也
（
割
注
／
下
冷
泉
家
相
伝
之
本
、
定
家
卿
自
筆
、
為
兼
卿
、
為
相
卿
等
奥
書
也
。
今
仙
台

中
納
言
政
宗
卿
令
所
持
。
去
年
以
泰
重
朝
臣
被
借
召
。
仍
令
僕
臨
寫
給
也
。）。（
中
略
）
又
夜
前
彼
卿
語
云
、古
今
事
他
人
相

交
可
然
歟
之
由
。
又
先
度
申
之
間
、
昨
日
申
入
了
。
誰
人
ニ
テ
モ
相
交
可
然
者
、
可
相
交
之
由
仰
云
々
。
予
申
云
、
御
本

不
被
急
者
、
予
一
筆
可
書
立
。
内
々
當
年
中
不
苦
之
由
、
泰
重
朝
臣
申
之
間
、
重
而
此
趣
可
申
入
之
由
示
之
。
其
事
今

朝
又
申
入
之
由
也
。
其
後
退
出
了
。（
句
読
点
、
筆
者
）

　

こ
れ
は
、
泰
重
が
借
用
し
た
も
の
で
、
政
宗
旧
蔵
の
藤
原
定
家
筆
「
伊
達
本
古
今
和
歌
集
」
一
帖
（
安
藤
積
産
株
式
会
社
所

蔵
）
が
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
通
村
の
自
筆
は
確
認
で
き
な
い
が
、「
中
院
家
蔵
書
目
留（

11
（

」（
京
都
大
学
付
属
図
書
館
中
院
文

庫
所
蔵
）
に
、「
定
家
卿
自
筆
古
今
和奥

書
寫哥

集　

一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
鑑
定
の
内
容
し
か
り
、

後
述
す
る
利
常
と
の
交
流
の
中
に
は
定
家
の
筆
跡
に
ま
つ
わ
る
内
容
が
非
常
に
多
い
。
定
家
流
の
流
行
と
い
う
環
境
下
、
通

村
自
身
も
定
家
の
筆
跡
に
多
く
触
れ
、
注
目
し
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
よ
う
。

　

通
村
は
、何
ら
か
の
事
情
で
失
わ
れ
た
り
、用
意
さ
れ
な
か
っ
た
り
し
た
と
考
え
ら
れ
る
書
跡
の
不
足
部
分
の
補
写
も
度
々

行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
隔
蓂
記
』
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
十
二
月
十
四
日
条
、
十
七
日
条
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
載

が
あ
る
。

万
治
三
年
十
二
月
十
四
日
条

令
参　

院
、
鶯
茸
之
干
一
包
持
参
、
奉
獻
上
、
先
日
柴
田
良
宣
江
二
巻
拝
領
、
拙
儈
迄
忝
奉
存
之
旨
、
申
上
也
。
雖
可

有　

御
對
面
、
則
今
禁
中
御
幸
被
遊
之
旨
也
。
狂
句
之
一
順
、
予
對
可
仕
之　

仰
也
。
偏〔

變
〕易

所
持
八
代
集
者
、
堀
川
宰
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相
具
世
卿
之
一
筆
也
。
古
今
集
之
下
巻
不
足
、
中
院
内
府
通
村
公
被
書
下
巻
、
被
補
闕
也
。
右
之
下
巻
於
仙
洞
、
而
有

之
由
、
偏〔

變
〕易

承
及
、
被
頼
予
、
而
相
窺
度
之
旨
、
依
被
申
、
而
去
年
相
窺
。
則
御
穿
鑿
被
遊
、
若
於
有
之
者
、
可
被
下

之　

仰
。
此
比
下
巻　

御
尋
出
故
、
今
日
被　

仰
出
、
被
下
間
、
可
遣
于
偏
易
之
旨　

仰
、
而
下
巻
予
請
取
、
令
帰
出

也
。
近
日
可
渡
于
偏〔

變
〕易

也
。

同
年
十
二
月
十
七
日
条

斎
了
、
赴
龍
安
寺
偏〔

變
〕易

老
也
。
篠
屋
宗
礀
所
持
之
八
代
集
者
、
堀
河

（
マ
マ
）具

世
卿
之
筆
也
。
古
今
集
上〔

下
〕巻

者
不
足
、
而
中
院

通
村
公
之
先
被
書
足
也
。
上〔

下
〕巻

者　

仙
洞
文
庫
有
之
由
、
内
々
偏〔

變
〕易

承
故
、
依
被
頼
予
、
而
去
冬
御
物
語
申
上
處
、
仙

洞
仰
、
内
々
被　

聞
召
也
。
上〔

下
〕巻

者
先
年
宗
礀
息
宗
栄
時
、
被
下
之
様
被　

思
召
之
旨
也
。
近
頃
御
穿
鑿
被
遊
。
則〔

下
〕上

巻
依
有
于　

禁
中
、
而
即　

仙
洞
江
被　

仰
請
、
去
十
四
日
於
予
、
被　

仰
下
、
上〔

下
〕巻

被
下
候
間
、
偏〔

變
〕易

江
可
遣
之
旨
、

仰
也
。
依
然
、
今
日
令
持
参
、
古
今
上〔

下
〕巻

具
世
卿
一
冊
渡
偏〔

變
〕易

也
。
偏〔

變
〕易

忝
被
致
頂
戴
也
。

　

こ
れ
は
、
偏
易
（
生
年
未
詳
―
一
六
六
二
）
が
所
持
す
る
「
八
代
集
」
に
つ
い
て
で
あ
る（

11
（

。
偏
易
は
、
大
徳
寺
の
端
峯
院
の

僧
侶
で
、
後
に
龍
安
寺
の
霊
光
院
に
入
っ
た
人
物
だ
と
い
う
。
和
漢
の
学
に
通
じ
、
書
に
も
優
れ
、
光
悦
流
に
名
が
あ
る（

11
（

。

『
隔
蓂
記
』
に
は
、「
八
代
集
」
は
堀
川
具
世
筆
で
「
古
今
集
之
下
巻
」
が
不
足
し
て
い
た
が
、
通
村
に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
承
章
は
、
偏
易
か
ら
下
巻
が
仙
洞
に
あ
る
こ
と
知
っ
た
の
で
後
水
尾
院
に
尋
ね
る

よ
う
依
頼
さ
れ
、
そ
れ
を
聞
い
た
後
水
尾
院
が
下
巻
を
偏
易
に
下
賜
す
る
た
め
に
探
し
出
し
、
承
章
が
受
け
取
っ
た
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
後
水
尾
院
は
、
儒
者
の
篠
屋
宗
礀
（
生
年
未
詳
―
一
六
二
五
）
の
子
で
あ
る
宗
栄
（
生
没
年
未
詳
）
に
下
賜
し

た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
禁
裏
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
後
水
尾
院
か
ら
そ
れ
を
預
か
っ
て
偏
易
に
渡
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
八
代
集
」
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
現
存
し
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
に
通
村
が
加
え
た
奥
書
に
は
、
具
世
筆

で
あ
る
こ
と
、「
花
詞
集
」
は
別
筆
で
あ
る
こ
と
、「
古
今
集
」
の
半
分
を
補
っ
て
書
写
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ

は
、
本
文
の
内
容
を
重
視
し
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
意
味
合
い
も
強
い
も
の
で
あ
る
が
、
誰
で
も
書
写
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
歌
人
と
し
て
、
様
々
な
歌
書
に
触
れ
、
そ
の
様
式
な
ど
を
理
解
し
て
い
る
必
要
も
あ
っ
た
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の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
通
村
に
よ
っ
て
補
写
さ
れ
た
も
の
に
は
、「
和
漢
朗
詠
集
」
二
巻
（
関
西
大
学
図
書
館
生
田
文
庫
所

蔵
）
の
ほ
か
、
後
述
の
前
田
家
伝
来
の
書
跡
に
も
何
件
か
確
認
さ
れ
る（

11
（

。
書
風
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
に
考
察
を
要
す
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
書
跡
が
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
あ
る
の
か
、
勘
案
し
て
揮
毫
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
章
で
は
、『
中
院
通
村
日
記
』
を
中
心
と
し
た
日
記
史
料
か
ら
、
鑑
定
と
書
写
を
中
心
と
す
る
通
村
の
書
に
関
す
る
活
動

を
概
観
し
た
。
鑑
定
や
書
写
だ
け
で
は
な
く
、斡
旋
や
指
導
な
ど
、通
村
の
活
動
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
日
記
か
ら
確

認
で
き
る
通
村
の
書
に
関
す
る
活
動
は
、
後
水
尾
院
歌
壇
の
動
向
に
伴
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
禁

中
御
学
問
講
と
い
う
幕
府
に
よ
る
支
配
体
制
の
中
、
幕
府
に
好
意
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
光
広
に
比
肩
す
る
活
動
で
あ
っ

た
と
推
察
で
き
る
。
と
も
あ
れ
通
村
は
、
後
水
尾
院
の
周
辺
で
展
開
さ
れ
た
江
戸
時
代
初
頭
の
書
文
化
形
成
の
重
要
な
部
分

を
担
っ
た
一
人
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
宮
廷
の
み
な
ら
ず
、
武
家
や
町
衆
ま
で
を
巻
き
込
ん
だ
書
跡
蒐
集
熱
の
高
ま
り
と
そ

れ
に
伴
う
移
動
、
鑑
定
、
更
に
は
中
院
流
の
祖
と
し
て
の
書
写
や
指
導
、
通
村
の
多
彩
な
活
動
が
、
こ
の
時
代
の
書
を
め
ぐ

る
活
動
の
要
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、次
章
で
述
べ
る
利
常
と
の
交
流
か
ら
も
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

利
常
が
蒐
集
し
た
書
跡
、
主
に
歌
書
の
類
か
ら
は
、
通
村
が
展
開
し
た
書
の
活
動
を
具
体
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

第
二
章
　
前
田
利
常
と
の
交
流
に
見
る
通
村
の
書
の
活
動

　

本
章
で
は
、『
中
院
通
村
日
記
』
に
見
え
る
利
常
と
の
書
跡
を
め
ぐ
る
交
流
と
、
前
田
家
伝
来
の
通
村
に
関
連
す
る
書
跡
か

ら
、
通
村
の
書
に
関
す
る
活
動
と
役
割
を
考
察
す
る
。

　
　
　
　
　

第
一
節
　
通
村
と
利
常
の
交
流
の
背
景

　

ま
ず
、
通
村
と
利
常
の
交
流
関
係
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
通
村
は
、
利
常
の
古
典
文
学
の
師
で
あ
っ
た
。『
中
院
通
村
日

記
』
に
は
、
こ
う
し
た
内
容
の
交
流
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
元
和
三
年
五
月
十
三
日
条
で
は
、
利
常
が
通
村
に
『
源
氏

抄
』
の
書
写
を
依
頼
し
て
い
る
内
容
が
記
載
さ
れ
る
。
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未
刻
許
宗篠

屋礀
来
。
自
去
年
十
月
下
向
加
州
、
松加

賀
宰
相平

筑
前
守
東
關
下
向
故
、
令
上
洛
云
々
。
去
年
歟
、
就
予
被
求
源
氏
抄
。

其
事
等
言
談
。
文
字
少
、
義
理
分
明
之
抄
物
所
望
云
々
。
難
計
会
之
由
答
之
。
然
共
明
星
抄
可
書
遣
之
旨
示
之
。
予

猶
令
新
作
授
與
者
、
可
為
祝
著
之
由
、
自
去
年
年
内
々
被
示
之
。
雖
然
、
公
私
不
得
隙
之
間
難
叶
、
於
得
隙
者
、
予
亦

内
々
可
抄
出
之
義
、
挿
心
中
之
由
答
之
。（
句
読
点
、
筆
者
）

　

利
常
は
、
宗
礀
を
介
し
て
、
少
な
い
文
字
で
意
味
が
わ
か
り
や
す
い
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
を
求
め
て
い
る
が
、
通
村
は

用
意
し
難
い
こ
と
、
代
わ
っ
て
『
明
星
抄
』
を
写
し
て
送
る
旨
、
隙
を
見
つ
け
て
抜
書
き
を
心
が
け
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　

両
者
の
親
交
に
は
、
後
水
尾
院
の
存
在
が
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
利
常
は
加
賀
文
化
の
礎
を
築
い
た
人
物
と
し
て
著

名
で
あ
る
が
、
背
景
に
は
、
幕
府
に
対
す
る
反
発
姿
勢
が
あ
っ
た
。「
寛
永
の
危
機
」
と
呼
ば
れ
る
事
件
は
そ
れ
を
顕
著
に
表

明
し
た
出
来
事
で
あ
る（

11
（

。
幕
府
に
対
抗
す
る
姿
勢
は
、
文
化
へ
向
け
ら
れ
、
加
賀
文
化
の
基
礎
を
形
成
し
た
。
そ
の
文
化
政

策（
11
（

に
お
い
て
、
同
じ
志
を
持
つ
後
水
尾
院
の
存
在
は
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
後
水
尾
院
が
利
常
に
贈
っ
た
「
後
水
尾
天
皇

賛　

天
神
画
像
」
一
幅
（
前
田
育
徳
会
所
蔵
）
は
、幕
府
に
対
し
て
文
化
面
で
対
抗
す
る
上
で
の
精
神
的
支
柱
を
表
現
し
た
も

の
と
い
わ
れ
る（

11
（

。「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
を
逆
手
に
取
っ
た
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
後
水
尾
サ
ロ
ン
は
、寛
永
文
化
の
源
泉
と

言
う
べ
き
存
在
だ
が
、
そ
の
延
長
線
上
に
築
か
れ
た
の
が
加
賀
文
化
で
あ
る
。

　

特
に
利
常
は
、
後
水
尾
院
を
中
心
と
し
た
文
化
人
ら
と
の
親
交
か
ら（

11
（

、
平
安
時
代
の
文
化
や
定
家
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
、

古
筆
を
中
心
と
し
な
が
ら
茶
の
湯
に
お
け
る
名
品
の
蒐
集
に
努
め
た（

1（
（

。
書
道
史
上
で
も
、古
筆
を
愛
好
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、

藤
原
定
家
筆
「
土
佐
日
記
」
一
帖
、
藤
原
定
信
筆
「
金
沢
本
万
葉
集
」
一
帖（

11
（

、
伝
紀
貫
之
筆
「
高
野
切
第
三
種
」
一
巻
（
い

ず
れ
も
前
田
育
徳
会
所
蔵
）
な
ど
、利
常
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
も
の
は
多
い（

11
（

。「
寛
永
六
年
御
成
之
記
」
の
中
の
四
月
二
十
六

日
の
所
々
座
敷
の
し
つ
ら
い
で
は
、
秀
忠
、
家
光
が
本
郷
邸
を
訪
れ
た
際
、「
鎖
之
間
」（
茶
室
）
に
は
俊
成
・
西
行
・
定
家

筆
「
記
詞
集
」、「
鎖
次
之
間
」
に
は
定
家
と
古
筆
の
歌
書
二
冊
、
二
階
の
上
の
書
院
に
定
家
筆
「
土
佐
日
記
」、
一
冊
が
定

家
の
筆
に
な
る
古
筆
二
冊
、「
新
古
今
」、
白
木
書
院
の
御
成
の
間
に
は
「
後
撰
集
」、「
拾
遺
集
」、「
詩
歌
集
」、「
金
葉
集
」、

「
千
載
集
」、「
後
拾
遺
集
」、「
八
雲
集
」、
黒
書
院
に
は
、「
定
家
之
十
五
首
」、「
新
古
今
」、「
続
古
今
」
と
い
っ
た
書
跡
が
並

べ
ら
れ
て
い
た
。
古
筆
鑑
定
に
も
優
れ
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
十
二
月
十
八
日
付
の
「
横
山
志
摩
（
花
押
）・
奥
村
伊
予
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（
花
押
）」
の
覚
書
に
よ
る
と
、
利
常
が
制
作
し
た
古
筆
切
五
一
〇
葉
が
押
さ
れ
た
手
鑑
を
古
筆
了
栄
（
一
六
〇
七
―
七
八
）
に

見
せ
た
と
こ
ろ
、
鑑
定
に
誤
り
が
無
か
っ
た
と
い
う（

11
（

。

　

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
通
村
と
利
常
が
交
流
を
深
め
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
後
水
尾
歌
壇
で
権
威
の
あ
っ
た
通

村
か
ら
『
源
氏
物
語
』
や
歌
、
書
の
文
化
を
享
受
す
る
こ
と
は
、
利
常
に
と
っ
て
高
い
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。

　
　
　
　
　

第
二
節
　『
中
院
通
村
日
記
』
に
見
え
る
通
村
と
利
常
の
書
跡
を
め
ぐ
る
交
流

　

ま
ず
、『
中
院
通
村
日
記
』
に
は
、
忠
総
同
様
に
、『
源
氏
物
語
』
と
定
家
を
中
心
と
し
た
書
跡
に
関
す
る
交
流
が
詳
述
さ

れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
を
確
認
し
て
み
た
い
。

　
（
一
）
絵
巻
形
式
の
源
氏
絵
の
詞
書

　

通
村
は
、『
中
院
通
村
日
記
』
元
和
二
年
正
月
十
日
条
、
十
二
日
条
、
二
月
二
十
一
日
条
、
三
月
十
一
日
条
、
二
十
七
日

条
、
四
月
十
三
日
条
、
五
月
七
日
条
に
か
け
て
、
利
常
か
ら
絵
巻
形
式
の
源
氏
絵
の
詞
書
の
依
頼
を
受
け
、
絵
や
詞
書
の
監

修
な
ど
を
行
っ
て
い
る（

11
（

。
以
下
に
そ
の
記
載
を
掲
げ
る
。

元
和
二
年
正
月
十
日
条

自宰
相

松加賀
能
登
誠
中
三
ヶ
金
守
之

平
筑
前
守
利
光
有
状
。
去
年
源
氏
絵
誂
土
佐
少
左
衛
門
尉
伎
詞
、可
予
書
之
由
也
。
予
云
交
数
人
之
手
者
可
然
歟
之

由
。
此
時
使
者
絵
師
也
。
返
答
云
、
然
者
可
相
計
之
由
也
。
仍
旧
冬
、
絵
出
来
之
分
、
四
巻
誂
他
人
遣
之
伎
礼
也
。
雖

未
對
面
祝
着
之
間
、
贈
状
之
由
也
。
随
分
早
迷
出
来
頼
之
由
之
。（
句
読
点
、
筆
者
）

同
年
正
月
十
二
日
条

土
佐
勝
左
衛
門
来
。
彼
源
氏
絵
為
下
絵
、
初三

ヶ
所子

、
胡二

ヶ
所蝶

、
螢三

ヶ
所等

令
図
之
。
彼
絵
問
ニ
合
ヲ
二
枚
続
、
其
中
ニ
一
巻
ヲ
三
ヶ

所
二
ヶ
所
充
書
之
。
詞
同
鳥マ

ニ
ア
イ子

一
枚
一
段
ニ
欠
行
書
之
。
出
来
分
四
巻
筆
者
、
桐
壺
、
箒
木
、
空
蝉
（
割
注
／
三
段
半
巻
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也
。）、
八
条
殿
、
夕一

段顔
、
若
紫
（
割
注
／
此
一
巻
二
段
。）、
竹
門
主
、
上
ノ
六
段
為
一
巻
、
末
、
紅
、
花
、
飛
黄
門
（
割

注
／
舊
冬
十
二
月
十
六
日
、
任
大
納
言
、
廿
二
日
死
去
。）、
葵
（
割
注
／
二
段
四
ヶ
所
。）、
榊
、
雅
胤
朝
臣
、
右
合
六
段
一

巻
、
花
、
須
、
明
、
日
大一

巻
也
。、

澪
、
蓬
、
關
、
四
辻
宰
相
中
将
、
絵
、
松
、
薄一

巻
也
。、

槿
、
乙
、
玉
、
随
庵
（
割
注
／
前
大
覚

寺
宮
空
性
法
親
王
。）、
御
落
墮
之
後
号
之
。（
句
読
点
、
筆
者
）

同
年
二
月
二
十
一
日
条

土
佐
勝
左
衛
門
来
。
此
中
所
勞
故
不
見
舞
云
々
。
又
源
氏
下
絵
為
催
促
也
。
松加

賀
宰
相平

筑
前
守
利
光
歟
誂
也
。
今
日
常
夏
三
ヶ

所
、
篝
火
二
ヶ
所
、
野
分
三
ヶ
所
、
令
付
下
絵
。（
句
読
点
、
筆
者
）

同
年
三
月
十
一
日
条　

絵
師
庄
左
衛
門
来
。
行
幸
絵
両
處
令
書
下
絵
。（
句
読
点
、
筆
者
）

同
年
三
月
二
十
七
日
条

源
氏
絵
、
於
随
庵
。（
中
略
）
先
日
進
之
處
、
御
留
守
之
由
申
之
、
取
而
帰
了
。（
句
読
点
、
筆
者
）

同
年
四
月
十
三
日
条

一
昨
源
氏
詞
改
正
之
事
申
入
於
竹
門
主
（
割
注
／
松
平
筑
前
守
巻
物
也
。）。
竹
門
主
則
令
書十

二
日改

返
給十

三
日之

（
割
注
／
残
三
巻
、

依
御
所
望
進
之
。）。
四十

三
日辻

相
公
、
羽
林
ヘ
モ
遣
之
令
書
続
之
、
則
到
来
也
。（
句
読
点
、
筆
者
）

同
年
五
月
七
日
条

晝
之
間
番
誂
親
顕
為
書
源
氏
詞
也
。
自
初
子
至
野
分
六
段
也
。
初
子
、
コ
蝶
、
螢
三
段
申
入
、
於
青
蓮
院
僧
正
尊
純
、
常

夏
、
篝
火
、
野
分
、
書
之
右
金
吾
。
印
盛
入
来
。
於
印
盛
予
招
之
、
源
氏
詞
間
ニ
合
鳥
子
金
銀
泥
下
絵
也
。
仍
以
燒
筆

上
下
幷
立
界
令
懸
之
。
祐
好
来
。
日
没
之
後
各
分
散
。（
句
読
点
、
筆
者
）
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元
和
二
年
正
月
十
日
条
に
は
、
通
村
の
も
と
に
利
常
か
ら
書
状
が
届
い
た
こ
と
、
去
年
、
源
氏
絵
の
誂
え
を
依
頼
さ
れ
た

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
通
村
は
、
数
人
の
手
を
交
え
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
、
絵
が
出
来
上
が
っ

た
四
巻
分
を
ほ
か
の
人
に
遣
わ
し
て
誂
え
る
旨
の
書
状
を
送
り
返
し
て
い
る
。
同
年
正
月
十
二
日
条
で
は
、
土
佐
派
の
絵
師

と
思
わ
れ
る
土
佐
勝
左
衛
門
（
生
没
年
未
詳
）
が
描
い
た
源
氏
絵
の
下
絵
、桐
壺
か
ら
玉
鬘
ま
で
の
四
巻
分
に
関
し
て
、通
村

が
斡
旋
し
、
公
家
衆
に
よ
る
詞
書
が
完
成
し
た
こ
と
と
、
そ
の
筆
者
と
分
担
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
整
理
す
る

と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

一
巻　

八
条
宮
智
仁
親
王
〈
八
条
殿
〉（
一
五
七
九
―
一
六
二
九
）
…
桐
壺
・
箒
木
・
空
蝉

　
　
　

曼
殊
院
良
恕
法
親
王
〈
竹
門
主
〉
…
夕
顔
・
若
紫

一
巻　

飛
鳥
井
雅
庸つ

ね

（
一
五
六
九
―
一
六
一
六
）
…
末
摘
花
・
紅
葉
賀
・
花
宴

　
　
　

飛
鳥
井
雅
胤
（
一
五
八
六
―
一
六
五
一
）
…
葵
・
榊

一
巻　

資
勝
…
花
散
里
・
須
磨
・
明
石

　
　
　

季
継
…
澪
標
・
蓬
生
・
關
屋

一
巻　

空
性
法
親
王
〈
随
庵
〉
…
絵
合
・
松
風
・
薄
雲
・
槿
・
乙
女
・
玉
鬘

　

詞
書
を
書
写
し
た
の
は
、
親
王
や
公
家
と
い
っ
た
、
後
水
尾
院
を
中
心
と
し
た
堂
上
歌
壇
で
、
元
和
二
年
正
月
十
日
条
の

記
載
か
ら
、
通
村
に
よ
っ
て
厳
選
さ
れ
た
筆
者
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
一
応
書
流
を
示
し
て
お
く
と
、
雅
庸
と
雅
胤
は
飛

鳥
井
流
、
空
性
法
親
王
は
三
藐
院
流
、
曼
殊
院
良
恕
法
親
王
は
持
明
院
流
、
資
勝
は
定
家
流
、
八
条
宮
智
仁
親
王
は
後
柏
原

院
流
、
季
継
は
三
藐
院
流
で
あ
る（

11
（

。
こ
の
日
、
勝
左
衛
門
は
、
初
子
、
胡
蝶
、
螢
な
ど
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
二
月

二
十
一
日
条
で
は
、
常
夏
三
ヶ
所
、
篝
火
二
ヶ
所
、
野
分
三
ヶ
所
、
同
年
三
月
十
一
日
条
で
は
行
幸
の
下
絵
を
描
い
て
い
る
。

同
年
三
月
二
十
七
日
条
で
通
村
は
、
空
性
法
親
王
に
出
来
上
が
っ
た
源
氏
絵
一
巻
を
渡
し
て
、
不
審
を
訪
ね
、
改
正
を
求
め

て
い
る
。
続
く
同
年
四
月
十
三
日
条
で
は
、
曼
殊
院
良
恕
法
親
王
、
季
継
ら
か
ら
も
源
氏
絵
が
送
ら
れ
て
き
た
よ
う
だ
。
同

年
五
月
七
日
条
で
は
、
青
蓮
院
尊
純
法
親
王
（
一
五
九
一
―
一
六
五
三
）
が
初
音
、
胡
蝶
、
螢
の
段
を
、
永
慶
〈
右
金
吾
〉
が
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常
夏
、
篝
火
、
野
分
の
段
を
そ
れ
ぞ
れ
書
写
し
て
い
る
。
書
流
は
永
慶
が
中
院
流
、
青
蓮
院
尊
純
法
親
王
が
尊
純
流
で
あ
る（

11
（

。

ま
た
、
同
日
条
で
通
村
は
絵
師
と
思
わ
れ
る
印
盛
を
呼
び
寄
せ
、
詞
書
は
金
銀
泥
の
下
絵
の
鳥
の
子
で
、
か
さ
ね
て
焼
筆
で

上
下
の
罫
線
と
縦
の
界
線
を
描
か
せ
て
い
る
。

　

源
氏
絵
の
制
作
過
程
か
ら
、
通
村
が
詞
書
の
筆
者
を
厳
選
し
、
書
式
や
書
き
ぶ
り
、
内
容
ま
で
指
示
を
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
絵
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
勝
左
衛
門
や
印
盛
ら
は
、
通
村
の
指
示
を
仰
ぎ
な
が
ら
図
様
を
描
い
て
い
る
。
あ
る
程

度
、絵
や
詞
書
に
形
式
的
な
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
中
院
通
村
日
記
』
に
見
え
る
利
常
依
頼
の
源
氏
絵
の
現
在
の
所
在

は
確
認
で
き
な
い
が
、
通
村
が
斡
旋
し
た
例
と
し
て
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
に
成
っ
た
「
源
氏
物
語
手
鑑
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
忠
総
の
依
頼
で
、
通
村
が
斡
旋
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
詞
書
の
筆
者
は
、
通
村
を
は
じ

め
と
す
る
光
広
ら
十
四
名
の
堂
上
歌
壇
で
、
絵
は
土
佐
光
吉
（
一
五
三
九
―
一
六
一
三
）
を
中
心
に
、
複
数
人
の
絵
師
が
参
加

し
た
も
の
で
あ
る
。
河
田
昌
之
氏
は
、通
村
の
助
言
や
指
導
が
詞
書
の
書
写
だ
け
で
は
な
く
絵
画
制
作
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
、

通
村
の
美
意
識
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
利
常
依
頼
の
源
氏
絵
も
こ
れ
と
同
様
に
意
匠
が
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る（

11
（

。

　

前
述
の
通
り
、
江
戸
時
代
初
頭
は
、
後
水
尾
院
を
は
じ
め
と
す
る
堂
上
歌
人
の
間
で
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
伝
授
や
講
釈

な
ど
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
武
家
の
間
で
も
、
家
康
を
中
心
に
『
源
氏
物
語
』
が
愛
好
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
風
潮
の
中
、『
源

氏
物
語
』
な
ど
の
古
典
文
学
を
題
材
と
し
、
絵
師
が
絵
を
描
き
、
親
王
や
公
家
が
詞
書
を
書
写
す
る
形
式
の
絵
巻
や
帖
、
屏

風
な
ど
の
調
度
品
の
制
作
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
武
家
や
町
衆
が
広
く
受
容
す
る（

11
（

。『
中
院
通
村
日
記
』
に
は
、『
源
氏
物
語
』

に
関
す
る
内
容
が
多
く
見
ら
れ
、
例
え
ば
、
元
和
二
年
三
月
十
三
日
条
で
は
、
通
村
が
狩
野
派
の
絵
師
の
松
屋
興
以
（
生
年

不
詳
―
一
六
三
六
）
に
「
武
者
絵
草
花
等
」
の
絵
を
貝
に
描
か
せ
た
り
、
経
師
の
藤
蔵
（
生
没
年
未
詳
）、
右
近
道
（
生
没
年
未

詳
）
を
呼
び
寄
せ
、「
源
氏
本
料
帋
」
の
継
ぎ
合
せ
を
命
じ
た
り
し
て
い
る
。
利
常
依
頼
の
源
氏
絵
の
記
載
は
、
い
わ
ゆ
る

『
源
氏
物
語
』
講
釈
の
隆
盛
期
に
お
い
て
、
切
紙
伝
授
の
資
格
を
有
し
た
権
威
的
な
存
在
で
あ
る
通
村
が
、
如
何
な
る
過
程
で

そ
れ
を
提
供
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
需
給
の
様
相
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。
調
度
手
本
や
絵
巻
の
詞
書
の
書
写
に
は
多
く
の

宮
廷
歌
人
が
携
わ
っ
て
い
た
。
特
に
『
源
氏
物
語
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
そ
れ
に
お
い
て
は
、
通
村
が
手
掛
け
る
こ
と
が
一
種

の
権
威
付
け
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
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（
二
）『
中
院
通
村
日
記
』
に
見
え
る
利
常
所
持
の
書
跡
の
書
写
と
誂
え

　
『
中
院
通
村
日
記
』
元
和
九
年
十
二
月
二
日
条
、
六
日
条
、
十
日
条
、
十
五
日
条
、
十
六
日
条
、
十
七
日
条
で
は
、
通
村

が
、
利
常
が
所
持
し
た
書
跡
「
続
後
撰
」、「
新
続
古
今
」、「
恵
慶
集
」、「
入
道
右
大
臣
集
」
に
つ
い
て
、
表
紙
や
箱
を
誂
え

た
こ
と
、
弟
の
親
顕
と
筆
跡
を
写
し
留
め
た
こ
と
、
後
水
尾
院
が
叡
覧
し
た
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。
十
二
月
二
日
条
、

六
日
条
の
「
ス
キ
ウ
ツ
シ
」
に
つ
い
て
は
、
小
松
氏
や
笠
嶋
忠
幸
氏
な
ど
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が（

1（
（

、
一
連
の
出

来
事
を
含
め
て
詳
述
す
る
。
以
下
に
そ
の
記
載
を
掲
げ
る
。

元
和
九
年
十
二
月
二
日
条

及
黄
昏
藤経

師蔵
来
。
自
加
州
書
物
表
紙
被
誂
之
、
仍
申
付
。
サ宗

礀

子
ヽ
ヤ
甚
蔵
今
朝
来
、
然
而
経
師
依
遅
参
帰
宅
也
。
仍
又
以

使
者
招
之
、
亥
下
刻
経
師
帰
了
。
表
紙
絹
等
打
裏
貼
付
之
後
帰
之
。
甚
蔵
先
是
帰
宅
了
。（
中
略
）
抑
自
加
州
本
共
到

来
。
続
後
撰
（
割
注
／
為
重
卿
筆
有
奥
書
。）、
新
続
古
今
（
割
注
／
栄
雅
様
筆
也
。
不
知
之
。）、
恵
慶
集
（
割
注
／
端
定
家

卿
、
奥
同
嫡
女
筆
。）、
入
道
右
大
臣
集
（
割
注
／
堀
河
右
大
臣
殿
。）、
古
筆
之
者
不
知
之
、
中
央
有
定
家
卿
筆
。
恵
慶
集

寫
留
之
、
自
三
丁
目
至
奥
命
弟
令
寫
之
。
今
日
一
括
余
出
寫
、
一
括
之
分
不
違
文
字
。（
句
読
点
、
筆
者
）

同
年
十
二
月
六
日
条

今
日
恵
慶
集
定
家
卿
筆
並
嫡
女
（
割
注
／
民
部
卿
典
侍
歟
。）
手
跡
、
各
一ス

キ
ウ
ツ
シ
也
。

枚
寫
之
。
端
一
枚
先
日
寫
之
。
余
命
少
弟
令

書
之
（
割
注
／
ス
キ
ウ
ツ
シ
鳥
子
ヲ
五
ツ
ニ
ヘ
キ
テ
寫
之
。）。
又
入
道
右
大
臣
堀
川
集
、同
寫
之
。
端
予
書
之
、似
之
。
奥

命
親
顕
朝
臣
、
至
夜
終
功
。（
句
読
点
、
筆
者
）

同
年
十
二
月
十
日
条

経
師
藤
蔵
来
、
加
州
本
共
令
閇
之
。
至
晩
恵
慶
集
、
続
後
撰
等
閇
之
、
新
続
古
今
上
下
切
之
。（
句
読
点
、
筆
者
）
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同
年
十
二
月
十
五
日
条

予
吐
却
之
後
参
内
。
恵
慶
集
、
入
道
右
大
臣
集
、
続
後
撰
等
備
叡
覧
。
以
書
付
可
申
之
由
仰
也
。
仍
如
仰
書
付
箱
ニ
封

ヲ
著
進
了
。
帰
了
、
明
朝
可
返
下
給
之
由
申
之
。（
句
読
点
、
筆
者
）

同
年
十
二
月
十
六
日
条

跡
よ
り
甚
蔵
令
持
之
。
向
彼
度
宿
旅
渡
之
云
々
。
是
入
道
右
大
臣
集
ノ
箱
出
来
之
間
遅
行
也
。
又
予
青
侍
二
人
、
下
人

二
人
、
送
甚
蔵
遣
之
。（
句
読
点
、
筆
者
）

同
年
十
二
月
十
七
日
条　

予
少
食
之
時
、
有
召
集
黒
戸
。
一
昨
夜
、
古
筆
等
被
御
覧
御
満
足
之
由
被
謝
仰
。（
句
読
点
、
筆
者
）

　

元
和
九
年
十
二
月
二
日
条
で
通
村
は
、
藤
蔵
に
、
利
常
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
書
物
の
表
紙
を
誂
え
る
件
を
申
し
つ
け
て
い

る
。
藤
蔵
は
こ
の
日
、
表
紙
の
絹
等
の
裏
打
ち
と
貼
り
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
藤
蔵
は
、
通
村
と
非
常
に
親
交
が
深
か
っ
た

人
物
で
、『
中
院
通
村
日
記
』
に
多
く
登
場
す
る
。『
時
慶
記
』
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
十
月
二
日
条
に
も
「
一　

経
師
ノ

藤
蔵
ヲ
呼
、
午
刻
過
ヨ
リ
表
紙
申
付
候
。
及
極
晩
。」（
句
点
、
筆
者
）
と
、
度
々
書
跡
の
表
紙
の
誂
え
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
使
者
は
、
宗
礀
の
子
の
篠
屋
甚
蔵
（
生
没
年
未
詳
）
で
、
父
と
同
様
に
通
村
と
利
常
の
仲
介
を
務
め
た
の
だ
ろ
う
。

同
日
条
の
後
ろ
に
は
、
利
常
か
ら
二
条
為
重
の
奥
書
の
あ
る
「
続
後
撰
」、
飛
鳥
井
雅
親
（
栄
雅
）
筆
「
新
続
古
今
」、
端
が

定
家
筆
で
ほ
か
が
民
部
卿
典
侍
筆
「
恵
慶
集
」、
藤
原
頼
宗
（
堀
河
右
大
臣
）
の
家
集
で
あ
る
「
入
道
右
大
臣
集
」
の
書
物
が

届
い
た
と
あ
り
、
通
村
は
「
恵
慶
集
」
を
写
し
留
め
、
三
丁
目
か
ら
奥
書
ま
で
を
弟
の
親
顕
に
命
じ
た
旨
が
確
認
さ
れ
る
。

　

同
年
十
二
月
六
日
条
に
は
、「
恵
慶
集
」
の
定
家
と
民
部
卿
典
侍
の
筆
跡
の
「
ス
キ
ウ
ツ
シ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
ず
つ
行
っ

た
こ
と
が
見
え
る
。
親
顕
に
命
じ
て
残
り
を
書
写
さ
せ
た
こ
と
、「
ス
キ
ウ
ツ
シ
」
の
際
に
は
、
鳥
の
子
の
紙
を
五
枚
に
剥
い

だ
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
、「
入
道
右
大
臣
集
」
も
同
じ
よ
う
に
写
し
留
め
て
い
る
。
同
年
十
二
月
十
日
条
で
は
、
藤
蔵
が

訪
ね
て
き
て
「
恵
慶
集
」、「
続
後
撰
集
」
等
を
綴
じ
て
い
る
。「
新
古
今
」
は
、
上
下
巻
に
分
割
し
た
と
解
釈
で
き
よ
う
か
。
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同
年
十
二
月
十
五
日
条
に
は
、
後
水
尾
院
が
「
恵
慶
集
」、「
入
道
右
大
臣
集
」、「
続
後
撰
」
等
を
叡
覧
し
、
そ
の
旨
を
箱
に

書
付
け
た
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
続
く
同
年
十
二
月
十
六
日
条
で
は
、「
入
道
右
大
臣
集
ノ
箱
」
が
出
来
上
が
り
、
通
村
は

宿
へ
届
け
る
た
め
に
、
甚
蔵
と
青
侍
二
人
、
下
人
二
人
を
遣
わ
し
て
い
る
。
渡
し
た
相
手
は
定
か
で
な
い
。
ま
た
同
年
十
二

月
十
七
日
条
で
、
通
村
は
黒
戸
に
召
さ
れ
、
一
昨
日
、
古
筆
等
を
見
て
満
足
し
た
旨
を
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
も
相
手
が

判
明
し
な
い
が
、
十
二
月
十
五
日
条
で
、
後
水
尾
院
が
利
常
の
書
物
を
叡
覧
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
黒
戸
に
召
集
し
た
の
は

後
水
尾
院
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
連
の
記
載
か
ら
は
、
利
常
所
持
の
書
跡
の
表
紙
の
誂
え
や
、「
新
続
古
今
」
の
上
下
巻
へ
の
分
割
、「
入
道
右
大
臣
集
」

の
箱
の
制
作
な
ど
が
通
村
の
指
示
の
も
と
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
前
述
の
源
氏
絵
と
同
様
に
、
通

村
の
趣
向
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
通
村
を
介
し
て
後
水
尾
院
が
叡
覧
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
利

常
と
後
水
尾
院
の
親
交
の
深
さ
も
見
て
取
れ
よ
う
。
ま
た
、
通
村
は
「
恵
慶
集
」
の
定
家
と
民
部
卿
典
侍
の
筆
跡
を
「
ス
キ

ウ
ツ
シ
」
に
よ
っ
て
写
し
留
め
、「
入
道
右
大
臣
集
」
も
同
じ
よ
う
に
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
小
松
氏
や
笠
嶋

氏
に
詳
し
く
、
特
に
笠
嶋
氏
は
、
北
畠
親
顕
筆
「
九
條
殿
御
集
」（
前
田
育
徳
会
所
蔵
）
の
巻
末
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
親

顕
に
よ
る
定
家
の
筆
跡
の
透
写
を
取
り
上
げ
、
定
家
自
筆
の
状
態
を
視
覚
的
に
記
録
す
る
目
的
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
に
言
及
す
る（

11
（

。
同
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、「
恵
慶
集
」
や
「
入
道
右
大
臣
集
」
も
、「
九
條
殿
御
集
」
と
同
様
に
テ

キ
ス
ト
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
定
家
の
筆
跡
や
書
写
形
態
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
も
の
と
い
え
る
。
前
述
の
『
中
院
通
村
日

記
』
寛
永
四
年
三
月
四
日
条
に
も
「
則
予
参
内
為
申
出
。
古
今
本
為
也
（
割
注
／
下
冷
泉
家
相
伝
之
本
、
定
家
卿
自
筆
、
為
兼

卿
、
為
相
卿
等
奥
書
也
。
今
仙
台
中
納
言
政
宗
卿
令
所
持
。
去
年
以
泰
重
朝
臣
被
借
召
。
仍
令
僕
臨
寫
給
也
。）。」（
句
読
点
、
筆
者
）

と
あ
り
、
泰
重
が
政
宗
か
ら
借
り
た
定
家
筆
「
古
今
本
」
を
臨
写
し
て
お
り
、
通
村
が
定
家
の
筆
跡
を
模
写
、
臨
写
す
る
こ

と
は
散
見
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
定
家
流
を
積
極
的
に
学
び
、
自
身
の
書
風
に
取
り
込
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
筆
跡
の
原
状
を
残
す
目
的
、
或
い
は
臨
模
や
臨
写
を
得
意
と
し
、
人
々
の
求
め
に
応
じ
る
と
い
っ
た
提
供
者
と
し
て

の
側
面
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
初
頭
、
宮
廷
歌
人
の
間
で
能
書
と
さ
れ
る
人
物
の
筆
跡
が
透
写
さ

れ
、
手
本
と
し
て
献
上
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と（

11
（

、
そ
う
し
た
意
味
合
い
も
持
っ
て
い
た
可
能
性
も
指
摘

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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「
入
道
右
大
臣
集
」
と
「
恵
慶
集
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
田
育
徳
会
と
金
沢
市
中
村
記
念
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
「
入
道
右
大
臣
集（

11
（

」
は
、
前
田
育
徳
会
の
御
厚
意
に
よ
っ
て
、
写
真
で
は
あ
る
も
の
の
、
箱
や
極
札
と
い
っ
た
付
属
品
を

含
め
て
閲
覧
さ
せ
て
頂
い
た
。
こ
れ
は
、
綴
葉
装
の
冊
子
本
で
、
古
筆
了
祐
（
一
六
四
五
―
八
四
）
の
極
札
か
ら
筆
者
が
藤

原
公
任
、
五
枚
目
と
六
枚
目
の
補
写
が
定
家
、
外
題
が
藤
原
俊
成
に
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
は
朽
葉
地
雲
鶴
模
擦

に
「
毎
持
壽
酒
獻
華
筵
／
殷
勤
更
致
長
生
祝
／
乞
與
蓬
莱
頂
上
仙
」
の
詩
句
を
織
出
す
緞
子
の
裂
、
こ
れ
に
銀
箔
を
施
し
た

鳥
の
子
の
見
返
し
が
配
さ
れ
る
（【
図
１
―
１
】）。
箱
は
三
重
箱
。
外
箱
は
桐
箱
で
「
冊
物　

俊
頼
筆　

九
十
九
番　

入
道
右

大
臣
集
」、
中
箱
も
同
じ
く
桐
箱
で
右
肩
に
「
入
道
右
大
臣
集　

定
家
マ
ジ
ル
」、
蓋
裏
に
「
入
道
右
大
臣
集
定
家
交　

紙
數

貳
拾
九
枚
」
と
あ
る
。
内
箱
は
黒
漆
で
、
蓋
の
四
辺
が
梨
子
地
に
な
っ
て
い
る
。
高
蒔
絵
で
、
首
葉
の
俊
成
筆
の
題
字
「
入

道
右
大
臣
集
」
を
模
し
て
い
る
（【
図
１
―
２
】）。
表
紙
に
つ
い
て
池
田
亀
鑑
氏
は
、「
原
装
と
は
目
さ
れ
ず
、
後
世
修
復
に

際
し
て
、
取
附
け
た
も
の（

11
（

」
と
し
て
い
る
。
表
紙
に
つ
い
て
は
、『
中
院
通
村
日
記
』
元
和
九
年
十
二
月
二
日
条
に
「
表
紙
絹

等
打
裏
貼
付
」
と
あ
り
、
現
状
も
緞
子
の
裂
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
村
の
監
修
で
藤
蔵
が
誂
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
箱
に

つ
い
て
も
同
日
記
の
同
年
十
二
月
十
六
日
条
の
記
載
か
ら
、
少
な
く
と
も
内
箱
が
こ
れ
に
該
当
し
、
通
村
の
監
修
で
制
作
さ

れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
前
述
の
『
中
院
通
村
日
記
』
元
和
二
年
正
月
十
二
日
条
に
は
、「
古
今
ハ
為
家
卿
筆
。
一
本
ハ

以
定
家
卿
自
筆
不
違
一
字
書
寫
也
。
貞
應
元
年
奥
書
歟
、
無
真
名
序
。
一
本
（
割
注
／
去
年
買
得
也
。）
有
真
名
序
、
古
本
之

寫
歟
。
箱
銘
予
書
之
（
割
注
／
梨
地
、
銘
金
、
定
家
卿
寫
。
今
一
本
地
同
、
銘
銀
。）。」（
句
読
点
、
筆
者
）
と
、
為
家
筆
の
「
古

今
箱
」
二
本
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
梨
子
地
の
箱
に
銘
を
施
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
定
家
の
筆
跡
を
金
、

銀
で
写
し
た
も
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
為
家
筆
の
「
古
今
箱
」
と
「
入
道
右
大
臣
集
」
の
内
箱
の
銘
は
、
同
様
の
手
法
で
制

作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
箱
に
納
め
る
書
跡
の
書
風
を
尊
重
し
、
そ
れ
を
勘
案
し
た
銘
の
施
し
は
、
通
村

の
一
つ
の
様
式
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

　

次
に
、「
恵
慶
集（

11
（

」
は
、
上
下
二
巻
か
ら
な
る
綴
葉
装
の
冊
子
本
で
あ
る
。
上
巻
は
、
布
目
打
の
白
紙
に
、
光
広
、
通
村
、

遠
州
、
松
花
堂
昭
乗
（
一
五
八
四
―
一
六
三
九
）
の
順
に
各
六
枚
ず
つ
分
担
書
写
さ
れ
て
い
る
。
下
巻
は
、
外
題
と
巻
首
二
枚

が
定
家
筆
で
、
そ
れ
以
降
は
娘
の
民
部
卿
典
侍
筆
と
さ
れ
る
。
表
紙
は
、
萌
黄
地
一
重
蔓
小
牡
丹
文
金
襴
の
裂
、
見
返
し
部

分
は
銀
の
切
箔
が
施
さ
れ
て
い
る
。
内
箱
は
、
五
十
嵐
道
甫
（
生
年
不
詳
―
一
六
七
八
）
の
作
で
、
蓋
の
表
裏
、
身
の
内
部
か

【
図
1
―
1
】『
尊
経
閣
叢
刊：入
道
右
大
臣
集
』（
侯

爵
前
田
家
育
徳
財
団
、
一
九
四
三
年
）
所
収
。
※
前

田
育
徳
会
の
許
可
を
得
ず
し
て
の
複
製
、
転
載
は
禁

ず
る
。
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【
図
1
―
2
】『
尊
経
閣
叢
刊：入
道
右
大
臣
集
』（
侯

爵
前
田
家
育
徳
財
団
、
一
九
四
三
年
）
所
収
。
※
前

田
育
徳
会
の
許
可
を
得
ず
し
て
の
複
製
、
転
載
は
禁

ず
る
。

ら
底
裏
に
至
る
ま
で
、平
目
地
に
金
銀
の
高
蒔
絵
に
よ
り
檜
文
が
表
さ
れ
た
「
檜
文
蒔
絵
歌
書
箱
」
で
あ
る
。『
中
院
通
村
日

記
』
に
は
、「
恵
慶
集
」
上
巻
の
分
担
書
写
に
関
す
る
内
容
を
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
補
写
が
い
つ
加
え
ら
れ
た
の
か
定

か
で
な
い
。
よ
っ
て
、
通
村
が
表
紙
を
誂
え
さ
せ
た
当
時
の
原
状
で
あ
る
か
は
明
確
で
な
い
が（

11
（

、
利
常
と
交
流
の
あ
っ
た
能

書
で
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
通
村
は
、
利
常
が
蒐
集
し
た
書
跡
の
表
紙
や
箱
の
誂
え
を
指
示
、
監
修
す
る
と
と
も
に
、

透
写
な
ど
に
よ
っ
て
筆
跡
を
留
め
た
り
、
分
担
書
写
の
筆
者
と
し
て
書
跡
の
不
足
を
補
写
す
る
な
ど
、
様
々
な
形
で
能
書
と

し
て
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
も
書
跡
を
中
心
と
し
た
通
村
と
利
常
の
交
流
を
支
え
た
周
辺
の
人
物
が
見
え

て
き
た
。『
中
院
通
村
日
記
』
通
村
が
利
常
の
書
跡
の
蒐
集
に
際
し
、携
わ
っ
た
の
は
こ
れ
だ
け
で
な
い
。
前
田
家
伝
来
の
書

跡
に
は
、
通
村
が
関
わ
っ
た
も
の
が
何
件
か
確
認
で
き
る
。
次
節
で
は
、
そ
れ
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　

第
三
節
　
前
田
家
伝
来
の
書
跡
に
見
る
通
村
の
書
の
活
動

　

本
節
で
は
、
前
田
家
に
伝
来
す
る
書
跡
か
ら
、
通
村
の
書
の
活
動
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
と
り
わ
け
、
奥
書
を
加
え

た
も
の
、
書
写
、
補
写
な
ど
、
そ
の
内
容
は
様
々
で
、
能
書
と
し
て
の
通
村
の
活
動
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
一
）
奥
　
書

　

前
田
家
伝
来
の
、
通
村
の
奥
書
を
有
す
る
書
跡
は
、
多
く
が
利
常
の
頃
に
蒐
集
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
関
戸
本
古
今
集
」
は
も
と
は
前
田
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
書
は
、
晩
年
の
六
十
二
歳
頃
の
も
の
と
さ
れ
、
行
成

の
真
跡
で
疑
い
無
い
と
い
う
旨
が
書
か
れ
て
い
る（

11
（

。

此
一
帖
四
十
八
枚
者
権
大
納
言
行
成
卿

真
跡
無
疑
胎
者
也
。
依
所
望
加

證
明
之
詞
而
已
。

　
　
　
　
　
　
　

前
内
相
府
源
（
花
押
）
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こ
う
し
た
奥
書
は
、
兼
好
自
筆
「
兼
好
歌
集
稿
本
」
一
帖
（
前
田
育
徳
会
所
蔵
）、
藤
原
為
家
筆
「
大
和
物
語
」
一
帖
（
宮

内
庁
所
蔵
）、
伝
小
野
道
風
筆
「
紺
紙
金
銀
交
書
法
華
経　

巻
第
二
」
一
巻
（
五
島
美
術
館
所
蔵
）
な
ど
に
も
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る（

11
（

。 

　
「
兼
好
歌
集
稿
本
」
は
、
兼
好
法
師
の
自
筆
と
さ
れ
て
い
る
。
通
村
の
奥
書
は
寛
永
三
年
の
も
の
で
、
兼
好
法
師
の
草
稿
本

で
あ
ろ
う
旨
、
世
の
中
に
流
布
し
て
お
ら
ず
、
見
る
こ
と
が
で
き
て
幸
い
で
あ
る
こ
と
、
珍
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

記
す（

11
（

。此
一
冊
者
兼
好
法
師
自
撰
歌
集

草
稿
本
歟
。
而
彼
集
不
流
布
于
世
。

如
今
幸
覧
之
。
云
秀
歌
云
能
書

奇
観
何
者
如
之
。
不
堪
感
悦
聊
誌
之
。

　

寛
永
第
三
暦
初
秋
上
旬

　
　
　
　

長
秋
員
外
監
通
村

　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
「
兼
好
法
師
集
」〈
一
五
三
―
二
一
一
〉（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）、「
兼
好
家
集
」（
祐
徳
神
社
寄
託
中
川
文
庫
所
蔵
）、「
兼
好
法

師
家
集
」（
徳
島
県
立
図
書
館
森
文
庫
所
蔵
）、「
吉
田
兼
好
集
」（
島
原
市
立
図
書
館
松
平
文
庫
所
蔵
）、「
兼
好
法
師
家
集
」（
龍

谷
大
学
図
書
館
所
蔵
）
の
写
本
は
、
共
通
し
て
「
兼
好
歌
集
稿
本
」
の
通
村
の
奥
書
の
写
し
に
加
え
、
次
の
奥
書
が
あ
る（

1（
（

。

右
以
照
高
院
宮
道
晃
法
親
王
御
本
通
村
公
自
筆
模
寫
兼
好
法
師
自
書
々
寫

之
畢
。
寫
本
處
々
欹
斜
有
不
審
故
走
筆
而
倉
卒
書
之
。

　
　

万
治
第
三
暦
季
夏
下
旬　

判
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こ
こ
か
ら
は
、
通
村
が
「
兼
好
歌
集
稿
本
」
の
模
写
本
を
制
作
し
、
そ
れ
を
照
高
院
宮
道
晃
法
親
王
が
所
持
し
て
い
た
こ

と
、
こ
れ
ら
の
写
本
が
通
村
の
模
写
本
か
ら
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
通
村
に
よ
る
模
写
本
は
、
今

の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　
「
大
和
物
語
」
は
為
家
筆
と
す
る
が
、
巻
頭
六
枚
目
以
降
の
「
先
坊
云
々
」
以
下
は
別
筆
と
さ
れ
る
。
内
箱
の
下
絵
は
昭

乗
、
蒔
絵
は
道
甫
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
巻
末
の
通
村
の
奥
書
に
は
、
為
家
の
真
跡
で
あ
る
こ
と
、
後
水

尾
院
の
叡
覧
に
か
か
っ
た
こ
と
、
代
々
至
宝
と
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
書
し
て
い
る
。
通
村
が
正
二
位
と
な
っ
た
寛

永
八
年
（
一
六
三
一
）
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
と
確
認
で
き
る（

11
（

。

此
一
冊
者
、
大
納
言
為
家
（
割
注
／
法
名
融
覚
。）
真
跡
也
。

以
家
本
書
寫
之
由
見
奥
書
。
抑
此
物
語

正
本
不
留
布
當
世
仍
備
。
仙
洞
御
覽

畢
尤
可
謂
絶
代
之
至
寶
者
也
。

　
　
　
　
　
　

正
二
位　

源　

通
村
（
花
押
）（
句
読
点
、
筆
者
）

　
「
紺
紙
金
銀
交
書
法
華
経　

巻
第
二
」
の
巻
末
の
奥
書
で
は
、
筆
跡
を
小
野
道
風
と
極
め
、
長
く
前
田
家
に
伝
来
し
た
こ
と

を
記
す（

11
（

。
此
法
華
経
第
二
巻
（
割
注
／
金
銀
字
。）
者
、
野
跡
之

真
書
絶
代
之
竒
観
也
。
當
世
翫
翰
墨

輩
秘
之
者
、
不
過
十
数
行
而
今
此

一
書
在
小
松
中
納
言
倉
庫
多
年
云
々
。

蓋
是
無
量
珍
寶
不
求
自
得
之
謂
乎
。

　
　
　
　
　
　
　

槐
蔭
散
木
通
村
（
朱
印
）　
（
句
読
点
、
筆
者
）
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こ
の
ほ
か
、藤
原
定
家
筆
「
十
五
首
和
歌
」
一
幅（

11
（

（
前
田
育
徳
会
所
蔵
）
に
も
通
村
が
関
係
す
る
書
状
が
付
属
す
る
。
こ
れ

は
、
乗
昭
が
所
持
し
て
い
た
も
の
が
遠
州
を
通
じ
て
利
常
所
持
に
移
っ
た
も
の
で
、「
寛
永
六
年
御
成
之
記
」
に
見
え
る
「
定

家
之
十
五
首　

大
幅
な
り
」
に
該
当
す
る
。
付
属
す
る
書
状
三
通
の
う
ち
「
年
未
詳
二
月
三
日
付
篠
屋
宗
澗マ

マ

宛
某
書
状
」
が

通
村
の
も
の
と
さ
れ（

11
（

、
定
家
の
筆
で
疑
い
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
年
未
詳
二
月
三
日
付
中
院
通
村
宛
冷
泉
為
頼
書

状
」
は
、
冷
泉
為
頼
（
一
五
七
六
―
一
六
二
七
）
が
定
家
の
真
跡
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
通
村
が
、
利
常
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
書
跡
に
奥
書
を
加
え
て
い
る
も
の
が
何
件
か
確
認
さ
れ
る
。
そ
の

筆
跡
は
歌
集
を
中
心
と
す
る
も
の
で
、
通
村
が
こ
れ
ら
の
鑑
定
に
優
れ
て
い
た
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、「
兼
好
歌

集
稿
本
」
の
よ
う
に
、
珍
し
い
筆
跡
を
見
る
こ
と
は
、
通
村
に
と
っ
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
前
述
の
「
入
道
右
大

臣
集
」
や
「
恵
慶
集
」
の
よ
う
に
透
写
さ
れ
た
も
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、「
兼
好
歌
集
稿
本
」
の
模
写
も
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
照
高
院
宮
道
晃
法
親
王
が
所
持
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
写
本
ま
で
が
制
作
さ
れ
た
。
通
村
の
も
と
に
利
常
が
収
集
し

た
書
跡
が
次
々
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
は
、
通
村
の
鑑
定
よ
る
書
跡
の
筆
者
の
保
証
や
権
威
付
け
だ
け
で
な
く
、
通
村
に
と
っ

て
も
有
益
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
更
に
通
村
は
、
利
常
の
頃
に
前
田
家
所
有
と
な
っ
た
書
跡
を
、
様
々
な
態
度
で
書
写

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
を
取
り
上
げ
た
い
。

　
（
二
）
歌
書
の
書
写

　

通
村
は
、
前
述
の
「
恵
慶
集
」
の
補
写
、「
兼
好
歌
集
稿
本
」
の
臨
写
の
ほ
か
に
も
、
様
々
な
態
度
で
前
田
家
伝
来
の
書
跡

を
書
写
し
て
い
る
。

　
『
尊
経
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』（
尊
経
閣
文
庫
、
一
九
三
九
年
）
に
は
、「
入
道
大
納
言
資
賢
卿
集　

元
和
九
年
模
寫
（
中

院
通
村
筆
）」、「
水
無
瀬
釣
殿
歌
合　
（
健
仁
二
年
）
一
名
水
無
瀬
釣
殿
當
座
六
首
歌
合
後
鳥
羽
天
皇
・
藤
原
定
家
詠　

寫
（
中

院
通
村
筆
）」
と
あ
る
。「
入
道
大
納
言
資
賢
卿
集
」
は
、
現
在
、
前
田
育
徳
会
の
所
蔵
で
な
く
、
確
認
す
る
こ
と
が
叶
わ
な

か
っ
た
が
、
通
村
に
よ
っ
て
模
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。『
尊
経
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
に
「
入
道
大
納
言
資

賢
卿
集　

壽
永
元
年
寫
（
藤
原
定
家
筆
）」、「
中
院
家
蔵
書
目
留（

11
（

」
に
「
資
賢
卿
集　

定
家
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
が
何
ら
か
の

関
連
を
持
つ
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。「
水
無
瀬
釣
殿
歌
合
」
一
帖
（
前
田
育
徳
会
所
蔵
）
は
、
前
田
育
徳
会
の
御
厚
意
に
よ
っ
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て
、
付
属
品
を
含
め
て
実
見
、
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
綴
葉
装
の
冊
子
本
で
、
表
紙
は
布
目
の
あ
る
料
紙
に

藍
と
紫
の
打
曇
が
施
さ
れ
て
い
る
。
本
紙
は
白
紙
で
、
表
紙
と
同
様
に
布
目
が
あ
る
が
、「
恵
慶
集
」
の
分
担
書
写
の
際
に
用

い
ら
れ
た
本
紙
と
同
様
の
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
こ
れ
を
納
め
る
木
製
の
箱
は
「
九
條
殿
御
集
」
と
同

じ
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
こ
れ
ら
は
、比
較
的
近
い
年
代
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。『
尊
経
閣
文
庫
国
書

分
類
目
録
』
に
「
寫
」
と
あ
る
通
り
、
模
写
で
は
な
く
自
身
の
書
き
ぶ
り
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、「
十
五
番
歌
合
」
の
補
写
で
あ
る
。
前
田
家
伝
来
の
一
巻
は
、
八
番
右
を
除
く
七
番
左
か
ら
十
一
番
左
ま

で
の
断
簡
八
首
が
利
常
の
も
と
に
入
り
、
不
足
分
の
二
十
二
首
は
通
村
に
よ
っ
て
補
写
さ
れ
、
一
巻
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の

だ
と
い
う（

11
（

。
胡
麻
竹
の
割
筒
に
納
め
ら
れ
、
表
に
「
十
五
番
歌
合
公
任
筆
書
嗣
内
府
」
と
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。
通
村
が
内
大

臣
に
な
っ
た
の
は
、
正
保
四
年
七
月
で
、
同
年
十
二
月
に
は
辞
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
割
筒
に
納
め
ら
れ
た
の
は
、
正
保
四

年
以
降
と
さ
れ
る（

11
（

。「
十
五
番
歌
合
」
は
、
舶
載
唐
紙
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、
通
村
筆
の
部
分
は
そ
れ
に
順
じ
て
唐
草
な
ど
が

施
さ
れ
た
倣
製
唐
紙
や
蠟
箋
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。
通
村
が
補
写
を
加
え
る
際
に
別
系
統
の
親
本
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
他
家
に
伝
存
し
て
い
る
断
簡
と
、
通
村
の
補
写
部
分
に
は
歌
の
差
異
が
あ
り
、
異
本
混
淆
の
本
文
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る（

11
（

。
他
家
に
伝
存
し
た
断
簡
と
通
村
の
補
写
を
比
較
す
る
と
、
使
用
さ
れ
て
い
る
字
母
は
異
な
っ
て
い
る
。
例
え

ば
、
一
番
右
の
関
戸
家
旧
蔵
の
断
簡
（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
【
図
2
】）
と
通
村
の
補
写
（【
図
3
】）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
和ワ

可ガ

や
ど
乃ノ

者ハ

那ナ

み
可ガ

天テ

／
ら
耳ニ

久ク

留ル

比ヒ

と
波ハ

ち
／
り
奈ナ

む
乃ノ

知チ

曽ゾ

こ
比ヒ

／
し
可カ

留ル

べ
幾キ

」、「
和ワ

可ガ

や
登ド

乃ノ

者ハ

那ナ

美ミ

可ガ

／
天テ

羅ラ

爾ニ

久ク

留ル

悲ヒ

と
波ト

知ハ

／
里リ

奈ナ

無ム

能ノ

遅チ

所ゾ

許コ

悲ヒ

之シ

／
駕カ

留ル

幣ベ

起キ

」
と
な
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
倣
書
と
い
う
形
で
補
写
を
行
っ
て

い
る（

1（
（

。

　

更
に
興
味
深
い
の
は
、
通
村
が
伝
称
筆
者
の
「
十
五
番
歌
合
模
本
」
一
巻
で
あ
る
（【
図
5
】・【
図
6
】）。
こ
れ
は
、
助
弘

倫
子
「
新
出
の
十
五
番
歌
合
模
本
と
そ
の
文
学
史
的
価
値
」（『
墨
美
』
第
一
八
八
号
、墨
美
社
、一
九
六
九
年
）
で
紹
介
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
今
一
度
そ
れ
を
確
認
す
る
と
、
本
紙
は
、
茶
、
薄
茶
、
赤
紫
な
ど
に
唐
草
や
亀
甲
な
ど
が
施
さ
れ
た
布
目
打

ち
の
倣
製
唐
紙
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
表
紙
は
紺
地
緞
子
で
唐
草
模
様
が
施
さ
れ
、
見
返
し
は
金
箔
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、
箱
や
奥
書
が
つ
い
て
お
ら
ず
、
所
伝
や
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で
模
写
さ
れ
た
の
か
、
誰
が
所
有
し
た
の
か
も
明
ら
か
と
さ

れ
て
い
な
い
。
制
作
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
が
、
利
常
の
蒐
集
に
際
し
、
こ
の
模
本
が
制
作
さ
れ
た
も
の
と

【
図
２
】「
十
五
番
歌
合
断
簡
」（「
東
京
国
立
博
物
館　

研
究
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」https://webarchives.

tnm
.jp/im

gsearch/show
/C

0083565　

二
〇
二
三
年
三
月
一
日
参
照
。）

【
図
3
】『
十
五
番
歌
合
：
尊
経
閣
叢
刊
』（
育
徳
財

団
、
一
九
三
二
年
）
所
収
。
※
前
田
育
徳
会
の
許
可

を
得
ず
し
て
の
複
製
、
転
載
は
禁
ず
る
。
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考
え
ら
れ
る
。
助
弘
氏
は
、「
そ
れ
ら
を
好
ん
だ
公
家
・
大
名
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う（

11
（

。」
と
し
、
前
田
家
に
伝
来
し

た
「
十
五
番
歌
合
」
と
の
関
連
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

前
田
家
伝
来
の
「
十
五
番
歌
合
」
と
比
較
す
る
と
、
藤
原
伊
房
筆
の
断
簡
の
部
分
は
、
臨
写
と
い
う
態
度
で
書
写
さ
れ
て

い
る
（【
図
4
】・【
図
5
】）。
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
通
村
の
補
写
と
同
様
に
倣
書
と
い
う
形
で
書
写
し
て
い
る
。
通
村
の

補
写
と
比
較
す
る
と
、
字
体
や
字
母
、
一
行
の
字
詰
め
は
異
な
っ
て
い
る
（【
図
3
】・【
図
6
】）。
ま
た
、
母
本
が
異
な
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
十
一
番
と
十
二
番
の
歌
が
顚
倒
し
、
他
家
に
伝
わ
っ
た
断
簡
と
比
較
し
て
も
本
文
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
通
村
の
補
写
と
模
本
か
ら
そ
の
書
写
態
度
を
見
て
い
く
と
、
双
鉤
填
墨
の
よ
う
な
搨
模
本
と
い
う
よ
り
は
、
通
村
が

過
眼
し
た
印
象
を
留
め
た
書
き
ぶ
り
で
、
得
意
と
し
た
上
代
様
の
よ
う
な
柔
ら
か
い
筆
致
で
あ
る
。
自
身
の
筆
意
が
強
く
反

映
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
伊
房
の
筆
跡
や
書
写
形
式
を
尊
重
し
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
通
村
は
、
書
写
、
模
写
、
補
写
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
態
度
で
、
前
田
家
に
伝
わ
っ
た
書
跡
を
揮
毫
し
て
い
る
。

臨
写
や
模
写
、
補
写
か
ら
は
、
定
家
、
兼
好
法
師
、
伊
房
と
い
っ
た
多
様
な
書
風
に
興
味
を
寄
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
風
に
対

応
し
て
書
写
し
て
い
た
様
子
も
窺
え
る
。
同
時
に
、
歌
人
と
し
て
非
常
に
高
い
鑑
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
同
時
代
の
能
書

の
光
広
ら
と
同
様
に
、
様
々
な
書
き
分
け
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、「
十
五
番
歌
合
」
に
見
る
よ
う
な
補
写
や
模

本
の
制
作
は
、
書
跡
が
次
々
と
断
簡
と
な
っ
て
い
く
時
代
に
、
も
と
の
形
式
や
筆
跡
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
態
度
も
見
て
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
章
で
は
、
利
常
と
の
交
流
か
ら
通
村
の
書
に
関
す
る
活
動
を
探
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
か
ら
は
、
絵
巻
形
式
の
源
氏
絵
と

い
っ
た
調
度
手
本
の
制
作
や
書
跡
の
誂
え
に
携
わ
っ
た
人
物
や
過
程
も
見
え
た
。
源
氏
絵
の
制
作
や
利
常
所
持
の
書
跡
の
誂

え
か
ら
は
、
絵
や
誂
え
に
も
通
村
の
趣
向
が
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
前
田
家
伝
来
の
書
跡
か
ら
は
、

奥
書
の
揮
毫
、
誂
え
の
ほ
か
、
様
々
な
態
度
で
書
跡
を
書
写
し
、
書
き
分
け
る
な
ど
、
能
書
と
し
て
の
通
村
の
手
腕
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
近
衛
信
尹
（
一
五
六
五
―
一
六
一
四
）
や
光
広
な
ど
、
江
戸
時
代
初
頭
の
公
家
ら
の
間
で

行
わ
れ
た
営
み
で
あ
り
、
通
村
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
文
化
戦
略
に
長
け
た
利
常
が
蒐
集
し
た
書
跡
に
深
く

通
村
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
、
通
村
が
後
水
尾
院
の
側
近
で
あ
り
、
高
い
階
級
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な
く
、
能

書
と
し
て
の
技
術
や
、
歌
書
を
中
心
と
し
た
書
跡
に
関
す
る
見
識
が
宮
廷
歌
人
の
中
で
も
高
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

【
図
４
】『
十
五
番
歌
合
：
尊
経
閣
叢
刊
』
所
収
。
※

前
田
育
徳
会
の
許
可
を
得
ず
し
て
の
複
製
、
転
載
は

禁
ず
る
。

【
図
５
】『
墨
美
』
第
一
八
八
号
（
墨
美
社
、一
九
六
九

年
）
所
収
。
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【
図
６
】『
墨
美
』
第
一
八
八
号
所
収
。

て
い
る
。

　

更
に
、
鑑
定
、
書
写
と
い
っ
た
様
々
な
能
書
活
動
を
展
開
し
た
通
村
が
貸
借
の
過
程
で
書
写
し
た
書
跡
は
、
学
問
の
成
果

と
し
て
流
布
さ
れ
て
い
く
。
歌
人
と
し
て
、
ま
た
能
書
、
鑑
定
家
と
し
て
評
価
の
高
い
通
村
が
そ
の
提
供
者
で
あ
る
こ
と
は
、

特
に
こ
の
時
代
に
お
い
て
書
跡
の
価
値
を
高
め
た
こ
と
だ
ろ
う
。
実
際
に
今
日
に
伝
わ
る
利
常
蒐
集
の
書
跡
は
、
テ
キ
ス
ト

と
し
て
も
、
筆
跡
と
い
う
面
に
お
い
て
も
非
常
に
優
れ
た
も
の
で
あ
り
、
通
村
は
こ
れ
ら
を
頻
繁
に
目
に
し
、
書
写
し
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
、
書
跡
を
介
し
た
通
村
と
利
常
の
交
流
は
、
単
に
一
方
的
な
提
供
者
と
享
受
者
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、

相
互
の
関
係
で
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
、
通
村
の
書
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
、『
中
院
通
村
日
記
』
を
中
心
と
し
た
日
記
史
料
と
、
利
常
と
の
交
流
と

い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
、
書
道
史
研
究
に
お
い
て
、
通
村
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は

稀
で
あ
っ
た
。
本
稿
も
ま
た
、
一
端
を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
通
村
に
着
目
し
、
活
動
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
江
戸
時
代

初
頭
の
能
書
と
し
て
主
格
を
担
っ
た
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
り
わ
け
、
通
村
の
書
に
関
す
る
活
動
は
、
後
水
尾
院
が
展
開
し
た
歌
学
を
中
心
と
す
る
文
化
活
動
の
動
向
を
引
き
受
け

た
も
の
で
あ
っ
た
。
後
水
尾
院
が
最
も
重
視
し
た
歌
学
を
支
え
た
通
村
は
、
歌
会
、
講
釈
、
禁
裏
で
の
書
写
活
動
や
蔵
書
整

理
な
ど
に
深
く
携
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
跡
の
鑑
定
や
能
書
と
し
て
の
才
が
磨
か
れ
た
と
い
え
る
。
日
記
史
料
か
ら

は
、
公
家
衆
の
短
冊
や
懐
紙
、
調
度
手
本
の
揮
毫
の
指
導
に
あ
た
る
通
村
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
ま
た
、
宮
廷
で

築
か
れ
た
書
文
化
が
通
村
を
介
し
て
様
々
な
階
級
の
人
々
へ
享
受
さ
れ
て
い
く
様
相
が
垣
間
見
え
た
。
特
に
、
忠
総
や
利
常

と
い
っ
た
権
力
を
持
っ
た
大
名
と
の
結
び
つ
き
は
、
幕
府
に
よ
る
統
制
が
影
響
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
定
家
の
筆
跡
や
『
源

氏
物
語
』
の
愛
好
と
い
っ
た
家
康
を
中
心
と
し
た
武
家
社
会
の
趣
向
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
宮
廷
サ
ロ
ン
で
最
も
高

い
文
化
力
と
権
威
を
持
っ
た
一
人
で
あ
る
通
村
か
ら
筆
跡
に
つ
い
て
保
証
を
得
た
り
、
源
氏
学
を
享
受
す
る
こ
と
に
価
値
が

見
い
だ
さ
れ
て
い
た
背
景
を
再
認
識
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
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利
常
と
の
交
流
か
ら
は
、
多
種
多
様
な
通
村
の
書
に
関
す
る
活
動
の
詳
細
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。『
中
院
通
村
日
記
』
か

ら
は
、『
源
氏
物
語
』
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
絵
巻
形
式
の
調
度
手
本
や
、「
入
道
右
大
臣
集
」、「
恵
慶
集
」
と
い
っ
た
書
跡
が

誂
え
ら
れ
る
ま
で
の
成
立
事
情
に
、
通
村
が
深
く
携
わ
り
、
時
に
は
意
匠
を
凝
ら
し
て
い
た
様
相
が
窺
わ
れ
た
。
前
田
家
伝

来
の
書
跡
か
ら
は
、
通
村
の
鑑
定
や
、「
恵
慶
集
」、「
入
道
右
大
臣
集
」
に
見
る
定
家
の
筆
跡
の
模
写
、「
十
五
番
歌
合
」、

「
十
五
番
歌
合
模
本
」
に
見
る
伊
房
の
筆
跡
の
臨
写
、
倣
書
的
な
態
度
で
の
補
写
等
、
能
書
と
し
て
の
通
村
の
姿
が
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
両
者
の
交
流
は
、
京
と
加
賀
の
高
い
文
化
力
を
お
互
い
に
享
受
し
、
誇
示
し
合
う
強
い
信
頼

関
係
で
成
り
立
っ
て
い
た
も
の
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
書
道
史
研
究
で
は
、
主
に
古
筆
鑑
定
に
優
れ
た
人
物
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
鑑
定
の
ほ
か

に
「
恵
慶
集
」、「
十
五
番
歌
合
」、「
八
代
集
」、「
和
漢
朗
詠
集
」
に
見
る
よ
う
な
補
写
も
、
通
村
の
優
れ
た
仕
事
で
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
た
い
。『
隔
蓂
記
』
正
保
四
年
十
一
月
二
十
九
日
条
か
ら
慶
安
元
年
五
月
二
十
一
日
条
に
か
け
て
記
載
さ
れ

る
、
妙
法
院
堯
然
法
親
王
が
補
写
を
行
い
、
通
村
が
奥
書
を
揮
毫
し
た
「
家
隆
筆
之
伊
勢
物
語
之
一
冊
」
し
か
り
、
手
鑑
編

集
の
流
行
な
ど
に
伴
っ
て
書
跡
が
断
簡
と
な
っ
て
い
っ
た
時
代
に
、
書
跡
の
不
足
を
補
い
、
誂
え
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
興

味
深
い
。

　

本
稿
を
通
し
て
、
通
村
を
取
り
囲
み
、
文
化
活
動
を
支
え
た
絵
師
、
経
師
、
儒
者
と
い
っ
た
人
々
の
名
が
見
え
、
様
々
な

階
級
の
人
々
が
入
り
混
じ
っ
て
成
立
し
た
寛
永
文
化
の
一
端
も
見
え
て
き
た
。
一
方
、
通
村
の
交
流
は
、
後
水
尾
院
の
近
習

に
偏
り
、
狭
い
範
囲
に
留
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
散
り
散
り
と
な
っ
て
い
た
通
村
の
書
に
ま
つ
わ
る
史
料
の
一
部
を
整
理
す
る
こ
と
に
時
間

を
要
し
、
概
括
す
る
こ
と
に
留
ま
っ
た
。
能
書
と
し
て
の
通
村
を
書
道
史
上
に
位
置
付
け
る
に
は
、
更
な
る
史
料
を
発
掘
し

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
通
村
の
書
風
な
ど
に
つ
い
て
も
、
深
く
言
及
す
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
。
近

世
初
頭
の
書
道
史
上
に
新
し
い
知
見
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
更
な
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。
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〈
注
〉

（
1
）
後
水
尾
院
（
一
五
九
六
―
一
六
八
〇
）
の
天
皇
と
し
て
の
在
位
は
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
か
ら
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
ま
で
で
あ
る
。
譲

位
後
は
四
代
の
天
皇
の
後
見
人
と
し
て
院
政
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
天
皇
と
し
て
の
在
位
期
間
も
後
水
尾
院
と
呼
称
し
て
統
一
す
る
。

（
2
）
歌
学
研
究
に
お
い
て
は
、
現
代
の
視
点
か
ら
源
氏
学
の
謂
い
を
用
い
て
い
る
。
酒
井
茂
幸
『
禁
裏
本
歌
書
の
蔵
書
史
的
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
九
年
）
の
「
第
八
章　

近
世
天
皇
家
へ
の
古
典
学
の
継
承
」
参
照
。

（
3
）『
中
院
通
村
日
記
』
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
七
月
十
七
日
条
、
十
九
日
条
、
二
十
日
条
に
は
、
中
院
通
村
（
一
五
八
八
―
一
六
五
三
）
が
な
ぜ

自
分
が
こ
の
役
目
を
す
る
の
か
、
そ
の
重
大
さ
な
ど
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
同
年
十
月
一
日
条
に
は
、
幕
府
か
ら
報
奨
と
し
て
山
城
国
乙
訓
郡
上
久

世
村
に
采
地
を
加
賜
さ
れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
る
。

（
4
）
ほ
か
に
、
本
田
慧
子
「
後
水
尾
院
の
禁
中
御
学
問
講
」（『
書
陵
部
紀
要
』
第
二
九
号
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九
七
三
年
）
で
は
、
後
水
尾
院
が

行
っ
た
「
禁
中
御
学
問
講
」
の
内
容
の
変
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
指
導
者
と
し
て
通
村
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
酒
井
、
前
掲
『
禁
裏
本

歌
書
の
蔵
書
史
的
研
究
』
の
「
第
六
章　

後
水
尾
天
皇
の
歌
書
の
書
写
活
動
と
禁
裏
文
庫
」、「
第
八
章　

近
世
天
皇
家
へ
の
古
典
学
の
継
承
」
に
お

い
て
も
、
通
村
が
歌
壇
の
中
心
と
し
て
書
写
活
動
や
後
水
尾
院
に
源
氏
学
を
指
導
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
大
和
絵
の
研
究
か
ら
は
、
河
田
昌

之
「「
源
氏
物
語
手
鑑
」
考
」（『
源
氏
物
語
手
鑑
研
究
』
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
、
一
九
九
二
年
）、
文
学
研
究
で
は
、
長
坂
成
行
『
篠
屋
宗
礀

と
そ
の
周
縁
―
近
世
初
頭
・
京
洛
の
儒
生
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
で
通
村
の
書
の
活
動
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

（
5
）
こ
の
ほ
か
、
笠
嶋
忠
幸
『
日
本
美
術
に
お
け
る
「
書
」
の
造
形
史
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
が
あ
り
、「
第
六
章　

近
世
に
お
け
る

能
書
活
動
と
制
作
意
識
―
烏
丸
光
廣
を
め
ぐ
っ
て
」
の
中
で
、
通
村
の
書
跡
の
書
写
や
透
写
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

（
6
）
小
松
茂
美
『
古
筆
』（
講
談
社
、
一
九
七
二
年
）、
一
三
五
―
一
三
六
頁
参
照
。

（
7
）
伝
藤
原
公
任
筆
「
太
田
切
和
漢
朗
詠
集
」
二
巻
（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
所
蔵
）
の
零
本
の
う
ち
、
上
巻
の
古
筆
了
仲
（
一
六
五
六
―
一
七
三
六
）

の
跋
文
に
、
通
村
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
伝
源
実
朝
筆
「
中
院
切
」
は
、
通
村
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
か
ら
呼
ば
れ
る
。

（
8
）
小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
』
上
（
講
談
社
、
一
九
七
〇
年
）
の
「
書
流
系
譜
の
諸
本
」
を
参
照
（
三
九
三
―
四
二
八
頁
）。

（
9
）
前
田
利
家
（
一
五
三
八
―
九
九
）
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
二
代
藩
主
、
前
田
利
長
（
一
五
六
二
―
一
六
一
四
）
の
嗣
子
と
な
る
こ
と
を
機

に
、
初
名
を
利
光
と
す
る
。
寛
永
六
年
に
肥
前
守
を
称
し
て
利
常
と
改
め
た
。
四
代
藩
主
の
前
田
綱
紀
（
一
六
四
三
―
一
七
二
四
）
の
後
見
人
と
し

て
藩
政
を
補
佐
し
た
。

（
10
）
前
田
家
伝
来
の
書
跡
に
通
村
の
考
證
に
よ
っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、『
伝
藤
原
行
成
筆　

関
戸
本
古
今
和
歌
集
』（
書
芸
文
化
院
、
一
九
六
三

年
）
の
解
説
で
、
飯
島
春
敬
が
指
摘
し
て
い
る
（
一
三
頁
）。

（
11
）
寛
永
文
化
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
川
嶋
将
生
『
中
世
京
都
文
化
の
周
縁
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
二
年
）、
熊
倉
功
夫
『
熊
倉
功
夫
著
作
集
第

五
巻　

寛
永
文
化
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
上
に
は
、「
明
治
十
七
年
五
月
二
十
三
日
華
族
中
院
通
富
蔵
書
ヲ
寫
ス
／
二
級
寫
字
生
水
上
昌
言
／
四
等
掌
記
瀧
澤
規
道
校
／
京
都
帝
国
大
学
保

管
中
院
通
村
日
記
ニ
依
リ
校
訂
朱
字
／
ヲ
加
フ
」、
中
に
は
「
三
級
寫
字
生
山
中
政
篤
寫
／
四
等
掌
記
瀧
澤
規
道
校
」、
下
に
は
「
明
治
十
七
年
五
月

二
十
六
日
華
族
中
院
通
富
蔵
書
ヲ
寫
ス
／
三
級
寫
字
生
山
中
政
篤
／
四
等
掌
記
瀧
澤
規
道
校
」
と
奥
書
が
あ
る
。

（
13
）
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
中
院
文
庫
」、https://rm

da.kulib.kyoto-u.ac.jp/collection/nakanoin

（
二
〇
二
三
年

三
月
一
日
参
照
）。
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（
14
）『
時
慶
記
』
は
、
西
洞
院
時
慶
（
一
五
五
二
―
一
六
三
九
）
の
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
か
ら
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
ま
で
の
日
記
で
あ

る
。
翻
刻
本
は
、時
慶
記
研
究
会
編
『
時
慶
記
』
第
一
―
六
巻
（
臨
川
書
店
、二
〇
〇
一
―
一
九
年
）
の
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
ま
で
を
用
い
た
。

『
慶
長
日
件
録
』
は
、船
橋
秀
賢
（
一
五
七
五
―
一
六
一
四
）
の
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
か
ら
同
十
八
年
（
一
六
一
三
）
ま
で
の
日
記
で
あ
る
。
翻

刻
本
は
、
山
本
武
夫
校
訂
『
史
料
纂
集
古
記
録
編　

第
六
〇
回
配
本　

慶
長
日
件
録
』
一
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
一
年
）、『
史
料
纂
集
古

記
録
編　

第
一
〇
七
回
配
本　

慶
長
日
件
録
』
二
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
六
年
）
を
用
い
た
。『
泰
重
卿
記
』
は
、
土
御
門
泰
重
（
一
五

八
六
―
一
六
六
一
）
の
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
か
ら
正
保
五
年
（
一
六
四
八
）
ま
で
の
日
記
で
あ
る
。
翻
刻
本
は
、
武
部
敏
夫
・
川
田
貞
夫
・

本
田
慧
子
校
訂
『
史
料
纂
集
古
記
録
編　

第
九
五
回
配
本　

泰
重
卿
記
』
一
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
三
年
）、『
史
料
纂
集
古
記
録
編　

第

一
一
三
回
配
本　

泰
重
卿
記
』
二
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
八
年
）、『
史
料
纂
集
古
記
録
編　

第
一
三
八
回
配
本　

泰
重
卿
記
』
三
（
続
群

書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
四
年
）
の
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
ま
で
を
用
い
た
。『
隔
蓂
記
』
は
鳳
林
承
章
（
一
五
九
三
―
一
六
六
八
）
の
寛
永
十

二
年
（
一
六
五
三
）
か
ら
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
ま
で
の
日
記
で
あ
る
。
翻
刻
本
は
、
赤
松
俊
秀
校
訂
『
隔
蓂
記
』
全
七
巻
（
思
文
閣
出
版
、
二

〇
〇
六
年
）
を
用
い
た
。
翻
刻
、
引
用
に
お
い
て
は
、
新
字
、
旧
字
、
俗
字
、
別
字
の
混
同
を
避
け
る
た
め
に
、
統
一
し
た
も
の
も
あ
る
。

（
15
）
慶
長
二
十
年
か
ら
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
十
一
月
ま
で
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料
』
第
一
二
編
之
一
―
四
六
（
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
六
八
―
七
七
年
）、
第
一
二
編
之
四
七
―
六
二
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
一
九
七
七
―
二
〇
二
〇
年
）
に
部
分
的
に
翻
刻
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
も
参
考
と
し
た
。

（
16
）「
女
硯
」
は
、
い
く
つ
に
も
重
な
る
立
田
山
の
図
で
、
上
の
山
に
は
葉
の
無
い
楓
木
、
端
の
山
に
は
立
木
紅
葉
に
金
と
粉
と
鳥
居
が
あ
り
、
下
の

山
に
は
川
に
散
っ
た
紅
葉
が
描
か
れ
、
裏
は
、
難
波
海
の
よ
う
で
、
芦
、
千
鳥
、
月
、
鶴
が
施
さ
れ
て
い
た
。「
男
硯
」
は
、
垣
が
あ
る
黒
漆
箱
に

橘
樹
の
花
が
散
っ
た
も
の
で
、
裏
は
梨
子
地
に
橘
実
、
蓋
の
裏
屋
に
は
、
簾
枕
等
が
施
さ
れ
て
い
た
。

（
17
）『
大
覚
寺
文
書
』
下
巻
（
大
覚
寺
、
一
九
七
〇
年
）
の
翻
刻
に
よ
っ
た
。

（
18
）
谷
端
昭
夫
『
公
家
茶
道
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
や
、
酒
井
、
前
掲
『
禁
裏
本
歌
書
の
蔵
書
史
的
研
究
』
の
「
第
六
章　

後
水

尾
天
皇
の
歌
書
の
書
写
活
動
と
禁
裏
文
庫
」
な
ど
が
あ
る
。

（
19
）
酒
井
、
前
掲
『
禁
裏
本
歌
書
の
蔵
書
史
的
研
究
』
の
「
第
六
章　

後
水
尾
天
皇
の
歌
書
の
書
写
活
動
と
禁
裏
文
庫
」
で
詳
し
い
研
究
が
な
さ
れ

て
い
る
。

（
20
）
続
く
元
和
四
年
六
月
九
日
条
に
は
、「
御
書
籍
目
録
及
薄
暮
仕
立
候
。
中
院
・
予
召
御
学
文
所
、
目
録
之
様
子
申
上
候
。
各
退
出
也
。」（
句
点
、

筆
者
）
と
あ
る
。

（
21
）
泰
重
も
中
院
流
に
属
す
が
、
清
書
を
通
村
に
送
っ
て
い
る
こ
と
が
『
泰
重
卿
記
』
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
二
月
十
三
日
条
な
ど
に
見
え
る
。

（
22
）
近
し
い
間
柄
で
の
短
冊
の
揮
毫
な
ど
は
、
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
日
野
資
勝
（
一
五
七
七
―
一
六
三
九
）
も
親
戚
関
係
に
当
た
る

対
馬
国
府
中
藩
二
代
藩
主
の
宗
義
成
（
一
六
〇
四
―
五
七
）
の
た
め
に
、
色
紙
、
扇
色
紙
、
短
冊
の
揮
毫
を
公
家
衆
に
依
頼
し
て
い
る
。
そ
の
記
載

は
、『
資
勝
卿
記
』
元
和
七
年
六
月
八
日
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
見
え
る
（
元
和
七
年
六
月
八
日
条
、
十
日
条
、
十
三
日
条
、
十
四
日
条
、
十
七

日
条
、
二
十
一
日
条
、
二
十
四
日
条
、
二
十
六
日
条
、
二
十
七
日
条
、
二
十
八
日
条
）。

（
23
）
前
掲
、
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
中
院
文
庫
」
参
照
。

（
24
）
長
坂
、
前
掲
『
篠
屋
宗
礀
と
そ
の
周
縁
―
近
世
初
頭
・
京
洛
の
儒
生
』
の
「
第
八
章　

宗
礀
と
中
院
通
村
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
25
）
小
松
、
前
掲
『
日
本
書
流
全
史
』
上
の
「
書
流
系
譜
の
諸
本
」
を
参
照
（
三
九
三
―
四
二
八
頁
）。
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（
26
）
通
村
に
よ
っ
て
補
写
さ
れ
た
も
の
に
は
、「
和
漢
朗
詠
集
」
二
巻
（
関
西
大
学
図
書
館
生
田
文
庫
所
蔵
）
な
ど
も
あ
り
、
古
筆
了
仲
と
佐
藤
栄
中

の
極
書
に
よ
っ
て
、
上
巻
は
墨
付
三
十
六
枚
の
う
ち
三
十
五
枚
が
藤
原
為
家
筆
、
一
枚
は
通
村
の
補
写
、
下
巻
は
墨
付
三
十
四
枚
の
う
ち
十
四
枚
が

藤
原
行
能
筆
、
十
九
枚
が
通
村
の
補
写
、
一
枚
が
武
者
小
路
実
陰
（
一
六
六
一
―
一
七
三
八
）
の
補
写
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
27
）
徳
川
秀
忠
（
一
五
七
九
―
一
六
三
二
）
が
病
床
に
あ
っ
た
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）、大
火
で
焼
失
し
た
金
沢
城
の
修
築
の
無
行
、船
舶
の
購
入
、

大
坂
の
陣
に
お
け
る
家
臣
へ
の
追
賞
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
で
、
幕
府
に
謀
反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
28
）
利
常
の
文
化
政
策
に
関
し
て
は
、『
加
賀
前
田
家　

百
万
石
の
名
宝
―
尊
経
閣
文
庫
の
名
品
を
中
心
に
―
』（
石
川
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
五
年
）

や
、
菊
池
紳
一
『
加
賀
前
田
家
と
尊
経
閣
文
庫
―
文
化
財
を
守
り
、
伝
え
た
人
々
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
考
に
し
た
。

（
29
）
前
掲
『
加
賀
前
田
家　

百
万
石
の
名
宝
―
尊
経
閣
文
庫
の
名
品
を
中
心
に
―
』、
一
五
四
頁
参
照
。

（
30
）『
国
宝　

土
佐
日
記
』（
財
団
法
人
前
田
育
徳
会
、
二
〇
〇
九
年
）、
一
四
頁
参
照
。

（
31
）
前
掲
『
国
宝　

土
佐
日
記
』、
一
五
頁
参
照
。

（
32
）「
金
沢
本
万
葉
集
」
の
巻
二
と
巻
四
を
一
帖
に
合
わ
せ
た
も
の
は
、
前
田
家
か
ら
明
治
天
皇
に
献
上
さ
れ
た
。

（
33
）
利
常
が
蒐
集
し
た
書
跡
は
、
春
名
好
重
解
説
『
加
賀
前
田
家
伝
来
古
筆
切　

手
鑑　

野
邊
の
み
ど
り
』（
淡
交
社
、
一
九
七
二
年
）
で
多
く
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

（
34
）
春
名
、
前
掲
『
加
賀
前
田
家
伝
来
古
筆
切　

手
鑑　

野
邊
の
み
ど
り
』、
一
三
頁
参
照
。

（
35
）
河
田
、
前
掲
「「
源
氏
物
語
手
鑑
」
考
」
の
中
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
36
）
書
流
に
つ
い
て
は
、
小
松
、
前
掲
『
日
本
書
流
全
史
』
上
、「
書
流
系
譜
の
諸
本
」
を
参
照
（
三
九
三
―
四
二
八
）。

（
37
）
小
松
、
前
掲
『
日
本
書
流
全
史
』
上
、「
書
流
系
譜
の
諸
本
」
を
参
照
（
三
九
三
―
四
二
八
頁
）。

（
38
）「
源
氏
物
語
手
鑑
」
の
制
作
年
代
、
手
鑑
の
依
頼
者
と
斡
旋
者
は
、『
言
緒
卿
記
』
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
七
月
三
十
日
条
で
、
山
科
言
緒

（
一
五
七
七
―
一
六
二
〇
）
が
書
写
し
た
源
氏
の
詞
書
が
「
源
氏
物
語
手
鑑
」
と
合
致
す
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
（
山
根
有
三
「
土
佐
光
吉

と
そ
の
関
屋
・
御
幸
・
浮
舟
図
屏
風
」『
国
華
』
七
四
九
、
七
五
〇
号
、
国
華
社
、
一
九
五
四
年
）。

（
39
）
河
田
、
前
掲
「「
源
氏
物
語
手
鑑
」
考
」
で
は
、「
源
氏
物
語
手
鑑
」
に
つ
い
て
、
通
村
の
美
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る

（
一
一
二
頁
）。

（
40
）
浜
野
真
由
美
「
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
「
調
度
手
本
」
の
成
立
事
情
―
『
西
笑
和
尚
文
案
』
を
手
掛
か
り
に
―
」（『M

useum

』
六
七
二
号
、二

〇
一
八
年
）
は
、
公
家
か
ら
武
家
へ
の
調
度
手
本
の
需
給
の
様
相
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
調
度
手
本
が
非
常
に
長
い
月
日
を
か
け
て
制
作

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
述
べ
る
（
二
五
頁
）。

（
41
）
小
松
、
前
掲
『
日
本
書
流
全
史
』
上
（
七
〇
―
七
一
頁
）、
笠
嶋
、
前
掲
『
日
本
美
術
に
お
け
る
「
書
」
の
造
形
史
』
の
「
第
六
章　

近
世
に
お

け
る
能
書
活
動
と
制
作
意
識
―
烏
丸
光
廣
を
め
ぐ
っ
て
」（
二
〇
八
―
二
〇
九
頁
）
を
参
照
。

（
42
）
笠
嶋
、
前
掲
『
日
本
美
術
に
お
け
る
「
書
」
の
造
形
史
』
の
「
第
六
章　

近
世
に
お
け
る
能
書
活
動
と
制
作
意
識
―
烏
丸
光
廣
を
め
ぐ
っ
て
」、

二
〇
八
―
二
〇
九
頁
参
照
。

（
43
）
高
田
智
仁
「
江
戸
時
代
日
記
史
料
に
み
る
近
世
宮
廷
社
会
の
古
書
跡
の
諸
相
」（『
公
益
財
団
法
人
日
本
習
字
教
育
財
団　

学
術
研
究
助
成
成
果

論
文
集
』
一
、
日
本
習
字
教
育
財
団
、
二
〇
一
五
年
）
は
、
後
水
尾
院
の
指
示
な
ど
に
よ
っ
て
、
手
習
い
の
た
め
に
透
写
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
（
五
二
―
五
三
頁
）。
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（
44
）『
尊
経
閣
叢
刊
：
入
道
右
大
臣
集
』（
侯
爵
前
田
家
育
徳
財
団
、
一
九
四
三
年
）
の
池
田
亀
鑑
の
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
45
）
前
掲
『
尊
経
閣
叢
刊
：
入
道
右
大
臣
集
』
の
池
田
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
（
四
頁
）。

（
46
）『
恵
慶
集
：
尊
経
閣
叢
刊
』（
育
徳
財
団
、
一
九
三
五
年
）、『
金
沢
市
中
村
記
念
美
術
館　

所
蔵
品
図
録
一
』
書
画
編
（
財
団
法
人
金
沢
市
文
化

保
存
財
団
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
47
）
前
掲
『
恵
慶
集
：
尊
経
閣
叢
刊
』
解
説
で
は
、
正
保
四
年
（
一
六
一
七
）
七
月
よ
り
以
前
と
し
て
い
る
（
七
頁
）。

（
48
）『
日
本
名
筆
選
一
九　

関
戸
本
古
今
集　

伝
藤
原
行
成
筆
』（
二
玄
社
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。

（
49
）
兼
好
自
筆
「
兼
好
歌
集
稿
本
」
一
帖
（
前
田
育
徳
会
所
蔵
）
は
、『
兼
好
自
選
家
集
：
尊
経
閣
叢
刊
』（
育
徳
財
団
、
一
九
三
〇
年
）、
前
掲
『
加

賀
前
田
家　

百
万
石
の
名
宝
―
尊
経
閣
文
庫
の
名
品
を
中
心
に
―
』、
藤
原
為
家
筆
「
大
和
物
語
」
一
帖
（
宮
内
庁
所
蔵
）
は
、『
大
和
物
語
：

尊
経
閣
叢
刊
』（
育
徳
財
団
、
一
九
三
六
年
）、
伝
小
野
道
風
筆
「
紺
紙
金
銀
交
書
法
華
経　

巻
第
二
」
一
巻
（
五
島
美
術
館
所
蔵
）
は
、『
時
代
の

美　

五
島
美
術
館
・
大
東
急
記
念
文
庫
の
精
華
』
第
一
部
（
五
島
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
翻
刻
の
引
用
に
あ

た
っ
て
、
新
字
、
旧
字
、
異
体
字
の
混
同
を
避
け
る
た
め
に
統
一
し
た
も
の
も
あ
る
。

（
50
）
前
掲
『
兼
好
自
選
家
集
：
尊
経
閣
叢
刊
』
の
解
説
参
照
。

（
51
）
稲
田
利
徳
「「
兼
好
自
撰
家
集
」
の
伝
本
の
流
布
状
況
（
上
）」（『
岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
』
一
〇
一
巻
、
岡
山
大
学
教
育
学
部
、
一
九

九
六
年
）、
四
頁
参
照
。
前
掲
『
兼
好
自
選
家
集
：
尊
経
閣
叢
刊
』
の
解
説
参
照
。

（
52
）
前
掲
『
大
和
物
語
：
尊
経
閣
叢
刊
』
の
解
説
参
照
。

（
53
）
前
掲
『
時
代
の
美　

五
島
美
術
館
・
大
東
急
記
念
文
庫
の
精
華
』
第
一
部
の
解
説
参
照
。

（
54
）
前
掲
『
加
賀
前
田
家　

百
万
石
の
名
宝
―
尊
経
閣
文
庫
の
名
品
を
中
心
に
―
』（
一
八
三
―
一
八
四
頁
）
や
、
長
坂
、
前
掲
『
篠
屋
宗
礀
と

そ
の
周
縁
―
近
世
初
頭
・
京
洛
の
儒
生
』
の
「
第
五
章　

中
院
通
勝
の
源
氏
講
釈
と
浅
井
左
馬
助
・
烏
丸
光
広
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
（
八
六
―

九
二
頁
）。

（
55
）
長
坂
、
前
掲
「
第
五
章　

中
院
通
勝
の
源
氏
講
釈
と
浅
井
左
馬
助
・
烏
丸
光
広
」（『
篠
屋
宗
礀
と
そ
の
周
縁
―
近
世
初
頭
・
京
洛
の
儒
生
』）
は
、

通
村
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
と
す
る
が
、
花
押
が
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
異
な
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
（
九
〇
―
九
一
頁
）。

（
56
）
前
掲
、
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
中
院
文
庫
」
参
照
。

（
57
）
前
田
育
徳
会
の
御
厚
意
で
、
実
見
、
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

（
58
）
前
田
育
徳
会
に
よ
る
と
、
修
復
を
経
て
、
紐
と
発
双
が
新
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

（
59
）
堀
江
知
彦
「
伝
公
任
筆　

十
五
番
歌
合
」（『
墨
美
』
第
一
八
八
号
、
墨
美
社
、
一
九
六
九
年
）、
二
頁
参
照
。

（
60
）
助
弘
倫
子
「
新
出
の
十
五
番
歌
合
模
本
と
そ
の
文
学
史
的
価
値
」（『
墨
美
』
第
一
八
八
号
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
61
）
翻
刻
は
、『
十
五
番
歌
合
：
尊
経
閣
叢
刊
』（
育
徳
財
団
、
一
九
三
二
年
）
の
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
62
）
助
弘
、
前
掲
「
新
出
の
十
五
番
歌
合
模
本
と
そ
の
文
学
史
的
価
値
」、
二
九
頁
参
照
。
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一
、
は
じ
め
に

　
「
缺
筆
」と
は
避
諱
の
一
方
法
で
あ
る
。
該
当
す
る
文
字
の
一
画
を
省
き
皇
帝
を
は
じ
め
と
す
る
尊
長
者
の
諱
を
筆
写
す
る

方
法
で
あ
る
が
、
そ
の
発
生
は
唐
代
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

1
（

。
現
在
の
避
諱
研
究
は
陳
垣
『
史
諱
挙
例
』
を
端
緒
に
体

系
的
な
整
理
が
進
め
ら
れ
、
主
に
史
学
・
書
誌
学
・
言
語
学
の
分
野
で
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た（

2
（

。
陳
垣
は
『
史
諱
挙
例
』
に

て
「
避
諱
学
」
と
い
う
学
問
を
提
唱
し
た
が
、
こ
れ
は
避
諱
を
校
勘
学
及
び
考
古
学
に
応
用
す
る
歴
史
補
助
学
に
該
当
す
る

と
述
べ
て
い
る（

3
（

。
書
写
年
代
の
推
定
や
古
文
書
の
真
偽
の
判
断
に
避
諱
を
利
用
す
る
こ
と
は
現
在
に
於
い
て
も
必
要
な
手
続

き
の
一
つ
で
あ
り
、
文
献
資
料
を
扱
う
者
に
と
っ
て
、
避
諱
学
は
未
だ
有
用
で
あ
る
。
近
年
で
は
王
建
『
避
諱
辞
典
』（
汲
古

書
院
、
一
九
九
七
）、
王
彦
坤
編
『
歴
代
避
諱
字
彙
典
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
）、
向
熹
『
漢
語
避
諱
研
究
』（
商
務
印
書
館
、

二
〇
一
六
）
等
の
、
諱
の
単
字
索
引
を
備
え
た
辞
書
的
性
格
を
有
す
る
先
行
研
究
が
刊
行
さ
れ
、
比
較
的
容
易
に
避
諱
用
例

を
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
の
避
諱
研
究
は
避
諱
に
ま
つ
わ
る
個
別
の
事
例
を
検
証
し
、
帰
納
的
に

避
諱
と
い
う
習
俗
を
捉
え
、
よ
り
広
い
分
野
に
避
諱
を
活
用
し
て
い
く
段
階
に
あ
る
と
考
え
る
。

　

先
の
先
行
研
究
は
、
人
名
・
地
名
を
は
じ
め
と
し
た
豊
富
な
避
諱
用
例
を
断
代
的
に
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し

な
が
ら
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
採
録
範
囲
は
稍
々
文
献
資
料
に
集
中
し
て
お
り
、
石
刻
資
料
・
肉
筆
資
料
内
の
避
諱
用
例
を

個
別
に
取
り
上
げ
て
は
お
ら
ず
、
ま
た
缺
筆
に
関
し
て
は
代
表
的
な
事
例
を
提
示
す
る
に
と
ど
ま
り
、
缺
筆
の
網
羅
的
な
調

査
は
行
わ
れ
て
い
な
い（

4
（

。
唐
代
以
前
は
該
当
の
文
字
を
同
義
の
別
字
に
置
き
換
え
る
「
改
字
」
や
、
該
当
の
文
字
を
書
く
べ

　
　
初
唐
の
缺
筆
研
究

早
川
桂
央
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き
箇
所
を
空
白
に
す
る
「
空
字
」
と
い
う
避
諱
方
法
が
主
だ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
初
唐
に
新
た
に
現

れ
た
缺
筆
は
画
期
的
な
避
諱
方
法
で
あ
る
と
言
え
る
。
唐
代
に
現
れ
た
缺
筆
と
い
う
避
諱
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
石

刻
・
肉
筆
の
両
資
料
か
ら
個
別
に
缺
筆
用
例
を
列
挙
し
、
そ
の
概
観
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
竇
懐
永
『
敦
煌
文
献
避
諱
研
究
』
は
敦
煌
文
献
内
に
現
れ
る
避
諱
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ
、
南
北
朝
か
ら
五
代
に

わ
た
る
避
諱
方
法
を
断
代
的
に
整
理
し
、
詳
細
な
分
析
を
行
っ
た
大
著
で
あ
る
。
本
稿
に
於
い
て
も
敦
煌
文
献
内
の
避
諱
方

法
の
概
要
や
避
諱
字
と
俗
字
と
の
関
係
性
な
ど
、
大
い
に
参
考
に
な
っ
た（

5
（

。

　

本
研
究
で
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
調
査
対
象
を
敦
煌
文
献
内
の
唐
代
宮
廷
写
経
群
と
初
唐
期
の
石
刻
資
料
に
絞

り
、
現
れ
る
缺
筆
例
を
調
査
し
て
い
く
。
石
刻
資
料
と
共
に
、
朝
廷
か
ら
の
指
導
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
宮
廷
写
経
群
を
調
査

す
る
こ
と
で
、
缺
筆
発
生
時
の
公
的
規
範
や
避
諱
運
用
の
意
識
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
缺
筆
は
初
唐

期
に
開
発
さ
れ
、
中
華
民
国
の
建
国
以
前
ま
で
使
用
さ
れ
続
け
た
避
諱
方
法
で
あ
る
た
め
、
初
唐
期
の
缺
筆
規
定
が
後
代
の

モ
デ
ル
と
成
り
得
る
可
能
性
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
缺
筆
発
生
時
の
状
況
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
文
字
資
料
の
年
代
推
定

に
、
よ
り
正
確
な
指
針
を
与
え
る
と
共
に
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
缺
筆
に
よ
り
変
化
し
た
漢
字
字
形

の
変
遷
に
つ
い
て
も
言
及
で
き
る
と
考
え
る（

6
（

。
本
研
究
を
缺
筆
に
関
す
る
避
諱
研
究
の
端
緒
に
位
置
付
け
た
い
。

　

な
お
本
研
究
は
缺
筆
の
発
生
当
初
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
、
便
宜
的
に
「
初
唐
」
と
い
う
時

代
区
分
を
設
け
た
。
文
学
史
的
時
代
区
分
を
参
照
し
、高
祖
武
徳
元
年
（
六
一
八
）
か
ら
玄
宗
即
位
の
前
年
（
七
一
一
）
ま
で

を
基
本
的
な
調
査
対
象
と
す
る
。
ま
た
、
漢
字
の
標
記
は
引
用
文
献
を
含
め
通
行
字
体
を
用
い
、〔　

〕
に
は
稿
者
が
補
足
し

た
語
句
を
記
す
。
更
に
避
諱
に
関
す
る
術
語
は
『
史
諱
挙
例
』
を
参
照
し
、
使
用
し
た
石
刻
資
料
と
宮
廷
写
経
群
の
名
称
は

所
蔵
も
と
の
目
録
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
名
称
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
が
、
一
部
表
記
が
で
き
な
い
文
字
は
稿
者
が
補
い
、
ま

た
年
号
は
漢
数
字
に
改
め
た
。

　
　
　

二
、
俗
字
と
避
諱
字
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

　

初
唐
の
文
章
記
述
に
関
し
て
石
塚
晴
通
、
西
原
一
幸
両
氏
が
重
要
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
初
唐
期
は
楷
書
体
に
於
け
る
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異
体
字
の
整
理
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
楷
書
の
正
俗
通
訛
の
基
準
が
形
成
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
石
塚
氏
は
漢
字
の
字
体
に
は

時
代
・
地
域
（
国
）
に
よ
る
標
準
が
存
在
す
る
と
し
て
、
各
時
代
の
標
準
的
楷
書
文
献
を
選
定
し
、
そ
の
文
献
の
異
体
字
率

か
ら
初
唐
標
準
字
体
の
概
要
を
示
し
た（

7
（

。
ま
た
西
原
氏
は
『
顔
氏
字
様
』
か
ら
『
群
書
新
定
字
様
』、『
于
禄
字
書
』、『
五
経

文
字
』、『
九
経
字
様
』
ま
で
の
一
連
の
字
様
を
観
察
し
、
こ
れ
ら
の
字
様
は
「
為
経
」
と
「
為
字
」
と
い
う
異
な
る
性
格
を

有
し
な
が
ら
も
、「
説
文
」、「
字
林
」、「
石
経
」
の
字
形
を
規
範
と
す
る
と
い
う
共
通
認
識
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
当
時
の
異

体
字
整
理
、
楷
書
字
体
の
判
定
に
一
貫
し
た
基
準
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た（

8
（

。

　

両
氏
の
指
摘
か
ら
、
唐
代
は
楷
書
字
体
に
一
定
の
規
範
が
備
わ
っ
た
、
或
い
は
備
え
よ
う
と
い
う
意
識
が
生
じ
た
時
代
で

あ
る
と
分
か
る
。
こ
の
字
体
整
理
の
動
き
は
、唐
代
に
新
た
に
生
ま
れ
た
缺
筆
と
い
う
避
諱
を
考
察
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

唐
以
前
の
文
章
記
述
の
状
況
を
陳
垣
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

避
諱
缺
筆
の
例
は
唐
よ
り
始
む
。
唐
以
前
の
刻
石
、
字
に
別
体
多
く
、
何
者
の
避
諱
為
る
か
を
定
む
る
能
は
ず
。
北
斉

の
顔
之
推
『
家
訓
』
風
操
篇
、
当
時
の
避
諱
の
俗
を
甚
だ
詳
し
く
言
ふ
。
亦
た
祇
に
「
凡
そ
避
諱
は
皆
な
須
く
其
の
同

訓
を
得
て
以
て
之
を
代
換
す
べ
し
」
と
云
ふ
の
み
に
し
て
、
当
時
尚
ほ
缺
筆
の
例
無
き
を
見
る
可
し
。
…
…
是
れ
須
く

先
づ
唐
以
前
に
缺
筆
の
例
有
り
や
無
し
や
を
考
定
す
る
を
主
と
為
す
べ
く
、
六
朝
の
別
体
、
或
ひ
は
一
時
訛
誤
の
字
を

以
て
、
避
諱
の
証
と
為
す
能
は
ざ
る
に
似
た
り）

9
（

。

　

六
朝
期
は
俗
字
が
多
く
、
避
諱
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
が
困
難
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
つ
ま
り
缺
筆
と
い
う
避

諱
方
法
は
標
準
字
体
と
い
う
一
貫
し
た
字
体
基
準
が
存
在
し
て
始
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
な
お
こ
れ
よ
り

別
体
、
異
体
字
、
変
体
字
等
の
標
準
字
体
以
外
の
文
字
は
、
竇
氏
の
論
説
に
合
わ
せ
「
俗
字
」
と
表
記
す
る
。
本
稿
で
用
い

る
「
俗
字
」
と
は
、
後
述
の
指
摘
を
踏
ま
え
「
正
字
と
区
別
さ
れ
る
一
般
に
流
通
し
て
い
た
文
字
」
と
解
す
。

　

ま
た
本
稿
に
於
け
る
「
正
字
」
と
は
、
石
塚
氏
が
楷
書
字
体
の
初
唐
標
準
を
考
察
す
る
の
に
用
い
た
唐
代
宮
廷
写
経
群
の

文
字
と
す
る
。
正
字
・
異
体
字
の
明
確
な
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
顔
元
孫
『
干
禄
字
書
』
に
よ
る
と
、
正
字
と
は
「
拠
り
ど

こ
ろ
が
あ
っ
て
著
述
、
文
章
、
答
案
、
碑
文
に
使
う
も
の
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
問
題
と
な
る
唐
朝
の
国
諱
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「
世
」、「
民
」、「
治
」
等
の
字
は
『
干
禄
字
書
』
や
そ
の
前
身
で
あ
る
『
正
名
要
録
』
に
採
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
字
様
の
類

か
ら
は
判
断
が
で
き
な
い
。
よ
っ
て
朝
廷
の
指
導
の
も
と
筆
写
さ
れ
た
宮
廷
写
経
群
の
文
字
を
正
字
と
す
る
こ
と
が
最
も
妥

当
で
あ
る
と
考
え
た
。
な
お
【
表
2
】
宮
廷
写
経
表
を
見
る
と
、
文
字
に
若
干
の
揺
れ
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、

あ
く
ま
で
揺
れ
の
範
疇
で
あ
り
、
許
容
の
内
と
す
る
。

　

竇
氏
は
ま
た
、
避
諱
に
よ
り
字
形
が
変
化
し
た
文
字
を
「
避
諱
字
」
と
称
し
、
避
諱
字
と
俗
字
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る
。

多
く
の
避
諱
方
法
の
使
用
は
、
一
部
分
の
漢
字
の
形
状
に
明
ら
か
な
変
化
を
生
じ
さ
せ
た
。
例
え
ば
唐
代
に
盛
ん
だ
っ

た
缺
筆
法
は
、「
世
」
字
を
「

」
に
作
り
、「
民
」
字
を
「

」
字
に
作
り
、原
本
の
字
形
と
全
く
異
な
る
。「
避
諱
字
」

と
は
即
ち
避
諱
す
る
前
の
漢
字
に
対
し
て
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
避
諱
方
法
の
使
用
に
よ
る
も
の
を
指
し
、
も
と
か

ら
あ
る
諱
字
（
国
諱
）
に
形
体
変
化
後
の
漢
字
を
生
じ
さ
せ
た
。
避
諱
字
は
避
諱
固
有
の
目
的
を
達
成
す
る
と
同
時
に
、

大
体
に
お
い
て
言
語
に
滞
り
の
な
い
表
現
が
維
持
で
き
る
。
俗
字
に
つ
い
て
は
、
学
界
で
は
既
に
多
く
の
議
論
と
定
義

が
な
さ
れ
て
い
る
。
…
…
所
謂
俗
字
は
、
正
字
に
対
し
て
区
別
し
て
言
う
た
め
の
一
種
の
通
俗
な
字
体
で
あ
る
。
…
…

俗
字
は
漢
字
が
生
ま
れ
る
に
従
っ
て
生
じ
る
が
別
の
方
面
で
も
俗
字
の
討
論
は
一
定
の
歴
史
的
段
階
を
も
っ
て
背
景
と

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
。
…
…
唐
代
の
避
諱
字
と
俗
字
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
主
要
な
も

の
は
、（
一
）
避
諱
字
は
前
時
代
の
俗
字
に
由
来
す
る
。
…
…
（
二
）
避
諱
字
は
後
代
に
俗
字
へ
変
化
す
る
。
…
…
（
三
）

避
諱
字
と
俗
字
と
の
交
叉
で
あ
る）

（1
（

。

　

引
用
文
中
最
も
重
要
な
も
の
は
、
唐
代
の
避
諱
字
は
前
時
代
の
俗
字
が
由
来
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
つ
ま

り
唐
の
国
諱
で
あ
る
「
世
」
字
や
、
偏
旁
冠
脚
に
国
諱
を
含
む
「
昬
」
字
、「
葉
」
字
な
ど
は
、
唐
以
前
よ
り
複
数
の
字
形
が

存
在
す
る
た
め
、
避
諱
字
を
判
断
す
る
に
於
い
て
前
時
代
の
俗
字
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
え
る
。

　

竇
氏
は
右
の
件
に
関
し
て
唐
二
代
帝
李
世
民
の
「
世
」
字
に
関
す
る
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
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今
調
べ
て
み
る
と
、「
世
」
字
は
小
篆
で
は
「

」
に
作
り
、
隷
定
で
は
多
く
「
世
」
に
作
り
、
或
い
は
変
体
で
あ
る

「
丗
」、「

」
な
ど
の
形
に
作
る
。
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
老
子
』
乙
本
中
の
「
世
」
字
は
全
て
「
丗
」
に
作
る
。
北
魏

「
元
悌
墓
志
」
中
の
「
世
」
字
四
ヵ
所
も
ま
た
全
て
「
丗
」
に
作
る
。
元
の
李
文
仲
『
字
鑑
』
の
「
世
」
字
の
条
は
「
世

は
、
始
制
の
切
、『
説
文
』
は
「

」
に
作
り
、
三
十
年
を
一
世
と
し
、「

」
に
従
ひ
て
之
を
曳
長
す）

（（
（

。
ま
た
其
の
声

を
取
る
。
凡
そ
貰
葉
紲
泄
の
類
は
世
に
従
ふ
。
俗
は
「
丗
」
に
作
る
」
と
あ
る
。「
丗
」
が
俗
字
体
で
あ
る
こ
と
は
既
に

明
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
唐
代
の
避
諱
字
形
は
、「
世
」
字
を
缺
筆
さ
せ
て
「

」
に
作
る
。
唐
玄
度
『
新
加
九
経
字

様
』
の
「
卋
」「

」
の
条
下
の
注
は
「
音
は
勢
、
卅
年
を
一
「

」
と
為
し
、
卅
に
従
ひ
て
之
を
曳
長
す
。
今
廟
諱
は

「

」
に
作
る
」
と
あ
る
。「
官
方
」
の
見
解
を
代
表
し
た
唐
文
宗
開
成
石
経
で
は
、「
世
」
字
は
全
て
「

」
に
作
る
。

『
論
語
』
季
氏
の
「
諸
侯
よ
り
出
ず
れ
ば
蓋
し
十
世
に
し
て
失
な
わ
ざ
る
こ
と
希す

く

な
し
。
大
夫
よ
り
出
ず
れ
ば
五
世
に
し

て
失
な
わ
ざ
る
こ
と
希
な
し
。
陪
臣
国
命
を
執
れ
ば
三
世
に
し
て
失
な
わ
ざ
る
こ
と
希
な
し
」
の
如
き
で
あ
る
。
原
碑

の
三
つ
の
「
世
」
字
は
全
て
「

」
に
作
る
。「

」
は
「
世
」
の
変
体
で
あ
る
「
丗
」
の
中
間
の
縦
画
が
欠
け
て
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
り
、
所
謂
「
其
の
点
画
を
欠
く
」
や
「
字
を
為つ

く

る
を
成
さ
ず
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
判
断

が
成
立
す
る
な
ら
ば
、「
丗
」
が
避
諱
字
で
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
の
一
歩
前
進
に
な
る
だ
ろ
う）

（1
（

。

　

小
篆
か
ら
開
成
石
経
ま
で
、「
世
」
字
に
は
様
々
な
字
形
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
多
く
を
「
変
体
」、「
俗
字
」
と
捉

え
、
ま
た
朝
廷
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
開
成
石
経
が
「

」
に
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
丗
」（「
」
も
同
様
だ
ろ
う
）

は
俗
字
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

偏
旁
冠
脚
に
国
諱
を
含
む
「
昬
」
字
や
「
葉
」
字
の
缺
筆
個
所
は
、
右
の
「
世
」
字
、「
民
」
字
と
は
異
な
り
、
開
成
石
経

を
見
る
と
「
葉
」
は
「

」
に
「
昬
」
は
「
昏
」
に
作
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
分
か
る（

（1
（

。
し
か
し
初
唐
期
に
於
け
る
「
昬
」

字
、「
葉
」
字
に
関
し
て
王
楙
『
野
客
叢
書
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

世
に
昬
字
は
合ま

さ

に
民
に
従
ふ
べ
し
と
謂
ふ
。
今
氏
に
従
ふ
者
、
太
宗
の
諱
を
避
く
有
り
、
故
爾
に
僕 

唐
の
三
蔵
聖
教
序

を
観
る
に
、
正
に
太
宗
の
作
る
所
に
し
て
、
褚
遂
良
の
書
、
其
の
間
の
「
重
昬
之
夜
」
は
則
ち
民
に
従
ふ
。
初
め
は
未
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だ
嘗
て
民
を
改
め
氏
に
従
は
ず
、
避
諱
の
説
の
謬
り
と
謂
へ
り
。
蓋
し
俗
書
な
れ
ば
則
ち
然
り
。
又
た
温
彦
博
墓
志
を

観
る
に
、
正
〔
貞
〕
観
間
の
欧
陽
詢
の
書
な
れ
ど
、
其
の
後
に
「
民
部
尚
書
唐
倹
云
云
」
と
言
ふ
。
太
宗
の
時
に
当
た

る
も
、
正
字
に
し
て
且
つ
諱
ま
ず
、
而
る
を
況
ん
や
偏
旁
を
謂
ふ
所
を
や）

（1
（

。

　
「
昏
」
が
避
諱
字
で
あ
る
と
い
う
の
は
誤
謬
で
あ
り
、雁
塔
聖
教
序
を
根
拠
に
初
唐
期
は
「
昬
」
を
「
昏
」
と
改
め
る
こ
と

は
無
か
っ
た
と
解
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
雁
塔
聖
教
序
に
は
「
葉
」
が
二
字
現
れ
る
が
、
共
に
正
字
で
あ
る
「
葉
」
に
作
っ

て
い
る
。
ま
た
欧
陽
詢
書
の
温
彦
博
碑
の
「
民
」
字
に
缺
筆
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、「
昬
」
に
缺
筆
が
無
い
の
は
言
わ
ず
も
が

な
で
あ
る
と
解
す
。
一
方
で
「
蓋
し
俗
書
な
れ
ば
則
ち
然
り
」
と
付
言
を
し
て
い
る
。
王
楙
は
褚
遂
良
書
「
雁
塔
聖
教
序
」

及
び
欧
陽
詢
書
「
温
彦
博
碑
」
を
挙
げ
論
旨
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
俗
書
」
と
は
朝
廷
に
由
来
す
る
書
や
或
い
は
朝
廷

に
属
す
る
人
物
が
書
い
た
書
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
民
間
で
書
か
れ
作
ら
れ
た
書
と
解
し
て
良
い
だ
ろ
う
。
俗
書

で
あ
れ
ば
「
昬
」
を
「
昏
」
と
改
め
る
場
合
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
一
方
、
王
鳴
盛
『
十
七
史
商
榷
』
に
、

必
ず
是
れ
昬
字
の
上
の
民
字
、
葉
字
の
中
の
世
字
を
以
て
諱
を
犯
す
。
故
に
昬
を
改
め
氏
に
従
ひ
、
葉
を
改
め
云
に
従

ふ）
（1
（

。

と
あ
り
、
偏
旁
冠
脚
に
含
ま
れ
る
「
民
」
字
、「
世
」
字
は
国
諱
で
あ
る
た
め
、「
昬
」
を
「
昏
」
に
、「
葉
」
を
「

」
に
改

め
た
と
の
解
釈
は
依
然
存
在
す
る
。

　

そ
も
そ
も「

」字
、「
昏
」字
は
既
に
東
魏
と
隋
代
の
石
刻
資
料
に
使
用
例
が
あ
る
。「

」字
は
東
魏
天
平
元
年（
五
三
四
）

「
大
魏
故
信
都
縣
令
張
君
墓
誌
」
と
隋
開
皇
十
四
年
（
五
九
四
）「
隋
大
信
行
禅
師
銘
塔
碑
」
に
、「
昏
」
字
は
同
じ
く
「
隋
大

信
行
禅
師
銘
塔
碑
」
に
既
に
そ
の
字
形
を
見
る
こ
と
が
で
き（

（1
（

、
以
上
を
踏
ま
え
る
と
「
昏
」
字
「

」
字
は
前
時
代
に
通
行

し
て
い
た
「
俗
字
」
で
あ
る
と
言
え
る
。
本
来
俗
字
で
あ
る
「
昏
」
字
、「

」
字
は
、
確
か
に
唐
碑
文
中
に
散
見
し
、
更
に

朝
廷
の
意
向
を
示
し
た
開
成
石
経
は
一
貫
し
て
「
昏
」
字
、「

」
字
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
文
字
が
公
的

な
避
諱
字
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
竇
氏
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
王
楙
は
「
初
め
は
未
だ
嘗

【
開
成
石
経
「
世
」
字
】

【
開
成
石
経
「
民
」
字
】

【
開
成
石
経
「
昬
」
字
】

【
開
成
石
経
「
葉
」
字
】
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て
民
を
改
め
氏
に
従
は
ず
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
俗
字
を
避
諱
字
と
し
て
使
用
す
る
現
象
は
果
た
し
て
い
つ
か

ら
公
的
規
範
た
り
得
た
の
か
、
初
唐
の
缺
筆
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
石
刻
資
料
と
宮
廷
写
経
群
の
避

諱
字
の
使
用
状
況
や
避
諱
意
識
を
調
査
検
討
し
た
後
、
結
論
付
け
た
い
。

　

以
上
が
俗
字
と
避
諱
字
に
つ
い
て
の
諸
問
題
で
あ
る
が
、本
稿
に
関
係
す
る
要
点
は
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。
一
つ
は「
丗
」、

「

」
の
「
世
」
字
は
避
諱
字
で
は
な
い
と
い
う
点
。
今
一
つ
は
「
昬
」
字
や
「
葉
」
字
な
ど
の
偏
旁
冠
脚
に
国
諱
を
含
む
文

字
に
つ
い
て
は
、
初
唐
期
の
避
諱
使
用
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を
辿
り
避
諱
字
と
し
て
使
用
さ
れ
る

に
至
っ
た
の
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
　
　

三
、
初
唐
期
の
避
諱
状
況
に
つ
い
て

　

石
刻
資
料
と
宮
廷
写
経
群
の
国
諱
の
列
挙
に
先
立
ち
、
初
唐
期
の
避
諱
状
況
を
確
認
す
る
。
陳
垣
は
唐
代
避
諱
の
状
況
を

総
括
し
て
、

唐
制
は
、
嫌
名
を
諱
ま
ず
、
二
名
は
偏
諱
せ
ず
。
故
に
唐
時
の
避
諱
の
法
令
は
寛
を
本
と
し
、
而
し
て
避
諱
の
風
尚
は

則
ち
甚
だ
盛
ん
な
り
。
…
…
唐
時
の
避
諱
、
特
紀
す
可
き
者
有
る
は
、
缺
筆
の
例
為
り
。
唐
時
自
り
始
む）

（1
（

。

と
評
し
て
い
る
。
唐
の
避
諱
制
度
で
は
、「
不
諱
嫌
名
」、ま
た
「
二
名
不
偏
諱
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
語
は
共
に
『
礼

記
』
曲
礼
上
に
現
れ
る
語
で
あ
る
が（

（1
（

、「
嫌
名
」
と
は
避
諱
対
象
の
文
字
と
発
音
を
同
じ
く
す
る
（
或
い
は
発
音
の
近
し
い
）
別

字
の
こ
と
で
あ
り
、つ
ま
り
「
不
諱
嫌
名
」
と
は
国
諱
と
同
音
異
字
は
別
段
避
け
ず
と
も
良
い
と
い
う
規
定
で
あ
る
。「
二
名

不
偏
諱
」
と
は
、
二
字
名
の
避
諱
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
避
諱
を
行
う
場
合
、「
世
民
」
の
よ
う
に
避
諱
対
象
の
文
字
が
続

け
て
現
れ
な
い
限
り
、「
世
」
字
、「
民
」
字
を
単
独
で
避
諱
（
缺
筆
）
す
る
必
要
は
無
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
陳
垣
は
上

記
の
規
定
の
存
在
の
た
め
唐
代
避
諱
を
「
寛
」
で
あ
る
と
評
す
一
方
、
避
諱
の
風
習
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た

唐
代
避
諱
の
特
徴
と
し
て
缺
筆
の
存
在
を
挙
げ
て
い
る
。

【
大
魏
故
信
都
縣
令
張
君
墓
誌
】

【
隋
大
信
行
禅
師
銘
塔
碑
】
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「
律
令
」、「
史
書
」、「
政
書
」
に
は
、
唐
代
避
諱
に
関
す
る
記
載
が
複
数
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
『
唐
律
疏
義
』
巻
第
十
職

制
「
上
書
奏
事
誤
犯
宗
廟
諱
及
為
名
字
犯
諱
」
に
、

諸
の
上
書
に
て
若
し
事
を
奏
す
る
に
、
誤
ち
て
宗
廟
の
諱
を
犯
す
者
、
杖
八
十
。
口
に
誤
つ
及
び
餘
文
書
に
誤
ち
犯
す

者
、
笞
五
十
。
即
ち
名
字
の
為
に
触
犯
す
る
者
、
徒
三
年
。
若
し
嫌
名
及
び
二
名
の
偏
を
犯
す
者
、
坐
さ
ず）

（1
（

。

と
あ
る
。
こ
の
律
は
『
宋
律
』、『
明
律
』、『
清
律
』
に
ほ
ぼ
同
文
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
長
く
犯
諱
の
法
的
規
範
と
さ
れ
た（

11
（

。

王
新
華
は
『
避
諱
研
究
』
に
て
、
こ
の
律
に
以
下
の
註
解
を
加
え
て
い
る
。

唐
律
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、避
諱
の
懲
罰
と
諱
を
犯
し
た
場
合
は
関
係
性
が
あ
る
。
上
書
を
し
て
事
を
奏
す
る
時
、

直
接
帝
が
〔
国
諱
を
〕
聴
い
た
り
、
尚
且
つ
文
字
で
そ
の
形
を
見
た
り
す
る
と
、
犯
諱
の
罪
は
重
く
、
杖
刑
八
十
と
な

る
。
餘
文
書
で
諱
を
犯
す
も
、
帝
が
直
接
聴
か
な
か
っ
た
場
合
、
或
い
は
口
頭
で
事
を
奏
し
、
帝
が
聞
い
た
と
し
て
も
、

文
字
で
そ
の
形
を
見
な
か
っ
た
場
合
は
、
犯
諱
の
罪
は
軽
く
、
た
だ
笞
刑
五
十
と
な
る
。
上
記
の
状
況
は
す
べ
て
過
失

で
あ
る
が
、〔
自
身
の
〕
名
前
が
諱
を
犯
し
、
そ
れ
が
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
大
変
不
敬
で
あ
り
、
そ
の
懲
罰
は

強
く
、
徒
刑
三
年
に
処
さ
れ
る）

1（
（

。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
皇
帝
の
目
に
直
接
諱
が
触
れ
る
か
否
か
が
、
罪
の
軽
重
に
関
係
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
名
前
に
国
諱
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
改
め
ず
に
い
る
こ
と
は
大
不
敬
罪
に
当
た
る
と
言
う
。
国
諱
の
た
め
に
人
名

を
改
め
た
例
は
非
常
に
多
く
、
先
行
研
究
は
そ
れ
ぞ
れ
項
目
を
立
て
て
用
例
を
挙
げ
て
い
る（

11
（

。
ま
た
律
に
は
嫌
名
を
犯
し
た

場
合
及
び
二
字
名
の
内
の
片
方
を
単
独
で
犯
し
た
場
合
は
罪
に
問
わ
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
『
通
典
』
巻
一
百
四
礼
六
十
四
に
、

大
唐
武
徳
九
年
（
六
二
六
）
六
月
、
太
宗
春
宮
に
居
り
万
機
を
総
べ
、
令
を
下
し
て
曰
く
「
礼
に
依
る
に
、
二
名
義
は
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偏
諱
せ
ず
。
尼
父
聖
に
達
し
、
前
旨
無
き
に
非
ず
。
近
代
以
来
、
曲
げ
て
節
制
を
為
し
、
両
字
兼
ね
て
避
く
。
廃
闕
以

て
多
く
、
意
に
率
ひ
て
行
ふ
。
経
誥
に
違
へ
る
有
り
。
今
其
の
官
号
人
名
及
び
公
私
文
籍
に
、「
世
」
及
び
「
民
」
両
字

連
読
せ
ざ
る
者
有
れ
ば
、
並
び
に
避
諱
を
須も

ち

ゐ
ず
」
と）

11
（

。

と
あ
る
。
太
宗
が
皇
太
子
の
時
に
発
し
た
法
令
で
あ
り
、『
礼
記
』
曲
礼
上
の
「
二
名
不
偏
諱
」
を
根
拠
に
、「
世
民
」
の
文

字
が
連
続
し
な
け
れ
ば
諱
を
避
け
る
必
要
は
な
い
と
い
う
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
条
文
を
踏
ま
え
る
と
、
当
時
は
公
的
な

文
書
の
み
な
ら
ず
、
私
的
な
文
書
に
於
い
て
も
国
諱
を
避
け
る
行
為
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
世
」
字
、「
民
」
字
は
単

体
で
避
諱
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
文
章
記
述
に
大
き
な
混
乱
と
弊
害
が
生
じ
た
た
め
発
せ
ら
れ
た
詔
で
あ
る
と
言
え

る
が
、
し
か
し
こ
の
詔
は
貞
観
二
十
三
年
（
六
四
九
）、
高
宗
が
即
位
し
た
後
に
撤
廃
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
通
典
』
巻

一
百
四
礼
六
十
四
に
、

大
唐
永
徽
の
初
め
、
復
た
民
部
を
改
め
戸
部
と
為
す
は
、
廟
諱
の
故
な
り
。
太
宗
在
位
し
て
、
詔
し
て
官
号
人
名
及
び

公
私
文
籍
に
「
世
」「
民
」
両
字
相
ひ
連
ね
ざ
る
者
有
れ
ば
、
並
び
に
諱
ま
ず
。
高
宗
に
至
り
始
め
て
之
を
諱
む）

11
（

。

と
あ
り
、
高
宗
の
治
世
に
「
民
」
字
を
単
独
で
避
け
、
六
部
の
名
称
を
改
変
し
て
い
る
。『
旧
唐
書
』
高
宗
本
紀
上
に
は
、

〔
顕
慶
二
年
（
六
五
七
）〕
十
二
月
乙
卯
、
洛
陽
宮
に
還
る
。
庚
午
、「
昬
」、「
葉
」
字
を
改
む）

11
（

。

と
あ
り
、「
昬
」
字
と
「
葉
」
字
を
改
め
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
昬
」
字
に
含
ま
れ
る
「
民
」、「
葉
」
字
に
含

ま
れ
る
「
世
」
が
太
宗
李
世
民
の
諱
に
触
れ
る
た
め
字
形
を
改
め
た
と
い
う
旨
で
あ
ろ
う
が
、国
諱
が
偏
旁
冠
脚
に
含
ま
れ
る

文
字
に
つ
い
て
も
避
諱
の
対
象
と
な
っ
た
と
い
う
記
載
で
あ
る
。「
昬
」
字
、「
葉
」
字
の
字
形
は
、
石
刻
資
料
よ
り
「
昏
」、

「

」
に
作
ら
れ
た
と
予
想
で
き
る
が
、俗
字
を
避
諱
字
と
し
て
使
用
す
る
端
緒
は
高
宗
期
に
当
た
る
と
予
見
で
き
る
。
管
見

の
限
り
偏
旁
冠
脚
の
国
諱
に
缺
筆
が
現
れ
る
初
出
の
例
は
、『
旧
唐
書
』
の
記
載
と
同
年
の
顕
慶
二
年
（
六
五
七
）
刻
「
顧
外
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書
瘞
琴
銘
付
顕
慶
二
年
般
若
心
経
」
で
あ
る
こ
と
は
、
注
視
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う（

11
（

。
ま
た
『
通
典
』
巻
一
百
四
礼
六
十
四

に
、

顕
慶
五
年
（
六
六
〇
）
正
月
の
詔
、
孔
宣
は
教
え
を
設
し
、
名
を
正
す
を
首
と
為
し
、
戴
聖
は
範
を
貽
し
、
嫌
名
を
諱

ま
ず
。
比
べ
て
鈔
写
さ
れ
し
古
典
を
見
る
に
、
朕
の
名
に
至
れ
ば
、
或
ひ
は
其
の
点
画
を
闕
き
、
或
ひ
は
便
に
隨
ひ
て

改
換
す
。
恐
ら
く
六
籍
の
雅
言
は
、
会
意
を
爽
ふ
こ
と
多
く
、
九
流
の
通
義
は
、
指
示
全
く
違
ふ
。
誠
に
立
書
の
本
に

非
ず
。
今
自
り
以
後
、
旧
典
の
文
書
を
繕
写
す
る
に
、
並
び
に
宜
し
く
使
成
す
べ
し
。
義
に
隨
ふ
改
易
を
須
ゐ
ず）

11
（

。

と
あ
る
。
古
典
を
抄
写
す
る
際
に
は
、避
諱
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
詔
で
あ
る
が
、条
文
か
ら
、顕
慶
五
年(

六
六
〇)

時
点
で
は
缺
筆
が
一
般
化
し
、
広
く
弊
害
が
生
じ
て
い
た
と
理
解
で
き
る
。
経
典
内
で
の
避
諱
の
使
用
を
禁
じ
る
の
は
『
礼

記
』
曲
礼
上
の
「
詩
書
は
諱
ま
ず
」
を
根
拠
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う（

11
（

。

　

以
上
が
初
唐
期
に
於
け
る
避
諱
缺
筆
に
関
す
る
法
令
の
類
で
あ
る
が
、
今
一
つ
、
玄
宗
の
治
世
で
あ
る
開
元
二
十
五
年

（
七
三
七
）
に
発
布
さ
れ
た
詔
を
紹
介
す
る
。

凡
そ
表
疏
牋
啓
を
上
る
及
び
判
策
の
文
章
は
平
闕
の
式
の
如
く
す
。【
注
】若
し
経
史
の
群
書
を
写
し
及
び
旧
事
を
撰
録

し
其
の
文
に
国
諱
を
犯
す
者
有
れ
ば
、
皆
字
を
為つ

く

る
を
成
さ
ず）

11
（

。

　

経
書
、
史
書
を
は
じ
め
と
し
た
書
籍
の
筆
写
や
撰
定
時
に
、
国
諱
が
あ
れ
ば
全
て
「
字
を
為
る
を
成
さ
ず
」
つ
ま
り
「
缺

筆
せ
よ
」
と
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
明
確
に
缺
筆
の
使
用
を
推
奨
し
た
詔
で
あ
り
、「
二
名
不
偏
諱
」
の
規
定
は
考
慮

せ
ず
、
単
字
ご
と
に
諱
を
避
け
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
た
と
解
釈
で
き
る
。
封
建
制
社
会
に
於
い
て
、
避
諱
は
皇
権
の
保
持
と

強
化
に
効
力
を
発
揮
す
る
た
め（

11
（

、
武
周
時
代
が
終
わ
り
、
唐
の
最
盛
期
と
さ
れ
る
開
元
年
間
に
避
諱
の
使
用
を
奨
励
す
る
法

令
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　

以
上
が
初
唐
期
の
避
諱
状
況
が
分
か
る
記
載
で
あ
る
。
武
徳
九
年
（
六
二
六
）
六
月
の
詔
か
ら
、
太
祖
の
治
世
よ
り
避
諱



99 初唐の缺筆研究

が
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
が
、
貞
観
二
十
三
年
（
六
四
九
）
の
高
宗
の
即
位
以
降
に
「
二
名
不
偏

諱
」
の
撤
回
や
、「
昬
」
字
、「
葉
」
字
の
改
変
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
高
宗
期
は
避
諱
意
識
が
拡
充
さ
れ
た
時

代
で
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。

　
　
　

四
、
初
唐
石
刻
資
料
内
の
缺
筆

　

次
に
初
唐
の
石
刻
資
料
に
現
れ
る
缺
筆
例
を
列
挙
す
る
。

　

缺
筆
の
確
認
で
き
る
初
唐
の
石
刻
資
料
は
【
表
1
】
の
通
り
で
あ
る
。【
表
1
】
は
資
料
内
に
現
れ
る
太
宗
の
諱
「
世
」
字
、

「
民
」
字
、ま
た
高
宗
の
諱
「
治
」
字
、更
に
偏
旁
冠
脚
に
国
諱
を
含
む
「
昬
」
字
、「
葉
」
字
の
代
表
的
な
字
形
を
提
示
し
た

も
の
で
あ
り
、資
料
内
に
現
れ
る
全
て
の
国
諱
を
提
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
『
史
諱
挙
例
』
に
は
乾
封
元
年
（
六
六
六
）

立
碑
の
「
孔
宣
公
碑
」
に
「
泯
」
字
の
缺
筆
が
あ
る
と
言
う
が
、
稿
者
は
未
見
で
あ
る（

1（
（

。

　

先
述
の
通
り
、「
世
」
字
の
四
画
目
の
有
無
は
缺
筆
で
は
な
い
。
後
述
す
る
【
表
2
】
宮
廷
写
経
表
に
ま
と
め
た
「
世
」
字

の
字
形
を
見
て
も
分
か
る
通
り
、当
時
「
世
」
字
の
四
画
目
の
有
無
は
い
ず
れ
も
許
容
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

な
お
使
用
す
る
画
像
は
、
雁
塔
聖
教
序
は
二
玄
社
中
国
法
書
選
（
二
玄
社
、
一
九
八
七
）、
集
字
聖
教
序
は
同
じ
く
二
玄
社

中
国
法
書
選
（
二
玄
社
、
一
九
八
七
）
の
画
像
を
使
用
し
、
于
志
寧
碑
は
淑
徳
大
学
書
学
文
化
セ
ン
タ
ー
蔵
拓
の
画
像
を
、
顧

外
書
瘞
琴
銘
付
顕
慶
二
年
般
若
心
経
、
佛
弟
子
孫
造
象
記
、
清
信
弟
君
造
像
記
、
唐
趙
夫
人
墓
誌
銘
、
唐
汲
郡
呂
行
端
墓
誌

銘
、
唐
中
岳
沙
門
釈
法
如
禅
師
行
状
、
大
周
處
士
劉
通
墓
誌
銘
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
拓
本
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

画
像
を
使
用
し
た
。

　
【
表
1
】
に
見
え
る
「
世
」
字
の
缺
筆
個
所
を
見
る
と
、
①
二
画
目
が
途
中
か
ら
欠
け
て
い
る
も
の
（
集
字
聖
教
序
）、
②
三

画
目
が
欠
け
て
い
る
も
の
（
佛
弟
子
孫
造
象
記
、
清
信
弟
君
造
像
記
、
唐
汲
郡
呂
行
端
墓
誌
銘
）、
③
末
筆
の
横
画
が
欠
け
て
い

る
も
の
（
顧
外
書
瘞
琴
銘
付
顕
慶
二
年
般
若
心
経
、
于
志
寧
碑
）、
④
末
筆
の
横
画
が
途
中
か
ら
欠
け
て
い
る
も
の
（
唐
趙
夫
人

墓
誌
銘
、
唐
中
岳
沙
門
釈
法
如
禅
師
行
状
）
の
四
種
が
確
認
で
き
る
。
①
に
関
し
て
は
二
画
目
の
縦
画
が
一
画
目
の
横
画
を
越

え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
欠
け
で
あ
る
と
判
断
し
た
。「
治
」
字
は
サ
ン
ズ
イ
部
分
が
欠
け
て
い
る
も
の
（
集
字
聖
教
序
）、
末
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【
表
１
】

石
刻
名
／
文
字

世

民

治

そ
の
他

雁
塔
聖
教
序

永
徽
四
年
（
六
五
三
）
十
月
十
五
日

顧
外
書
瘞
琴
銘　

付
顕
慶
二
年
般
若
心
経

顕
慶
二
年
（
六
五
七
）

于
志
寧
碑

乾
封
元
年
（
六
六
六
）
十
一
月
二
日

佛
弟
子
孫
造
象
記

乾
封
二
年
（
六
六
七
）
十
二
月

清
信
弟
君
造
像
記

乾
封
三
年
（
六
六
八
）
二
月
十
一
日

唐
趙
夫
人
墓
誌
銘

咸
亨
元
年
（
六
七
〇
）
十
月
一
日

集
字
聖
教
序

咸
亨
三
年
（
六
七
一
）
十
二
月
八
日

唐
汲
郡
呂
行
端
墓
誌
銘

重
拱
四
年
（
六
八
八
）
七
月
十
七
日

唐
中
岳
沙
門
釈
法
如
禅
師
行
状

永
昌
元
年
（
六
八
九
）
七
月
二
九
日

大
周
處
士
劉
通
墓
誌
銘

長
寿
三
年
（
六
九
四
）
五
月
十
三
日
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筆
が
欠
け
て
い
る
も
の
（
雁
塔
聖
教
序
）
の
二
種
が
確
認
で
き
る
。「
民
」
字
は
末
筆
が
欠
け
て
い
る
も
の
（
集
字
聖
教
序
、大

周
處
士
劉
通
墓
誌
銘
）
一
種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
缺
筆
個
所
を
見
る
限
り
、
初
唐
期
の
缺
筆
個
所
に
関
し
て
、
明
確
な
規
定
は

看
取
で
き
な
い
。
初
唐
期
は
缺
筆
と
い
う
避
諱
方
法
が
発
生
し
た
直
後
で
あ
り
、
缺
筆
個
所
に
於
い
て
は
明
確
な
規
定
が
な

か
っ
た
と
予
想
で
き
る
。

　

管
見
の
限
り
、初
出
の
缺
筆
例
は
永
徽
四
年
（
六
五
三
）
刻
雁
塔
聖
教
序
で
あ
る
。
雁
塔
聖
教
序
は
「
世
」
が
四
字
、「
治
」

が
二
字
、「
葉
」
が
二
字
、「
昬
」
が
一
字
現
れ
、「
民
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。
二
字
現
れ
る
「
治
」
字
は
共
に
末
筆
の
横
画
に

明
確
な
缺
筆
が
確
認
で
き
る
。「
世
」
字
、「
葉
」
字
、「
昬
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

雁
塔
聖
教
序
に
は
缺
筆
と
は
別
に
、「
改
字
」
に
よ
る
避
諱
が
存
在
す
る
。
雁
塔
聖
教
序
の
文
中
に
は
「
當
常
現
常
之
世
人

仰
徳
而
知
遵
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
が
、集
字
聖
教
序
及
び
ス
タ
イ
ン
蒐
集
敦
煌
文
献SN

o.343

大
唐
三
蔵
聖
教
序（

11
（

は
共
に

「
當
常
現
常
之
世
民
仰
徳
而
知
遵
」
に
作
っ
て
い
る
。「
治
」
字
に
明
確
な
缺
筆
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
雁
塔
聖
教
序
が

避
諱
を
意
識
し
た
文
章
記
述
を
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、「
世
民
」
と
国
諱
が
続
け
ば
何
ら
か
の
避
諱
方
法
に
よ

り
諱
を
避
け
る
の
が
道
理
で
あ
る
。
雁
塔
聖
教
序
は
「
民
」
字
を
「
人
」
字
に
改
め
る
こ
と
に
よ
り
国
諱
を
避
け
た
の
で
あ

り
、
ま
た
「
改
字
」
に
よ
る
避
諱
が
見
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
雁
塔
聖
教
序
の
記
述
方
法
は
「
二
名
不
偏
諱
」
の
規
定
に

準
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
二
名
不
偏
諱
」
と
は
先
述
の
通
り
「
世
民
」
の
よ
う
に
避
諱
対
象
の
文
字
が
続
け
て
現
れ

な
い
限
り
、「
世
」
字
、「
民
」
字
を
単
独
で
避
諱
（
缺
筆
）
す
る
必
要
は
無
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
裏
を
返
せ
ば
「
世
」、

「
民
」
が
続
け
て
現
れ
れ
ば
避
諱
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
治
」
字
に
缺
筆
が
見
ら
れ
る
の
に

「
世
」
字
に
缺
筆
が
無
い
の
は
、「
改
字
」
に
よ
る
避
諱
が
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、「
二
名
不
偏
諱
」
の
規
定
に
準
じ

た
記
述
方
法
を
と
っ
て
い
る
証
で
あ
る
。
ち
な
み
に
雁
塔
聖
教
序
の
重
刻
と
さ
れ
る
同
州
聖
教
序
も
「
世
人
」
に
作
っ
て
い

る
。
な
お
同
州
聖
教
序
の
画
像
は
淑
徳
大
学
書
学
文
化
セ
ン
タ
ー
蔵
拓
を
使
用
し
た
。

　

顧
外
書
瘞
琴
銘
付
顕
慶
二
年
般
若
心
経
は
「
世
」
が
一
字
、「
珉
」
が
一
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
治
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。

「
世
」
字
の
末
筆
の
横
画
に
明
確
な
缺
筆
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
「
珉
」
字
の
末
筆
に
も
明
確
な
缺
筆
が
確
認
で
き
る
。「
世
」

字
、「
珉
」
字
共
に
単
字
を
避
諱
し
た
も
の
で
あ
り
「
二
名
不
偏
諱
」
の
規
定
を
順
守
し
て
い
な
い
。
ま
た
管
見
の
限
り
偏
旁

冠
脚
に
缺
筆
が
見
ら
れ
る
初
出
の
例
で
あ
る
。

【
雁
塔
聖
教
序
】

【
同
州
聖
教
序
】

【
集
字
聖
教
序
】

【S N
o.343 

大
唐
三
蔵
聖
教
序
】
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于
志
寧
碑
は
「
世
」
が
一
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
治
」
字
、
偏
旁
冠
脚
に
国
諱
を
含
む
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」
字
の
末

筆
の
横
画
に
明
確
な
缺
筆
が
確
認
で
き
る
。

　

佛
弟
子
孫
造
象
記
は
「
世
」
が
一
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
治
」
字
、
偏
旁
冠
脚
に
国
諱
を
含
む
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」

字
の
三
画
目
に
明
確
な
缺
筆
が
確
認
で
き
る
。

　

清
信
弟
君
造
像
記
は
「
世
」
が
一
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
治
」
字
、
偏
旁
冠
脚
に
国
諱
を
含
む
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」

字
の
三
画
目
に
明
確
な
缺
筆
が
確
認
で
き
る
。

　

唐
趙
夫
人
墓
誌
銘
は
「
世
」
が
一
字
、「
葉
」
が
一
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
治
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」
字
の
末
筆
の

横
画
が
途
中
か
ら
欠
け
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。「
葉
」
は
「

」
に
作
っ
て
お
り
、避
諱
字
と
し
て
使
用
し
た
可
能
性
が

あ
る
。

　

集
字
聖
教
序
は
「
世
」
が
四
字
、「
民
」
が
一
字
、「
治
」
が
三
字
（
内
一
字
は
般
若
心
経
部
分
）、「
葉
」
が
二
字
、「
昬
」
が

一
字
現
れ
る
。
四
字
現
れ
る
「
世
」
の
内
一
つ
は
二
画
目
の
縦
画
が
一
画
目
の
横
画
を
越
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
缺
筆
で
あ

る
と
判
断
で
き
る
。
他
の
三
つ
は
二
画
目
の
縦
画
が
一
画
目
の
横
画
を
越
え
て
お
り
、
完
好
な
字
形
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま

た
「
民
」
字
の
末
筆
に
明
確
な
缺
筆
が
確
認
で
き
る
。
三
字
現
れ
る
「
治
」
字
の
う
ち
一
つ
は
サ
ン
ズ
イ
部
分
に
明
確
な
缺

筆
が
確
認
で
き
る
。
残
り
二
つ
は
サ
ン
ズ
イ
を
一
筆
で
書
い
て
お
り
、
缺
筆
と
判
断
し
て
よ
い
か
疑
問
が
残
る
（
般
若
心
経

部
分
の
「
治
」
字
は
こ
ち
ら
に
該
当
す
る
）。「
葉
」
字
、「
昬
」
字
は
完
好
な
字
形
で
あ
る
。「
世
」
一
字
、「
治
」
一
字
、「
民
」

字
に
明
確
な
缺
筆
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
集
字
聖
教
序
は
避
諱
を
意
識
し
た
文
章
記
述
を
し
て
い
る
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

　

缺
筆
の
見
ら
れ
る
「
世
」
字
は
「
當
常
現
常
之
世
民
仰
徳
而
知
遵
」
の
部
分
、
つ
ま
り
「
世
民
」
と
国
諱
が
続
く
個
所
に

現
れ
る
。
こ
の
個
所
の
「
世
」
字
に
の
み
缺
筆
が
見
ら
れ
、
他
の
「
世
」
字
が
完
好
な
字
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
集
字
聖
教

序
は
「
二
名
不
偏
諱
」
の
規
定
に
準
じ
た
文
章
記
述
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

サ
ン
ズ
イ
を
一
筆
で
書
い
て
い
る
「
治
」
字
に
つ
い
て
は
判
断
が
難
し
い
。
そ
も
そ
も
行
草
体
は
点
画
の
省
略
が
行
わ
れ

る
書
体
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
集
字
聖
教
序
は
避
諱
の
使
用
に
一
貫
し
た
基
準
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
避
諱

の
意
識
は
働
い
て
い
た
と
結
論
付
け
た
い
。
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唐
汲
郡
呂
行
端
墓
誌
銘
は
「
世
」
が
一
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
治
」
字
、
偏
旁
冠
脚
に
国
諱
を
含
む
字
は
見
ら
れ
な
い
。

「
世
」
字
の
三
画
目
に
明
確
な
缺
筆
が
確
認
で
き
る
。

　

唐
中
岳
沙
門
釈
法
如
禅
師
行
状
は
「
世
」
が
四
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
治
」
字
、
偏
旁
冠
脚
に
国
諱
を
含
む
字
は
見
ら
れ

な
い
。
四
字
現
れ
る
「
世
」
字
は
全
て
末
筆
の
横
画
が
途
中
か
ら
欠
け
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。

　

大
周
處
士
劉
通
墓
誌
銘
は
「
民
」
が
一
字
、「
葉
」
が
一
字
現
れ
、「
世
」
字
、「
治
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
民
」
字
の
末

筆
に
明
確
な
缺
筆
が
確
認
で
き
る
。「
葉
」
は
「

」
に
作
っ
て
お
り
、避
諱
字
と
し
て
使
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
該

碑
に
は
則
天
文
字
も
見
ら
れ
る
。

　

以
上
が
初
唐
の
石
刻
資
料
に
現
れ
る
缺
筆
例
で
あ
る
。

　
　
　

五
、
初
唐
宮
廷
写
経
群
の
避
諱

　
「
宮
廷
写
経
」
と
は
藤
枝
晃
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
た
初
唐
期
の
長
安
宮
廷
で
筆
写
さ
れ
た
写
経
群
の
こ
と
で
あ
り
、大
規
模

な
写
経
組
織
の
所
産
で
、
且
つ
当
時
の
経
典
の
テ
キ
ス
ト
の
乱
れ
を
正
す
こ
と
を
目
的
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
政
府

監
督
の
も
と
一
流
の
写
字
生
た
ち
に
筆
写
せ
し
め
て
全
国
に
頒
布
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
文
章
記
述
に
関
し
て
一
定
の
形

式
・
規
範
・
基
準
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

11
（

。
本
稿
で
は
、
藤
枝
氏
、
大
西
麿
希
子
氏
、
斎
木
正
直
氏
が
宮
廷
写
経
で

あ
る
と
定
め
た
計
二
九
点
を
調
査
対
象
と
し
た（

11
（

。

　
【
表
2
】
に
挙
げ
た
二
九
点
の
宮
廷
写
経
は
、【
表
1
】
と
同
様
に
資
料
内
に
現
れ
る
太
宗
の
諱
「
世
」
字
、「
民
」
字
、
ま

た
高
宗
の
諱
「
治
」
字
、
更
に
偏
旁
冠
脚
に
国
諱
を
含
む
「
葉
」
字
の
代
表
的
な
字
形
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
資
料
内

に
現
れ
る
全
て
の
国
諱
を
提
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
同
様
に
「
世
」
字
の
四
画
目
の
有
無
は
許
容
の
範
囲
内
で
あ
る
。

な
お
本
稿
で
調
査
を
行
っ
た
宮
廷
写
経
内
に
は
「
昬
」
字
は
一
字
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、「
昬
」
字
の
有
無
に
つ
い
て
は

取
り
上
げ
な
い
。

　

本
稿
で
使
用
す
る
宮
廷
写
経
は
、ス
タ
イ
ン
蒐
集
文
書
はSN

o.

、ペ
リ
オ
蒐
集
文
書
はPN

o.

と
し
、そ
れ
ぞ
れN

o.

の
若

い
順
に
列
挙
し
た
。
な
おSN

o.36

～2181

ま
で
は
『
英
国
国
家
図
書
館
蔵
敦
煌
遺
書
』（
広
西
師
範
大
学
出
版
、二
〇
一
四
）
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【
表
２
】

文
書N

o.

写
経
名
／
文
字

世

民

治

そ
の
他

S N
o.36

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経

咸
亨
三
年
（
六
七
二
）
五
月
十
九
日

S N
0.84

妙
法
蓮
華
経
巻
五
咸

亨
二
年
（
六
七
一
）
十
月
十
日

S N
o.312

妙
法
蓮
華
経
巻
四

咸
亨
四
年
（
六
七
三
）
九
月
廿
一
日

S N
o.456

妙
法
蓮
華
経
巻
三

咸
亨
五
年
（
六
七
四
）
八
月
二
日

S N
o.513

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経

上
元
三
年
（
六
七
六
）
閏
三
月
十
一
日

S N
o.1048

妙
法
蓮
華
経
巻
五

上
元
三
年
（
六
七
六
）
十
一
月
五
日

S N
o.1456

妙
法
蓮
華
経
巻
五

上
元
三
年
（
六
七
六
）
五
月
十
三
日

S N
o.2181

妙
法
蓮
華
経
巻
二

上
元
三
年
（
六
七
六
）
四
月
十
五
日

S N
o.2278

佛
説
寶
雨
経
巻
九

証
聖
元
年
（
六
九
五
）
四
月
八
日

S N
o.2423

示
所
犯
者
瑜
伽
法
鏡
経

延
和
元
年
（
七
一
二
）
六
月
廿
日

S N
o.2573

妙
法
蓮
華
経
巻
二

咸
亨
四
年
（
六
七
三
）
九
月
十
七
日
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S N
o.2637

妙
法
蓮
華
経
巻
三

上
元
三
年
（
六
七
六
）
八
月
一
日

S N
o.2956 

妙
法
蓮
華
経
巻
七

上
元
三
年
（
六
七
六
）
十
二
月
廿
二
日

S N
o.3079 

妙
法
蓮
華
経
巻
四

咸
亨
二
年
（
六
七
一
）
十
月
十
二
日

S N
o.3094 

妙
法
蓮
華
経
巻
二

儀
鳳
二
年
（
六
七
七
）
五
月
廿
一
日

S N
o.3348 

妙
法
蓮
華
経
巻
六

上
元
三
年
（
六
七
六
）
九
月
廿
五
日

S N
o.3361 

妙
法
蓮
華
経
巻
一

上
元
三
年
（
六
七
六
）
七
月
廿
八
日

S N
o.4168 

妙
法
蓮
華
経
巻
三

上
元
三
年
（
六
七
六
）
九
月
八
日

S N
o.4209 

妙
法
蓮
華
経
巻
三

咸
亨
三
年
（
六
七
二
）
四
月
十
五
日

S N
o.4353 

妙
法
蓮
華
経
巻
一

上
元
三
年
（
六
七
六
）
十
一
月
廿
三
日

S N
o.4551 

妙
法
蓮
華
経
巻
四

咸
亨
三
年
（
六
七
二
）
八
月
廿
九
日

S N
o.5319 

妙
法
蓮
華
経
巻
三

咸
亨
二
年
（
六
七
一
）
五
月
廿
二
日
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の
画
像
を
、
そ
れ
以
降
の
ス
タ
イ
ン
文
書
は
東
洋
文
庫
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
紙
焼
資
料
の
画
像
を
使
用
し
、PN

o.

は
全
て
『
法
蔵
敦
煌
西
域
文
献
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
）
の
画
像
を
使
用
し
た
。
な
お
写
経
そ
の
も
の
が
細
字
で

あ
り
、
東
洋
文
庫
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
紙
焼
資
料
の
画
像
が
や
や
不
鮮
明
で
あ
る
た
め
、
画
質
が
悪
い
こ
と
を
了

承
願
い
た
い
。

　

SN
o.36

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
は
「
世
」
が
七
三
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
治
」
字
、「
葉
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」
字

は
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

SN
o.84

妙
法
蓮
華
経
巻
五
は
「
世
」
が
五
八
字
、「
治
」
が
三
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
葉
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」

字
、「
治
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

P N
o.2195 

妙
法
蓮
華
経
巻
六

上
元
二
年
（
六
七
五
）
十
月
十
五
日

P N
o.2314 

華
厳
経
表
及
総
目

聖
歴
二
年
（
六
九
九
）
十
月
八
日

P N
o.2444 

洞
淵
神
呪
経
巻
七

麟
徳
元
年
（
六
六
四
）

P N
o.2644 

妙
法
蓮
華
経
巻
三

咸
亨
三
年
（
六
七
二
）
三
月
七
日

P N
o.3278 

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経

上
元
三
年
（
六
七
六
）
九
月
十
六
日

P N
o.3709 

佛
地
経

貞
観
二
十
二
年
（
六
四
八
）
八
月
十
九
日

P N
0.4556 

妙
法
蓮
華
経
巻
二

咸
亨
三
年
（
六
七
二
）
二
月
廿
五
日
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SN
o.312

妙
法
蓮
華
経
巻
四
は
「
世
」
が
五
六
字
、「
民
」
が
二
字
、「
葉
」
が
一
字
現
れ
、「
治
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。

「
世
」
字
、「
民
」
字
、「
葉
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

SN
o.456

妙
法
蓮
華
経
巻
三
は
「
世
」
が
六
一
字
、「
民
」
が
二
字
現
れ
、「
治
」
字
、「
葉
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」

字
、「
民
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

SN
o.513

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
は
「
世
」
が
七
三
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
治
」
字
、「
葉
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」
字

は
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

SN
o.1048

妙
法
蓮
華
経
巻
五
は
「
世
」
が
九
〇
字
、「
民
」
が
四
字
、「
治
」
が
三
字
現
れ
、「
葉
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。

「
世
」
字
、「
民
」
字
、「
治
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　
SN

o.1456

妙
法
蓮
華
経
巻
五
は
「
世
」
が
九
一
字
、「
民
」
が
四
字
、「
治
」
が
三
字
現
れ
、「
葉
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。

「
世
」
字
、「
民
」
字
、「
治
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

SN
o.2181

妙
法
蓮
華
経
巻
二
は
「
世
」
が
六
二
字
、「
民
」
が
六
字
、「
治
」
が
一
字
、「
葉
」
が
二
字
現
れ
る
。「
世
」

字
、「
民
」
字
、「
治
」
字
、「
葉
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。「
民
」
に
点
が
つ
い
て
い
る
も
の
が
前
半
に
二
つ
、

つ
い
て
い
な
い
も
の
が
後
半
に
四
つ
現
れ
る
。

　

SN
o.2278

佛
説
寶
雨
経
巻
九
は
「
世
」
が
四
六
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
治
」
字
、「
葉
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」
字

は
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。
な
おS N

o.2278

に
は
則
天
文
字
が
見
ら
れ
る
。

　

SN
o.2423

示
所
犯
者
瑜
伽
法
鏡
経
は
「
世
」
が
六
三
字
、「
治
」
が
一
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
葉
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。

「
世
」
字
、「
治
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。
な
おSN

o.2423

は
七
一
二
年
の
写
本
で
あ
り
、
厳
密
に
は
初
唐

期
よ
り
外
れ
る
が
、
参
考
と
し
て
載
せ
る
。

　

SN
o.2573

妙
法
蓮
華
経
巻
二
は
「
世
」
が
三
七
字
、「
民
」
が
四
字
、「
治
」
が
一
字
、「
葉
」
が
二
字
現
れ
る
。「
世
」

字
、「
民
」
字
、「
治
」
字
、「
葉
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

SN
o.2637

妙
法
蓮
華
経
巻
三
は
「
世
」
が
二
五
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
治
」
字
、「
葉
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」
字

は
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

SN
o.2956

妙
法
蓮
華
経
巻
七
は
「
世
」
が
二
五
字
、「
民
」
が
二
字
現
れ
、「
治
」
字
、「
葉
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」



108

字
、「
民
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

SN
o.3079

妙
法
蓮
華
経
巻
四
は
「
世
」
が
一
一
三
字
、「
民
」
が
二
字
、「
葉
」
が
四
字
現
れ
、「
治
」
字
は
見
ら
れ
な

い
。「
世
」
字
、「
民
」
字
、「
葉
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

SN
o.3094

妙
法
蓮
華
経
巻
二
は
「
世
」
が
四
六
字
、「
民
」
が
四
字
、「
治
」
が
一
字
、「
葉
」
が
一
字
現
れ
る
。「
世
」

字
、「
民
」
字
、「
治
」
字
、「
葉
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

SN
o.3348

妙
法
蓮
華
経
巻
六
は
「
世
」
が
三
三
字
、「
民
」
が
二
字
現
れ
、「
治
」
字
、「
葉
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」

字
、「
民
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

SN
o.3361

妙
法
蓮
華
経
巻
一
は
「
世
」
が
八
五
字
、「
葉
」
が
二
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
治
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」

字
、「
葉
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　
SN

o.4168

妙
法
蓮
華
経
巻
三
は
「
世
」
が
一
一
二
字
、「
民
」
が
四
字
、「
葉
」
が
四
字
現
れ
、「
治
」
字
は
見
ら
れ
な

い
。「
世
」
字
、「
民
」
字
、「
葉
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

SN
o.4209

妙
法
蓮
華
経
巻
三
は
「
世
」
が
一
一
六
字
、「
民
」
が
五
字
、「
葉
」
が
七
字
現
れ
、「
治
」
字
は
見
ら
れ
な

い
。「
世
」
字
、「
民
」
字
、「
葉
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

SN
o.4353

妙
法
蓮
華
経
巻
一
は
「
世
」
が
七
九
字
、「
葉
」
が
二
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
治
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」

字
、「
葉
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

SN
o.4551

妙
法
蓮
華
経
巻
四
は
「
世
」
が
一
〇
八
字
、「
民
」
が
二
字
、「
葉
」
が
三
字
現
れ
、「
治
」
字
は
見
ら
れ
な

い
。「
世
」
字
、「
民
」
字
、「
葉
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

SN
o.5319

妙
法
蓮
華
経
巻
三
は
「
世
」
が
一
一
六
字
、「
民
」
が
五
字
、「
葉
」
が
八
字
現
れ
、「
治
」
字
は
見
ら
れ
な

い
。
奥
書
の
「
詳
閲（

11
（

」
に
名
を
連
ね
て
い
る
「
大
徳
持
世
」
と
い
う
名
の
高
僧
の
「
世
」
字
に
明
確
な
缺
筆
が
確
認
で
き
る
。

缺
筆
個
所
は
三
画
目
で
あ
る
。
先
述
の
王
新
華
『
避
諱
研
究
』
に
「
而
如
果
起
名
犯
諱
、
則
属
于
故
意
犯
諱
、
帰
入
大
不
敬
、

其
懲
罰
就
強
、
可
徒
三
年
。」
と
あ
り
、
名
が
国
諱
を
犯
す
こ
と
は
大
不
敬
で
あ
る
と
さ
れ
る
た
め
、
缺
筆
を
用
い
て
国
諱
を

避
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
単
字
で
あ
れ
自
身
の
名
に
国
諱
が
含
ま
れ
る
場
合
は
避
諱
缺
筆
を
行
う
こ
と
が
公
的

規
範
で
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。
他
の
一
一
五
字
現
れ
る
「
世
」
字
は
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。
ま
た
「
葉
」
字
は
全
て
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完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

一
方
、
五
字
現
れ
る
「
民
」
字
の
中
の
一
字
に
の
み
缺
筆
が
確
認
で
き
る
。
缺
筆
個
所
は
末
筆
で
あ
る
。
し
か
し
該
巻
の

経
文
部
分
に
は
一
貫
性
の
あ
る
避
諱
使
用
の
意
識
は
見
ら
れ
ず
、
何
故
こ
の
個
所
に
の
み
缺
筆
が
現
れ
る
の
か
説
明
が
つ
か

な
い
。
剥
落
や
書
き
漏
ら
し
等
の
理
由
も
考
え
ら
れ
る
が
、
避
諱
意
識
の
統
一
が
未
だ
徹
底
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
の
所

産
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

PN
o.2195

妙
法
蓮
華
経
巻
六
は
「
世
」
が
四
〇
字
、「
民
」
が
二
字
現
れ
、「
治
」
字
、「
葉
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」

字
、「
民
」
字
は
共
に
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

PN
o.2314

華
厳
経
表
及
総
目
は
「
世
」
が
四
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
治
」
字
、「
葉
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」
字
は

全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。
な
おPN

o.2314

は
武
周
期
写
本
で
あ
る
が
則
天
文
字
は
見
ら
れ
な
い
。

　
PN

o.2444

洞
淵
神
呪
経
巻
七
は
「
世
」
が
一
〇
字
、「
民
」
が
一
六
字
、「
治
」
が
四
字
、「
葉
」
が
一
字
現
れ
る
。「
世
」

字
、「
民
」
字
、「
治
」
字
の
全
て
に
明
確
な
缺
筆
が
確
認
で
き
る
。「
世
」
字
の
缺
筆
個
所
は
三
画
目
、「
民
」
字
の
缺
筆
個

所
は
末
筆
、「
治
」
字
の
缺
筆
個
所
は
末
筆
で
あ
る
。
ま
た
「
葉
」
は
「

」
に
作
っ
て
い
る
。
一
貫
し
た
避
諱
の
使
用
意
識

が
見
ら
れ
る
が
、「
二
名
不
偏
諱
」
の
規
定
に
準
じ
て
は
い
な
い
。
他
の
宮
廷
写
経
に
は
一
貫
性
の
あ
る
缺
筆
の
使
用
意
識
は

見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
非
常
に
例
外
的
な
写
本
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

PN
o.2644

妙
法
蓮
華
経
巻
三
は
奥
書
の
み
の
残
紙
で
あ
り
、
国
諱
は
一
字
も
見
ら
れ
な
い
。

　

PN
o.3278

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
は
「
世
」
が
六
六
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
治
」
字
、「
葉
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」

字
は
全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

PN
o.3709

佛
地
経
は
「
世
」
が
二
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
治
」
字
、「
葉
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」
字
は
全
て
完
好

な
字
形
で
あ
る
。

　

PN
o.4556

妙
法
蓮
華
経
巻
二
は
「
世
」
が
一
字
現
れ
、「
民
」
字
、「
治
」
字
、「
葉
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。「
世
」
字
は

全
て
完
好
な
字
形
で
あ
る
。

　

以
上
が
初
唐
の
宮
廷
写
経
内
に
現
れ
る
国
諱
で
あ
る
。
概
括
す
れ
ば
宮
廷
写
経
内
に
は
缺
筆
は
見
ら
れ
ず
、S N

o.5319

妙
法
蓮
華
経
巻
三
に
於
け
る
「
民
」
一
字
、PN

o.2444

洞
淵
神
呪
経
巻
七
の
二
点
が
例
外
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

【S N
o.5319 

妙
法
蓮
華
経
巻
三
】
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ま
た
辻
正
博
氏
は
「
唐
代
写
本
に
お
け
る
避
諱
と
則
天
文
字
の
使
用
―p.5523recto

の
書
写
年
代
に
つ
い
て（

11
（

」
に
於

い
て
避
諱
の
使
用
と
則
天
文
字
の
関
係
に
つ
い
て
重
要
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
辻
氏
は
論
中
で
武
周
期
写
経
で
あ
る

SN
o.6502

「
大
雲
経
神
皇
授
記
義
疏
」（
以
下
『
大
雲
経
疏
』）
を
取
り
上
げ
、

注
目
す
べ
き
は
『
大
雲
経
疏
』
写
本
に
お
け
る
避
諱
状
況
で
あ
る
。
い
ま
、S.6502

に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

又
衛
元
嵩
讖
云
、
両
角
麒
麟
児
世
民
（
第
１
４
２
行
）

麒
麟
児
世
民
、
太
宗
諱
也
（
第
１
４
５
行
）

下
線
部
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
太
宗
李
世
民
の
諱
を
避
け
る
こ
と
な
く
直
書
し
て
い
る
。
一
方
で
則
天
文
字
の
使
用
は

厳
密
で
あ
る
。
唐
朝
の
廟
諱
を
避
け
ず
、
則
天
文
字
を
使
用
す
る
例
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、S.217

「
観

世
音
経
」
の
題
記
（
武
周
の
天
冊
萬
歳
2
年
、
６
９
５
年
）
で
あ
る
。
…
…
唐
朝
の
廟
諱
を
忌
避
せ
ず
、
則
天
文
字
を
厳

密
に
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
、
武
周
時
代
の
写
本
の
特
徴
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
前
掲S.6502

も
ま
た
、
武
周
時
代
に

書
写
さ
れ
た
写
本
と
み
て
良
か
ろ
う
。

と
述
べ
る
。
辻
氏
はSN

o.6502

大
雲
経
疏
及
びSN

o.217

観
世
音
経
を
根
拠
に
「
唐
朝
の
廟
諱
を
忌
避
せ
ず
、
則
天
文

字
を
厳
密
に
使
用
し
て
い
る
こ
と
」
が
武
周
期
写
本
の
特
徴
で
あ
る
と
解
す
が
、こ
の
指
摘
は
必
ず
し
も
当
て
は
ま
ら
な
い
。

武
周
期
写
本
で
言
え
ば
、
本
稿
で
調
査
を
し
たSN

o.2278

佛
説
寶
雨
経
（
証
聖
元
年
〈
六
九
五
〉）、PN

o.2314

華
厳
経
表

及
総
目
（
聖
暦
二
年
〈
六
九
九
〉）、
ま
た
石
刻
資
料
を
含
め
る
と
大
周
處
士
劉
通
墓
誌
銘
（
長
寿
三
年
〈
六
九
四
〉）
が
該
当
す

る
。

　

SN
o.2278

は
、
避
諱
は
不
使
用
で
則
天
文
字
は
厳
格
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
辻
氏
の
指
摘
に
適
う
も
の
で
あ

る
。
し
か
しPN

o.2314

は
避
諱
の
使
用
も
則
天
文
字
の
使
用
も
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
例
え
ば
宮
廷
写
経
で
は
な
い
も
の
の

SN
o.454

梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏（

11
（

は
避
諱
と
則
天
文
字
の
併
用
が
確
認
で
き
る
武
周
期
写
本
で
あ
る
。
同
様
の
併
用
は
大
周
處

士
劉
通
墓
誌
銘
に
も
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
避
諱
と
則
天
文
字
の
併
用
、
或
い
は
避
諱
も
則
天
文
字
も

不
使
用
と
い
っ
た
例
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
避
諱
と
則
天
文
字
に
直
接
的
な
関
係
を
見
出
す
こ
と
は
現
状
難
し
い
。
避
諱
の

【S N
o.454

「
世
」
字
】

【S N
o.454

「
治
」
字
】

【S N
o.454

「
葉
」
字
】

【S N
o.454

「
地
」
字
】
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使
用
と
則
天
文
字
の
使
用
に
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
規
定
や
権
威
が
働
い
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、
今
後
慎
重
に
議
論
し
て
い
き

た
い
。
な
おSN

o.454

は
「
世
」
字
に
缺
筆
が
見
ら
れ
る
が
「
治
」
字
に
は
缺
筆
が
無
く
、ま
た
「
葉
」
字
は
正
字
に
作
っ

て
い
る
。
太
宗
の
諱
を
避
け
、
高
宗
の
諱
を
避
け
な
い
と
い
う
例
は
時
折
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
調
査
範
囲
を
広
げ

考
察
を
進
め
て
行
き
た
い（

11
（

。

　

ひ
と
ま
ず
武
周
期
の
宮
廷
写
経
を
注
視
す
れ
ば
、「
避
諱
缺
筆
の
使
用
は
見
ら
れ
な
い
」
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。

　

以
上
が
初
唐
期
の
宮
廷
写
経
群
に
現
れ
る
国
諱
で
あ
る
。SN

o.5319

「
民
」
一
字
とPN

o.2444

は
例
外
で
あ
る
が
、概

括
的
に
見
れ
ば
宮
廷
写
経
内
に
缺
筆
は
見
ら
れ
な
い
と
結
論
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

次
項
で
石
刻
・
肉
筆
両
資
料
内
の
避
諱
状
況
を
整
理
検
討
し
、
初
唐
の
避
諱
缺
筆
の
規
定
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

　
　
　

六
、
初
唐
期
の
避
諱
規
定
の
考
察

　
【
表
1
】
及
び
【
表
2
】
を
比
較
検
討
し
、
初
唐
期
の
避
諱
缺
筆
の
規
定
を
推
察
し
た
い
。

　

先
述
の
通
り
雁
塔
聖
教
序
、
集
字
聖
教
序
は
、
二
名
不
偏
諱
の
規
定
に
則
し
た
避
諱
の
運
用
を
し
て
お
り
、
ま
た
偏
旁
冠

脚
に
国
諱
を
含
む
文
字
は
、
所
謂
正
字
を
使
用
し
て
お
り
完
好
な
字
形
に
作
っ
て
い
た
。
一
方
で
他
の
石
刻
資
料
は
国
諱
を

単
字
で
避
け
て
お
り
、
ま
た
顧
外
書
瘞
琴
銘
付
顕
慶
二
年
般
若
心
経
は
「
珉
」
字
に
缺
筆
が
有
り
、
更
に
唐
趙
夫
人
墓
誌
銘
、

大
周
處
士
劉
通
墓
誌
銘
は
「
葉
」
字
を
「

」
字
に
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
偏
旁
冠
脚
に
含
ま
れ
る
国
諱
も
避
諱
の
対
象
と

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
の
石
刻
資
料
か
ら
初
唐
期
の
缺
筆
規
定
を
推
察
す
る
と
、
二
名
不
偏
諱
に
準
じ
た
両
聖
教
序
と
、
偏
旁
冠
脚
を
含
め

た
全
て
の
国
諱
を
避
け
る
他
七
碑
と
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
が
可
能
で
あ
る
と
言
え
る
。
両
聖
教
序
は
皇
帝
及
び
皇
太
子
の
御
製

で
あ
り
、
ま
た
立
碑
に
勅
許
を
要
し
た
こ
と
か
ら
他
の
七
碑
と
比
べ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
性
が
高
く
、
ま
た
こ
の
二
碑
に
は
共
通

し
た
避
諱
運
用
の
意
識
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
初
唐
期
の
缺
筆
の
公
的
規
範
は
二
名
不
偏
諱
で
あ
り
、
偏
旁
冠
脚
を
含
め

た
全
て
の
国
諱
を
避
け
る
の
は
私
的
な
避
諱
運
用
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

　

一
方
宮
廷
写
経
群
の
国
諱
を
見
る
と
、
両
聖
教
序
の
よ
う
に
「
治
」
字
に
缺
筆
が
見
ら
れ
ず
、
例
外
を
除
き
総
括
的
に
見
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れ
ば
避
諱
の
使
用
は
無
い
と
言
え
る
。
両
聖
教
序
と
同
じ
く
朝
廷
と
の
関
係
が
深
い
で
あ
ろ
う
宮
廷
写
経
に
、
何
故
「
治
」

字
の
缺
筆
が
見
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
は
『
通
典
』
巻
一
百
四
礼
六
十
四
に
見
え
る
顕
慶
五
年
（
六
六
〇
）
正
月
の
詔
が
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
詔
に

は
「
比
べ
て
鈔
写
さ
れ
し
古
典
を
見
る
に
、
朕
の
名
に
至
れ
ば
、
或
ひ
は
其
の
点
画
を
闕
き
、
或
ひ
は
便
に
隨
ひ
て
改
換
す
。

…
…
今
自
り
以
後
、
旧
典
の
文
書
を
繕
写
す
る
に
、
並
び
に
宜
し
く
使
成
す
べ
し
。
義
に
隨
ふ
改
易
を
須
ひ
ず
」
と
あ
り
、

当
時
は
経
文
中
の
国
諱
は
避
諱
の
対
象
外
で
あ
っ
た
可
能
性
を
看
取
で
き
る
。
こ
う
考
え
れ
ば
宮
廷
写
経
の
経
文
内
に
缺
筆

が
無
い
こ
と
に
も
整
合
性
が
つ
き
、
ま
たSN

o.5319

妙
法
蓮
華
経
巻
三
の
経
文
中
の
「
世
」
字
が
全
て
完
好
な
字
形
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、奥
書
の
人
名
部
分
に
の
み
缺
筆
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
も
説
明
が
つ
く
。
先
述
の
王
新
華
『
避
諱
研
究
』

の
指
摘
の
通
り
、
名
前
に
国
諱
が
含
ま
れ
る
場
合
は
大
不
敬
罪
に
当
た
る
た
め
、
単
字
で
あ
れ
避
け
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
PN

o.2444

洞
淵
神
呪
経
巻
七
に
関
し
て
は
、
皇
帝
の
目
に
触
れ
る
よ
う
な
特
別
な
事
情
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、

推
察
の
域
を
出
な
い
。
或
い
は
道
典
で
あ
る
こ
と
が
関
係
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
例
外
的
な
写
経
で
あ

る
た
め
考
察
は
保
留
し
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

朝
廷
と
関
係
の
深
い
両
聖
教
序
及
び
宮
廷
写
経
群
の
文
章
記
述
を
ま
と
め
る
と
、
①
二
名
不
偏
諱
で
あ
り
、
②
経
典
内
の

文
字
は
避
諱
の
対
象
外
で
あ
り
、
③
名
前
に
国
諱
が
含
ま
れ
て
い
た
場
合
は
避
け
る
、
と
い
う
規
定
が
読
み
取
れ
る
。
以
上

か
ら
初
唐
の
避
諱
缺
筆
の
規
定
は
お
お
よ
そ
『
唐
律
』、「
武
徳
九
年
詔
」、「
顕
慶
五
年
詔
」
の
記
載
に
準
じ
て
い
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
以
上
三
つ
の
規
定
か
ら
外
れ
る
も
の
、
要
す
る
に
「
律
」
と
「
詔
」
か
ら
外
れ
る
避
諱
運
用
は
私
的
な
避
諱
運

用
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
を
考
慮
す
る
と
、PN

o.2444
洞
淵
神
呪
経
巻
七
、
唐
趙
夫
人
墓
誌
銘
、
大
周
處
士
劉
通
墓
誌
銘
の
三
点
の
資
料
は

私
的
な
避
諱
運
用
に
よ
り
缺
筆
が
行
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
共
通
し
て
「
葉
」
字
を
「

」
字
に
作
っ
て
お
り
、

偏
旁
冠
脚
に
含
ま
れ
る
国
諱
を
避
け
る
意
識
が
確
認
で
き
る
。
朝
廷
の
意
向
を
示
し
た
開
成
石
経
は
「

」
字
を
避
諱
字
と

し
て
使
用
し
て
い
る
が
、
以
上
三
点
の
資
料
か
ら
俗
字
を
避
諱
字
と
し
て
使
用
し
始
め
た
画
期
は
初
唐
期
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
更
に
「

」
を
避
諱
字
と
し
て
使
用
す
る
の
は
、
本
来
は
私
的
な
避
諱
運
用
で
あ
り
、
遅
く
と
も
開
成
石
経
の
完
成
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に
至
る
ま
で
に
、
ア
ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
規
定
が
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
規
定
へ
と
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

七
、
ま
と
め

　

本
稿
で
は
初
唐
期
に
発
生
し
た
缺
筆
の
様
相
と
公
的
な
規
範
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
先
行
研
究
よ
り
当
時
の
文
章
記

述
に
関
す
る
正
字
、
俗
字
、
避
諱
字
に
つ
い
て
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
唐
代
避
諱
の
状
況
を
概
観
し
た
後
に
、
初
唐
の
石
刻

資
料
内
に
現
れ
る
缺
筆
と
、
敦
煌
文
献
中
の
唐
代
宮
廷
写
経
群
に
現
れ
る
国
諱
を
列
挙
し
、
初
唐
期
に
発
生
し
た
新
た
な
避

諱
方
法
で
あ
る
「
缺
筆
」
に
つ
い
て
考
察
を
し
た
。

　

石
塚
氏
、
西
原
氏
の
指
摘
の
通
り
、
初
唐
は
楷
書
の
異
体
字
整
理
が
進
ん
だ
時
代
で
あ
り
文
字
の
正
俗
が
意
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
缺
筆
と
い
う
避
諱
方
法
は
、
標
準
字
体
と
い
う
一
貫
し
た
文
字
基
準
が
あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
も

の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
ま
た
唐
以
前
よ
り
「
世
」
字
、「
葉
」
字
、「
昬
」
字
に
は
複
数
の
俗
字
体
が
存
在
す
る
が
、

朝
廷
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
開
成
石
経
は
本
来
俗
字
で
あ
る
「

」
字
、「
昏
」
字
を
避
諱
字
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

俗
字
を
避
諱
字
と
し
て
使
用
す
る
現
象
は
果
た
し
て
い
つ
か
ら
始
め
ら
れ
、
公
的
規
範
た
り
得
た
の
か
、
缺
筆
と
い
う
新
た

な
避
諱
方
法
を
考
察
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　
「
律
書
」、「
史
書
」、「
政
書
」
か
ら
、
唐
代
の
避
諱
状
況
を
ま
と
め
る
と
、
太
祖
（
太
宗
が
皇
太
子
）
の
治
世
で
あ
る
武
徳
九

年
（
六
二
九
）
に
「
二
名
不
偏
諱
の
詔
」
が
発
布
さ
れ
、
高
宗
の
治
世
で
あ
る
永
徽
年
間
（
六
五
〇
～
六
五
五
）
初
め
に
「
二

名
不
偏
諱
が
撤
廃
」、同
じ
く
高
宗
顕
慶
二
年
（
六
五
七
）
に
「
昬
字
、葉
字
の
改
変
」
が
行
わ
れ
、顕
慶
五
年
（
六
六
〇
）
に

「
詩
書
（
経
典
）
不
諱
の
詔
」
が
発
布
さ
れ
た
。『
唐
律
』
に
は
「
諱
が
直
接
皇
帝
の
目
に
触
れ
れ
ば
杖
刑
八
十
」、「
諱
が
間

接
的
に
皇
帝
に
伝
わ
れ
ば
笞
刑
五
十
」、「
名
前
に
国
諱
が
含
ま
れ
改
め
な
け
れ
ば
徒
刑
三
年
」
と
い
う
内
容
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
盛
唐
玄
宗
の
治
世
で
あ
る
開
元
二
十
五
年
（
七
三
七
）
に
「
有
国
諱
者
、
皆
為
字
不
成
の
詔
」
が
発
布
さ
れ
た
。

　
【
表
1
】
の
初
唐
期
の
石
刻
資
料
内
に
現
れ
る
缺
筆
例
を
見
る
と
、複
数
の
缺
筆
個
所
が
確
認
で
き
た
。
雁
塔
聖
教
序
と
集

字
聖
教
序
と
い
う
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
性
の
高
い
碑
石
に
於
い
て
も
「
治
」
字
の
缺
筆
箇
所
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
避

諱
字
形
は
未
だ
多
様
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
、
当
時
は
缺
筆
個
所
に
関
す
る
明
確
な
規
定
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
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る
。

　

ま
た
朝
廷
と
関
係
の
深
い
雁
塔
聖
教
序
、
集
字
聖
教
序
及
び
宮
廷
写
経
群
を
観
察
す
る
と
、
①
二
名
不
偏
諱
で
あ
り
、
②

経
典
内
の
文
字
は
避
諱
の
対
象
外
で
あ
り
、
③
名
前
に
国
諱
が
含
ま
れ
て
い
た
場
合
は
避
け
る
、
と
い
う
規
定
が
読
み
取
れ

る
。
以
上
の
三
点
は
『
唐
律
』
及
び
「
武
徳
九
年
詔
」、「
顕
慶
五
年
詔
」
に
記
さ
れ
て
い
る
規
範
で
あ
り
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

性
の
高
い
文
章
記
述
が
求
め
ら
れ
る
場
合
は
、「
律
」
と
「
詔
」
の
内
容
が
お
お
よ
そ
厳
密
に
守
ら
れ
て
い
た
と
推
察
で
き

た
。
ま
た
以
上
か
ら
「
世
」
字
、「
民
」
字
を
単
体
で
避
け
て
い
る
も
の
は
私
的
な
避
諱
運
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
【
表
1
】
の
唐
趙
夫
人
墓
誌
銘
、
大
周
處
士
劉
通
墓
誌
銘
、【
表
2
】P N

o.2444

洞
淵
神
呪
経
巻
七
は
私
的
な
避
諱
運
用

で
は
あ
る
が
、
明
確
な
避
諱
意
識
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
尚
且
つ
「
葉
」
字
を
全
て
「

」
字
に
作
っ
て
い
る
点
で
共
通
し
、

つ
ま
り
「

」
を
避
諱
字
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。「

」
字
は
朝
廷
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
開
成
石

経
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
晩
唐
に
於
い
て
は
明
確
な
避
諱
字
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
竇
氏
の
指
摘
の
通
り
、

唐
代
の
避
諱
字
は
、
前
時
代
の
俗
字
に
由
来
す
る
が
、
俗
字
を
避
諱
字
と
し
て
使
用
す
る
画
期
は
初
唐
期
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
更
に
「

」
を
避
諱
字
と
し
て
使
用
す
る
の
は
、
私
的
な
避
諱
運
用
か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ア
ン
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
な
規
定
が
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
規
定
へ
と
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

先
に
初
唐
期
に
於
い
て
は
缺
筆
個
所
に
関
す
る
明
確
な
規
定
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
述
べ
た
が
、
開
成
石
経
は
「
世
」
字

で
あ
れ
ば
三
画
目
、「
民
」
字
で
あ
れ
ば
最
終
画
が
一
貫
し
て
省
略
さ
れ
て
お
り
、
定
型
化
さ
れ
た
避
諱
字
形
が
確
立
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
缺
筆
の
使
用
開
始
に
よ
り
多
様
な
避
諱
字
形
が
発
生
し
、
遅
く
と
も
開
成
石
経
の
完
成

に
至
る
ま
で
に
避
諱
字
形
が
収
斂
さ
れ
、
定
型
化
が
行
わ
れ
た
と
推
察
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
な
避
諱
字
形
の
変
遷
は
、
字

様
の
類
か
ら
は
判
断
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
よ
り
多
く
の
文
字
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
変
遷
過
程
を
よ
り
明
確
に
し

て
い
き
た
い
。
ひ
と
ま
ず
、
初
唐
期
の
避
諱
字
形
が
多
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
換
言
す
れ
ば
文
字
資
料
の
年
代
推
定
の

一
助
と
な
り
得
る
可
能
性
を
見
出
せ
た
と
考
え
る
。

　

ま
た
初
唐
の
避
諱
缺
筆
の
規
定
は
公
的
な
運
用
と
私
的
な
運
用
に
分
類
が
可
能
で
あ
り
、
公
的
な
運
用
は
「
律
」
及
び

「
詔
」
に
準
じ
た
も
の
、
私
的
な
運
用
は
あ
ら
ゆ
る
国
諱
を
避
け
る
と
い
う
意
識
の
も
と
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き

た
。
初
唐
期
の
公
的
な
避
諱
規
範
は
後
世
の
モ
デ
ル
と
は
な
ら
ず
、
私
的
な
避
諱
運
用
が
公
的
な
規
範
へ
と
な
り
替
わ
っ
た
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こ
と
が
理
解
で
き
た
。

　

高
宗
期
に
「
二
名
不
偏
諱
」
の
撤
回
や
、
偏
旁
冠
脚
の
国
諱
の
改
変
が
行
わ
れ
た
こ
と
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
避
諱
を
行

う
意
識
が
拡
充
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
武
周
期
の
混
乱
や
韋
皇
后
、
太
平
公
主
と
の
対
立
を
経
て
玄
宗
の
所
謂

「
開
元
の
治
」
に
よ
り
唐
朝
は
最
盛
期
を
む
か
え
る
わ
け
だ
が
、
避
諱
は
皇
権
の
保
持
と
強
化
を
目
的
に
使
用
さ
れ
る
た
め
、

権
力
基
盤
を
構
築
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
。
つ
ま
り
大
き
な
混
乱
の
後
、
或
は
権
力
基
盤
が
不
安
定
に
な
っ
た
時
分
に
、
避

諱
に
よ
る
皇
権
の
補
整
が
行
わ
れ
た
と
予
想
で
き
る
。
今
後
は
武
周
期
か
ら
盛
唐
に
か
け
て
の
避
諱
用
例
を
列
挙
し
、
先
に

述
べ
た
避
諱
字
形
の
変
遷
過
程
を
追
い
な
が
ら
、
初
唐
と
の
避
諱
意
識
の
変
化
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

唐
碑
及
び
敦
煌
文
献
写
経
の
画
像
を
使
用
す
る
に
あ
た
り
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
淑
徳
大
学
書
学
文
化
セ
ン

タ
ー
、
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
よ
り
掲
載
許
可
を
頂
い
た
こ
と
を
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
注
〉

（
1
）
陳
垣
『
史
諱
挙
例
』（
漢
文
出
版
社
、
民
国
六
十
年
版
）
で
は
、
缺
筆
の
萌
芽
を
隋
代
に
求
め
る
説
を
、
ま
た
竇
懐
永
『
敦
煌
文
献
避
諱
研
究
』

（
甘
粛
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
三
）
で
は
そ
の
萌
芽
を
漢
代
、
晋
代
、
唐
代
に
求
め
る
説
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
両
氏
と
も
缺
筆
は
唐
代
よ
り
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
結
論
付
け
て
い
る
。
特
に
陳
垣
は
「
避
諱
缺
筆
、
当
起
於
唐
高
宗
之
世
」
と
述
べ
高
宗
期
よ
り
行
わ
れ
た
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

ま
た
周
暁
薇
・
王
其
禕
著
『
片
石
千
秋 

隋
代
墓
誌
銘
與
隋
代
歴
史
文
化
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
）
第
二
節
隋
代
避
諱
方
法
に
よ
る
と
、
隋
代

の
石
刻
資
料
に
見
ら
れ
る
避
諱
方
法
は
「
改
字
」、「
空
字
」、「
空
格
と
転
行
」
で
あ
る
と
し
、「
今
晋
査
以
隋
代
碑
版
墓
誌
為
大
端
的
石
刻
文
字
、
确

未
発
現
一
例
作
缺
筆
避
諱
者
、
是
更
能

充
分
印
証
陳
垣
老
的
見
地
之
鑿
鑿
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
現
状
缺
筆
の
萌
芽
を
隋
代
に
求
め
る

こ
と
は
難
し
く
、
定
説
の
通
り
、
缺
筆
は
唐
代
よ
り
始
め
ら
れ
た
避
諱
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
陳
垣
『
史
諱
挙
例
』
を
は
じ
め
、
近
年
の
王
新
華
『
避
諱
研
究
』（
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
七
）、
王
建
『
中
国
古
代
避
諱
小
史
』（
中
国
長
安
出
版

社
、
二
〇
一
五
）、
卞
仁
海
『
中
国
避
諱
学
史
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
）
等
の
先
行
研
究
は
、
書
誌
考
証
に
基
づ
き
、
避
諱
に
よ
る

名
称
の
改
変
を
指
摘
し
、
そ
の
背
景
に
あ
る
政
治
的
・
文
化
的
な
諸
問
題
を
取
り
上
げ
な
が
ら
正
確
な
事
実
の
復
元
と
考
証
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
近
年
で
は
高
田
時
雄
「
避
諱
と
字
音
」（『
東
方
学
報
』
第
八
五
冊
創
立
八
十
周
年
記
念
論
集
、
二
〇
一
〇
）
な
ど
、
避
諱
に
よ
り
改
変
さ
れ
た

音
韻
に
関
す
る
研
究
も
行
わ
れ
て
い
る
。

（
3
）
陳
垣
『
史
諱
挙
例
』
序
に
「
研
究
避
諱
而
能
応
用
之
於
校
勘
学
及
考
古
学
者
、
謂
之
避
諱
学
。
避
諱
学
亦
史
学
中
一
補
助
科
学
也
」
と
あ
る
。

（
4
）
陳
垣
『
史
諱
挙
例
』
巻
一
第
三
避
諱
缺
筆
例
に
は
、
唐
碑
に
現
れ
る
避
諱
用
例
の
列
挙
が
あ
る
が
、
缺
筆
例
は
乾
封
元
年
贈
泰
師
孔
宣
公
碑
の

「
泯
」
字
、
乾
封
元
年
于
志
寧
碑
の
「
世
」
字
、
ま
た
開
成
石
経
の
僅
か
三
例
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。
王
建
、
王
彦
坤
、
向
熹
等
の
著
作
も
缺
筆

の
代
表
例
を
挙
げ
る
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
図
版
な
ど
も
備
え
て
い
な
い
。
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（
5
）
竇
懐
永
『
敦
煌
文
献
避
諱
研
究
』
第
三
章
敦
煌
文
献
避
諱
的
方
法
、
第
四
章
敦
煌
文
献
避
諱
字
形
的
探
論
を
参
照
。

（
6
）
池
田
証
壽
「
漢
字
字
体
史
の
資
料
と
方
法
：
初
唐
の
宮
廷
写
経
と
日
本
の
古
辞
書
」（
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
巻
一
五
〇
、
二
〇
一
六
）

は
、西
原
一
幸
氏
の
一
連
の
字
様
研
究
に
対
し
て
「
日
本
に
伝
存
す
る
古
文
献
（『
新
撰
字
鏡
』、『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
な
ど
）
を
援
用
し
て
緻
密
に

実
証
を
重
ね
、
唐
代
の
字
体
規
範
と
い
う
論
理
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
点
に
特
色
が
あ
る
。
…
…
西
原
の
研
究
方
法
は
、
字
様
の
序
文
と
字
様
内
に
お

け
る
字
体
記
述
の
方
法
を
精
密
に
読
み
込
む
も
の
で
あ
っ
て
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
。
敢
え
て
問
題
を
指
摘
す
れ
ば
、
明
文
化
で
き
な
い
避
諱
に
よ

る
欠
筆
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
書
写
年
代
の
推
定
に
避
諱
を
利
用
す
る
の
は
文
献
研
究
上
必
要
な
手
続
き
で
あ
る
が
、

そ
れ
と
は
別
に
、
字
体
規
範
と
避
諱
と
の
関
連
は
問
題
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
字
体
規
範
と
避
諱
と
の
関
係
を
論
ず
る

た
め
に
は
、
先
ず
缺
筆
に
よ
り
変
化
し
た
避
諱
字
形
の
変
遷
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
初
唐
期
の
避
諱
字

形
を
列
挙
し
て
い
き
た
い
。

（
7
）
石
塚
晴
通
「
漢
字
字
体
の
日
本
的
標
準
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
六
巻
五
号
、
一
九
九
九
）、
同
『
漢
字
字
体
史
研
究
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇

一
二
）
を
参
照
。
石
塚
氏
は
初
唐
の
標
準
的
楷
書
文
献
に
宮
廷
写
経
を
用
い
て
お
り
、
そ
の
異
体
字
率
の
低
さ
か
ら
初
唐
標
準
字
体
を
理
解
す
る
の

に
宮
廷
写
経
が
有
用
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

（
8
）
西
原
一
幸
『
字
様
の
研
究 

唐
代
楷
書
字
体
規
範
の
成
立
と
展
開
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
）
第
九
章
を
参
照
。

（
9
）
避
諱
缺
筆
之
例
始
於
唐
。
唐
以
前
刻
石
、
字
多
別
体
、
不
能
定
何
者
為
避
諱
。
北
斉
顔
之
推
『
家
訓
』
風
操
篇
、
言
当
時
避
諱
之
俗
甚
詳
。
亦

祇
云
「
凡
避
諱
者
皆
須
得
其
同
訓
以
代
換
之
。」
可
見
当
時
尚
無
缺
筆
之
例
。
…
…
是
須
先
考
定
唐
以
前
有
無
缺
筆
之
例
為
主
、
似
不
能
以
六
朝
別

体
、
或
一
時
訛
誤
之
字
、
為
避
諱
之
証
也
（『
史
諱
挙
例
』
巻
一
第
三
避
諱
缺
筆
例
）。

（
10
）
諸
多
避
諱
方
法
的
使
用
、
使
一
部
分
漢
字
的
形
態
発
生
了
明
顕
変
化
。
如
唐
代
盛
行
的
缺
筆
之
法
、
使
「
世
」
字
作
「

」、「
民
」
字
作
「

」、

与
原
本
字
形
迥
然
不
同
。「
避
諱
字
」
即
是
相
対
于
未
避
諱
之
前
的
漢
字
而
言
的
、
是
指
由
于
避
諱
方
法
的
使
用
、
使
原
有
諱
字
発
生
了
形
体
変
化

之
后
的
漢
字
。
避
諱
字
在
達
到
了
避
諱
固
有
目
的
的
同
時
、
也
基
本
能
够
維
持
語
言
的
順
利
表
達
。
関
于
俗
字
、
学
界
已
有
較
多
的
討
論
和
定
義
。

…
…
所
謂
俗
字
、
是
区
別
于
正
字
而
言
的
一
種
通
俗
字
体
。
…
…
俗
字
伴
随
着
漢
字
的
産
生
而
産
生
另
一
方
也
暗
示
出
俗
字
的
討
論
必
須
以
一
定
的

歴
史
階
段
作
背
景
。
…
…
我
們
認
為
唐
代
避
諱
字
与
俗
字
之
間
的
関
係
、
主
要
表
現
在
、（
一
）
避
諱
字
可
能
来
源
于
前
代
俗
字
。
…
…
（
二
）
避

諱
字
可
能
転
変
成
后
代
俗
字
。
…
…
（
三
）
避
諱
字
与
俗
字
的
交
叉
（
竇
懐
永
『
敦
煌
文
献
避
諱
研
究
』
第
四
章
第
一
節
）。
な
お
引
用
文
中
の
俗

字
の
画
像
は
グ
リ
フ
ウ
ィ
キ
（https://glyphw

iki.org/w
iki/u353a

）
よ
り
引
用
し
た
。

（
11
）『
説
文
』
の
「「

」
に
従
ひ
て
之
を
曳
長
す
（
従
「

」
而
曳
長
之
）」
の
解
釈
は
遠
藤
光
暁
「
世
の
字
源
と
語
言
を
め
ぐ
っ
て
」（
古
代
文
字
資

料
館
発
行
『KO

TO
N

O
H

A

百
号
記
念
論
集
』、
二
〇
一
一
）
に
詳
し
い
。

（
12
）
今
按
、「
世
」
字
小
篆
作
「

」、
隷
定
多
作
「
世
」、
抑
或
変
体
作
「
丗
」、「

」
等
形
。
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
老
子
』
乙
本
中
「
世
」
字
都
写

作
「
丗
」。
北
魏
「
元
悌
墓
志
」
中
「
世
」
字
四
処
亦
皆
作
「
丗
」。
元
代
李
文
仲
『
字
鑑
』「
世
」
字
条
「
世
、
始
制
切
、『
説
文
』
作
「

」、
三

十
年
為
一
世
、
従
「

」
而
曳
長
之
。
亦
取
其
声
也
。
凡
貰
葉
紲
泄
之
類
従
世
。
俗
作
「
丗
」。」
已
経
明
確
指
出
「
丗
」
為
俗
写
形
。
至
于
唐
代
避

諱
字
形
、「
世
」
字
乃
缺
筆
作
「

」。
唐
玄
度
『
新
加
九
経
字
様
』「
卋
」「

」
条
下
注
云
「
音
勢
、
卅
年
為
一
「

」、
従
卅
而
曳
長
之
。
今
廟
諱

作
「

」。
代
表
「
官
方
」
意
見
的
唐
文
宗
開
成
石
経
、
遇
「
世
」
字
皆
写
作
「

」。
如
『
論
語
』
季
氏
「
自
諸
侯
出
蓋
十
世
希
不
矣
。
自
大
夫
出

五
世
希
不
失
矣
。
陪
臣
執
国
命
三
世
希
不
失
矣
。」
原
碑
三
世
字
皆
作
「

」。「

」
可
能
是
由
「
世
」
的
変
体
「
丗
」
缺
中
間
縦
画
産
生
的
、即
所

謂
「
缺
其
点
画
」「
為
字
不
成
」
者
。
如
果
這
一
推
断
成
立
、
就
進
一
歩
証
明
「
丗
」
本
身
併
非
避
諱
字
形
（
竇
懐
永
『
敦
煌
文
献
避
諱
研
究
』
第



117 初唐の缺筆研究

四
章
第
一
節
）。
な
お
引
用
文
中
の
俗
字
の
画
像
は
グ
リ
フ
ウ
ィ
キ
（https://glyphw

iki.org/w
iki/u353a

）
よ
り
引
用
し
た
。

（
13
）
開
成
石
経
の
画
像
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
使
用
し
た
。

（
14
）
世
謂
昬
字
合
従
民
。
今
有
従
氏
者
、
避
太
宗
諱
、
故
爾
僕
観
唐
三
蔵
聖
教
序
、
正
太
宗
所
作
、
褚
遂
良
書
、
其
間
「
重
昬
之
夜
」
則
従
民
。
初

未
嘗
改
民
従
氏
也
、
謂
避
諱
之
説
謬
矣
。
蓋
俗
書
則
然
。
又
観
温
彦
博
墓
志
、
正
観
間
欧
陽
詢
書
、
其
後
言
「
民
部
尚
書
唐
倹
云
云
」。
当
太
宗
時
、

正
字
且
不
諱
、
而
況
所
謂
偏
旁
乎
（
叢
書
集
成
初
編
『
野
客
叢
書
』
中
華
書
局
、
一
九
八
五
）。

（
15
）
必
是
以
昬
字
之
上
民
字
、
葉
字
之
中
世
字
犯
諱
。
故
改
昬
従
氏
、
改
葉
従
云
（
叢
書
集
成
初
編
『
十
七
史
商
榷
』
中
華
書
局
、
一
九
八
五
）。

（
16
）「
大
魏
故
信
都
縣
令
張
君
墓
誌
」、「
隋
大
信
行
禅
師
銘
塔
碑
」
の
画
像
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
拓
本
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
画
像
を
使
用

し
た
。
な
お
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
の
名
称
は
「
大
魏
故
信
都
縣
令
張
〓
墓
誌
」
で
あ
る
が
、
稿
者
が
補
っ
た
。

（
17
）
唐
制
、
不
諱
嫌
名
、
二
名
不
偏
諱
。
故
唐
時
避
諱
之
法
令
本
寛
、
而
避
諱
之
風
尚
則
甚
盛
。
…
…
唐
時
避
諱
、
有
可
特
紀
者
、
為
缺
筆
之
例
。
自

唐
時
始
（
陳
垣
『
史
諱
挙
例
』
巻
八
第
七
十
六
唐
諱
例
）。

（
18
）
礼
、
不
諱
嫌
名
、
二
名
不
偏
諱
。【
注
】
為
其
難
辟
也
。
嫌
名
、
謂
音
声
相
近
、
若
禹
与
雨
、
丘
与
区
也
。
偏
謂
二
名
不
一
一
諱
也
。
孔
子
之
母
、

名
徴
在
、
言
在
不
称
在
。【
疏
】
正
義
曰
「
不
偏
諱
」
者
、
謂
両
字
作
名
、
不
一
一
諱
之
也
。
孔
子
「
言
徴
不
言
在
、
言
在
不
言
徴
」
者
、
案
『
論

語
』
云
「
足
則
吾
能
徴
之
矣
」
是
言
徴
也
（
十
三
経
注
疏
整
理
本
『
礼
記
正
義
』
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）。

（
19
）
諸
上
書
若
奏
事
、
誤
犯
宗
廟
諱
者
、
杖
八
十
。
口
誤
及
餘
文
書
誤
犯
者
、
笞
五
十
。
即
為
名
字
觸
犯
者
、
徒
三
年
。
若
嫌
名
及
二
名
偏
犯
者
、
不

坐
（
銭
大
群
『
唐
律
疏
義
新
注
』
南
京
師
範
大
学
出
版
、
二
〇
〇
七
）。

（
20
）
王
新
華
『
避
諱
研
究
』
第
三
章
―
四
に
「『
唐
律
』
至
『
宋
律
』、
再
『
大
明
律
』、『
大
清
律
』、
其
間
一
脉
相
承
、
懲
罰
規
定
差
別
不
大
、
但
具

体
運
用
起
来
則
差
別
很
大
」
と
あ
る
。『
宋
刑
統
』
巻
十
官
職
、『
大
明
律
』
巻
三
吏
律
、『
大
清
律
例
』
吏
律
公
式
は
『
唐
律
疏
義
』
の
「
上
書
奏

事
誤
犯
宗
廟
諱
及
為
名
字
犯
諱
」
と
ほ
ぼ
同
文
を
載
せ
る
。『
元
典
章
』
は
「
抵
諱
罪
犯
。
法
司
擬
、
旧
例
、
詐
為
官
司
文
書
杖
一
百
、
其
徐
謹
合

杖
一
百
。
部
擬
七
十
七
下
。
省
准
断
」
と
稍
々
異
な
る
。

（
21
）
従
唐
律
的
状
況
看
、
避
諱
的
懲
罰
與
犯
諱
的
場
合
有
関
。
上
書
奏
事
、
直
達
上
聴
、
且
形
之
于
文
字
、
犯
諱
重
罪
、
須
杖
八
十
。
其
餘
文
書
犯

諱
、
不
能
達
于
上
聴
、
或
者
口
頭
奏
事
、
雖
達
于
上
聴
、
但
不
形
之
于
文
字
、
犯
諱
罪
軽
、
只
需
笞
五
十
。
以
上
状
況
都
属
于
誤
蝕
、
而
如
果
起
名

犯
諱
、
則
属
于
故
意
犯
諱
、
帰
入
大
不
敬
、
其
懲
罰
就
強
、
可
徒
三
年
（
王
新
華
『
避
諱
研
究
』
第
三
章
―
四
）。

（
22
）
陳
垣
『
史
諱
挙
例
』
巻
一
第
三
避
諱
缺
筆
例
で
は
、
改
姓
例
、
改
名
例
の
項
を
設
け
て
い
る
。
姓
名
の
改
変
方
法
は
、
該
当
す
る
字
を
別
字
に
変

え
る
方
法
、
二
字
名
で
あ
れ
ば
該
当
の
字
を
省
略
し
単
字
名
に
改
め
る
方
法
、
名
の
代
わ
り
字
を
通
用
さ
せ
る
方
法
な
ど
様
々
で
あ
る
。『
史
諱
挙

例
』
を
も
と
に
、
太
宗
李
世
民
の
国
諱
の
た
め
に
姓
名
を
改
め
た
例
を
見
る
と
、
李
世
勣
は
「
世
」
字
を
省
略
し
て
李
勣
と
し
、
王
世
充
は
「
世
」

字
を
省
略
し
て
王
充
と
し
、
徐
野
民
は
「
民
」
字
を
「
人
」
字
に
改
め
て
徐
野
人
と
す
る
例
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
名
前
に
含
ま
れ
る
国
諱
は
単
字

で
あ
れ
避
諱
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
と
分
か
る
。

（
23
）
大
唐
武
徳
九
年
六
月
、
太
宗
居
春
宮
総
万
機
、
下
令
曰
「
依
礼
、
二
名
義
不
偏
諱
。
尼
父
達
聖
、
非
無
前
旨
。
近
代
以
来
、
曲
為
節
制
、
両
字

兼
避
。
廃
闕
以
多
、
率
意
而
行
。
有
違
経
誥
。
今
其
官
号
人
名
及
公
私
文
籍
、
有
「
世
」
及
「
民
」
両
字
不
連
読
者
、
並
不
須
避
諱
（
景
印
文
淵
閣

四
庫
全
書
六
四
〇
『
通
典
』
巻
一
百
四
礼
六
十
四
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
五
）。

（
24
）
大
唐
永
徽
初
、
復
改
民
部
為
戸
部
、
廟
諱
故
也
。
太
宗
在
位
、
詔
官
号
人
名
及
公
私
文
籍
有
「
世
」「
民
」
両
字
不
相
連
者
、
並
不
諱
。
至
高
宗

始
諱
之
（
前
掲
『
通
典
』
巻
一
百
四
礼
六
十
四
）。
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（
25
）
十
二
月
乙
卯
、
還
洛
陽
宮
。
庚
午
、
改
「
昬
」、「
葉
」
字
（『
旧
唐
書
』
中
華
書
局
、
一
九
九
五
）。
な
お
同
「
校
勘
記
」
に
【
校
】「
改
昬
葉
字
、

「
字
」
字
各
本
原
作
「
宮
」、
十
七
史
商
榷
巻
七
〇
云
「
校
本
「
宮
」
字
作
「
字
」」
と
あ
る
。

（
26
）「
顧
外
書
瘞
琴
銘
付
顕
慶
二
年
般
若
心
経
」
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
の
名
称
は
「
顧
外
書
〓
琴
銘
付
顕
慶
2
年
般

若
心
経
」
で
あ
る
が
、
稿
者
が
補
っ
た
。

（
27
）
顕
慶
五
年
正
月
詔
、
孔
宣
設
教
、
正
名
為
首
、
戴
聖
貽
範
、
嫌
名
不
諱
。
比
見
鈔
写
古
典
、
至
於
朕
名
、
或
闕
其
点
画
、
或
隨
便
改
換
。
恐
六

籍
雅
言
、
会
意
多
爽
、
九
流
通
義
、
指
事
全
違
。
誠
非
立
書
之
本
。
自
今
以
後
、
繕
写
旧
典
文
書
、
並
宜
使
成
。
不
須
隨
義
改
易
（
前
掲
『
通
典
』

巻
一
百
四
礼
六
十
四
）。

（
28
）『
礼
記
』
曲
礼
上
に
「
詩
書
不
諱
、
臨
文
不
諱
。【
疏
】
何
胤
云
「
詩
書
謂
教
学
時
也
臨
文
謂
礼
執
文
行
事
時
也
」（
十
三
経
注
疏
整
理
本
『
礼
記

正
義
』）
と
あ
り
、
古
く
は
『
詩
』、『
書
』
を
は
じ
め
と
す
る
経
典
を
読
み
書
き
す
る
場
合
は
避
諱
を
使
用
し
な
い
と
あ
る
。
顕
慶
五
年
（
六
六
〇
）

の
詔
は
こ
れ
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
29
）
凡
上
表
疏
牋
啓
及
判
策
文
章
如
平
闕
之
式
。【
注
】
若
写
経
史
群
書
及
撰
録
旧
事
其
文
有
犯
国
諱
者
、
皆
為
字
不
成
。
な
お
平
闕
之
式
に
つ
い
て

は
岡
野
誠
「
唐
代
の
平
闕
式
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
上
）
─
敦
煌
写
本
「
唐
天
宝
職
官
表
」
の
検
討
を
通
し
て
─
」（
明
治
大
学
『
法
律
論
叢
』

第
九
五
巻
、
二
〇
一
五
）
に
詳
し
く
、
本
稿
の
本
文
と
書
下
し
は
岡
野
氏
の
論
文
を
参
照
し
た
。

（
30
）
避
諱
が
皇
権
の
保
持
と
強
化
に
関
係
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
開
母
廟
石
闕
銘
の
避
諱
に
関
す
る
一
考
察
」（
書
学
書
道
史
学
会
『
書
学

書
道
史
研
究
』
二
九
号
、
二
〇
一
九
）
を
参
照
。

（
31
）
陳
垣
『
史
諱
挙
例
』
巻
一
に
「
乾
封
元
年
贈
泰
師
孔
宣
公
碑
、
両
引
「
生
民
以
来
」、
共
作
「
生
人
」。「
愚
智
齊
泯
」、
泯
作

。
此
為
唐
碑
避

諱
缺
筆
始
見
、
以
後
缺
筆
之
字
漸
多
」
と
あ
る
。

（
32
）『
英
国
国
家
図
書
館
蔵
敦
煌
遺
書
』
に
よ
る
と
、S N

o.343

「
大
唐
三
蔵
聖
教
序
」
は
九
～
一
〇
世
紀
、
帰
義
軍
時
期
写
本
と
あ
る
。

（
33
）
藤
枝
晃
「
敦
煌
出
土
の
長
安
宮
廷
写
経
」（『
仏
教
史
学
論
集
』
二
九
号
塚
本
博
士
頌
寿
記
念
、
一
九
六
一
）
を
参
照
。
ま
た
大
西
磨
希
子
氏
は

「
敦
煌
発
現
の
宮
廷
写
経
に
つ
い
て
」（『
敦
煌
写
本
研
究
年
報
』
第
六
号
、
二
〇
一
二
）
に
於
い
て
、
宮
廷
写
経
の
頒
布
は
諸
州
官
寺
制
と
い
う
統

一
王
朝
下
に
於
け
る
仏
教
統
治
政
策
の
一
環
に
よ
り
全
国
に
流
布
し
た
と
し
、
宮
廷
と
地
方
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

（
34
）
藤
枝
晃
「
敦
煌
出
土
の
長
安
宮
廷
写
経
」、
大
西
磨
希
子
「
敦
煌
発
現
の
宮
廷
写
経
に
つ
い
て
」、
斎
木
正
直
「
漢
字
字
体
研
究
の
方
法
に
関
す

る
一
考
察
―H

N
G

の
利
用
を
通
し
て
―
」（
訓
点
語
学
会
編
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
一
二
四
輯
、
二
〇
一
〇
）
を
参
照
。
な
お
藤
枝
論
文

に
記
載
の
あ
る
書
道
博
物
館
蒐
集
「
金
剛
般
若
波
羅
密
経
」、
端
方
蒐
集
「
金
剛
般
若
波
羅
密
経
」
は
未
見
で
あ
る
。

（
35
）
前
掲
藤
枝
晃
「
敦
煌
出
土
の
長
安
宮
廷
写
経
」
に
「
詳
閲
」
の
説
明
が
あ
る
。「〔
奥
書
に
は
〕
使
・
判
官
の
前
に
は
「
詳
閲
」
と
い
う
役
割
で

大
原
寺
の
四
人
の
高
僧
が
名
を
列
ね
る
。
…
…
職
掌
は
、
字
面
か
ら
受
け
る
感
じ
は
出
来
上
が
っ
た
写
経
の
点
検
と
い
う
こ
の
様
で
も
あ
る
け
れ
ど

も
、
そ
の
前
に
三
校
ま
で
を
重
ね
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
す
る
に
は
念
が
入
り
す
ぎ
て
い
る
。
…
…
こ
れ
ら
の
高
僧
た
ち
は
み
な
玄
奘
の
高
足

た
ち
で
、
原
本
を
校
定
す
る
と
い
っ
た
仕
事
に
む
し
ろ
ふ
さ
わ
し
い
人
た
ち
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
写
経
所
に
お
け
る
僧
侶
側
の
役
員
、
乃
至
は
立

会
人
と
い
っ
た
風
の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
か
れ
ら
が
「
詳
閲
」
し
た
こ
と
を
記
し
た
写
経
は
、
経
典
と
し
て
の
無
上
の
権
威
を
も
ち
得
た
は

ず
の
も
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、
経
典
に
権
威
性
を
付
加
す
る
た
め
の
役
柄
で
あ
る
。

（
36
）
辻
正
博
「
唐
代
写
本
に
お
け
る
避
諱
と
則
天
文
字
の
使
用-P.5523recto

の
書
写
年
代
に
つ
い
て
」（『
敦
煌
写
本
研
究
年
報
』
第
一
〇
号
、
二



119 初唐の缺筆研究

〇
一
六
）

（
37
）『
英
国
国
家
図
書
館
蔵
敦
煌
遺
書
』
に
よ
る
と
、S N

o.454

は
武
周
期
写
本
と
あ
る
。

（
38
）
例
え
ばS N

o.575

礼
記
鄭
注
は
「
世
」
字
、「
民
」
字
に
缺
筆
が
見
ら
れ
る
が
「
治
」
字
は
完
好
な
字
形
で
あ
り
、
ま
たS N

o.792

老
子
道

徳
経
は
「
民
」
字
に
缺
筆
が
見
ら
れ
る
が
（「
世
」
字
は
無
し
）「
治
」
字
は
完
好
な
字
形
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
は
紀
年
が
無
い
た
め
、『
礼
記
』

檀
弓
上
に
見
え
る
「
舎
故
而
諱
新
」
の
規
定
に
則
り
、「
治
」
字
を
避
け
な
か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
太
宗
の
諱
を
避
け
、
高
宗
の
諱
を

避
け
な
い
と
い
う
現
象
に
関
し
て
は
、
盛
唐
以
降
の
避
諱
状
況
を
踏
ま
え
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。



120

　
　
　

は
じ
め
に

　

か
つ
て
書
写
の
為
の
必
須
の
道
具
で
あ
っ
た
筆
墨
硯
紙
、文
房
四
宝
と
総
称
さ
れ
る
そ
れ
ら
は
、我
が
国
に
お
い
て
も
早
々

に
生
産
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
一
方
で
、
各
時
代
に
お
い
て
中
国
あ
る
い
は
朝
鮮
な
ど
か
ら
少
な
か
ら
ざ
る
量
が
輸
入
さ
れ
て

き
た
。
国
家
自
体
も
中
国
に
倣
お
う
と
し
た
奈
良
時
代
や
平
安
時
代
は
無
論
の
こ
と
、
戦
乱
に
明
け
暮
れ
た
戦
国
時
代
に
お

い
て
す
ら
、
文
房
四
宝
の
流
入
は
継
続
さ
れ
て
い
た（

1
（

。
ま
し
て
、
戦
い
が
治
ま
り
太
平
の
世
と
な
っ
た
徳
川
時
代
、
鎖
国
と

い
う
制
限
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
人
々
は
熱
い
眼
差
し
で
文
化
を
希
求
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
輸
入
に
拍
車
が
掛
か
っ
て
い

た
だ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く（

2
（

。

　

文
房
四
宝
の
内
、特
に
毛
筆
に
関
し
て
は
、和
漢
に
お
い
て
そ
の
構
造
自
体
が
異
な
っ
て
い
た
。
中
心
部
に
紙
や
苧
麻
な
ど

を
使
い
三
角
錐
状
の
紙
縒
り
の
部
分
を
持
つ
巻
芯
と
い
う
構
造
の
和
筆
に
対
し
、
唐
筆
は
紙
縒
り
の
芯
が
無
く
全
て
が
獣
毛

等
で
出
来
た
無
芯
の
構
造
を
持
っ
て
い
た（

3
（

。
こ
の
構
造
上
の
明
確
な
違
い
は
、
墨
紙
硯
な
ど
他
の
文
房
四
宝
と
は
異
な
る
毛

筆
独
自
の
事
情
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
唐
様
の
書
の
盛
行
と
合
わ
さ
っ
て
、
唐
筆
の
輸
入
量
の
増
加
に
幾
許
か
の
影
響
を
与

え
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
一
方
で
、
中
国
式
の
無
芯
の
筆
を
日
本
国
内
で
も
生
産
し
よ
う
と
い
う
動
き
は
、
当
然
起
こ
っ

て
い
た
。
和
筆
の
中
国
式
の
無
芯
の
筆
へ
の
改
良
に
関
し
て
、江
戸
時
代
の
細
井
広
沢（

4
（

（
一
六
五
八
～
一
七
三
六
）
を
嚆
矢
と

し
て
そ
の
製
法
が
普
及
し
た
と
い
う
伝
承
と
、
そ
れ
と
相
反
す
る
よ
う
に
、
明
治
時
代
に
筆
匠
・
高
木
寿
穎（

5
（

（
一
八
一
四
～

八
三
）
が
中
国
の
筆
工
を
招
聘
し
て
変
革
し
普
及
し
た
と
い
う
説
な
ど
が
あ
り（

6
（

、
判
然
と
し
て
い
な
い
。

　
　
舶
来
唐
筆
と
和
筆
改
良 

濱
田
　
薫
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本
稿
は
、
ま
ず
江
戸
時
代
に
舶
来
さ
れ
て
い
た
唐
筆
の
状
況
を
、
市
河
米
庵（

7
（

（
一
七
七
九
～
一
八
五
八
）
の
『
米
庵
先
生
蔵

筆
譜
』
を
基
に
ひ
も
解
き
、
次
に
細
井
広
沢
の
著
わ
し
た
『
思
貽
斎
管
城
二
譜
』
と
彼
の
お
こ
な
っ
た
和
筆
の
中
国
式
の
無

芯
構
造
へ
の
改
良
の
実
態
、
さ
ら
に
高
木
寿
穎
が
残
し
た
資
料
と
そ
の
活
躍
な
ど
を
研
究
し
、
無
芯
の
和
筆
が
今
日
の
よ
う

に
一
般
的
に
な
る
過
程
の
解
明
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
一
、『
米
庵
先
生
蔵
筆
譜
』
か
ら
見
た
舶
来
の
唐
筆

　

江
戸
時
代
に
ど
の
よ
う
な
唐
筆
が
舶
来
さ
れ
て
い
た
の
か
、
幸
い
な
こ
と
に
幕
末
の
三
筆
の
一
人
、
市
河
米
庵
が
著
わ
し

た
『
米
庵
先
生
蔵
筆
譜
』（
以
下
『
蔵
筆
譜
』
と
略
称
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
書
籍
は
、
彼
が
収
集
し
た
唐

筆
を
筆
先
の
毛
毫
部
と
筆
銘
等
が
記
さ
れ
た
筆
頭
部
と
に
分
け
て
詳
細
に
彩
色
描
写
し
た
図
を
掲
載
し
、
そ
の
脇
に
数
行
分

の
注
釈
欄
を
設
け
る
と
い
う
構
成
で
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
単
な
る
文
字
だ
け
の
記
述
以
上
に
、
当
時
の
舶
来
唐
筆

を
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
（
一
）『
蔵
筆
譜
』
の
成
立
年
代

　

先
ず
は
『
蔵
筆
譜
』
の
成
立
年
代
な
ど
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

　

よ
く
知
ら
れ
た
話
で
あ
る
が
、
上
梓
さ
れ
一
般
向
け
に
販
売
さ
れ
た
の
は
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
の
こ
と
な
の
だ
が
、

そ
の
発
行
を
担
っ
た
大
学
堂
宜
尚
が
付
し
た
跋
文
に
は
、
実
際
に
こ
の
書
籍
が
編
ま
れ
た
の
は
そ
れ
を
遡
る
こ
と
三
十
年
前

の
こ
と
だ
と
書
か
れ
て
い
る（

8
（

。
ま
た
、
序
文
に
記
さ
れ
た
年
紀
で
も
っ
と
も
時
代
が
下
る
の
は
、
米
庵
の
父
・
市
河
寛
斎

（
一
七
四
九
～
一
八
二
〇
）
が
記
し
た
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
九
月
の
も
の
で（

9
（

、
大
学
堂
の
記
述
し
た
三
十
年
前
と
一
致
す

る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
米
庵
自
身
が
そ
の
前
年
の
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
八
月
十
九
日
よ
り
文
化

元
年
十
一
月
二
十
七
日
ま
で
西
遊
の
旅
に
出
て
お
り
、
さ
ら
に
『
蔵
筆
譜
』
の
内
容
に
こ
の
旅
路
で
得
た
唐
筆
な
ど
の
成
果

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
実
際
に
成
立
し
た
の
は
序
文
な
ど
よ
り
さ
ら
に
遅
れ
、
西

遊
の
旅
か
ら
帰
っ
た
後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
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寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
満
十
八
歳
だ
っ
た
米
庵
は
、義
祖
父
に
あ
た
る
高
橋
道
斎
（
一
七
一
八
～
九
四
）
の
古
筆
を
ね
だ
っ

て
お
り
、そ
の
頃
か
ら
既
に
唐
筆
蒐
集
を
始
め
て
い
た（

（（
（

。
米
庵
自
身
の
自
跋
の
年
紀
が
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
に
書
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
西
遊
の
旅
以
前
に
幾
許
か
の
集
ま
っ
た
唐
筆
を
譜
に
編
纂
し
よ
う
と
構
想
し
、
草
稿
な
ど
を
ま
と
め
て

各
名
士
へ
披
露
、
序
文
を
依
頼
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
旅
に
よ
る
成
果
が
あ
ま
り
に
大
き
く
、
既
に
成
っ

て
い
た
草
稿
へ
補
足
追
加
し
て
再
編
集
を
お
こ
な
っ
た
と
み
て
、
間
違
い
は
な
か
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
残
り
一
か
月
余

り
で
補
足
追
記
し
得
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
翌
年
の
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
あ
た
り
に
ず
れ
込
ん
だ
可
能
性
が
高
か
ろ
う
。

　
　
　
　
　
（
二
）『
蔵
筆
譜
』
掲
載
唐
筆
の
舶
来
年
代

　

文
化
元
年
か
ら
二
年
あ
た
り
に
編
ま
れ
た
と
し
て
、
こ
の
『
蔵
筆
譜
』
に
掲
載
さ
れ
た
唐
筆
は
、
無
論
そ
れ
以
前
に
舶
来

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
米
庵
自
身
は
二
十
六
、七
歳
。
し
か
し
、
高
橋
道
斎
の
古
筆
懇
願
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
先
人
た

ち
遺
愛
の
唐
筆
を
多
く
譲
り
受
け
て
い
る
た
め
、
彼
の
生
年
よ
り
も
遡
っ
て
舶
来
さ
れ
た
唐
筆
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
正
確
な
舶
来
時
期
は
わ
か
ら
な
い
が
、
先
人
た
ち
遺
愛
の
唐
筆
の
古
い
と
こ
ろ
で
は
、
米
庵
の
祖
父
・
市

河
〔
山
瀬
〕
蘭
台
（
一
七
〇
二
～
六
四
）
が
師
の
細
井
広
沢
か
ら
譲
り
受
け
た
筆
が
掲
載
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、そ
れ
ら
を
鑑
み
れ
ば

お
よ
そ
四
、五
十
年
前
か
ら
成
立
年
ま
で
に
舶
来
し
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う（

（1
（

。お
も
し
ろ

い
こ
と
に
、
想
定
さ
れ
る
こ
の
舶
来
期
間
は
、
中
国
か
ら
唐
筆
が
大
量
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
上
確
認
で
き
る
時
期

と
、
概
ね
重
な
っ
て
い
る（

（1
（

。

　
「
舶
来
ノ
筆
異
様
異
名
ノ
者
ヲ
集
テ
此
ヲ
図
シ
一
ゝ
論
ヲ
附
シ
テ
筆
譜
ト
ナ
ス
」
と
米
庵
自
身
が
言
う
よ
う
に（

（1
（

、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
い
う
性
質
上
、
一
般
的
な
も
の
よ
り
珍
し
い
も
の
が
優
先
し
て
選
ば
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
れ

で
も
、
金
銀
玉
器
や
堆
朱
・
陶
磁
器
な
ど
の
筆
管
を
も
つ
装
飾
性
の
強
い
も
の
を
除
い
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と（

（1
（

、
当
時

の
日
本
の
文
士
た
ち
が
使
用
す
る
こ
と
を
前
提
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
唐
筆
の
普
遍
的
な
姿
を
留
め
て
い
る
と
い
っ
て
、
間
違
い

で
は
な
か
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
今
日
の
私
達
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
唐
筆
は
、
市
場
で
目
に
す
る
現
在
の
中
国
筆
と
は
い
さ
さ
か
姿

の
異
な
る
も
の
が
多
い
と
感
じ
て
し
ま
う
。
な
ぜ
そ
う
な
の
か
、
も
う
少
し
掲
載
さ
れ
て
い
る
唐
筆
を
詳
細
に
考
察
し
て
み
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よ
う
。

　
　
　
　
　
（
三
）『
蔵
筆
譜
』
掲
載
唐
筆
の
産
地

　

米
庵
自
身
の
言
葉
に
よ
る
と
、
舶
来
さ
れ
た
当
時
の
唐
筆
は
、
中
国
は
蘇
州
産
の
も
の
が
多
く
、
福
建
産
は
や
や
稀
で
、

北
京
産
は
滅
多
に
な
か
っ
た
よ
う
だ（

（1
（

。
掲
載
さ
れ
た
唐
筆
の
中
で
産
地
が
明
記
さ
れ
て
る
筆
匠
を
数
え
る
と
十
二
名
。
そ
の

内
訳
は
、
蘇
州
産
が
王
介
眉
、
陳
天
順
、
伝

龍
、
洪
九
、
周
虎
臣
と
い
う
筆
匠
た
ち
。
福
建
産
が
郭
瑞
元
、
大
興
堂
。
北

京
産
が
孫
枝
発
、
劉
必
通
。
そ
の
他
に
安
徽
産
が
萼
華
斎
、
詹
成
圭
、
江
寧
産
が
張
鴻
昇
と
な
っ
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
、『
蔵
筆
譜
』
だ
け
で
産
地
を
特
定
で
き
る
筆
匠
は
十
二
名
で
止
ま
る
が
、
そ
れ
を
補
っ
て
く
れ
る
史
料
が
残

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
森
嶋
中
良
（
一
七
五
六
～
一
八
一
〇
）
の
編
ん
だ
「
惜
字
帖
」
で
あ
る（

（1
（

。
中
良
は
、
幕
府
奥
医
師
の

桂
川
家
に
生
ま
れ
た
医
者
で
あ
り
な
が
ら
、
平
賀
源
内
に
弟
子
入
り
し
戯
作
者
と
し
て
も
名
を
残
し
た
文
化
人
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
彼
が
編
ん
だ
こ
の
史
料
は
、「
字
を
惜
し
む
」
の
題
名
通
り
、
当
時
中
国
か
ら
舶
来
し
た
色
々
な
商
品
の
チ
ラ
シ
や
包

装
紙
な
ど
、
文
字
が
印
刷
さ
れ
た
紙
片
を
貼
り
付
け
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
な
の
で
あ
る
。
幸
運
に
も
そ
の
中
に
は
、
墨
や

紙
と
共
に
毛
筆
に
関
す
る
紙
片
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
「
惜
字
帖
」
か
ら
わ
か
る
産
地
お
よ
び
筆
匠
は
、
蘇
州
産
が
姚
瑞
文
、
洪
九
、
錢
桂
艇
、
曹
素
功
。
福
建
産
が
蒋
瑞
元
、
陳

大
興
、
王
文

、
郭
瑞
元
。
湖
州
産
が
沈
祖
光
で
、
お
そ
ら
く
上
海
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
も
の
の
確
認
で
き
な
か
っ
た
も

の
と
し
て
上
洋
邑
の
老
文
元
が
あ
る（

（1
（

。『
蔵
筆
譜
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
筆
匠
と
重
な
る
も
の
は
、
洪
九
、
曹
素
功
、
蒋
瑞

元
、
陳
大
興
、
王
文

、
郭
瑞
元
、
沈
祖
光
。
こ
の
内
、
新
た
に
産
地
が
判
明
す
る
も
の
は
、
曹
素
功
、
蒋
瑞
元
、
陳
大
興
、

王
文

、
沈
祖
光
。
先
に
判
明
し
て
い
る
も
の
に
加
え
る
と
十
七
名
の
筆
匠
の
産
地
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

十
七
名
の
筆
匠
の
産
地
を
整
理
し
て
記
す
と
、
蘇
州
が
六
名
、
福
建
が
五
名
、
北
京
が
二
名
、
そ
の
他
が
四
名
と
な
る
【
表

１
―
１
】。
あ
く
ま
で
、『
蔵
筆
譜
』
と
「
惜
字
帖
」
と
い
う
た
っ
た
二
つ
の
史
料
に
基
づ
く
筆
匠
と
産
地
の
情
報
だ
が
、
一

応
数
字
的
に
は
米
庵
の
言
葉
を
裏
付
け
る
結
果
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
唐
筆
自
体
の
数
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
『
蔵
筆
譜
』
に
掲
載
さ
れ
た
唐
筆
は
全
部
で
二
一
八
枝
。
そ
の
内
、製
造
し
た
筆
匠
の
名
前
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
筆
の
数
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は
一
五
六
枝
ほ
ど
あ
り
、
全
体
の
七
〇
％
強
の
割
合
に
な
る（

11
（

。
さ
ら
に
、
前
述
の
産
地
が
判
明
し
て
い
る
筆
匠
の
筆
を
数
え

る
と
、
八
九
枝
に
の
ぼ
り
、
全
体
の
四
〇
％
強
に
あ
た
る
。
そ
し
て
、
産
地
が
判
明
す
る
八
九
枝
を
産
地
別
に
数
え
る
と
、

蘇
州
産
は
七
枝
（
全
体
の
三
・
二
一
％
）、福
建
産
が
六
九
枝
（
全
体
の
三
一
・
六
五
％
）、北
京
産
が
二
枝
（
全
体
の
〇
・
九
二
％
）、

そ
の
他
一
一
枝
（
全
体
の
五
・
〇
五
％
）
と
な
る
【
表
１
―
２
】。
こ
の
筆
の
数
か
ら
は
、
福
建
産
が
際
立
つ
存
在
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る（

1（
（

。

【
表
１
―
１
】
産
地
別
筆
匠
一
覧
（『
米
庵
先
生
蔵
筆
譜
』
と
「
惜
字
帖
」
よ
り
筆
者
作
成
）

蘇
州
産

王
介
眉　
　

陳
天
順　
　

傳

龍　
　

洪
九　
　

周
虎
臣　
　
（
姚
瑞
文
）　　
（
銭
桂
艇
）　　
（
曹
素
功
）

福
建
産

郭
瑞
元　
　

大
興
堂　
　
（
蒋
瑞
元
）　　
（
陳
大
興
）　　
（
王
文

）

北
京
産

孫
枝
発　
　

劉
必
通

安
徽
産

萼
花
斎　
　

詹
成
圭

湖
州
産

（
沈
祖
光
）

そ
の
他

張
鴻
昇　
　
（
老
文
元
）

　

※
（ 　

）
内
は
「
惜
字
帖
」
よ
り
の
補
填
筆
匠

【
表
１
―
２
】『
米
庵
先
生
蔵
筆
譜
』
掲
載
産
地
別
筆
匠
製
品
数
（
筆
者
作
成
）

％

0.46

0.46

0.46

0.46

0.92

0.46

3.21

1.38

0.46

14.68

11.47

3.67

31.65

0.46

0.46

0.92

1.83

0.46

2.29

0.46

5.05

40.83

枝数

1

1

1

1

2

1

7

3

1

32

25

8

69

1

1

2

4

1

5

1

11

89

筆匠名

王介眉

陳天順

伝 龍

洪九

周虎臣

曹素功

蘇州産計

郭瑞元

大興堂

蒋瑞元

陳大興

王文

福建産計

孫枝発

劉必通

北京産計

沈祖光

萼花斎

詹成圭

張鴻昇

その他計

計

蘇
州
産

福
建
産

北
京
産

そ
の
他



125 舶来唐筆と和筆改良

　

あ
く
ま
で
限
ら
れ
た
情
報
か
ら
の
数
値
で
あ
る
。
し
か
し
、『
蔵
筆
譜
』
の
冒
頭
【
図
１
―
１
】
を
飾
る
の
が
福
建
の
王

文

で
あ
る
こ
と
や（

11
（

、
他
の
筆
匠
の
製
品
掲
載
数
が
概
ね
一
桁
で
止
ま
る
状
況
で
、
福
建
の
蒋
瑞
元
は
三
二
枝
、
陳
大
興
は

二
五
枝（

11
（

と
突
出
し
て
多
い
こ
と
等
を
加
味
し
て
考
慮
す
れ
ば
、
福
建
産
の
唐
筆
と
い
う
も
の
が
、『
蔵
筆
譜
』
所
載
唐
筆
の
大

き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
特
に
蒋
瑞
元
に
関
し
て
は
、
舶
来
唐
筆
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
他
の
史
料
、
安

永
三
（
一
七
七
四
）
年
大
江
玄
圃
の
著
わ
し
た
『
学
翼（

11
（

』
や
、
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
頃
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
趙
陶
斎

の
『
陶
斎
先
生
随
筆（

11
（

』
に
も
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
当
時
に
お
い
て
非
常
に
認
知
度
が
高
い
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　
　
　
　
（
四
）
唐
筆
二
大
流
派

　

で
は
、
福
建
産
の
唐
筆
と
は
如
何
な
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

　

中
国
の
筆
匠
に
は
、
幾
つ
か
の
流
派
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
「
湖
筆
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
浙
江
省
湖
州

呉
興
県
の
善
璉
郷
を
産
地
と
し
、
そ
の
流
派
の
筆
匠
は
、
元
時
代
か
ら
著
名
と
な
っ
て
各
地
へ
行
商
を
行
い
、
さ
ら
に
そ
れ

ら
の
地
へ
店
舗
を
設
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た（

11
（

。
た
だ
し
、
原
則
と
し
て
ど
の
地
に
店
舗
が
あ
っ
て
も
、
実
際
に
筆
作
り

に
携
わ
っ
て
い
る
の
は
善
璉
郷
の
職
人
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
代
表
的
な
品
種
は
「
羊
毫
筆（

11
（

」。
善
璉
郷
は
、
地
理
的
に
蘇

州
に
近
く
、
こ
の
地
に
出
店
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い（

11
（

。「
惜
字
帖
」
に
貼
り
込
ま
れ
た
チ
ラ
シ
を
見
る
と
、
蘇
州
に
あ
る

筆
匠
、
姚
瑞
文
や
洪
九
、
錢
桂
艇
な
ど
が
「
湖
筆
」
あ
る
い
は
「
湖
州
」
と
明
記
し
て
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
今
日
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る
毛
筆
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
湖
筆
に
分
類
さ
れ
る
も
の
な
の
だ
。

　

一
方
、
湖
筆
と
と
も
に
「
両
大
流
派
」
と
言
わ
れ
る
の
が
「
湘
筆
」
の
流
派
で
あ
る
。
湖
南
省
長
沙
を
発
祥
地
と
し
、
江

西
や
四
川
な
ど
西
南
各
省
へ
広
が
り
、
そ
れ
ら
の
地
の
筆
匠
の
大
部
分
が
こ
の
派
に
属
す
と
言
わ
れ
て
い
る
。
著
名
な
品
種

は
「
水
筆
」
及
び
「
兼
毫
筆（

11
（

」。
残
念
な
が
ら
、
湖
筆
の
勢
い
に
圧
さ
れ
、
今
日
で
は
あ
ま
り
出
会
う
機
会
が
な
い
筆
に
な
っ

て
い
る（

11
（

。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、『
蔵
筆
譜
』
の
福
建
産
の
筆
匠
を
見
て
み
る
と
、
目
を
引
く
存
在
の
王
文

、
蒋
瑞
元
、
陳

大
興
の
掲
載
製
品
中
に
は
「
水
筆
」
と
名
の
付
く
も
の
を
含
み
、
湘
筆
系
の
筆
匠
だ
と
知
ら
れ
る（

1（
（

。

　

無
論
『
蔵
筆
譜
』
の
中
に
は
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
作
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
玉
蘭
蕊
型
の
純
紫
毫
筆（

11
（

を
多
く
含
む
な
ど
、

【
図
１
―
１
】『
蔵
筆
譜
』
第
1
巻
1
頁
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時
代
的
な
差
異
と
い
う
も
の
が
大
い
に
あ
る
。
し
か
し
、
流
派
の
異
な
る
福
建
産
の
湘
筆
を
含
む
と
い
う
事
情
を
そ
れ
に
加

味
す
れ
ば
、
今
日
の
私
た
ち
が
目
に
す
る
中
国
筆
と
大
い
に
異
質
で
あ
る
こ
と
を
、
よ
り
よ
く
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

米
庵
は
別
の
箇
所
で
、
近
頃
舶
来
す
る
筆
は
羊
毫
が
甚
だ
多
い
と
語
っ
て
い
る（

11
（

。
上
述
し
た
よ
う
に
、
羊
毫
筆
は
湖
筆
を

代
表
す
る
品
種
で
あ
る
。
前
掲
し
た
産
地
の
記
載
で
蘇
州
産
が
多
い
と
い
う
言
葉
と
合
わ
せ
、
こ
の
当
時
の
舶
来
唐
筆
は
湖

筆
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

中
国
の
清
朝
初
期
、
長
崎
へ
遣
っ
て
来
る
唐
船
は
、
鄭
氏
台
湾
の
影
響
下
に
あ
っ
た
福
建
船
が
活
躍
。
鄭
氏
降
伏
後
の
康

熙
二
十
三
（
一
六
八
四
）
年
に
遷
界
令
の
撤
廃
さ
れ
た
後
は
、
江
・
浙
船
に
圧
迫
さ
れ
て
、
福
建
船
が
振
る
わ
な
く
な
っ
て

行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
湖
筆
の
増
加
は
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
唐
船
の
切
り
替
わ
り
も
背
景
と
し
て
あ
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
、
い
さ
さ
か
時
期
的
な
ず
れ
が
大
き
い
の
で
、
そ
の
影
響
は
あ
っ
た
と
し
て
も
大
き
く
は
な
い

だ
ろ
う
。

　

中
国
の
毛
筆
史
上
、
湖
筆
を
代
表
す
る
羊
毫
筆
が
市
場
を
席
捲
す
る
の
は
、
清
朝
中
葉
の
嘉
慶
・
道
光
（
一
七
九
六
～

一
八
五
〇
）
以
後
の
こ
と
だ
と
い
う
説
が
あ
る（

11
（

。「
蔵
筆
譜
」
に
あ
る
米
庵
の
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
貴
重
な

証
言
と
言
い
得
よ
う
。

　
　
　

二
、『
思
貽
斎
管
城
二
譜
』
と
細
井
広
沢
の
和
筆
改
良

　
『
蔵
筆
譜
』
の
序
文
を
書
い
た
皆
川
淇
園（

11
（

（
一
七
三
五
～
一
八
〇
七
）
は
、
そ
の
冒
頭
に
お
い
て
「
余
の
書
、
舶
筆
を
以
て

せ
ず
ば
、
之
を
為
さ
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
無
論
、
舶
来
の
唐
筆
を
収
集
し
て
い
た
米
庵
自
身
も
、
こ
れ
ら
を
用
い
て
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
巻
芯
の
和
筆
は
、
そ
の
構
造
上
毛
の
可
動
域
が
狭
く
、
ま
た
紙
縒
り
部
分
に
黴
や
虫
な
ど
が
付
き
痛

み
や
す
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る（

11
（

。
淇
園
や
米
庵
に
限
ら
ず
、
書
に
こ
だ
わ
り
を
も
っ
た
当
時
の
文
士
た
ち
で
あ
れ
ば
、
唐
筆

愛
用
者
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
だ
け
愛
用
者
が
い
て
需
要
が
見
込
め
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
に
お
い
て
も
唐
筆
と
同
じ
無
芯
の
筆
を
作

ろ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
の
も
当
然
だ
。
し
か
し
、
巻
芯
の
筆
か
ら
中
国
式
の
無
芯
の
筆
へ
の
改
良
は
、
そ
れ
程
簡
単
な
も



127 舶来唐筆と和筆改良

の
で
は
無
か
っ
た
ら
し
い
。

　

正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
、
徳
川
家
継
の
将
軍
宣
下
の
為
、
東
上
し
た
予
楽
院
・
近
衛
家
熙（

11
（

（
一
六
六
七
～
一
七
三
六
）
は
、

江
戸
に
て
中
国
式
の
筆
を
作
る
職
人
が
居
る
と
言
う
噂
を
耳
に
す
る
。興
味
を
持
っ
た
家
熙
が
仕
丁
を
使
っ
て
調
べ
た
結
果
、

唐
様
を
謳
う
筆
匠
は
見
つ
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
製
品
は
一
目
み
る
な
り
中
国
式
と
は
異
な
る
と
看
破
さ
れ
得
る
も
の

だ
っ
た
。
結
局
、
商
利
の
為
に
唐
様
の
名
を
騙
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う（

11
（

。

　

こ
の
予
楽
院
の
逸
事
を
記
録
し
て
い
る
の
が
、こ
の
章
で
取
り
上
げ
る
細
井
広
沢
が
著
し
た
『
思
貽
斎
管
城
二
譜
』（
以
下

『
管
城
二
譜
』
と
略
称
）
で
あ
る
。
広
沢
は
江
戸
に
あ
っ
て
四
十
年
、
筆
匠
に
注
目
し
て
き
た
が
、
中
国
式
の
無
芯
の
筆
を
良

く
す
る
者
が
居
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
む
し
ろ
、
だ
か
ら
こ
そ
自
ら
が
貴
重
な
唐
筆
を
分
解
し
そ
の
製
法
を
解
明
、
こ

の
『
管
城
二
譜
』
を
書
き
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
『
管
城
二
譜
』
は
、
家
熙
が
江
戸
に
来
る
少
し
前
の
同
年
二
月
十
一
日
に
書
き
上
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
故
、
家
熙
の
要
望
に

応
え
得
る
で
あ
ろ
う
こ
の
書
籍
を
、
広
沢
は
献
上
す
る
こ
と
も
考
え
た
。
し
か
し
、
琴
の
名
手
で
あ
っ
た
東
晋
の
戴
逵
や
、

絵
の
技
量
が
優
れ
た
唐
の
閻
立
本
な
ど
の
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
、
結
局
は
取
り
止
め
た（

11
（

。
こ
の
時
、
広
沢
は
五
十
六
歳
で

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
一
）『
管
城
二
譜
』
の
遍
歴

　

で
は
、『
管
城
二
譜
』
と
い
う
書
物
の
辿
っ
た
い
さ
さ
か
数
奇
な
遍
歴
を
、
も
う
少
し
追
っ
て
み
よ
う
。
こ
の
書
物
は
、
能

書
で
あ
っ
た
広
沢
自
身
が
筆
を
執
り
文
と
図
共
に
記
し
た
自
筆
本
で
あ
る
。
先
述
し
た
家
熙
へ
の
献
上
を
見
合
わ
せ
た
後
、

二
年
後
の
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
の
五
月
十
日
、
妙
法
院
門
跡
・
尭
延
法
親
王（

1（
（

（
一
六
七
七
～
一
七
一
九
）
が
寛
永
寺
護
国

院
に
来
た
際（

11
（

、
依
頼
さ
れ
た
面
前
で
の
揮
毫
を
終
え
た
後
に
話
が
毛
筆
に
及
ん
だ
た
め
、
広
沢
は
こ
の
書
物
の
存
在
を
教
え
、

尭
延
閲
覧
の
為
に
貸
し
出
し
た
。
ち
な
み
に
、
自
跋
の
文
は
、
そ
の
事
情
を
記
す
た
め
に
同
月
十
六
日
に
付
け
加
え
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

尭
延
の
閲
覧
後
、『
管
城
二
譜
』
は
広
沢
の
元
に
無
事
返
却
さ
れ
た
ら
し
く
、
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
秋
に
自
刻
し
た
蔵

書
貸
出
に
関
す
る
注
意
文
を
記
し
た
印
が
捺
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
尭
延
以
外
に
も
借
り
出
す
者
が
お
り
、
し
ば
し
ば
返
却
に
遅
延
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を
生
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
故
だ
ろ
う
。

　

こ
の
間
、広
沢
は
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
の
『
紫
微
字
様
』
や
享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
の
『
篆
体
異
同
歌
』
な
ど
、数
々

の
書
籍
を
出
版
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
管
城
二
譜
』
の
上
梓
は
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
為
、
唯
一
の
自
筆
本
と
し
て
存
在
し

続
け
た
。

　

広
沢
没
後
、『
管
城
二
譜
』
が
ど
の
よ
う
な
遍
歴
を
経
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
次
に
そ
の
所
在
が
わ
か
る
の
は
、
没
後

九
十
年
余
り
後
の
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
。
幕
府
奥
医
師
と
な
っ
た
桂
川
家
六
代
・
甫
賢（

11
（

（
一
七
九
七
～
一
八
四
四
）
の
所

蔵
に
帰
し
て
い
た
。
森
嶋
中
良
と
い
い
、
桂
川
家
の
人
々
は
単
な
る
医
者
に
止
ま
ら
な
い
雅
な
才
能
を
持
つ
ら
し
い
。
そ
し

て
、
甫
賢
の
友
人
で
あ
っ
た
永
根
文
峯（

11
（

（
一
八
〇
二
～
三
三
）
が
そ
の
存
在
を
知
り
、
譲
り
受
け
た
。
彼
は
こ
の
書
の
貴
重
さ

を
慮
っ
て
影
写
整
頓
し
写
本
を
作
り
、
広
く
出
版
頒
布
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
の
、
果
た
せ
な
い
で
い
た
。

　

天
保
元
（
一
八
三
〇
）
年
頃
、書
籍
並
び
に
書
画
の
商
い
を
行
っ
て
い
た
安
西
雲
煙（

11
（

（
一
八
〇
七
～
五
二
）
が
、文
峯
へ
『
管

城
二
譜
』
の
割
譲
を
請
い
、
入
手
し
た
。
雲
煙
は
先
に
上
梓
し
た
自
著
『
近
世
名
家
書
画
談
』
中
に
、
発
行
元
で
あ
る
玉
巌

堂
・
和
泉
屋
金
右
衛
門
の
下
か
ら
『
管
城
二
譜
』
も
刊
行
す
る
こ
と
を
謳
っ
て
お
り
、文
峯
も
そ
れ
故
に
割
譲
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、理
由
は
不
明
な
が
ら
、こ
の
試
み
は
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
ほ
ど
後
の
天
保
四
（
一
八
三
三
）

年
、
文
峯
自
身
が
三
十
二
歳
で
早
世
、『
管
城
二
譜
』
を
世
に
広
め
た
い
と
い
う
彼
の
志
は
、
生
前
に
果
た
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
結
局
、
雲
煙
と
も
係
わ
り
が
あ
っ
た
文
峯
の
門
人
・
渡
部
璋（

11
（

（
一
八
一
二
～
八
一
）
が
師
の
志
を
継
い
で
、
そ
の
没

後
二
年
ほ
ど
た
っ
た
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
に
、佐
藤
寿
民
と
い
う
人
物
の
援
助
を
得
、や
っ
と
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
版

木
を
起
こ
す
に
あ
た
り
、
文
峯
の
影
写
を
用
い
て
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
を
憚
り
、
璋
が
更
に
縮
写
し
て
下
絵
に
あ
て
た
。
こ

れ
以
後
、『
管
城
二
譜
』
は
、
印
刷
物
と
し
て
世
間
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
甫
賢
所
蔵
か
ら
印
刷
発
行
ま
で
の
経
緯
は
、

刊
行
さ
れ
た
『
管
城
二
譜
』
の
序
跋
文
と
、
雲
煙
の
『
近
世
名
家
書
画
談
』「
造
筆
の
事（

11
（

」
か
ら
判
明
す
る
。

　

世
間
に
流
布
す
る
印
刷
物
と
し
て
の
『
管
城
二
譜
』
発
行
は
、
広
沢
が
自
筆
本
を
書
き
上
げ
て
か
ら
、
百
二
十
年
余
り
の

時
間
が
経
過
し
て
い
た
。

　

さ
て
、
印
刷
物
の
『
管
城
二
譜
』
が
普
及
し
た
わ
け
だ
が
、
唯
一
の
存
在
で
あ
り
貴
重
な
広
沢
の
自
筆
本
の
そ
の
後
の
遍

歴
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
見
て
み
よ
う
。
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自
筆
本
は
、
雲
煙
に
よ
る
出
版
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
元
へ
留
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
と
あ
る
人
物
の
所
有
と

な
り（

11
（

、
そ
こ
か
ら
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
な
っ
て
再
び
市
場
に
あ
ら
わ
れ
、
東
京
の
筆
匠
・
高
木
寿
穎
が
購
入
、
序

跋
文
な
ど
を
加
え
て
装
丁
し
直
し
た
。
雲
煙
以
降
の
遍
歴
は
、
こ
の
際
に
加
え
ら
れ
た
跋
文
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。
寿
穎
は

同
じ
明
治
十
五
年
の
十
二
月
一
日
に
、
こ
の
貴
重
な
広
沢
自
筆
本
を
博
物
局
へ
献
上
、
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
の
所
蔵
に

帰
し
て
い
る（

11
（

。

　
　
　
　
　
（
二
）『
管
城
二
譜
』
の
内
容

　
『
管
城
二
譜
』
は
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
二
種
類
の
筆
の
製
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
が
「
毛
頴
譜
」
と
称
し
、
広

沢
自
身
が
唐
筆
を
分
解
・
解
明
し
た
、
中
国
式
の
無
芯
の
筆
の
製
法
で
あ
る
。
も
う
一
つ
が
、「
槿
筆
譜
」
と
称
し
、
故
友
・

鈴
木
重
之
か
ら
広
沢
へ
伝
え
ら
れ
た
、
木
材
で
あ
る
木
槿
に
棕
櫚
を
加
え
て
作
る
少
々
特
殊
な
筆
の
製
法
で
あ
る
。
こ
の
章

で
取
り
上
げ
る
の
は
、「
毛
頴
譜
」
の
内
容
で
あ
り
、「
槿
筆
譜
」
は
そ
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

　

で
は
、『
管
城
二
譜
』「
毛
頴
譜
」
に
記
さ
れ
た
中
国
式
の
無
芯
筆
製
法
の
内
容
を
簡
単
に
見
て
み
よ
う
。
広
沢
は
、
筆
の

構
造
を
第
一
営
か
ら
第
五
営
の
五
つ
の
部
分
に
分
け
て
解
説
し
て
い
る
。「
営
」
と
い
う
独
特
の
表
現
を
用
い
て
い
る
が
、意

味
し
て
い
る
の
は
層
次
で
あ
る
。
第
一
営
は
「
中
心　

古
称
柱
」
と
記
さ
れ
筆
の
中
央
部
分
で
あ
る
。
強
く
真
っ
直
ぐ
な
毛

を
精
選
し
て
整
え
蠟
を
用
い
て
束
ね
る
。
以
下
第
二
営
「
護
心
」、
第
三
営
「
充
腹
」、
第
四
営
「
襯
装
」、
第
五
営
「
介
冑　

古
称
被
」
ま
で
、
第
一
営
を
纏
う
よ
う
に
層
次
を
増
や
し
て
行
く
。
途
中
、
第
四
営
の
解
説
部
分
が
欠
損
し
て
お
り
詳
細
が

わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
こ
の
製
法
で
最
も
特
徴
的
な
の
は
第
三
営
「
充
腹
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
【
図
２
―
１
】。

　

第
一
営
の
中
央
部
の
毛
の
長
さ
に
対
し
、
そ
の
他
の
営
は
少
し
ば
か
り
及
ば
な
い
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
の
に
対
し（

1（
（

、
第
三

営
は
明
ら
か
に
短
い
毛
、
し
か
も
「
乱
毛
」
で
長
さ
を
揃
え
整
え
る
こ
と
も
し
な
い
で
良
い
と
言
う
。
こ
の
第
三
営
が
短
い

毛
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
側
に
続
く
第
四
営
と
第
五
営
が
筆
先
に
向
か
い
ま
と
ま
る
構
造
で
あ
り
、
ま
た
、
第
三
営
が

短
い
毛
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
上
部
に
空
間
が
出
来
、
墨
含
み
を
良
く
す
る
効
果
も
あ
る
。
単
に
毛
を
差
し
込
ん
だ
だ

け
で
は
先
の
利
く
筆
の
穂
形
を
保
て
な
い
と
こ
ろ
を（

11
（

、
こ
の
第
三
営
を
作
る
こ
と
で
穂
形
が
整
い
見
事
な
無
芯
の
筆
と
な
る

よ
う
だ
。
ま
た
、
極
大
筆
の
場
合
は
、
営
の
数
を
八
、九
と
増
や
し
、
再
び
「
充
腹
」
の
営
を
設
け
、
そ
の
毛
の
長
さ
は
後
に

【
図
２
―
１
】『
管
城
二
譜
』「
充
腹
」
部
分
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行
く
程
短
く
す
る
ら
し
い
。

　

無
芯
筆
の
製
法
の
肝
要
な
部
分
は
、
こ
の
第
一
営
か
ら
第
五
営
ま
で
の
解
説
な
の
だ
が
、
広
沢
は
さ
ら
に
自
身
が
分
解
し

た
筆
の
解
説
を
追
記
し
て
お
り
、
そ
こ
に
興
味
深
い
点
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、「
中
筆
」
の
解
説
と
し
て
「
必
ず
し
も
五
営

な
ら
ず
」
と
し
四
営
及
び
三
営
で
の
作
例
を
図
示
し
て
い
る
の
だ
が
、「
湖
州
苕
渓
の
作
る
も
の
皆
此
の
法
を
用
い
る
」
と
但

し
書
き
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
中
国
筆
で
も
湖
筆
を
指
し
て
い
る（

11
（

。
た
だ
し
、
作
例
と
し
て
図
示
さ
れ
て

い
る
三
つ
の
図
の
内
、
一
つ
だ
け
第
二
営
に
充
腹
の
部
分
を
持
ち
広
沢
の
製
法
と
合
致
し
て
い
る
が
、
残
り
の
二
つ
は
「
充

腹
」
の
部
分
が
無
く
同
種
に
は
見
え
な
い
。
な
お
、
後
に
続
く
「
小
筆
」
の
解
説
の
図
の
一
つ
も
「
充
腹
」
の
部
分
が
見
ら

れ
な
い（

11
（

。

　

も
う
一
つ
の
興
味
を
引
く
点
は
、「
水
筆
」
の
解
説
を
付
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
福
建
作
る
も
の
極
め
て
佳
。
蠟
を
用

い
ず
。
書
完
す
れ
ば
、
水
を
も
っ
て
こ
れ
を
洗
う
べ
し
。
如
意
水
筆
と
称
す
る
者
。
更
に
佳
」
と
説
明
が
書
か
れ
、
湘
筆
の

代
名
詞
で
あ
る
水
筆
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
使
用
後
に
水
分
を
保
っ
て
お
い
た
方
が
良
い
と
い
う
、
水
筆
の
特
性
を
正
し
く

認
識
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
し
か
し
、
大
変
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
水
筆
の
図
解
部
な
ど
解
説
の
頁
が
ま
る
ま
る
欠
損

し
て
お
り
、
そ
の
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
。

　

果
た
し
て
、
広
沢
が
中
国
筆
の
二
大
流
派
と
い
う
も
の
を
知
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
間
違
い
な
く
そ

れ
ら
の
製
品
が
別
の
種
類
だ
と
認
識
し
、
分
解
・
解
明
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
慧
眼
に
は
感
服
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　
　
（
三
）『
管
城
二
譜
』
の
和
筆
改
良
へ
の
影
響
に
関
す
る
問
題
点

　

さ
て
、
簡
単
に
『
管
城
二
譜
』
が
伝
え
ら
れ
た
遍
歴
と
そ
の
内
容
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
こ
の
書
籍
が
、
巻
芯
筆

か
ら
無
芯
筆
へ
の
和
筆
改
良
に
ど
の
程
度
影
響
を
与
え
た
か
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
広
沢
が
自
身
の
手
で
書
き
上
げ
て
か
ら
、
版
木
を
お
こ
し
印
刷
出
版
さ
れ
る
ま
で
お
よ
そ
百
二
十
年
の

隔
た
り
が
あ
る
。
そ
の
間
、天
下
に
た
だ
一
冊
の
自
筆
本
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、一
般
向
け
に
印
刷
出
版
さ
れ
る
際

も
、
義
捐
金
を
得
て
や
っ
と
発
行
さ
れ
た
。
巻
末
に
三
都
書
物
問
屋
の
取
扱
い
に
な
っ
て
お
り（

11
（

、
ま
た
、
現
存
す
る
『
管
城

二
譜
』
の
印
刷
本
に
は
少
な
く
と
も
サ
イ
ズ
違
い
の
二
種
類
が
存
在
し
て
い
る
な
ど
し
て
い
る
が（

11
（

、
そ
れ
で
も
、
発
行
部
数
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が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
よ
う
に
多
か
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
の
上
、
印
刷
発
行
し
た
段
階
で
既
に
第
四
営
の
解
説
や
「
水

筆
」
の
項
目
な
ど
が
欠
損
し
、
完
全
な
製
法
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た（

11
（

。

　

広
沢
の
記
し
た
無
芯
の
筆
の
製
法
と
、
今
日
の
一
般
的
な
和
筆
の
製
法
を
比
較
し
て
み
る
と（

11
（

、
広
沢
が
「
営
」
と
称
し
た

層
次
に
分
け
る
手
法
は
、「
命
毛
」、「
喉
毛
」、「
腹
毛
」、「
腰
毛
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
似
た
構
造
の
も
の
が
今
日
で
も
行
わ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
広
沢
の
製
法
で
特
徴
的
な
毛
の
長
さ
を
著
し
く
短
く
す
る
「
充
腹
」
の
よ
う
な
層
次
は
な
く
、「
一
分

下
げ
」
や
「
五
厘
下
げ
」
な
ど
と
呼
び
、
各
層
次
を
決
ま
っ
た
寸
法
で
段
階
的
に
短
く
し
て
行
く
手
法
を
用
い
て
い
る
。
広

沢
は
第
一
営
な
ど
の
形
を
整
え
る
た
め
に
蠟
を
用
い
て
い
る
が
、
今
日
で
は
フ
ノ
リ
を
用
い
て
い
る
。
広
沢
の
図
で
は
、
一

営
毎
に
根
元
を
紐
で
縛
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
今
日
で
は
筆
穂
す
べ
て
が
整
っ
た
段
階
で
、「
糸
締
め
」
あ

る
い
は
「
根
締
め
」
と
称
し
て
一
度
だ
け
紐
で
縛
っ
て
い
る
。
層
次
に
分
け
る
方
法
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
の
他
の
点
で
は
、
広
沢
の
製
法
と
今
日
の
そ
れ
と
は
多
く
の
違
い
が
あ
る
の
は
否
め
な
い
。

　

自
筆
本
成
立
か
ら
印
刷
出
版
ま
で
の
隔
た
り
や
、
印
刷
部
数
の
多
寡
、
さ
ら
に
今
日
の
毛
筆
製
法
と
の
内
容
的
な
相
違
点

な
ど
を
考
え
る
と
、
こ
の
『
管
城
二
譜
』
の
刊
行
お
よ
び
普
及
を
も
っ
て
、
和
筆
が
今
日
の
よ
う
な
無
芯
の
筆
へ
と
変
わ
っ

て
い
っ
た
と
は
、
な
か
な
か
考
え
に
く
く
、
従
来
そ
の
点
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
た（

11
（

。

　
　
　
　
　
（
四
）
高
木
寿
穎
が
述
べ
る
広
沢
の
和
筆
改
良
の
功
績

　

広
沢
没
後
、
息
子
の
細
井
九
皐（

11
（

（
一
七
一
一
～
八
二
）
が
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
に
著
わ
し
た
『
墨
道
私
言（

1（
（

』
に
は
、「
予

常
ニ
唐
筆
ヲ
用
テ
字
ヲ
作
ル
。
和
筆
ハ
自
然
ト
俗
ニ
成
ル
所
ア
リ
」
な
ど
と
述
べ
、
唐
筆
の
使
用
を
強
く
勧
め
て
い
る
。
ま

た
、
文
字
の
大
き
さ
等
に
よ
っ
て
筆
を
変
え
る
こ
と
は
な
く
「
蠅
頭
小
楷
か
ら
中
字
ニ
至
ル
マ
デ
只
一
本
ノ
筆
」
で
書
き
、

そ
れ
は
広
沢
よ
り
今
ま
で
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
大
玉
柱
、
蘭
亭
選
、
大
巨
細
」
な
ど
と
列
記
さ
れ
た
唐
筆

銘
は
、
九
皐
だ
け
で
な
く
広
沢
自
身
も
愛
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、唐
筆
を
強
く
勧
め
る
一
方
で
、「
唐
筆
ハ
潤
沢
ニ
ツ
カ
ハ
レ
ズ
故
ニ
」、そ
の
代
替
え
と
し
て
「
小
法
師
武
助
」
と

い
う
出
入
り
の
日
本
の
筆
匠
の
製
品
を
使
っ
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
小
楷
に
は
使
え
な
い
も
の
の
、「
中
字
大
字
」

の
筆
を
作
ら
せ
、
中
で
も
大
字
用
の
筆
は
彼
ほ
ど
の
上
手
は
三
都
に
な
く
、「
用
テ
試
ム
可
ナ
リ
」
と
ま
で
書
い
て
い
る
。
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『
管
城
二
譜
』
に
は
ま
る
で
触
れ
て
い
な
い
も
の
の（

11
（

、
広
沢
の
和
筆
改
革
へ
の
影
響
と
い
う
点
を
考
え
た
時
、
九
皐
の
用
筆

に
関
す
る
こ
の
記
述
は
、
な
か
な
か
に
興
味
深
い
。

　

自
筆
本
『
管
城
二
譜
』
の
所
有
者
に
名
を
連
ね
る
安
西
雲
煙
は
、
そ
の
著
『
近
世
名
家
書
画
談
』「
造
筆
の
事
」
に
お
い

て
、「
近
世
江
戸
に
て
筆
匠
往
々
華
式
に
傚
ひ
筆
を
製
す
る
こ
と
其
始
り
元
来
駒
込
追
分
の
静
好
堂
高
麗
慶
と
い
へ
る
も
の
よ

り
起
こ
れ
り
」
と
述
べ
て
い
る（

11
（

。
こ
れ
は
、
天
保
の
頃
ま
で
に
は
江
戸
に
お
い
て
中
国
式
の
無
芯
の
筆
を
作
っ
て
い
た
こ
と

を
、
明
示
し
て
く
れ
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
印
刷
物
と
し
て
の
『
管
城
二
譜
』
が
世
に
出
る
前
の
こ

と
。
そ
れ
故
、『
管
城
二
譜
』
の
刊
行
お
よ
び
普
及
は
、
江
戸
に
お
け
る
和
筆
の
無
芯
の
筆
へ
の
改
良
に
、
ほ
と
ん
ど
影
響
を

与
え
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

で
は
、
和
筆
の
改
良
に
、
広
沢
の
功
績
は
全
く
無
か
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
ら
し
い
。
何
故
な

ら
、
雲
煙
が
『
管
城
二
譜
』
を
所
蔵
し
そ
の
刊
行
を
試
み
よ
う
と
し
た
契
機
は
、「
其
始
り
」
が
静
好
堂
で
あ
る
と
い
う
世
評

に
対
し
、
そ
れ
以
前
に
広
沢
が
あ
っ
た
こ
と
を
世
に
知
ら
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ（

11
（

。
お
そ
ら
く
、
こ
の
世

評
を
正
し
、
広
沢
こ
そ
「
其
始
り
」
で
あ
る
と
示
そ
う
と
す
る
思
い
は
、『
管
城
二
譜
』
の
刊
行
に
関
わ
っ
た
永
根
文
峯
や
渡

部
璋
な
ど
が
、
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
共
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
物
の
出
版
は
、
新
た
に
和
筆
を
中
国
式
の

無
芯
の
筆
へ
と
改
良
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
其
始
り
」
を
世
間
に
正
し
く
認
識
さ
せ
る
た
め

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

　

で
は
、
和
筆
の
無
芯
の
筆
へ
の
改
良
に
お
け
る
広
沢
の
功
績
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

自
筆
本
『
管
城
二
譜
』
を
個
人
と
し
て
最
後
に
所
有
し
た
高
木
寿
穎
は
、
入
手
し
た
こ
の
貴
重
な
書
物
を
、
確
堂
と
い
う

人
物
に
よ
る
題
字（

11
（

と
小
野
湖
山（

11
（

（
一
八
一
四
～
一
九
一
〇
）
へ
依
頼
し
て
書
写
し
て
も
ら
っ
た
跋
文
を
加
え
、丁
寧
に
装
丁
し

直
し
て
い
る
。
そ
の
跋
文
に
は
、製
法
の
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
「
漢
制
筆
」
が
今
日
存
在
し
て
い
る
の
は
広
沢
を
「
鼻
祖
」

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
製
筆
業
者
は
広
沢
の
余
沢
を
蒙
っ
て
い
る
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
我
が
家
は
そ

の
最
た
る
も
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
そ
の
本
源
を
忘
れ
て
よ
か
ろ
う
か
、
と
い
う
熱
い
思
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

あ
る
の
は
、
先
述
し
た
『
管
城
二
譜
』
刊
行
に
携
っ
た
人
々
と
同
じ
思
い
の
共
有
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
寿
穎
は
こ
の
書
物
を

三
十
年
に
わ
た
り
希
求
し
や
っ
と
入
手
し
た（

11
（

。
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そ
し
て
彼
は
、「
其
始
り
」
で
あ
り
「
鼻
祖
」
た
る
広
沢
が
行
っ
た
功
績
が
ど
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
示

す
資
料
も
残
し
て
い
る
。
跋
文
に
先
立
つ
こ
と
三
年
、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
に
東
京
府
勧
業
課
か
ら
の
諮
問
に
対
し
、

回
答
と
し
て
編
ま
れ
た
上
書
文
の
控
え
が
そ
れ
で
あ
る（

11
（

【
図
２
―
２
】。「
上
」
と
表
紙
に
記
さ
れ
た
そ
の
資
料
の
内
容
は
、日

本
の
製
筆
の
起
源
か
ら
始
ま
り
、
自
ら
が
地
盤
を
置
く
江
戸
筆
の
起
源
に
話
が
及
ん
で
い
て
、
そ
こ
に
広
沢
の
行
っ
た
和
筆

の
改
良
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

元
禄
年
間
ニ
至
リ
テ
細
井
広
沢
支
那
ノ
造
筆
法
ヲ
得
テ
［
コ
ノ
製
造
法
明
朝
ノ
式
ニ
テ
清
朝
ニ
至
リ
テ
モ
蒋
瑞
元
王
文

劉
昌
元
ナ
ド
此
法
ナ
リ
］
自
カ
ラ
製
シ
自
カ
ラ
試
之
遂
ニ
妙
手
ニ
至
り
［
広
沢
自
選
ス
ル
所
ノ
管
城
二
譜
ア
リ
其
法

是
ニ
詳
ナ
リ
工
人
ニ
ハ
口
授
シ
テ
教
タ
ル
也
］
是
ヨ
リ
此
法
伝
タ
ハ
リ
タ
ル
也
水
筆
ノ
世
ニ
行
ハ
ル
ニ
広
沢
ヲ
以
テ
嚆

矢
ト
ス
シ
カ
シ
テ
後
千
良
工
輩
出
シ
テ
今
日
ニ
至
テ
其
製
最
モ
精
妙
ヲ
究
ル
也

　
　

※
［　

］
内
は
割
注

　
「
東
京
第
一（

11
（

」
と
称
賛
さ
れ
た
寿
穎
は
、
筆
屋
・
高
木
五
郎
兵
衛
の
七
代
目
で
あ
り
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
生
き
た
人
物

で
あ
る
。
筆
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て
は
正
に
当
事
者
で
あ
っ
た
彼
の
残
し
た
こ
れ
ら
の
記
録
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

且
つ
信
憑
性
が
高
い
。

　

ま
ず
重
要
な
の
は
、
広
沢
の
無
芯
筆
の
製
法
は
、「
口
授
シ
テ
教
タ
ル
」
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る（

11
（

。
筆
作
り
は
下
級
武

士
の
内
職
と
し
て
推
奨
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
元
禄
の
頃
か
ら
だ
と
い
う
話
が
あ
る（

1（
（

。
赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
を
手
助
け
し
た

こ
と
で
も
知
ら
れ
た
広
沢
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
者
の
求
め
に
応
じ
て
教
え
た
と
し
て
も
、
な
ん
ら
不
思
議
で
は
な
い
。

あ
る
い
は
口
授
に
加
え
て
自
筆
本
自
体
も
貸
出
し
た
り
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
貸
出
注
意
の
自
刻
印
を
捺
し
て
い
る
こ
と

や
、
自
筆
本
自
体
に
欠
損
が
多
い
こ
と
な
ど
も
、
そ
う
考
え
る
と
合
点
が
い
く
。

　

ま
た
、
口
授
で
伝
え
ら
れ
た
の
な
ら
ば
、
短
い
期
間
で
広
範
囲
に
及
ん
だ
と
は
考
え
に
く
い
。
筆
匠
の
技
術
伝
承
が
師
弟

関
係
で
伝
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
普
及
は
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
息
子
で
あ
る
九
皐
が
語
っ
た
出
入
り

の
筆
匠
「
小
法
師
武
助
」
は
、
さ
し
ず
め
口
授
を
受
け
た
者
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
後
の
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
刊
行
の

【
図
２
―
２
】
高
木
寿
穎
「
上
書
文（
控
え
）」
東
京
筆
ノ

起
源
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『
江
戸
買
物
独
案
内（

11
（

』
中
に
は
、「
文
華
堂　

小
法
師
志
津
摩
」
や
「
江
戸
元
祖
小
法
師
但
馬　

藤
原
與
重
」、「
小
法
師
兵
夫
」

と
い
う
小
法
師
を
名
乗
る
筆
匠
が
い
る
。
小
法
師
を
名
乗
る
筆
匠
は
、
武
助
よ
り
前
に
江
戸
室
町
二
丁
目
に
有
名
な
「
小
法

師
甲
斐
」
が
存
在
し
て
い
た
た
め（

11
（

、
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
筆
匠
が
武
助
と
師
弟
関
係
、
あ
る
い
は
同

系
列
に
属
す
る
可
能
性
は
高
い
。

　
『
江
戸
買
物
独
案
内
』
に
は
、少
な
い
も
の
の
日
本
で
作
ら
れ
た
唐
筆
を
謳
う
筆
匠
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
先
述
し
た
「
日

本
唐
筆
匠　

静
好
堂
高
麗
慶　

辻
勘
兵
衛
」
は
無
論
、
他
に
「
明
人
伝
製　

唐
筆
製
匠
処　

鳳
鳴
園
玉
龍
堂
」
な
ど
が
掲
載

さ
れ
て
い
て
、
や
は
り
広
沢
口
授
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
る
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。

　

幕
末
の
三
筆
の
一
人
で
あ
る
巻
菱
湖
は
、
そ
の
用
筆
を
越
後
柏
崎
の
宝
雅
堂
に
作
ら
せ
て
い
た
。
こ
の
宝
雅
堂
の
初
代
・

平
山
亀
祥
は
も
と
も
と
江
戸
の
人
で
、
菱
湖
に
伴
わ
れ
て
柏
崎
へ
下
り
開
業
し
た（

11
（

。
菱
湖
の
発
行
し
た
法
帖
の
巻
末
に
は
し

ば
し
ば
宝
雅
堂
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
製
品
一
覧
の
中
に
は
「
大
散
卓
」、「
小
散
卓
」、「
散
卓
長
心
」

な
ど
と
い
う
無
芯
の
筆
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る（

11
（

。
平
山
と
い
う
苗
字
を
持
つ
こ
と
な
ど
か
ら
推
察
す
る
と
、
も
と
も
と

は
江
戸
の
武
家
の
出
身
で
内
職
と
し
て
造
筆
を
学
ん
で
い
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
無
論
、
そ
の
造
筆
法
は
広
沢
を
「
鼻

祖
」
と
す
る
手
法
で
あ
っ
た
ろ
う
。
宝
雅
堂
の
製
品
は
、
江
戸
に
お
い
て
は
寿
穎
が
取
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

同
じ
く
幕
末
の
三
筆
の
一
人
、
前
章
で
取
り
上
げ
た
『
蔵
筆
譜
』
の
著
者
で
あ
る
市
河
米
庵
は
、
そ
の
用
筆
を
大
巌
伯
儀
・

璋
兄
弟
の
生
花
堂
に
作
ら
せ
て
い
た
。
米
庵
自
ら
が
督
し
て
「
唐
筆
風
の
羊
毫
水
筆
を
造
ら
せ
た
」
と
言
う
話
が
あ
る
が（

11
（

、

静
好
堂
と
同
様
に
そ
の
前
に
「
鼻
祖
」
た
る
広
沢
が
あ
り
、
そ
の
製
法
を
生
花
堂
が
す
で
に
学
ん
で
い
た
上
で
米
庵
の
好
み

に
合
う
よ
う
に
工
夫
し
た
と
考
え
た
方
が
、
現
実
的
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
、
広
沢
か
ら
始
ま
っ
た
無
芯
の
筆
の
製
法
は
、
江
戸
を
中
心
に
唐
様
の
書
の
普
及
と
と
も
に
徐
々
に
広
が
っ
て

行
き
、
幕
末
ま
で
く
る
と
あ
る
程
度
の
江
戸
筆
が
無
芯
に
切
り
替
わ
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
で
も
巻
芯
筆
を
一
掃
す
る

よ
う
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

　

寿
穎
の
出
入
り
職
人
で
あ
っ
た
名
筆
工
・
秋
葉
和
助（

11
（

（
一
八
七
二
～
未
詳
）
は
、
無
芯
の
筆
を
作
る
一
方
で
、
巻
芯
筆
も

作
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、「
明
治
の
初
期
、
我
が
国
戸
籍
法
の
制
定
さ
れ
た
頃
ま
で
は
、（
巻
芯
筆
は
）
相
当
数
の
需
要
も
あ

り
、
製
作
者
も
あ
り
ま
し
た
が
、
壬
申
（
明
治
五
、一
八
七
二
年
）
の
歳
に
至
り
、
…
…
以
前
巻
筆
を
用
ひ
て
書
い
た
「
御
家



135 舶来唐筆と和筆改良

流
」
か
ら
米
庵
、
菱
湖
の
「
唐
様
」
に
移
り
、
紙
巻
芯
の
筆
は
だ
ん
だ
ん
影
を
ひ
そ
め
て
、
獣
毛
ば
か
り
で
造
っ
た
水
筆
の

需
要
が
、
俄
か
に
旺
盛
と
な
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る（

11
（

。

　

ま
た
、
日
下
部
鳴
鶴
や
巌
谷
一
六
の
用
筆
で
知
ら
れ
た
温
恭
堂
・
藤
川
章
之
助
は
、「
思
出
録
」
の
「
筆
の
調
子
と
実
話
」

の
中
で
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
頃
の
事
と
し
て
、
遡
る
こ
と
二
十
年
前
に
巻
芯
筆
を
作
っ
て
い
た
清
心
堂
と
い
う
筆

師
が
俄
か
に
手
探
り
で
無
芯
の
筆
を
作
り
、「
化
物
見
た
様
な
筆
」
と
な
っ
た
も
の
を
、
愛
用
す
る
中
村
と
言
う
老
人
の
事
を

書
い
て
い
る（

11
（

。
こ
れ
な
ど
も
、
残
っ
て
い
た
巻
芯
筆
の
職
人
が
、
無
芯
の
筆
製
造
へ
と
切
り
替
え
よ
う
と
し
て
い
る
姿
を
留

め
た
、
貴
重
な
記
述
で
あ
ろ
う
。

　

寿
穎
の
無
芯
の
和
筆
に
関
す
る
広
沢
の
功
績
を
述
べ
た
文
で
、
も
う
一
つ
重
要
な
点
は
、
そ
の
製
法
が
「
明
朝
ノ
式
」
で

あ
り
、
唐
筆
の
製
法
と
し
て
は
古
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る（

11
（

。
そ
し
て
、
そ
れ
は
蒋
瑞
元
な
ど
の
湘
筆
の
製
法
だ

と
示
唆
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

　

た
し
か
に
、
例
え
ば
広
沢
の
筆
の
形
を
整
え
る
の
に
蠟
を
用
い
る
方
法
は
、
古
い
時
代
に
朝
鮮
な
ど
か
ら
舶
来
す
る
筆
に

用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る（

1（
（

。
ま
た
、
現
存
す
る
蒋
瑞
元
の
水
筆
の
中
に
、
そ
の
穂
形
が
筆
先
と
腰
部
で
幅
が
大
い
に
異

な
る
も
の
が
あ
り
【
図
２
―
３
】、
全
長
に
比
し
て
短
い
毛
を
入
れ
る
「
充
腹
」
部
を
内
包
し
な
い
と
そ
の
形
に
な
り
そ
う
に

な
い
も
の
が
あ
る（

11
（

。

　

広
沢
自
身
は
、
自
ら
の
製
法
が
湖
筆
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
そ

こ
に
図
示
さ
れ
た
三
つ
の
図
の
内
、
広
沢
の
製
法
と
合
致
す
る
の
は
一
つ
で
あ
る
。
中
華
民
国
期
に
発
行
さ
れ
た
湖
筆
の
価

格
表
を
見
る
と
、
湘
筆
の
製
法
を
取
り
入
れ
た
製
品
が
並
ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ
く（

11
（

。
そ
れ
は
、
湘
筆
の
製
法
が
、
湖
筆
の

筆
匠
に
よ
っ
て
取
り
込
ま
れ
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
広
沢
が
湖
筆
も
「
皆
此
の
法
を
用
い
る
」
と
判
断
し
た
の
は
、
そ
の

頃
既
に
湖
筆
に
お
い
て
取
り
込
ま
れ
て
い
た
湘
筆
の
製
法
に
よ
る
製
品
を
、
解
体
し
た
故
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
先
に
挙
げ
た
『
江
戸
買
物
独
案
内
』
所
載
の
「
鳳
鳴
園
玉
龍
堂
」
が
「
明
人
伝
製
」
を
謳
っ
て
い
る
こ
と
も
、

広
沢
の
製
法
が
「
明
朝
式
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
非
常
に
意
味
深
い
こ
と
だ
と
言
い
得
よ
う
。

　

ま
た
、
広
沢
の
無
芯
筆
の
製
法
が
古
い
唐
筆
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
品
質
的
に
も
芳
し
く
な
い
点
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
九
皐
が
出
入
り
の
小
法
師
武
助
の
筆
を
、「
中
字
大
字
」
に
は
使
え
て
も
小
楷
用
の
小
筆
は
使
え
な
い
と
し
て
い
る
の

【
図
２
―
３
】
蒋
瑞
元
製　
京
毫
水
筆
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も
、
そ
れ
故
だ
と
思
わ
れ
る
。
特
に
そ
れ
が
後
々
ま
で
小
筆
に
お
い
て
著
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
小
筆
を
十
八
番

と
す
る
巻
芯
筆
が
長
く
共
存
す
る
の
も
理
解
し
や
す
い
理
由
と
な
る
。

　

品
質
的
に
劣
る
以
上
、
経
済
的
に
裕
福
な
者
の
内
で
、
九
皐
と
同
様
に
舶
来
唐
筆
を
愛
用
す
る
者
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。

『
江
戸
買
物
独
案
内
』
に
は
、「
和
漢
筆
墨
硯
所
」
な
ど
と
称
す
る
和
筆
と
同
時
に
舶
来
唐
筆
を
扱
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
筆

匠
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
ま
た
、
奈
良
奉
行
を
務
め
た
川
路
聖
謨
（
一
八
〇
一
～
六
八
）
は
、
そ
の
日
記
『
寧
府
紀
事
』
の
中

で
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
四
月
二
十
五
日
に
大
坂
で
中
字
書
き
用
の
純
羊
毫
の
唐
筆
を
求
め
、「
わ
れ
唐
筆
を
こ
の
み
て

遣
ふ
」
と
言
っ
て
い
る（

11
（

。
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
頃
に
編
ま
れ
た
広
瀬
旭
荘
（
一
八
〇
七
～
六
三
）
の
『
九
桂
草
堂
随
筆
』

に
は
、
聖
謨
と
同
じ
よ
う
に
、
彼
が
小
楷
用
の
小
筆
だ
と
思
わ
れ
る
「
玉
立
氷
清
」
と
い
う
純
羊
毫
の
舶
来
唐
筆
を
愛
用
し

て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

　

広
沢
の
製
法
が
古
い
唐
筆
の
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
以
上
、
寿
穎
は
そ
れ
よ
り
新
し
い
無
芯
筆
の
製
法
を
知
っ
て

い
た
。
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
榊
原
芳
野
（
一
八
三
二
～
八
一
）
が
編
纂
し
た
『
文
芸
類
聚
』
の
「
文
具
志
」
は
寿
穎
が

担
当
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
略
述
さ
れ
た
製
筆
法
は
、
広
沢
の
も
の
よ
り
も
遥
か
に
今
日
の
和
筆
の
製
法
に
近
似
し
て
い
る（

11
（

。

そ
し
て
、
そ
れ
は
寿
穎
一
人
が
知
っ
て
い
た
と
い
う
よ
り
、
広
沢
を
「
鼻
祖
」
と
し
て
そ
の
製
法
を
口
授
さ
れ
た
日
本
の
筆

匠
が
、
そ
の
ま
ま
を
堅
持
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
改
良
し
て
い
っ
た
成
果
だ
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
る
。
広
沢

を
差
し
置
い
て
、
先
述
の
静
好
堂
が
中
国
式
に
倣
た
製
筆
の
始
め
で
あ
る
と
唱
え
得
た
の
も
、
そ
の
改
良
が
決
し
て
小
さ
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
故
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

改
良
さ
れ
品
質
的
に
向
上
し
た
無
芯
の
和
筆
は
、
唐
筆
の
愛
用
者
か
ら
も
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
先
述
し
た
川
路
聖

謨
は
、
同
じ
く
『
寧
府
紀
事
』
の
中
で
、
江
戸
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
「
清
晨
堂
」
の
筆
を
試
し
、「
唐
筆
に
ま
さ
れ
り
近
頃
文

筆
の
み
ち
ひ
ら
け
少
も
唐
土
に
可
減
と
は
み
え
ぬ
」
と
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
硯
中
龍
」
と
い
う
筆
を
試
し
、「
中
々
唐

人
の
可
及
と
も
不
存
位
に
て
良
工
驚
入
申
候
」
な
ど
と
も
記
し
て
い
る（

11
（

。
聖
謨
と
交
わ
り
深
く
、
多
く
の
舶
来
唐
筆
を
愛
用

し
た
浅
野
楳
堂
（
一
八
一
六
～
八
〇
）
は
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
述
べ
た
昔
語
り
に
、
手
に
入
れ
た
「
舶
載
ノ
経
天
緯
地
ト
云

筆
」
を
、
先
述
の
宝
雅
堂
に
模
倣
を
依
頼
し
、
数
十
枝
を
作
ら
せ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
我
が
国
の
獣
毛
が
「
ト
カ
ク
ニ
勁

剛
」
な
た
め
に
和
紙
に
適
す
る
と
但
し
書
き
が
付
く
も
の
の
、「
湖
筆
ト
迭
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た（

11
（

。
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先
に
述
べ
た
生
花
堂
の
米
庵
用
筆
な
ど
も
品
質
的
な
改
良
で
あ
ろ
う
し
、
何
よ
り
寿
穎
の
看
板
商
品
と
し
て
世
に
知
ら
れ

た
「
高
木
水
筆
」
が
、
無
芯
の
小
筆
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
広
沢
か
ら
始
ま
っ
た
無
芯
の
和
筆
の
製
法
が
品
質
的
に
大
き
く
進

歩
し
た
こ
と
を
、
端
的
に
示
す
事
例
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

結
局
、
中
国
式
の
無
芯
の
筆
へ
の
和
筆
改
良
に
つ
い
て
、『
管
城
二
譜
』
と
い
う
書
物
自
体
の
影
響
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
広
沢
か
ら
の
口
授
と
い
う
極
め
て
人
間
臭
い
手
法
で
広
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。
口

頭
で
の
継
承
で
あ
っ
た
故
に
、
そ
の
伝
搬
は
限
定
的
で
あ
り
、
ま
た
、
当
初
は
技
術
的
に
も
古
い
製
法
で
品
質
的
に
劣
る
も

の
し
か
作
り
得
な
か
っ
た
が
故
に
、
爆
発
的
な
広
が
り
を
み
せ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
製
法
を
継
承
し
た
筆

匠
た
ち
が
日
々
改
良
を
試
み
、「
御
家
流
」
か
ら
「
唐
様
」
の
書
へ
流
行
が
切
り
替
わ
る
こ
と
を
追
い
風
に
し
て
、
着
実
に
無

芯
の
和
筆
そ
の
も
の
の
品
質
を
向
上
さ
せ
、
作
り
手
自
体
も
増
や
し
て
い
っ
た
。
す
べ
て
の
和
筆
の
製
法
を
巻
芯
か
ら
無
芯

へ
と
切
り
替
え
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
が
、
江
戸
を
中
心
に
小
法
師
や
静
好
堂
、
さ
ら
に
寿
穎
の
よ
う
な
筆
匠
た
ち
が
和
製

の
無
芯
筆
の
普
及
に
努
め
て
い
っ
た
。
そ
れ
ら
は
や
が
て
、「
東
錦
絵
」
と
並
び
称
さ
れ
る
江
戸
の
名
産
品
と
な
っ
て
い
っ
た

の
で
あ
る（

11
（

。

　

寿
穎
の
言
葉
か
ら
考
察
で
き
る
広
沢
の
功
績
と
そ
の
影
響
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
新
た
な
時
代
、

明
治
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　

三
、
高
木
寿
穎
の
功
績
と
無
芯
和
筆
の
全
国
普
及

　

昭
和
ま
で
生
き
た
名
筆
工
・
秋
葉
和
助
は
、
事
あ
る
ご
と
に
寿
穎
を
称
賛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。
和
筆
改
良
の
最
大
の
功

労
者
と
し
て
寿
穎
を
顕
彰
し
、
彼
の
言
葉
だ
け
を
読
ん
で
い
る
と
、
と
も
す
る
と
巻
芯
か
ら
無
芯
へ
の
和
筆
改
良
を
寿
穎
一

人
で
行
っ
た
よ
う
な
錯
覚
に
す
ら
陥
る
。
製
筆
に
関
す
る
貴
重
な
証
言
で
あ
る
彼
の
発
言
は
諸
書
に
引
用
さ
れ
、
ま
た
、
本

稿
も
そ
の
恩
恵
に
預
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
生
ま
れ
の
彼
は
、製
筆
を
学
び
始
め
た
時
期
に
つ
い

て
、
自
ら
「
十
三
四
で
も
あ
り
ま
し
た
か
な
、
小
学
校
か
ら
帰
っ
て
は
稽
古
し
ま
し
た（

1（
（

」
と
語
っ
て
お
り
、
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
明
治
十
七
、八
年
ご
ろ
の
こ
と
。
寿
穎
の
没
年
は
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
一
月
十
六
日
と
正
確
に
わ
か
っ
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て
お
り
、
彼
の
記
憶
が
曖
昧
で
多
少
大
目
に
見
た
と
し
て
も
、
実
際
に
寿
穎
と
関
わ
っ
た
時
間
は
決
し
て
長
い
も
の
で
は
な

い（
11
（

。
無
論
、
彼
は
代
々
の
筆
職
人
の
家
に
生
ま
れ
、
祖
父
や
父
も
高
木
出
入
り
の
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
先
祖
か
ら
の
口

承
を
多
く
耳
に
し
て
い
た
。
彼
が
語
る
内
容
は
貴
重
で
あ
る
一
方
で
、
寿
穎
に
関
す
る
部
分
な
ど
は
、
そ
れ
な
り
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
実
際
に
寿
穎
が
行
っ
た
和
筆
改
良
に
関
す
る
功
績
と
は
、
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。「
人
物
と
し
て
は
筆
屋
と
し
て

終
る
に
惜
し
い（

11
（

」
と
言
わ
れ
た
寿
穎
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功
績
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
自
身
が
「
人
に
知
ら

る
ゝ
を
好
ま
な
か
っ
た
た
め（

11
（

」
わ
か
ら
な
い
事
が
多
い
。
本
業
で
あ
っ
た
製
筆
だ
け
に
絞
っ
て
も
、
判
明
し
て
い
る
彼
の
業

績
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
い
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
彼
の
功
績
の
一
端
を
中
国
式
の
無
芯
の
和
筆
の
全
国

普
及
の
面
と
絡
め
な
が
ら
、
整
理
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
（
一
）「
鼻
祖
」
の
顕
彰

　

ま
ず
は
前
章
で
見
た
「
鼻
祖
」
た
る
広
沢
の
顕
彰
も
、
寿
穎
の
功
績
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
無
論
、
こ
の
功
績
の
最
大
の
功

労
者
は
、『
管
城
二
譜
』
を
世
に
出
し
た
永
根
文
峯
と
渡
部
璋
で
あ
る
が
、
安
西
雲
煙
が
書
き
記
し
た
よ
う
に
、
中
国
式
の
和

筆
の
始
り
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
静
好
堂
は
、
当
時
な
か
な
か
盛
ん
に
商
い
を
し
て
い
た
よ
う
で（

11
（

、『
管
城
二
譜
』
発
行
後
で
も

広
沢
の
功
績
は
隠
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
万
延
二
（
一
八
六
一
）
年
に
寿
穎
が
発
行
し
た
引
札
に
は（

11
（

、「
和
筆
」
の
項
に
「
上
代

諸
名
公
以
降
和
様
之
諸
流
及
広
沢
以
後
諸
名
家
所
用
筆
南
北
二
宗
画
筆
数
品
」
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
「
上
代
諸
名
公
以
降
和

様
之
諸
流
」
の
所
用
筆
は
巻
芯
筆
を
指
し
、「
広
沢
以
後
諸
名
家
」
の
所
用
筆
は
中
国
式
の
無
芯
和
筆
を
指
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
、
わ
ざ
わ
ざ
広
沢
の
名
を
掲
げ
て
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
に
な
っ
て
、
寿
穎
に
よ
る
東
京
府
へ
の
上
書

や
、『
管
城
二
譜
』
自
筆
本
の
入
手
と
博
物
局
へ
の
献
本
、
さ
ら
に
は
、
お
そ
ら
く
出
入
り
の
筆
職
人
た
ち
へ
口
頭
で
伝
え
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
今
日
で
も
一
部
の
人
々
の
間
で
、
無
芯
和
筆
の
起
源
は
広
沢
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
残
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

商
売
敵
と
も
言
え
る
静
好
堂
へ
の
対
抗
策
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
広
沢
か
ら
の
恩
恵
を
被
っ
て
い
る
筆
匠
で
あ
っ

た
寿
穎
に
と
っ
て
は
、
日
本
の
製
筆
の
歴
史
を
正
し
く
世
間
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
損
得
を
抜
き
に
し
た
重
要
な
も

の
で
あ
っ
た
。
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（
二
）
高
木
水
筆
の
普
及

　

寿
穎
の
看
板
商
品
は
、
先
述
し
た
「
高
木
水
筆
」
と
い
う
小
筆
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
そ
の
名
は
全
国
で
知
ら
な
い
も
の
は

な
い
ほ
ど
著
名
な
も
の
で
あ
っ
た（

11
（

【
図
３
―
１
】。

　

筆
屋
と
し
て
の
高
木
五
郎
兵
衛
商
店
繁
栄
の
契
機
の
一
つ
は
、
幕
末
の
三
筆
の
一
人
で
あ
る
巻
菱
湖
と
の
出
会
い
で
あ
っ

た
。
菱
湖
が
十
九
歳
で
単
身
江
戸
へ
上
っ
た
際
、
偶
々
知
り
合
っ
た
当
時
の
高
木
家
の
主
人
が
、
こ
の
若
者
を
店
の
二
階
へ

仮
住
ま
い
さ
せ
た
。
爾
来
、
高
木
家
の
人
々
は
、
縁
者
の
少
な
か
っ
た
菱
湖
と
親
族
並
み
の
付
き
合
い
を
し
て
行
く
。
菱
湖

の
用
筆
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
越
後
柏
崎
の
宝
雅
堂
の
製
品
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
江
戸
に
お
い
て
は
高
木
が
取
扱
う
こ
と

と
な
っ
て
い
た
。
高
木
の
引
札
や
広
告
を
見
て
み
る
と
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
そ
れ
ら
の
筆
は
、
宝
雅
堂
の
製
品
と
い
う

よ
り
高
木
の
商
品
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
行
く（

11
（

。
明
治
へ
入
っ
て
か
ら
も
寿
穎
は
し
ば
し
ば
菱
湖
用
筆
を
宣
伝
文
句
と
し
て

用
い
て
お
り
、
ま
た
そ
の
価
格
表
に
は
「
菱
湖
水
筆
」
と
い
う
商
品
が
含
ま
れ
て
い
る
。
高
木
の
看
板
商
品
と
し
て
知
ら
れ

た
「
高
木
水
筆
」
は
、
そ
ん
な
菱
湖
お
よ
び
そ
の
弟
子
筋
を
顧
客
と
し
て
作
ら
れ
た
製
品
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、
万
人
受
け

す
る
商
品
と
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
高
木
水
筆
」
が
い
つ
頃
か
ら
製
造
さ
れ
た
も
の
か
、
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。
佐
竹
永
海
（
一
八
〇
三
～
七
四
）
の
門
人

で
あ
っ
た
福
田
永
斎
（
一
八
〇
三
～
七
四
）
の
絵
日
記
の
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
四
月
十
三
日
の
条
に
、「
ア
イ
ニ
ク
高
木
水

筆
キ
レ
マ
シ
タ
」
と
高
木
の
店
舗
と
寿
穎
を
描
い
た
図
入
り
で
記
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
幕
末
ま
で
に
は
確
か
に

製
造
・
販
売
さ
れ
、
且
つ
売
り
切
れ
に
な
る
よ
う
な
人
気
商
品
と
な
っ
て
い
た
。

　

明
治
に
な
っ
て
、「
高
木
水
筆
」
の
作
り
手
の
一
人
で
あ
っ
た
秋
葉
和
助
は
、
そ
の
売
値
と
仕
切
値
に
つ
い
て
貴
重
な
証
言

を
残
し
て
い
る
。
五
種
類
あ
る
中
で
「
精
品
」
を
例
に
取
り
上
げ
て
、
一
本
当
た
り
の
販
売
定
価
が
「
二
銭
」、
和
助
か
ら
卸

す
仕
切
値
が
「
一
銭
六
厘
六
毛
強
」、
こ
れ
に
鞘
や
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、
袋
に
入
れ
て
顧
客
へ
販
売
す
る
と
な
る
と
、
寿
穎
が

得
る
口
銭
は
「
一
割
五
分
に
充
た
な
い
」
も
の
で
あ
っ
た（

（11
（

。
薄
利
多
売
は
商
法
の
一
つ
と
は
言
え
こ
の
口
銭
の
安
さ
は
、
利

益
を
追
求
す
る
以
上
に
、
そ
の
普
及
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
巻
芯
か
ら
無
芯
へ
の
切
り
替
え
を
促
す
と
同

時
に
、
中
国
か
ら
舶
来
さ
れ
る
多
く
の
唐
筆
に
対
抗
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
明
治
時
代
に
入
る
と
、
当
時
必
須
の
筆
記
具

【
図
３
―
１
】
高
木
水
筆
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で
あ
っ
た
毛
筆
の
輸
入
量
が
少
し
で
も
減
る
こ
と
は
、
国
家
と
し
て
の
利
益
に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
が
強
く
な
る
。
そ
ん

な
時
代
背
景
を
考
え
た
場
合
、
こ
の
口
銭
の
安
さ
の
意
義
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

　
　
　
　
　
（
三
）
中
国
筆
工
・
馮
畊
三
の
招
聘

　

製
筆
に
関
す
る
寿
穎
の
功
績
と
し
て
、
今
日
最
も
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
本
場
・
中
国
か
ら
筆
工
を
招
聘
し
、
そ
の
技
術

を
直
接
日
本
の
職
人
に
学
ば
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

和
筆
の
品
質
向
上
に
弛
ま
ぬ
努
力
を
し
た
寿
穎
は
、
鎖
国
が
解
か
れ
て
間
も
な
い
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
四
月
、
Ｊ
・

Ｃ
・
ヘ
ボ
ン
の
『
和
英
語
林
集
成
』
印
刷
の
た
め
に
上
海
に
滞
在
し
て
い
た
岸
田
吟
香
（
一
八
三
三
～
一
九
〇
五
）
の
も
と
へ

わ
ざ
わ
ざ
書
簡
を
出
し
、
中
国
で
筆
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
る
羊
毫
の
購
入
を
依
頼
し
て
い
る（

（1（
（

。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
広

沢
に
よ
る
無
芯
の
筆
の
製
法
が
湘
筆
を
基
と
し
て
お
り
、
そ
れ
か
ら
改
良
発
展
し
た
無
芯
の
和
筆
は
、
中
国
で
市
場
を
席
捲

し
て
い
る
湖
筆
の
製
法
と
は
些
か
異
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
寿
穎
は
そ
の
点
を
気
に
か
け
て
お
り
、
湖
筆
を

主
に
し
た
中
国
で
の
製
筆
の
核
心
を
知
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。「
高
木
水
筆
」な
ど
の
無
芯
の
和
筆
が
す
で
に
一
定
の

評
価
を
受
け
て
い
る
状
況
で
な
お
、
中
国
か
ら
筆
工
を
招
聘
し
た
理
由
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
と
よ

り
理
解
し
や
す
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
国
の
筆
工
か
ら
直
接
技
法
を
学
ぶ
と
い
う
、
日
本
の
製
筆
史
上
に
お
け
る
画
期
的
な
試
み
で
あ
っ

た
こ
の
招
聘
は
、
時
の
東
京
府
知
事
・
大
久
保
一
翁
へ
願
書
を
届
け
出
た
正
式
な
も
の
で
あ
っ
た（

（10
（

。
明
治
八
（
一
八
七
五
）

年
十
一
月
か
ら
僅
か
二
か
月
間
で
は
あ
る
が
、
残
さ
れ
て
い
る
資
料
か
ら
、
保
証
人
の
指
定
、
寝
間
・
食
事
の
提
供
、
給
料

一
ヶ
月
金
三
十
円
の
毎
月
末
渡
し
、
指
揮
厳
守
、
私
的
な
商
業
筋
と
の
関
係
の
禁
止
、
満
了
後
の
契
約
継
続
に
関
す
る
会
合
、

過
剰
な
怠
惰
・
粗
暴
の
場
合
の
解
雇
、
長
期
の
罹
病
・
病
死
の
際
の
解
雇
ま
で
、
細
か
な
約
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る（

（10
（

【
図
３
―
２
】。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
招
聘
さ
れ
た
筆
工
は
、
馮
畊
三
と
い
う
者
で
あ
っ
た（

（10
（

。
書
家
の
日
下
部
鳴
鶴
（
一
八
三
八
～
一
九
二
二
）

は
、
こ
の
時
に
し
ば
し
ば
寿
穎
の
店
舗
へ
赴
き
馮
畊
三
と
話
を
し
た
ら
し
く
、
そ
れ
を
『
鳴
鶴
先
生
叢
話
』
の
「
高
木
法
古

斎
」
の
中
で
述
べ
て
い
る（

（10
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
馮
畊
三
か
ら
の
製
筆
技
術
の
伝
習
は
、「
日
本
の
筆
工
に
は
一
種
の
癖
が
あ
っ

【
図
３
―
２
】
高
木
寿
穎
「
清
国
人
雇
入
願
（
控
え
）」
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て
、
如
何
し
て
も
其
の
訣
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
、
馮
畊
三
は
大
人
で
は
駄
目
だ
、
少
年
を
選
ん
で
之
を
養
成
す
れ

ば
、
我
が
法
を
会
得
せ
し
む
る
こ
と
を
得
べ
し
と
い
っ
た
が
、
其
運
び
に
至
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
有
様
で
、
あ
ま
り
う
ま

く
行
か
な
か
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
秋
葉
和
助
は
、
武
士
階
級
出
身
の
職
人
は
プ
ラ
イ
ド
が
高
く
、
こ
の
伝
習
に
反
発
し
た

こ
と
を
語
っ
て
い
る（

（10
（

。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
和
助
自
身
が
馮
畊
三
か
ら
伝
習
を
受
け
た
一
人
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
市
島
春
城
の
「
筆
の
雑

話
」
に
は
、「
馮
克
三
」
と
名
前
を
誤
っ
て
い
る
が
、
そ
の
功
績
と
し
て
「
膠
が
弱
い
の
で
往
々
水
に
潤
ふ
て
毛
部
が
管
を
脱

し
て
落
ち
る
の
欠
点
が
あ
っ
た
の
を
改
善
し
た
」
と
述
べ
お
り（

（10
（

、
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
馮
畊
三
は
筆
工
で
あ
る
一
方
で
、
自
製
の
筆
と
と
も
に
「
徽
州
休
城
老
胡
開
文
」
の
墨（

（10
（

や
「
得
月
楼
詩

画
箋
」
の
紙（

（10
（

な
ど
文
房
具
を
販
ぐ
貿
易
商
で
あ
っ
た
。
彼
自
身
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
明
治
五
年
に
は
早
く
も
来
日
し

て
お
り（

（（1
（

、
そ
れ
は
明
ら
か
に
純
粋
な
職
人
と
し
て
来
た
わ
け
で
は
な
い
。
中
国
へ
渡
航
し
た
日
本
人
の
日
記
な
ど
に
し
ば
し

ば
現
れ
る
彼
の
姿
は
、
職
人
と
し
て
の
そ
れ
と
い
う
よ
り
は
、
日
本
人
と
器
用
に
接
す
る
商
売
人
の
も
の
だ
と
感
じ
ら
れ
る（

（（（
（

。

　

製
筆
技
術
の
伝
習
の
た
め
の
招
聘
は
た
っ
た
二
か
月
で
あ
っ
た
が
、
寿
穎
と
馮
畊
三
の
関
係
は
そ
の
後
も
続
い
て
い
る（

（（0
（

。

明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
二
月
八
日
付
け
で
、
上
海
に
居
た
岸
田
吟
香
よ
り
寿
穎
へ
宛
て
た
消
息
に
は
、
彼
が
上
海
城
内

に
店
を
出
し
、
職
人
を
二
、三
人
か
か
え
て
筆
を
作
ら
せ
て
い
る
も
の
の
、「
上
海
に
て
は
買
手
な
し
」
と
い
う
状
況
で
、
職

人
と
し
て
仕
え
て
い
た
太
田
豊
と
い
う
少
年
の
話
で
は
、「
高
値
」
故
に
売
れ
な
い
と
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
湖
州
か
ら
原

毛
を
仕
入
れ
て
作
る
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
が
、
日
本
へ
ば
か
り
売
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
売
れ
ず
、
日
本
へ

ば
か
り
売
る
そ
の
製
品
が
、
果
た
し
て
湖
筆
と
し
て
如
何
ば
か
り
の
品
質
だ
っ
た
も
の
か
。
彼
自
身
の
技
量
と
と
も
に
些
か

疑
問
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
馮
畊
三
は
や
が
て
筆
工
を
辞
め
、
広
東
電
報
局
の
役
人
と
な
っ
て

い
る（

（（0
（

。

　

筆
の
蒐
集
家
と
し
て
名
高
い
書
家
・
木
村
陽
山
（
一
八
九
九
～
一
九
八
六
）
は
、
手
許
に
あ
っ
た
馮
畊
三
の
筆
三
、四
本
を

試
用
し
て
、
当
時
の
清
国
の
筆
造
り
の
水
準
と
比
較
し
、「
左
程
卓
越
し
た
技
量
の
持
主
だ
っ
た
と
は
思
え
な
い
」
と
述
べ
て

い
る（

（（0
（

。
筆
者
の
手
元
に
あ
る
そ
の
製
品
を
用
い
て
み
て
も
、
や
は
り
陽
山
と
同
様
の
評
価
と
な
る
。

　

武
士
気
質
で
プ
ラ
イ
ド
が
高
く
素
直
に
教
え
を
受
け
な
か
っ
た
日
本
の
職
人
た
ち
の
問
題
も
あ
ろ
う
が
、
教
え
る
側
の
馮
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畊
三
の
技
量
の
方
に
も
問
題
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
諸
書
に
引
用
さ
れ
よ
く
知
ら
れ
た
寿
穎
に
よ
る
清
国
筆
工
の
招
聘
と
製

筆
技
術
の
伝
習
で
は
あ
る
が
、
和
筆
改
良
と
い
う
点
か
ら
見
た
成
果
と
し
て
は
、
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
（
四
）
東
京
筆
工
に
よ
る
製
筆
伝
習

　

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
、
政
府
に
よ
る
学
制
の
導
入
と
全
国
へ
の
学
校
設
立
が
始
ま
る
と
、
日
常
の
筆
記
具
で
あ
っ
た

筆
墨
硯
紙
な
ど
の
需
要
が
俄
か
に
高
ま
っ
た
。
未
だ
鉛
筆
な
ど
の
西
洋
文
具
が
普
及
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
建
前
上
は
小

学
校
へ
通
う
満
六
歳
か
ら
の
男
女
す
べ
て
が
筆
墨
硯
紙
を
手
に
し
た
わ
け
で
あ
り
、
製
筆
業
な
ど
の
盛
況
ぶ
り
は
今
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
だ
っ
た
。

　

寿
穎
が
残
し
た
資
料
の
中
に
、
前
章
で
取
り
上
げ
た
東
京
府
勧
業
課
へ
の
上
書
と
同
種
の
紙
に
書
か
れ
、
お
そ
ら
く
そ
の

下
書
き
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
【
図
３
―
３
】。
乱
雑
な
メ
モ
書
き
に
近
く
、
塗
り
潰
し
な
ど
訂
正
箇
所
も
多
く
誤

記
し
た
箇
所
も
あ
る
が
、
読
み
取
れ
る
部
分
を
次
に
記
す
。

　

明
治
元
年
以
来
ノ
景
況
掲
グ

従
明
治
元
年
ヨ
リ
十
二
年
之
景
況
府
県
ニ
学
校
造
立
已
来
ハ
日
ニ
増
月
ニ
増
毎
年
増
商
業
盛
ニ
至
リ
候
也
又
従
前
県
下

ニ
造
筆
ノ
出
産
無
之
地
モ
東
京
ヨ
リ
職
工
ノ
教
師
ヲ
モ
ト
メ
伝
習
所
ゝ
ニ
発
行
致
。
現
今
ニ
至
テ
ハ
明
治
年
前
ヨ
リ
ハ

一
倍
イ
タ
シ
候
程
ノ
事
ニ
候

　

お
そ
ら
く
、
上
書
の
内
容
を
日
本
の
製
筆
の
起
源
な
ど
歴
史
的
な
も
の
に
限
定
し
た
た
め
、
当
時
の
現
況
で
あ
る
こ
の
部

分
を
盛
り
込
む
こ
と
は
見
合
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
元
年
か
ら
上
書
が
提
出
さ
れ
た
十
二
年
に
か
け
て
、「
日
ニ
増
月
ニ

増
毎
年
増
」
と
記
さ
れ
た
内
容
は
、「
商
業
」
と
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
製
筆
業
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
活
況
振
り

が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
記
述
が
「
東
京
ヨ
リ
職
工
ノ
教
師
ヲ
モ
ト
メ
」
て
、
筆
作
り
を
「
伝
習
」
し
た
こ
と
で
あ
る
。
東

京
の
職
工
と
は
、
や
は
り
無
芯
の
和
筆
を
作
る
筆
職
人
で
あ
ろ
う
し
、「
従
前
県
下
ニ
造
筆
ノ
出
産
無
之
地
モ
」
と
強
調
し
て

【
図
３
―
３
】
高
木
寿
穎　
上
書
文
の
下
書
き
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記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
昔
か
ら
巻
芯
筆
し
か
作
り
得
な
か
っ
た
産
地
は
、
無
論
の
こ
と
含
ん
で
い
る
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。

　

高
級
和
筆
と
し
て
知
ら
れ
る
愛
知
県
の
豊
橋
筆
は
、
江
戸
時
代
の
吉
田
藩
が
文
化
年
間
に
京
都
か
ら
筆
匠
を
呼
び
、
そ
の

製
法
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
起
源
と
し
て
い
る
も
の
の
、
明
治
五
年
芳
賀
次
郎
吉
が
東
京
へ
行
き
新
し
い
筆
の
作
り
方
を
学

び
、
そ
れ
ま
で
の
巻
芯
筆
に
か
わ
っ
て
無
芯
筆
の
技
術
を
持
ち
帰
り
伝
え
た
こ
と
が
、
現
在
に
続
く
直
接
の
契
機
で
あ
る（

（（0
（

。

お
そ
ら
く
芳
賀
は
、
東
京
職
工
か
ら
の
伝
習
を
、
い
ち
早
く
受
け
た
者
な
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
や
は
り
江
戸
時
代
に
起
源
が

あ
る
と
い
う
広
島
の
製
筆
に
つ
い
て
、
秋
葉
和
助
が
「
広
島
は
明
治
四
十
年
頃
か
ら
で
せ
う
、
東
京
か
ら
教
え
た
の
で
す
」

と
語
っ
て
い
る
の
も（

（（0
（

、
巻
芯
か
ら
無
芯
へ
と
製
筆
法
の
切
り
替
え
を
こ
の
「
伝
習
」
で
行
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
例
と
は
些
か
異
な
る
が
、
仙
台
筆
の
名
筆
工
で
あ
っ
た
晃
才
堂
・
福
地
保
之
（
一
九
〇
〇
～

未
詳
）
は
、「
昔
は
東
京
の
筆
造
り
は
九
分
通
り
仙
台
人
だ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る（

（（0
（

。
伊
達
政
宗
が
筆
工
を
連
れ
て
き
た
こ
と

が
起
源
と
さ
れ
る
仙
台
筆
で
あ
る
が
、
そ
の
地
の
職
人
は
東
京
の
筆
匠
へ
修
行
に
行
く
こ
と
が
多
く
、
そ
の
際
に
無
芯
筆
の

製
法
を
学
ん
で
い
た
は
ず
だ
。

　

現
在
和
筆
の
産
地
に
お
い
て
、
無
芯
の
筆
の
製
法
に
つ
い
て
「
東
京
ヨ
リ
職
工
ノ
教
師
ヲ
モ
ト
メ
」
て
伝
え
ら
れ
た
と
い

う
事
績
を
、
明
確
に
記
録
に
留
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
し
か
し
、
筆
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
供
給
が
需
要
を
賄
え
な
い

よ
う
な
明
治
初
期
の
活
況
を
背
景
に
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
「
伝
習
」
こ
そ
が
、
江
戸
を
中
心
に
作
ら
れ
て
い
た
無
芯
の
和
筆

を
、
全
国
の
産
地
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
変
革
さ
せ
た
最
大
の
要
因
で
あ
ろ
う
。

　

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
、渋
沢
栄
一
を
中
心
に
し
て
東
京
商
法
会
議
所
が
設
立
さ
れ
る
が
、寿
穎
も
早
々
に
入
会
し
て

い
る（

（（0
（

。
翌
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
二
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第
五
臨
時
会
に
お
い
て
、
各
業
種
の
問
屋
仲
買
小
売

の
利
益
率
を
調
査
す
る
に
あ
た
り
、
寿
穎
は
筆
墨
な
ど
の
担
当
と
さ
れ
て
い
た（

（（0
（

。
そ
れ
は
、
寿
穎
が
当
時
の
東
京
の
筆
匠
を

代
表
す
る
地
位
に
い
た
証
と
言
え
る
。
そ
の
よ
う
な
立
場
を
考
え
て
も
、
こ
の
無
芯
の
和
筆
の
「
伝
習
」
を
率
先
し
て
行
っ

た
の
が
、
彼
な
の
で
あ
ろ
う
。
後
に
「
東
京
の
筆
を
も
り
立
て
た
筆
道
の
大
恩
人
」
と
言
わ
れ
た
そ
の
功
績
は（

（01
（

、
こ
の
「
伝

習
」
に
こ
そ
よ
く
現
れ
て
い
る
。
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む
す
び

　
「
こ
の
筆
一
本
あ
る
間
は
」、
日
本
に
お
け
る
東
洋
史
研
究
の
泰
斗
・
内
藤
湖
南
（
一
八
六
六
～
一
九
三
四
）
は
こ
う
言
っ

て
、
一
時
間
も
の
間
手
に
し
た
中
鋒
の
筆
の
穂
を
撫
で
な
が
ら
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
た（

（0（
（

。
良
質
の
毛
筆
は
、
そ
れ
を
用
い
る
者

に
と
っ
て
、
掛
け
替
え
の
な
い
宝
物
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
。

　

元
来
日
本
で
作
ら
れ
る
毛
筆
は
、中
心
部
に
紙
縒
り
部
分
を
持
つ
巻
芯
と
い
う
構
造
で
、可
動
域
に
制
限
が
あ
る
な
ど
少
々

問
題
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
普
段
使
い
に
差
し
障
り
が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
能
書
を

謳
わ
れ
る
よ
う
な
文
士
に
と
っ
て
は
、
見
過
ご
し
に
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
の
だ
。

　

本
稿
は
、
第
一
章
に
お
い
て
、
市
河
米
庵
の
編
ん
だ
『
蔵
筆
譜
』
を
繙
き
、
無
芯
の
構
造
で
作
ら
れ
た
唐
筆
が
中
国
か
ら

大
量
に
舶
来
さ
れ
た
姿
を
、
湘
筆
と
湖
筆
と
い
う
中
国
製
筆
の
二
大
流
派
に
着
目
し
て
捉
え
た
。
第
二
章
に
お
い
て
は
、
細

井
広
沢
の
『
管
城
二
譜
』
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
無
芯
の
製
筆
法
を
広
め
る
た
め
に
刊
行
さ

れ
た
と
言
う
よ
り
も
、
広
沢
の
功
績
を
正
し
く
認
識
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
彼
の
製
筆
法
は
口
頭
伝
授
に
よ
り
す
で

に
江
戸
で
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
製
筆
法
が
湘
筆
な
ど
の
中
国
の
古
い
手
法
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、

伝
授
を
受
け
た
筆
匠
た
ち
が
よ
り
改
良
・
発
展
さ
せ
、
江
戸
を
中
心
に
名
産
品
と
な
る
よ
う
な
無
芯
の
和
筆
を
登
場
さ
せ
て

い
た
姿
を
考
察
し
た
。
第
三
章
に
お
い
て
は
、
東
京
一
の
筆
匠
で
あ
っ
た
高
木
寿
穎
の
功
績
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
明
治

初
期
に
無
芯
の
和
筆
の
製
筆
法
が
、
東
京
か
ら
全
国
の
産
地
へ
拡
が
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
内
藤
湖
南
と
同
じ
類
の
人
々
が
紡
い
だ
歴
史
だ
と
言
え
よ
う
。

　

本
稿
を
締
め
る
に
あ
た
り
、
二
つ
ほ
ど
付
記
を
し
た
い
。

　

寿
穎
が
気
が
か
り
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、
湖
筆
を
主
に
し
た
中
国
で
の
製
筆
の
核
心
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後

に
続
く
日
本
の
筆
匠
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
、
原
毛
の
羊
毫
を
厳
選
し
て
作
る
、
無
芯
の
日
本
製

の
純
羊
毫
筆
の
普
及
と
し
て
表
れ
る
。
明
治
期
に
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
仙
台
筆
の
福
地
保
之
が
語
っ
た

「
羊
毫
筆
が
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
二
十
二
年
頃
か
ら
で
し
た
。
羊
毛
の
上
質
の
も
の
が
、そ
の
頃
初
め
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て
中
国
か
ら
入
荷
し
た
の
で
す（

（00
（

」
と
い
う
言
葉
は
、
意
味
深
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
日
本
製
の
純
羊
毫
筆
が
中
国
の

湖
筆
の
そ
れ
と
全
く
同
じ
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
。
そ
も
そ
も
、
原
毛
で
あ
る
山
羊
の
毛

を
中
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
点
だ
け
を
考
え
て
も
、
本
場
と
の
差
異
は
ど
う
し
て
も
存
在
す
る
し
、
日
本
の
製
品
は

よ
り
日
本
の
事
情
に
適
し
た
形
で
作
ら
れ
る
の
が
常
な
の
だ
か
ら
。

　

明
治
末
か
ら
大
正
時
代
に
な
る
と
、
日
本
に
お
い
て
万
年
筆
や
鉛
筆
な
ど
の
西
洋
文
具
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
り
、
毛
筆

な
ど
文
房
四
宝
は
必
須
の
筆
記
具
の
地
位
を
譲
り
渡
す
こ
と
に
な
る
。
大
正
時
代
に
入
っ
て
景
気
全
般
が
悪
化
し
て
お
り
、

製
筆
業
界
は
先
行
き
を
不
安
視
す
る
よ
う
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た（

（00
（

。
そ
ん
な
大
正
二
（
一
九
一
二
）
年
十
月
三
十
一

日
、
か
つ
て
寿
穎
が
営
み
、
そ
の
子
孫
が
受
け
継
い
で
い
た
筆
屋
・
高
木
寿
穎
（
五
郎
兵
衛
、
店
舗
名
と
し
て
寿
穎
も
用
い
た
）

が
突
然
廃
業
し
た（

（00
（

。
製
筆
業
に
止
ま
ら
ず
「
翰
墨
に
携
は
る
好
事
家
に
も
」
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
高
木
の
廃
業
は（

（00
（

、

ま
さ
に
時
代
を
画
す
る
象
徴
的
な
出
来
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

〈
注
〉

（
1
）
戦
国
期
の
舶
来
文
具
の
記
載
は
、
寺
社
の
記
録
や
公
家
、
武
士
の
日
記
等
に
散
見
さ
れ
る
。
特
に
唐
墨
の
記
載
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
、
唐
筆
の

記
録
と
し
て
参
考
ま
で
に
「
大
徳
寺
文
書
別
集
・
真
珠
庵
文
書
之
一
」（『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
文
書
）
よ
り
「
宗
純
一
休
帯
刀
像
由
来
記
録
」

を
次
に
あ
げ
る
。「
…
…
虚
堂
以
来
七
世
ノ
尊
像
、
其
外
達
磨
楊
歧
大
恵
ノ
像
、
唐
筆
共
多
候
へ
共
、
今
度
之
乱
ニ
尽
ク
乱
妨
候
…
…
」。

（
2
）『
唐
船
輸
出
入
品
数
量
一
覧
』（
永
積
洋
子
編　

創
文
社　

一
九
八
七
年
二
月
）
に
寛
永
十
八
（
一
六
四
一
）
年
～
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
の
記

録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
大
橋
修
一
が
「
江
戸
末
期
に
お
け
る
書
文
化
史
の
一
断
面
―
中
国
の
法
帖
舶
載
を
通
し
て
─
」（『
埼
玉

大
学
紀
要
教
育
学
部
（
人
文
・
社
会
科
学
Ⅱ
）』
第
四
八
巻
第
一
号　

一
九
九
九
年
）
及
び
「
日
・
朝
・
清
の
文
物
交
流
史
の
一
断
面
―
朝
鮮
通
信

使
を
中
心
に
―
」（『
全
国
大
学
書
道
学
会
紀
要
二
〇
〇
三
年
度
』）
中
に
紙
・
墨
・
筆
の
数
量
を
抜
き
書
き
し
て
お
り
、
簡
便
で
あ
り
参
照
し
た
。

（
3
）
巻
芯
筆
に
関
し
て
は
、
近
江
の
攀
桂
堂
が
唯
一
今
日
ま
で
継
承
し
て
い
る
。
詳
細
は
『
筆
の
源
流　

巻
筆
の
世
界
―
攀
桂
堂
雲
平
筆
四
百
年

―
』（
日
野
楠
雄
編　

攀
桂
堂　

二
〇
一
五
年
十
月
）
参
照
。

（
4
）
細
井
広
沢
：
江
戸
時
代
中
期
の
儒
学
者
、
書
家
。
名
は
知
慎
、
字
は
公
謹
、
通
称
は
二
郎
太
夫
、
広
沢
は
号
。
別
号
等
に
玉
川
、
思
胎
斎
、
蕉

林
庵
、
奇
勝
堂
な
ど
が
あ
る
。

（
5
）
高
木
寿
穎
：
幕
末
か
ら
明
治
初
期
の
筆
匠
。
幼
名
は
五
郎
吉
、
名
は
紹
安
、
諱
を
光
紹
、
通
称
を
五
郎
兵
衛
、
斎
号
を
法
古
斎
、
別
号
に
参
石
、

梅
嵓
、
加
茂
廼
屋
、
寿
栄
、
後
一
字
を
改
め
寿
穎
。
筆
舗
で
あ
る
高
木
五
郎
兵
衛
の
七
代
目
当
主
。

（
6
）
村
田
隆
志
「
巻
筆
か
ら
水
筆
へ
」（『
第
五
回
書
法
文
化
書
法
教
育
国
際
会
議
論
文
選
』
二
〇
〇
七
年
三
月
所
収
）
等
参
照
。

（
7
）
市
河
米
庵
：
江
戸
時
代
後
期
の
書
家
、
漢
詩
人
。
名
は
三
亥
、
字
は
孔
陽
、
通
称
は
小
左
衛
門
、
号
等
は
米
庵
、
楽
斎
、
百
筆
斎
、
亦
顚
道
人
、
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小
山
林
堂
、
金
洞
山
人
、
金
羽
山
人
、
西
野
子
な
ど
多
数
。
巻
菱
湖
、
貫
名
海
屋
と
と
も
に
幕
末
の
三
筆
と
称
さ
れ
る
。
父
は
漢
詩
人
・
市
河
寛
斎
、

実
弟
は
画
家
・
鏑
木
雲
潭
。

（
8
）
大
学
堂
宜
尚
の
跋
文
に
は
、
米
庵
の
言
葉
と
し
て
、「
云
此
三
十
年
前
所
纂
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
学
堂
跋
文
の
年
紀
は
、
天
保
甲
午
（
五
年
・

一
八
三
四
）
初
夏
と
な
っ
て
い
る
。

（
9
）
各
序
文
の
年
紀
は
次
の
通
り
。
柴
野
栗
山
（
一
七
三
六
～
一
八
〇
七
）
の
序
文
が
癸
亥
（
享
和
三
年
・
一
八
〇
三
）
仲
秋
、
皆
川
淇
園
（
一
七
三

五
～
一
八
〇
七
）
の
序
文
が
文
化
紀
元
甲
子
（
一
八
〇
四
）
仲
春
既
望
、
佐
藤
一
斎
（
一
七
七
二
～
一
八
五
九
）
の
序
文
が
享
和
二
（
一
八
〇
二
）

年
長
夏
下
澣
、
市
河
寛
斎
（
一
七
四
九
～
一
八
二
〇
）
の
序
文
が
文
化
紀
元
九
月
初
三
。

（
10
）「
市
河
米
庵
傳
」（
市
河
萬
幾
校
『
東
洋
文
化
』
昭
和
十
四
年
掲
載
）
を
参
照
。
な
お
、
筆
者
は
家
蔵
の
中
田
勇
次
郎
旧
蔵
市
河
三
次
手
装
の
複

写
本
を
用
い
た
。
こ
の
書
籍
に
よ
る
と
、
寛
斎
の
跋
文
が
書
か
れ
た
文
化
元
年
九
月
頃
、
米
庵
自
身
は
長
崎
か
ら
の
帰
路
に
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
広
島

で
頼
春
水
を
訪
ね
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
旅
路
で
出
会
っ
た
胡
兆
新
な
ど
の
名
前
が
『
蔵
筆
譜
』
本
文
中
に
あ
る
こ
と
か
ら
、『
蔵
筆
譜
』
成
立
年

代
は
明
ら
か
に
旅
か
ら
帰
え
っ
た
後
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）
注
（
10
）「
市
河
米
庵
傳
」
参
照
。
市
河
寛
斎
か
ら
母
へ
宛
て
た
書
簡
の
中
に
「
三
亥
も
高
崎
へ
参
候
旨
小
左
よ
り
被
申
越
候
。
…
…
古
筆
の
事

ね
た
り
御
座
候
。
是
は
御
断
申
候
。
と
ん
と
古
ふ
で
と
申
候
て
は
無
之
候
」
と
あ
り
、
市
河
三
陽
に
よ
れ
ば
「
君
が
ね
だ
つ
た
筆
は
恐
ら
く
唐
筆
の

古
き
も
の
で
あ
つ
た
ろ
う
」
と
言
う
。

（
12
）『
蔵
筆
譜
』
所
載
唐
筆
の
旧
蔵
者
等
、
市
河
三
陽
『
市
河
寛
斎
先
生
』（
初
出
は
三
省
堂
『
書
苑
』
に
連
載
。
寛
・
米
顕
彰
会
に
よ
る
復
刻
版
〔
平

成
四
年
三
月
二
十
日
〕
を
利
用
）
を
参
照
し
、
さ
ら
に
筆
者
が
調
べ
た
も
の
を
、
確
認
で
き
な
い
も
の
も
含
め
次
に
記
す
。

　

荻
野
台
州
＝
荻
野
元
凱
（
一
七
三
七
～
一
八
〇
六　

京
都
儒
医
）、
玉
堂
琴
士
＝
浦
上
玉
堂
（
一
七
四
五
～
一
八
二
〇　

文
人
画
家
）、
岡
伯
和
＝
岡

井
赤
城
（
？
～
一
八
〇
三　

讃
岐
高
松
藩
儒
）、
胡
兆
新
（
一
七
四
六
～
？　

清
の
医
者
）、
雲
室
上
人
（
一
七
五
三
～
一
八
二
七　

画
僧
）、
呉
必
成

＝
呉
北
汀
、（
通
称
佐
野
庄
七
郎　

画
家
）、
そ
の
祖
・
俊
明
＝
五
十
嵐
浚
明
（
一
七
〇
〇
～
八
一　

越
後
画
家
）、
森
川
竹
窓
（
一
七
六
三
～
一
八
三

〇　

大
阪
書
画
家
）、
澤
東
江
＝
沢
田
東
江
（
一
七
三
二
～
九
六　

書
家
・
儒
者
）、
井
子
真
、
森
介
玉
＝
森
岡
足
庵
（
庭
瀬
藩
家
老
森
岡
延
璋
〔
松

蔭
〕
の
男
）、
竹
庵
＝
福
田
竹
庵
（
一
七
七
四
～
一
八
一
九　

漢
詩
人
、
幕
臣
）、
薩
州
老
侯
＝
島
津
重
豪
（
一
七
四
五
～
一
八
三
三
）、
平
梅
渓
＝
鏑

木
梅
溪
（
一
七
四
九
～
一
八
〇
三　

画
家
、
弟
・
雲
潭
の
養
父
）、
高
九
峰
＝
高
橋
九
峰
（
名
克
明
、
字
子
啓
、
通
称
九
郎
右
衛
門
、
下
仁
田
人
）、

多
紀
櫟
窓
＝
多
紀
元
簡
（
一
七
五
五
～
一
八
一
〇　

幕
府
医
官
）、
薩
侯
＝
島
津
斉
宣
（
一
七
七
四
～
一
八
四
一
）、
弟
・
雲
潭=

鏑
木
雲
潭
（
一
七

八
二
～
一
八
五
三　

画
家
）、
程
赤
城
（
明
の
船
主
・
医
者
。
長
崎
の
唐
館
に
住
む
）、
大
学
堂
宜
尚
（『
蔵
筆
譜
』
発
行
元
、
尾
張
名
古
屋
人
）、
劉

梅
泉
（
？
～
一
八
一
九　

名
俊
良
、
通
称
彦
次
郎
、
画
家
）、
費
晴
湖
（
生
没
年
不
詳　

清
の
商
人
・
画
家
）、
菅
伯
美
＝
菅
谷
伯
美
（
江
湖
詩
社
の

詩
人
で
高
崎
藩
士
。
米
庵
妹
が
子
息
に
嫁
ぐ
）、
永
日
＝
柏
木
如
亭
（
一
七
六
三
～
一
八
一
九　

江
戸
の
漢
詩
人
）、
東
洲
＝
佐
野
東
洲
（
？
～
一
八

一
四　

江
戸
の
書
家
）、
月
池
桂
＝
桂
川
甫
周
（
一
七
五
一
～
一
八
〇
九　

幕
府
医
官
・
桂
川
家
四
代
目
）、
澹
斎
牧
公
鎮
崎
＝
牧
野
成
傑
（
旗
本
、

従
五
位
下
大
和
守
）、
方
西
園
（
一
七
三
六
～
？　

清
の
商
人
・
画
家
）、
蘭
臺
府
君
＝
市
河
蘭
臺
（
一
七
〇
二
～
六
四　

米
庵
祖
父
）、
徐
荷
舟
（
胡

兆
新
の
書
法
の
弟
子
）、
廣
澤
＝
細
井
広
沢
（
一
六
五
八
～
一
七
三
六　

儒
者
・
書
家
）。

（
13
）
皆
川
淇
園
の
序
文
に
よ
る
と
、「
輯
集
三
四
十
年
来
所
載
来
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
細
井
広
沢
遺
愛
品
な
ど
を
ふ
く
む
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
遡
る

の
が
好
ま
し
い
と
考
え
た
。

（
14
）『
唐
船
輸
出
入
品
数
量
一
覧
』（
永
積
洋
子
編　

創
文
社　

一
九
八
七
年
二
月
）
及
び
大
橋
修
一
の
「
江
戸
末
期
に
お
け
る
書
文
化
史
の
一
断
面
―
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中
国
の
法
帖
舶
載
を
通
し
て
─
」（『
埼
玉
大
学
紀
要
教
育
学
部
（
人
文
・
社
会
科
学
Ⅱ
）』
第
四
八
巻
第
一
号　

一
九
九
九
年
）
と
「
日
・
朝
・
清
の

文
物
交
流
史
の
一
断
面
―
朝
鮮
通
信
使
を
中
心
に
―
」（『
全
国
大
学
書
道
学
会
紀
要
二
〇
〇
三
年
度
』）
に
よ
る
と
、
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
年
～

宝
暦
十
三
（
一
七
六
三
）
年
に
六
三
八
八
四
本
、
明
和
元
（
一
七
六
三
）
年
～
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
に
一
四
二
九
〇
五
本
、
安
永
元
（
一
七
七

二
）
年
～
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
に
七
一
四
五
七
本
、
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
～
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
に
三
九
一
〇
八
本
、
寛
政
元
（
一

七
八
九
）
年
～
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
に
一
七
四
二
八
四
本
、
寛
政
十
二
年
～
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
は
無
し
、
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年

～
文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
に
三
七
七
四
本
と
筆
の
舶
来
記
録
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
そ
の
前
後
は
二
十
年
以
上
舶
来
数
が
無
い
。

（
15
）『
米
庵
墨
談
』
巻
二
（
文
化
九
年
・
一
八
一
二
）　

一
四
頁
参
照
。

（
16
）
装
飾
性
の
強
い
筆
に
関
し
て
は
、
米
庵
の
別
の
著
書
『
小
山
林
堂
書
画
文
房
図
録
書
画
』（
嘉
永
七
年
・
一
八
五
四
）
の
仁
巻
八
頁
、
癸
巻
一
六

～
一
七
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）『
蔵
筆
譜
』
上
四
頁
に
「
舶
筆
蘇
州
甚
多
福
州
稍
罕
至
北
京
絶
難
得
余
僅
得
三
四
枝
實
可
寶
愛
」
と
あ
る
。
な
お
、『
米
庵
墨
談
』
巻
二
の
一
五

頁
に
は
、「
然
レ
ド
モ
崎
港
ヘ
渡
来
ス
ル
所
多
ハ
呉
越
ノ
物
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
（
文
庫
08 J0053

）。
な
お
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
同
大
学
の
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
画
像
デ
ー
タ
が
開
示
さ

れ
て
い
る
。

（
19
）「
惜
字
帖
」
で
確
認
で
き
る
筆
匠
の
地
所
は
、
得
意
堂
・
蒋
瑞
元
「
福
省
南
街
花
巷
口
」、
閤
華
堂
・
陳
大
興
「
福
省
学
院
前
對
門
」、
澹
寧
堂
・

王
文

継
熙
「
福
省
」。
そ
の
他
確
認
出
来
得
る
筆
匠
は
次
の
通
り
。
登
瀛
堂
・
郭
瑞
元
「
閩
省
南
関
斗
中
街
」、
文
運
斎
・
姚
瑞
文
「
姑
蘇
閶
門
内

□
橋
東
堍
湯
家
巷
北
首
下
岸
」、
濡
翰
斎
・
洪
九
「
姑
蘇
閶
門
内
呉
縣
東
首
□
□
橋
南
堍
坐
西
□
東
門
面
」、
文
星
斎
・
沈
祖
光
「
湖
州
苕
渓

璉
東

山
庄
」、
文
宝
斎
・
銭
桂
艇
「
姑
蘇
玄
妙
観
東
首
三
門
巷
口
」、
老
文
元
復
記
「
上
洋
邑
廟
東
関
廊
下
」。
ま
た
墨
匠
と
し
て
で
は
あ
る
が
曹
素
功
尭

千
が
「
姑
蘇
南
濠
信
心
巷
南
首
下
岸
」
だ
と
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
老
文
元
の
上
海
開
設
は
一
九
二
〇
年
の
こ
と
で
あ
り
、
森
嶋
中
良
に
よ
る
貼
り

込
み
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
20
）
二
一
八
枝
中
の
一
五
六
枝
は
、
約
七
一
・
五
六
％
。
篆
書
の
角
印
な
ど
、
明
確
に
筆
匠
名
だ
と
わ
か
ら
な
い
も
の
を
含
め
て
い
る
。
筆
匠
名
の

特
定
は
、
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

（
21
）
二
一
八
枝
中
の
八
九
枝
は
、
約
四
〇
・
八
三
％
。
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
は
四
捨
五
入
に
よ
っ
て
誤
差
が
あ
る
。

（
22
） 

注
（
15
）
の
『
米
庵
墨
談
』
巻
二　

一
六
頁
に
、米
庵
は
「
精
ナ
ラ
サ
ル
ハ
録
セ
ス
」
と
し
て
「
所
得
」
の
筆
の
内
次
の
一
二
名
を
列
挙
し
て
い

る
。「
銭
叟
」、「
王
文

」、「
王
廷
吉
」、「
王
必
通
」、「
万
元
忠
」、「
陳
天
順
」、「
蒋
開
文
」、「
蒋
瑞
元
」、「
詹
成
圭
」、「
張
瑞
英
」、「
王
介
眉
」、

「
陳
鳳
起
」。
こ
の
う
ち
「
銭
叟
」
は
「
曝
書
亭
集
」
と
割
注
が
あ
り
そ
こ
か
ら
の
記
載
と
考
え
ら
れ
、
自
身
が
「
所
得
」
の
筆
と
し
て
最
初
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
「
王
文

」
で
あ
る
。
な
お
、「
王
廷
吉
」
は
「
文

子
」
と
割
注
が
あ
る
。

（
23
）
筆
匠
そ
れ
ぞ
れ
の
製
品
掲
載
数
の
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、
蒋
瑞
元
三
二
枝
、
陳
大
興
二
五
枝
、
陸
申
権
九
枝
、
王
文

八
枝
（
含
・
息
子
の

王
廷
吉
の
も
の
一
枝
）、
蒋
開
文
七
枝
、
詹
成
圭
五
枝
、
張
瑞
英
四
枝
、
沈
祖
光
四
枝
、
郭
瑞
元
三
枝
、
陳
鳳
起
三
枝
、
郭
掄
元
三
枝
な
ど
と
続
く
。

（
24
）
大
江
玄
圃
『
学
翼
』（
相
見
繁
一
編　

風
俗
絵
巻
図
画
刊
行
会
・
吉
川
弘
文
館　

大
正
八
年
五
月
）
二
八
頁
に
は
、「
今
外
国
よ
り
将
来
る
筆
は

蒋
瑞
元
蒋
開
文
萬
元
忠
馮
以
元
な
ど
の
作
る
筆
多
し
」
と
あ
る
。

（
25
）『
陶
斎
先
生
随
筆
』（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
）
に
「
琉
球
国
よ
り
き
た
る
唐
筆
は
、
お
ふ
く
蒋
開
文
、
蒋
瑞
元
な
り
。
至
極
の
賤
筆
な
り
。

…
…
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
筆
者
は
未
だ
原
典
を
未
見
。
米
田
彌
太
郎
『
近
世
日
本
書
道
史
論
攷
』（
柳
原
書
店　

一
九
九
一
年
一
月
）
の
「
趙
陶
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斎
の
随
筆
に
現
れ
た
そ
の
伝
記
と
書
」
一
三
四
頁
を
参
照
し
た
。

（
26
）『
文
房
用
品
辞
典
』（
上
海
書
画
出
版
社　

二
〇
〇
四
年
一
二
月
）
二
一
頁
「
湖
筆
」
に
拠
る
。
な
お
、湖
筆
の
技
術
的
な
特
徴
は
、「
分
層
匀
扎
」

だ
と
い
う
。

（
27
）「
嘉
興
路
」
と
称
さ
れ
る
嘉
興
及
び
そ
の
地
が
属
す
海
寧
、
平
湖
、
嘉
善
な
ど
の
優
質
な
山
羊
毫
を
用
い
る
。
同
じ
く
注
（
26
）
の
『
文
房
用
品

辞
典
』
よ
り
。

（
28
）
無
論
例
外
も
あ
る
。
蘇
州
の
周
虎
臣
は
も
と
も
と
五
虎
将
と
い
う
小
筆
を
看
板
商
品
と
し
た
湘
筆
系
の
筆
匠
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

後
に
湖
筆
の
李
鼎
和
と
縁
戚
関
係
を
結
び
、
お
互
い
が
そ
れ
ぞ
れ
得
意
と
す
る
技
法
を
習
得
し
合
い
、
変
化
し
て
い
っ
た
。『
周
虎
臣
毛
筆
制
作
技

芸
』（
上
海
人
民
出
版
社　

二
〇
一
七
年
三
月
）
参
照
。

（
29
）
注
（
26
）『
文
房
用
品
辞
典
』
二
二
頁
「
湘
筆
」
に
拠
る
。
湘
筆
の
技
術
的
な
特
徴
は
、「
不
分
層
雑
扎
」
だ
と
い
う
。

（
30
）
現
在
中
国
で
湘
筆
の
筆
匠
は
、
数
件
存
在
す
る
ら
し
い
。

（
31
）『
蔵
筆
譜
』
中
の
「
水
筆
」
と
付
く
筆
の
数
は
一
五
枝
。
そ
の
内
訳
は
、
蒋
瑞
元
は
五
枝
、
陳
大
興
は
二
枝
、
王
文

は
一
枝
、
林
賽
元
清
、
孫

枝
発
、(

満
字)

、
無
名
、
占
元
堂
、
蒋
開
文
、
沈
秀
章
が
各
々
一
枝
で
あ
る
。

（
32
） 

湖
筆
系
だ
と
推
察
さ
れ
る
詹
成
圭
等
の
筆
に
多
く
み
ら
れ
る
。
野
兎
の
毛
を
用
い
る
紫
毫
は
、毛
の
一
本
一
本
の
中
央
部
が
空
洞
で
空
気
を
含
み

膨
ら
み
、
両
端
が
細
く
な
る
形
状
で
、
纏
め
る
と
玉
蘭
の
花
の
よ
う
な
く
び
れ
の
あ
る
形
に
自
然
と
な
る
と
言
う
。
紫
毫
の
価
格
が
高
価
な
た
め
、

時
代
が
下
る
と
芯
と
な
る
中
央
部
の
み
紫
毫
と
し
、
周
り
を
他
の
毛
で
覆
う
製
品
が
多
く
な
り
、
全
体
を
紫
毫
で
作
る
純
紫
毫
は
少
な
く
な
っ
て
い

く
。

（
33
）『
蔵
筆
譜
』
下
巻
一
八
頁
羊
毫
の
注
に
「
近
舶
套
筆
羊
毫
製
者
甚
多
有
大
小
数
様
今
録
十
餘
枝
」
と
あ
る
。「
套
」
の
意
味
を
測
り
か
ね
る
が
、こ

こ
で
は
「
あ
り
き
た
り
」
と
捉
え
て
お
く
。

（
34
）
山
脇
悌
二
郎
『
近
世
日
中
貿
易
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館　

昭
和
三
十
五
年
十
月
）
参
照
。

（
35
）
洪
丕
謨
『
中
国
文
房
四
宝
』（
香
港
・
南
粤
出
版
社　

一
九
八
九
年
一
〇
月
）
の
「
羊
毫
筆
・
風
光
晩
出
」
二
一
頁
に
、「
可
羊
毫
筆
的
真
正
大

行
於
天
下
、
則
是
在
清
代
中
葉
嘉
慶
・
道
光
以
後
的
事
了
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
36
）
皆
川
淇
園
：
名
は
愿
、
字
は
伯
恭
、
号
は
淇
園
、
有
斐
斎
、
通
称
は
文
蔵
。
儒
学
者
。
京
の
人
。
著
は
『
易
原
』、『
名
疇
』
な
ど
多
数
。
父
は

春
洞
、
実
弟
に
富
士
谷
成
章
、
甥
に
富
士
谷
御
杖
。

（
37
）『
管
城
二
譜
』
の
広
沢
の
自
序
に
「
夏
月
一
用
之
則
内
生
白
醭
。
随
腐
随
脱
。
僅
有
糊
気
。
則
蛀
魚
必
生
。
随
蝕
随
堕
。
所
難
得
者
長
毫
也
。
而

今
以
六
七
寸
毛
。
而
柱
居
三
分
之
二
。
則
其
運
用
起
伏
者
。
僅
二
寸
也
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
38
）
近
衛
家
熙
：
近
衛
家
二
一
代
当
主
。
号
に
予
楽
院
、
物
外
楼
主
人
、
青
々
林
な
ど
。
氏
長
者
と
し
て
位
人
臣
を
極
め
准
三
宮
に
至
る
。
諸
芸
に

通
じ
博
学
多
識
。
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
二
月
四
日
に
武
家
伝
奏
よ
り
江
戸
下
向
を
要
請
さ
れ
た
家
熙
は
、
三
月
九
日
に
京
を
発
ち
、
同
月
二
十

三
日
に
江
戸
着
。
同
年
五
月
一
日
に
帰
路
に
つ
い
た
。
緑
川
明
憲
「
豫
楽
院
近
衛
家
熙
公
年
譜
稿
（
三
）」（『
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
』
第
二
五
号

　

二
〇
一
一
年
三
月
）
一
一
五
～
一
三
四
頁
を
参
照
。

（
39
）『
管
城
二
譜
』の
自
跋
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
前
摂
政
太
政
大
臣
藤
公
東
来
。
居
于
神
田
門
外
之
館
。
其
近
臣
中
原
図
書
。
素
聞
慎

之
好
翰
墨
。
欲
来
見
之
。
然
以
事
務
蝟
集
不
果
。
一
日
慎
之
族
人
。
与
館
中
之
事
者
来
説
。
有
人
稟
公
。
曰
府
下
有
筆
工
伝
唐
山
法
者
。
其
門
牌
乃

唐
人
筆
跡
也
。
公
聞
之
。
欲
見
其
製
。
命
族
人
求
之
。
族
人
来
咨
。
慎
曰
。
我
在
東
武
四
十
年
。
筆
人
之
牌
。
無
不
注
目
。
未
見
有
唐
人
字
蹟
者
。
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族
人
報
之
。
然
曏
以
告
者
不
肯
止
。
出
仕
丁
数
員
。
于
四
門
内
外
求
之
。
終
不
得
□
□
□
□
□
贖
俗
間
称
為
唐
様
筆
者
以
献
之
。
公
一
見
不
称
意
矣
。

是
知
海
内
決
然
無
唐
伝
精
筆
」。

（
40
）
子
息
の
細
井
九
皐
が
著
わ
し
た
『
墨
道
私
言
』
に
は
、
元
禄
中
の
事
と
し
て
柳
沢
家
所
蔵
の
朱
熹
の
真
跡
か
ら
写
し
と
っ
た
正
面
摺
の
「
我
国

の
原
始
」
た
る
「
大
極
帖
」
を
家
熙
へ
献
じ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
献
上
は
始
め
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
家
熙
在
府
中
、
旧

知
の
新
井
白
石
な
ど
が
頻
繁
に
出
入
り
し
て
お
り
、
広
沢
は
そ
の
よ
う
な
状
況
も
考
慮
、
余
計
に
『
管
城
二
譜
』
を
献
じ
る
こ
と
を
控
え
た
の
か
も

知
れ
な
い
。

（
41
）
尭
延
入
道
親
王
：
霊
元
天
皇
の
第
六
皇
子
。
母
は
五
条
庸
子
。
幼
名
は
六
宮
、
俗
名
は
周
慶
。
九
歳
で
京
都
妙
法
院
に
入
り
、
尭
恕
法
親
王
に

師
事
。
親
王
宣
下
を
受
け
た
の
ち
に
出
家
、
そ
の
後
は
三
度
天
台
座
主
を
務
め
る
。
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
の
三
十
三
回
忌
の
法
会
、
徳
川
家
康
の
百

回
忌
の
法
会
で
、
そ
の
導
師
を
務
め
る
。

（
42
）
こ
れ
に
先
立
つ
宝
永
六
（
一
七
〇
九
）
年
に
広
沢
は
尭
延
法
親
王
と
面
識
を
得
て
い
た
。

（
43
）
印
文
は
次
の
通
り
。「
友
人
求
仮
余
書
画
摹
本
余
未
曽
嗇
焉
然
至
乎
淹
滞
不
環
則
大
負
老
境
之
楽
意
故
作
俚
詩
自
刻
印
于
其
首
以
奉
告
諸
友　

斯

翁
努
力
知
何
事
為
楽
残
生
為
遺
児
君
子
求
仮
奚
足
惜
荷
恩
環
璧
莫
遅
　ゞ

壬
寅
秋　

広
沢
釣
徒
時
年
六
十
又
五
」。

（
44
）
桂
川
甫
賢
：
名
は
国
寧
、
字
は
清
遠
、
号
は
桂
嶼
、
翠
藍
。
桂
川
家
五
代
桂
川
甫
筑
の
長
男
。
文
政
十
年
父
の
跡
を
つ
い
で
幕
府
の
奥
医
師
、
の

ち
法
眼
。
漢
方
と
蘭
方
の
両
方
の
長
所
活
用
に
つ
と
め
、
シ
ー
ボ
ル
ト
と
ま
じ
わ
り
、
バ
タ
ビ
ア
芸
術
科
学
協
会
会
員
と
な
っ
た
。

（
45
）
永
根
文
峯
：
名
は
奕
孫
、
通
称
は
右
八
郎
、
卯
八
郎
、
亦
太
郎
。
江
戸
の
人
。
一
時
播
磨
姫
路
藩
の
儒
者
と
な
る
。
播
磨
印
南
郡
加
茂
山
崖
の

岩
石
に
、
十
八
歳
の
時
書
い
た
「
観
濤
処
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

（
46
）
安
西
雲
煙
：
名
は
於
菟
、
字
は
山
君
、
号
に
雲
煙
、
舟
雪
、
通
称
は
虎
吉
。
儒
学
を
堤
它
山
に
、
絵
を
鉄
翁
祖
門
に
学
ぶ
。
江
戸
で
書
籍
及
び

書
画
を
商
う
。
著
作
に
「
近
世
名
家
書
画
談
」、「
書
画
展
観
略
記
」
等
。

（
47
）
渡
部
璋
：
号
は
劣
斎
、
ま
た
圭
輔
と
称
し
た
。
永
根
伍
石
、
文
峯
父
子
に
書
法
を
学
ぶ
。
嘉
永
四
年
、
姫
路
酒
井
家
の
藩
校
・
好
古
堂
書
学
寮

教
授
と
な
る
。
門
弟
お
よ
そ
千
人
。
墓
所
は
姫
路
の
景
福
寺
。
渥
美
遂
編
『
飾
磨
県
下　

習
字　

公
用
文
』（
明
治
七
年
）
の
書
を
担
当
。
同
じ
よ

う
に
、
雲
煙
の
『
近
世
名
家
書
画
談
』
跋
文
の
書
を
担
当
し
て
い
る
。

（
48
）『
近
世
名
家
書
画
談
』（
赤
志
忠
七　

明
治
二
十
五
年
十
二
月
復
刻
版
）
初
編
「
造
筆
の
事
」
参
照
。
こ
の
初
編
は
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
に

和
泉
屋
金
右
衛
門
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
序
跋
文
の
年
紀
か
ら
推
察
す
る
と
天
保
元
（
一
八
三
〇
）
年
ま
で
に
書
か
れ
た
内
容
で
あ
り
、
雲
煙

は
そ
の
時
期
以
前
に
文
峯
か
ら
『
管
城
二
譜
』
を
譲
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
49
）
現
存
す
る
自
筆
本
の
広
沢
自
序
文
の
余
白
に
、「
靖
亭
蔵
書
」
と
い
う
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
某
は
靖
亭
を
号
と
す
る
人
物
だ
っ
た

か
も
知
れ
な
い
。

（
50
）
高
木
家
が
所
蔵
す
る
資
料
の
中
に
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
七
月
十
二
日
付
の
東
京
府
知
事
松
田
道
之
宛
で
提
出
さ
れ
た
「
高
麗
石
明
月

硯
」
と
「
端
渓
鴝
鸜
眼
硯
」
の
博
物
局
へ
の
献
納
願
い
の
控
え
が
残
さ
れ
て
い
る
。
現
在
こ
れ
ら
の
硯
も
東
京
国
立
博
物
館
の
所
蔵
で
あ
る
。『
管
城

二
譜
』
献
納
に
関
す
る
資
料
は
何
も
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
在
の
所
蔵
が
同
博
物
館
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
く
博
物
局
へ
の
献
上
で
あ
ろ
う
と

判
断
し
た
。
な
お
、
寿
穎
自
身
が
献
納
後
一
か
月
余
り
の
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
一
月
十
六
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
察
す
れ
ば
、

慌
た
だ
し
く
行
わ
れ
た
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

（
51
）「
中
心
不
中
正
」
や
「
不
及
中
心
少
許
」
な
ど
と
い
う
言
葉
で
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
の
先
端
ま
で
届
か
な
い
よ
う
に
す
る
意
味
ら
し
い
。
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（
52
）「
補
遺
」
と
し
て
記
さ
れ
た
部
分
に
「
篆
筆
」
と
し
て
第
一
営
の
み
で
作
る
筆
を
解
説
し
て
お
り
、
そ
れ
が
筆
先
を
為
さ
な
い
筆
に
該
当
し
よ
う
。

ま
た
、
広
沢
は
こ
の
「
篆
筆
」
が
画
筆
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。

（
53
）
苕
渓
は
湖
州
市
呉
興
県
を
流
れ
る
川
の
名
称
。『
惜
字
帖
』
の
湖
州
・
沈
祖
光
の
広
告
に
「
苕
渓

璉
東
山
庄
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
湖
州
筆
の
本

場
と
し
て
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

（
54
）
こ
の
追
記
部
は
、「
中
筆
」
か
ら
始
ま
り
、「
又
有
接
心
筆
」
と
し
て
巻
芯
筆
の
解
説
、
次
い
で
中
国
式
の
無
芯
の
筆
で
あ
る
「
小
筆
」、
同
じ
く

「
水
筆
」
と
解
説
が
続
く
。

（
55
）
筆
者
所
蔵
の
『
管
城
二
譜
』
の
巻
末
に
は
取
扱
い
書
物
問
屋
と
し
て
、
京
都
「
勝
村
治
右
衛
門
」、
大
阪
「
河
内
屋
喜
兵
衛
」、
江
戸
「
須
原
屋
茂
兵

衛
」、
同
「
須
原
屋
伊
八
」、
同
「
須
原
屋
新
兵
衛
」、
同
「
山
城
屋
佐
兵
衛
」、
同
「
岡
田
屋
嘉
七
」、
同
「
英
屋
大
助
」、
同
「
和
泉
屋
庄
治
郎
」、
同

「
和
泉
屋
金
右
衛
門
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
56
） 

国
立
国
会
図
書
館
、
京
都
府
立
大
学
・
歴
彩
館
の
所
蔵
本
が
縦
二
三
セ
ン
チ
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
東
京
国
立
博
物
館
の
所
蔵
本
が
縦
二

四
・
三
セ
ン
チ
。
筆
者
所
蔵
の
二
種
類
は
、
青
表
紙
の
も
の
が
二
二
・
五
セ
ン
チ
、
生
成
り
表
紙
の
も
の
が
二
四
・
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。

（
57
）
欠
損
部
分
は
、「
第
四
営
」
解
説
部
の
見
開
き
六
頁
の
前
部
四
分
の
一
頁
、
水
筆
の
図
示
掲
載
部
の
見
開
き
九
頁
前
部
半
頁
、「
槿
筆
譜
」
見
開
き

一
六
頁
前
部
半
頁
。
な
お
、
本
文
中
に
「
当
入
上
松
液
之
下
」
や
「
松
液
見
上
」
等
と
「
松
液
」
の
解
説
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
が
、

該
当
部
分
が
な
い
。
注
記
し
て
置
く
。

（
58
）
無
論
地
域
差
や
筆
の
種
類
に
よ
る
製
法
の
違
い
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
製
法
や
、各
種
書
籍
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
を
見
て
み
る
と
、
一
般
的
な
製
法
は
、
ほ
ぼ
大
同
小
異
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
記
載
は
小
林
勧
掌
『
文
房
四
宝　

筆
』（
高

千
穂
書
房　

一
九
九
七
年
十
一
月
）
を
参
照
し
た
。

（
59
）
広
沢
の
和
筆
改
良
へ
の
貢
献
に
対
す
る
疑
問
に
つ
い
て
は
、
村
田
隆
志
「
巻
筆
か
ら
水
筆
へ
」（『
第
五
回
書
法
文
化
書
法
教
育
国
際
会
議
論
文
選
』

二
〇
〇
七
年
三
月
所
収
）
等
参
照
。

（
60
）
細
井
九
皐
：
名
は
知
文
、
字
は
天
錫
、
号
は
九
皋
、
籀
斎
、
沢
雉
道
人
な
ど
、
通
称
を
文
三
郎
。
父
の
技
芸
を
継
ぎ
、
書
法
と
篆
刻
で
名
を
成
し

た
。

（
61
）『
墨
道
私
言
』
は
、『
日
本
書
論
集
成
』
第
六
巻
（
西
川
寧
編　

汲
古
書
院　

昭
和
五
十
四
年
四
月
）
八
九
頁
～
九
〇
頁
参
照
。
底
本
は
慶
応
義
塾
大

学
図
書
館
所
蔵
本
に
虫
損
を
別
本
で
補
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
活
字
本
と
し
て
読
み
や
す
い
『
日
本
書
画
苑
』
第
一
巻
（
国
書
刊
行
会　

大
正
三
年
）

の
所
収
の
も
の
も
参
照
し
た
。

（
62
） 

森
銑
三
は
九
皐
に
関
し
て
、「
九
皐
は
広
沢
五
十
四
の
歳
の
子
で
、
僅
か
に
父
の
晩
年
を
知
っ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
…
…
そ
の
家
に
伝
へ
ら

れ
た
話
な
ど
も
、
そ
の
ま
ゝ
に
は
信
じ
難
い
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
」（『
森
銑
三
著
作
集
』
第
四
巻　

中
央
公
論
社　

昭
和
四
十
六
年
八
月　
「
細
井

広
沢
」
四
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。『
管
城
二
譜
』
に
関
し
て
も
既
に
自
家
に
な
く
、
目
に
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

（
63
）
注
（
48
）
の
『
近
世
名
家
書
画
談
』「
造
筆
の
事
」
二
一
頁
参
照
。

（
64
） 

注
（
48
）
の
『
近
世
名
家
書
画
談
』
に
は
、
広
沢
に
関
す
る
記
述
が
多
い
。
こ
の
「
造
筆
の
事
」
以
外
に
も
一
八
頁
「
墨
帖
の
事
」
な
ど
、
忘
れ
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
広
沢
の
功
績
を
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
65
）
当
時
、
確
堂
を
号
と
す
る
著
名
人
に
は
、
松
平
斉
民
（
一
八
一
四
～
九
一
）
と
、
中
村
彝
（
一
八
三
二
～
九
七
）
が
い
る
。
明
治
十
六
年
に
発
行
さ

れ
、
寿
穎
も
そ
の
「
発
兌
売
弘
所
」
と
し
て
名
を
連
ね
る
清
水
信
夫
編
『
明
治
文
雅
姓
名
録
』
の
題
字
が
松
平
斉
民
の
書
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
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こ
ち
ら
も
同
様
に
斉
民
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
現
状
で
は
断
定
で
き
な
い
。
後
考
を
待
つ
。

（
66
）
小
野
湖
山
：
名
は
長
愿
、
字
は
舒
公
、
通
称
は
仙
助
、
侗
之
助
、
別
号
に
玉
池
仙
史
。
漢
詩
人
。
大
沼
枕
山
、
鱸
松
塘
と
と
も
に
、
明
治
の
三

詩
人
と
称
さ
れ
た
。
著
に
『
湖
山
楼
詩
鈔
』
な
ど
。

（
67
）
原
文
は
、「
古
之
善
書
者
皆
用
漢
制
筆
而
制
筆
之
法
不
伝
于
本
邦
其
有
之
実
以
先
生
為
鼻
祖
方
今
文
化
盛
開
海
内
制
筆
為
業
者
千
百
何
限
然
皆
不

知
蒙
先
生
余
沢
也
如
吾
家
其
最
者
豈
可
忘
其
本
耶
」
と
あ
る
。

（
68
）
上
書
文
は
何
度
か
書
き
改
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
数
種
の
下
書
き
が
存
在
す
る
。
上
書
文
控
え
の
書
き
出
し
は
、「
今
般
内
国
ノ
出
産
御
用
ニ
付
筆

製
産
ノ
原
始
御
尋
依
之　

私
聊
存
居
候
迠
ヲ
奉
申
上
候
」
と
あ
る
。
提
出
日
は
「
明
治
十
二
年
四
月
十
四
日
」。
な
お
、
寿
穎
も
入
会
し
て
い
た
東

京
商
法
会
議
所
の
同
年
二
月
二
十
七
日
に
開
か
れ
た
第
五
臨
時
会
に
お
い
て
、
同
じ
く
東
京
府
勧
業
課
か
ら
各
商
売
問
屋
仲
売
小
売
へ
「
下
問
」
が

行
わ
れ
、
そ
の
目
的
が
「
営
業
税
徴
収
」
の
為
に
各
業
種
に
お
け
る
「
売
徳
分
割
」（
＝
利
益
率
）
の
把
握
に
あ
る
と
推
測
し
対
応
を
協
議
、
三
月

七
日
付
け
で
調
査
し
た
各
業
種
の
「
売
徳
」
を
会
頭
・
渋
沢
栄
一
が
報
告
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
版
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』（
公
益
財
団
法
人
渋

沢
栄
一
記
念
財
団
）
第
一
七
巻
一
〇
四
～
一
一
二
頁
参
照
。
当
時
、
国
内
の
産
業
を
把
握
す
る
た
め
勧
業
課
か
ら
の
諮
問
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い

た
ら
し
い
。
あ
る
い
は
、
こ
の
「
筆
製
産
ノ
原
始
」
の
諮
問
は
、
後
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
い
て
寿
穎
は
審
査
員
を
拝
命
す

る
が
、
そ
の
伏
線
と
な
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
69
）『
画
説
』
四
巻
四
号
通
巻
四
十
号
（
東
京
美
術
研
究
所　

一
九
四
〇
年
四
月
）
所
収
の
脇
本
十
九
郎
の
「
蒙
恬
の
碑
」
三
四
八
頁
に
、「
寿
穎
は

蒙
恬
碑
が
建
っ
た
頃
東
京
第
一
と
謳
は
れ
た
筆
屋
で
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
70
）
上
書
文
の
下
書
き
の
段
階
で
は
、
単
に
広
沢
が
教
授
し
た
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
寿
穎
は
最
終
段
階
で
よ
り
具
体
的
且
つ
正
確
に
す
る
た

め
「
口
授
シ
テ
教
ヘ
タ
ル
」
と
わ
ざ
わ
ざ
明
記
し
て
い
る
。

（
71
）
注
（
69
）
の
『
画
説
』
第
四
巻
所
収
の
秋
葉
和
助
と
脇
本
十
九
郎
の
「
明
治
以
降
の
筆
を
語
る
」
三
六
〇
頁
に
、
和
助
の
言
葉
と
し
て
「
一
体

筆
の
職
方
に
も
左
官
な
ど
の
や
う
な
素
町
人
の
出
も
な
い
で
は
な
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
へ
ば
二
本
差
し
の
武
士
の
内
職
と
し
て
、
昔
か
ら
江
戸
で

は
発
達
し
た
も
の
で
す
。
…
…
こ
れ
は
も
う
五
代
将
軍
綱
吉
公
あ
た
り
の
時
代
か
ら
の
習
慣
で
、
何
時
し
か
幕
府
で
筆
が
よ
か
ら
う
と
云
ひ
出
し
た

も
の
で
す
か
ら
、
五
十
俵
何
人
扶
持
と
い
ふ
小
身
は
皆
筆
を
内
職
に
す
る
。
そ
こ
で
本
所
深
川
は
筆
工
の
巣
と
な
っ
た
位
で
、
維
新
の
頃
三
百
人
も

居
た
で
せ
う
」
と
あ
る
。

（
72
）『
江
戸
買
物
独
案
内
』（
花
咲
一
男
編　

渡
辺
書
店　

昭
和
四
十
七
年
三
月
）
参
照
。

（
73
）
小
法
師
は
、
元
来
若
い
僧
侶
を
指
す
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
中
世
・
近
世
に
御
所
で
庭
園
の
植
栽
や
掃
除
な
ど
雑
事
に
携
る
賤
民
を
指
す
言
葉
と
な

り
、
そ
の
雑
事
の
中
に
筆
結
も
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
筆
匠
の
名
称
と
し
て
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
黒
川
道
祐
の
『
雍
州
府
志
』（
貞
享
三
年
・
一

六
八
六　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
で
は
、
大
筆
小
筆
を
禁
裏
院
中
に
献
す
る
筆
工
と
し
て
そ
の
名
が
記
さ
れ
、
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
の
『
京
羽

二
重
』（
早
稲
田
大
学
蔵
）
に
は
「
小
法
師
河
内
」
な
ど
三
名
の
者
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
京
都
の
筆
匠
で
あ
る
が
、
江
戸
の
お
い
て
も
元

禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
の
『
江
戸
惣
鹿
子
名
所
大
全
』（
藤
田
理
兵
衛
・
中
野
左
太
郎
・
長
右
衛
門
刊
『
江
戸
叢
書
』
第
四
巻　

江
戸
叢
書
刊
行
会

　

大
正
五
年
九
月
所
収
）
に
「
小
法
師
甲
斐
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
野
村
胡
堂
の
小
説
『
銭
形
平
次
捕
物
控
』
の
「
百
物
語
」
は
こ
の
甲
斐
を
舞
台

に
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
小
法
師
武
助
と
こ
れ
ら
の
関
係
は
詳
ら
か
で
な
い
。『
江
戸
買
物
独
案
内
』
内
の
小
法
師
を
名
乗
る
筆
匠
た
ち
と
の
関
係

を
含
め
、
後
考
を
待
つ
。

（
74
）
巻
菱
湖
『
行
書
千
字
文
』（
天
保
十
年
・
一
八
三
九
）、
春
名
好
重
『
巻
菱
湖
伝
』（
北
井
企
画　

二
〇
〇
〇
年
十
月
所
収
）
の
宝
雅
堂
広
告
に
は
、
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「
平
山
天
瑞
亀
祥
」
と
そ
の
名
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
木
村
陽
山
『
筆
』（
大
学
堂
書
店　

昭
和
五
十
年
十
月
）
八
一
頁
に
「
江
戸
の
人
「
平
山
安
斎
」

は
巻
菱
湖
に
伴
わ
れ
て
、
遥
か
同
国
（
越
後
）
柏
崎
に
定
住
し
、
名
匠
の
名
を
擅
に
し
た
。
彼
の
製
筆
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
江
戸
の
老
舗
「
高
木

寿
穎
」
…
…
が
、
そ
の
取
次
販
売
店
と
し
て
大
い
に
宣
伝
に
努
め
た
…
…
」
と
記
し
て
い
る
。
陽
山
が
何
に
基
づ
い
て
こ
の
箇
所
を
記
し
た
の
か
不

明
。
な
お
、
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
に
発
行
さ
れ
た
関
甲
子
次
郎
『
越
後
の
婦
人
』
に
宝
雅
堂
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
創
業
は

享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
、
こ
の
時
ち
ょ
う
ど
百
年
目
を
迎
え
て
い
た
。

（
75
）
巻
菱
湖
の
用
筆
を
謳
う
宝
雅
堂
の
巻
末
広
告
は
、前
掲
の
巻
菱
湖
『
行
書
千
字
文
』
の
他
さ
ま
ざ
ま
菱
湖
の
法
帖
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、こ
こ

で
は
例
と
し
て
閲
覧
し
や
す
い
他
書
所
収
の
も
の
を
参
照
し
た
。
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
の
『
書
法
一
斑
』（『
日
本
書
論
集
成
』
第
六
巻　

西
川

寧
編　

汲
古
書
院　

昭
和
五
十
四
年
四
月
）、
江
戸
後
期
と
し
て
『
行
書
礫
字
往
来
』（『
近
世
蔵
版
目
録
集
成　

往
来
物
編
』
第
三
輯　

小
泉
吉
永

編　

岩
田
書
院　

二
〇
〇
六
年
一
月
）。
な
お
、「
散
卓
」
筆
は
、「
無
芯
散
卓
筆
」
の
別
称
。「
散
卓
」
と
は
散
ら
し
て
植
え
立
て
る
こ
と
を
言
う
。

注
（
26
）
の
『
文
房
用
品
辞
典
』
二
二
頁
「
散
卓
筆
」
参
照
。

（
76
）
注
（
74
）
の
木
村
陽
山
『
筆
』
七
八
頁
に
、
米
庵
に
つ
い
て
「
単
に
蒐
集
の
み
な
ら
ず
、
製
筆
に
つ
い
て
も
並
々
な
ら
ぬ
苦
心
を
払
い
、
法
を

在
長
崎
の
清
人
・
胡
兆
新
に
問
い
、
自
ら
も
筆
匠
生
花
堂
・
大
巌
伯
儀
兄
弟
を
督
し
て
、
唐
筆
風
の
羊
毫
水
筆
を
造
ら
せ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
生
花
堂
と
仲
違
い
し
た
米
庵
は
、
文
政
九
年
よ
り
前
に
、
そ
の
用
筆
を
友
田
彌
兵
衛
の
文
魁
堂
へ
変
え
て
い
る
。

（
77
） 

秋
葉
和
助
：
幼
名
を
瀧
次
郎
、
号
は
大
祥
。
旧
御
家
人
の
家
に
生
ま
れ
、
曾
祖
父
あ
る
い
は
祖
父
の
代
よ
り
製
筆
を
内
職
と
し
、
明
治
に
な
っ
て

本
業
と
し
た
。
屋
号
は
栗
本
鋤
雲
命
名
の
慶
雲
堂
。『
筆
世
界
商
工
録
』（
堀
江
勇
吉
編　

筆
世
界
新
報
社　

明
治
三
十
八
年
一
月
）
に
よ
る
と
、
店

舗
の
所
在
は
「
東
京
市
深
川
区
東
森
下
町
八
五
、
八
六
番
地
」。

（
78
）『
書
之
友
』
第
八
巻
第
十
四
号
臨
時
増
刊
「
文
房
具
の
研
究
」（
雄
山
閣　

昭
和
十
七
年
十
一
月
）
所
収
の
秋
葉
和
助
「
毛
筆
の
製
作
と
鑑
別
」
九

〇
～
九
一
頁
参
照
。

（
79
）「
昭
和
三
年
改
版　

温
恭
堂
営
業
品
目
録
」（
昭
和
三
年
十
一
月
一
日
）
七
七
～
八
一
頁
参
照
。

（
80
）
上
書
文
の
下
書
き
と
思
わ
れ
る
数
種
の
資
料
に
は
、
広
沢
の
製
筆
法
が
北
宋
時
代
の
諸
葛
高
の
製
筆
法
だ
と
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
あ

た
り
も
、
寿
穎
自
身
が
研
究
し
最
終
段
階
で
明
朝
式
に
改
め
た
の
だ
ろ
う
。

（
81
）
貝
原
益
軒
が
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
に
著
し
た
『
万
宝
鄙
事
記
』
に
は
「
朝
鮮
筆
お
ろ
し
や
う
」
と
し
て
蠟
で
か
た
ま
っ
た
筆
を
「
温
湯
に

ひ
た
し
置
」
く
こ
と
が
記
さ
れ
、
大
枝
流
芳
が
宝
暦
十
三
（
一
七
六
三
）
年
に
著
し
た
『
雅
遊
漫
録
』
に
は
、「
舶
来
の
も
の
は
多
く
は
蠟
を
以
て

か
た
む
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
82
）
筆
者
所
蔵
品
よ
り
画
像
を
掲
載
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
筆
穂
の
部
分
が
全
体
的
に
固
め
ら
れ
て
い
て
、内
部
を
確
認
で
き
な
い
。
ち
な
み
に
、同

じ
く
筆
者
所
蔵
品
の
宝
雅
堂
の
大
筆
は
、
明
ら
か
に
毛
の
短
い
「
充
腹
」
部
を
持
つ
構
造
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
付
記
し
て
お
く
。

（
83
）
中
華
民
国
十
年
発
行
の
「
湖
州
賀
蓮
青
湖
筆
価
目
」
に
は
、「
水
筆
毎
枝
価
目
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、十
三
種
類
の
製
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、

湖
筆
が
湘
筆
の
製
法
を
取
り
入
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
逆
に
湘
筆
が
湖
筆
の
製
法
を
取
り
入
れ
る
動
き
も
あ
っ
た
ら
し
く
、『
蔵
筆

譜
』
の
中
に
は
「
紫
毫
湖
筆　

蒋
瑞
元
製
」
と
い
う
筆
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
84
）
先
に
挙
げ
た
「
小
法
師
但
馬　

藤
原
與
重
」
は
「
和
漢
筆
墨
所
」
と
称
し
て
い
る
。
そ
の
他
、「
福
井
青
蓮
子　

唐
製
筆
墨
硯
所
」、「
対
山
堂
松

田
屋
喜
右
衛
門　

大
文
字
唐
筆
類
」、「
今
村
文
考
堂　

和
漢
文
房
道
具
数
品
」、「
元
書
堂
正
舗
松
英
子　

和
漢
御
筆
墨
硯
所
」、「
桂
花
園
福
孟
元　

福
井
新
太
郎　

和
漢
筆
墨
硯
」、「
静
古
堂　

唐
製
名
筆
指
南
所
」、「
東
筆
堂
大
杉
半
兵
衛　

和
漢
筆
墨
硯
所
」、「
玄
書
堂
祖
舗　

鈴
木
平
十
郎　

和
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漢
書
画
筆
墨
所
」、「
文
花
堂　

中
村
文
右
衛
門　

和
漢
筆
墨
硯
石
所
」
な
ど
が
該
当
す
る
。
ま
た
、
寿
穎
の
先
祖
に
あ
た
る
「
高
木
五
郎
兵
衛
」
は

単
に
「
墨
筆
硯
問
屋
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
無
芯
筆
や
巻
芯
筆
を
含
む
和
筆
と
、
舶
来
唐
筆
も
共
に
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
85
）『
川
路
聖
謨
文
書
』
第
五
巻
（
大
塚
武
松
・
藤
井
甚
太
郎
共
編　

日
本
史
籍
協
会
叢
書　

一
九
三
二
～
三
四
）
一
六
九
～
一
七
〇
頁
参
照
。
た
だ

し
、
こ
の
時
の
純
羊
毫
筆
は
、
価
格
が
一
本
「
百
八
十
文
」
と
、
五
匁
（
＝
約
三
三
五
文
）
す
る
静
晨
堂
の
筆
よ
り
安
価
で
あ
っ
た
。

　

川
路
聖
謨
：
号
は
敬
斎
。
豊
後
日
田
代
官
所
の
役
人
の
息
子
に
生
ま
れ
、
御
家
人
出
身
な
が
ら
勘
定
吟
味
役
、
佐
渡
奉
行
、
小
普
請
奉
行
、
大
阪
町

奉
行
、
勘
定
奉
行
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
。

（
86
）『
九
桂
草
堂
随
筆
』
は
『
百
家
随
筆
』
第
一
（
国
書
刊
行
会
編　

大
正
六
年
七
月
）
所
収
の
も
の
参
照
。
原
文
は
、「
余
常
に
純
羊
毫
、
玉
立
氷

清
筆
の
筆
を
用
ゆ
、
書
し
畢
れ
ば
即
こ
れ
を
洗
ふ
、
一
筆
五
六
百
紙
を
書
す
べ
し
、
唯
小
楷
筆
二
十
紙
以
上
を
書
す
る
に
耐
ゆ
る
者
な
し
、
邦
製
の

物
は
屢
洗
へ
ば
毛
軟
に
過
ぎ
、
洗
は
ざ
れ
ば
禿
し
易
し
」。
こ
の
文
を
読
む
限
り
、
玉
立
氷
清
は
小
楷
用
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
浅
野
楳
堂
は
『
寒
檠

璅
綴
』（『
続
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
巻　

森
銑
三
・
北
村
博
邦
編　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
七
年
九
月
所
収
）
二
〇
一
頁
に
、「
大
純
羊
毫
玉
立
氷

清
ノ
如
キ
、
柔
軟
無
鋒
ニ
シ
テ
用
ニ
充
ニ
足
ラ
ズ
」
と
し
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
っ
た
も
の
か
。

　

広
瀬
旭
荘
：
江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者
、
漢
詩
人
。
通
称
謙
吉
、
名
は
謙
、
字
を
吉
甫
、
号
は
初
め
秋
村
、
後
に
旭
荘
、
梅
墩
。
豊
後
国
日
田
郡
豆

田
町
（
大
分
県
日
田
市
）
の
博
多
屋
広
瀬
三
郎
右
衛
門
桃
秋
の
八
男
。
兄
に
広
瀬
淡
窓
、
広
瀬
久
兵
衛
、
子
に
林
外
（
淡
窓
の
嗣
子
）
が
い
る
。

（
87
）『
文
芸
類
聚
』（
汲
古
書
院　

昭
和
五
十
年
五
月
影
印
）
六
一
〇
～
六
一
一
頁
参
照
。

　

榊
原
芳
野
：
通
称
は
鬲
蔵
、
号
は
琴
洲
、
佳
園
、
鬲
斎
な
ど
。
博
学
多
識
で
聞
こ
え
、
ま
た
蔵
書
に
富
む
。『
古
事
類
苑
』
の
編
集
に
尽
力
。
没
後

蔵
書
は
東
京
書
籍
館
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
。
著
作
に
『
太
古
史
略
』、『
文
芸
類
纂
』
な
ど
。

（
88
）
注
（
85
）
の
『
川
路
聖
謨
文
書
』
第
四
巻
三
一
～
三
二
頁
及
び
二
四
二
頁
参
照
。
静
晨
堂
の
筆
に
関
し
て
は
、
日
記
の
他
の
箇
所
に
も
し
ば
し

ば
登
場
、
い
さ
さ
か
筆
先
が
利
き
過
ぎ
、
唐
筆
と
全
く
同
じ
で
は
な
い
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
89
）
注
（
86
）
の
浅
野
楳
堂
『
寒
檠
璅
綴
』
二
〇
一
頁
参
照
。

　

浅
野
楳
堂
：
旧
幕
臣
、
書
画
家
、
蒐
集
家
。
名
は
長
祚
、
字
は
胤
卿
、
号
は
池
香
、
蒋
潭
、
梅
堂
な
ど
。『
寧
府
紀
事
』
に
は
、
楳
堂
か
ら
聖
謨
へ

し
ば
し
ば
筆
を
贈
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
90
）
注
（
78
）
の
秋
葉
和
助
「
毛
筆
の
製
作
と
鑑
別
」
九
四
頁
に
、「
江
戸
の
筆
「
東
錦
絵
」
と
並
び
称
せ
ら
れ
、
全
国
に
喧
伝
さ
れ
、
江
戸
名
産
と

し
て
各
地
へ
其
の
技
術
が
伝
え
ら
れ
た
起
源
で
、
…
…
」
と
あ
る
。

（
91
）
秋
葉
和
助
と
脇
本
十
九
郎
と
の
座
談
を
記
録
し
た
「
明
治
以
後
の
筆
を
語
る
」（『
画
説
』
四
巻
四
号
通
巻
四
〇
号
）
三
六
二
頁
参
照
。

（
92
）
年
齢
か
ら
言
っ
て
、
秋
葉
和
助
自
身
は
、
七
代
目
の
寿
穎
（
光
紹
）
よ
り
も
そ
れ
を
継
承
し
た
九
代
目
・
光
頴
（
一
八
五
四
～
九
九
）
と
の
関

り
が
深
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
寿
穎
と
い
う
名
称
は
、
七
代
目
以
降
店
舗
自
体
の
名
称
と
し
て
も
使
わ
れ
て
お
り
、
和
助
の
記
憶
も
七
代
目
と
九
代
目

を
混
同
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
高
木
家
の
八
代
目
・
光
雄
は
店
主
継
承
直
後
の
数
え
二
十
歳
で
早
世
し
て
お
り
、
実
際
の
活
動
は
行
っ

て
い
な
い
。

（
93
）
脇
本
十
九
郎
「
蒙
恬
の
碑
」（『
画
説
』
四
巻
四
号
通
巻
四
〇
号
）
三
四
八
頁
参
照
。

（
94
）
日
下
部
鳴
鶴
『
鳴
鶴
先
生
叢
話
』（
井
原
録
之
助
著　

昭
文
堂　

大
正
十
四
年
八
月
）
の
「
高
木
法
古
斎
」
一
九
七
頁
参
照
。

（
95
）
浅
野
楳
堂
『
寒
檠
璅
綴
』（『
続
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
巻　

森
銑
三
・
北
村
博
邦
編　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
七
年
九
月
所
収
）
に
は
、「
筆
匠

古
法
師
万
木
軒
衰
テ
本
郷
ノ
静
好
堂
盛
ナ
リ
。
通
町
ノ
文
魁
堂
ハ
米
庵
ノ
筆
ヲ
結
、
伝
馬
町
ノ
法
古
斎
ハ
弘
斎
ノ
筆
匠
ニ
テ
一
時
声
明
ヲ
馳
ス
。
越
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後
ニ
宝
雅
堂
ト
云
ア
リ
、
精
巧
逮
モ
ノ
ナ
シ
」
と
江
戸
の
筆
匠
の
盛
衰
を
記
し
、
静
好
堂
の
盛
隆
を
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
登
場
す
る
筆
匠
に
つ
い

て
注
記
し
て
お
く
と
、「
古
法
師
」
は
小
法
師
の
誤
り
で
お
そ
ら
く
小
法
師
甲
斐
を
、「
万
木
軒
」
は
近
江
屋
伊
助
の
藤
井
万
木
軒
、「
文
魁
堂
」
は

近
年
ま
で
存
続
し
て
い
た
京
屋
（
友
田
）
弥
兵
衛
、「
法
古
斎
」
は
高
木
五
郎
兵
衛
（
寿
穎
）
を
指
す
。

（
96
）「
法
古
斎
揀
選
文
具
略
録
」（
松
平
斉
民
収
集
「
芸
海
余
波
」
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵　

所
収
）
参
照
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
同
大
学
の
古
典

籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
画
像
デ
ー
タ
が
開
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
高
木
取
り
扱
い
商
品
は
、「
和
筆
」、「
唐
筆
」、

「
和
墨
」、「
唐
墨
」、「
和
硯
」、「
唐
硯
」、「
唐
紙
」、「
印
材
」
と
和
漢
両
方
の
文
房
具
に
幅
広
く
及
ん
で
い
る
。

（
97
）『
書
之
友
』
第
八
巻
第
十
四
号
臨
時
増
刊
「
文
房
具
の
研
究
」（
雄
山
閣　

昭
和
十
七
年
十
一
月
三
十
日
）
所
収
の
秋
葉
和
助
「
毛
筆
の
製
作
と
鑑

別
」
九
六
頁
に
「
三
府
四
十
有
余
県
の
津
々
浦
々
ま
で
弘
ま
り
渡
り
、
士
、
農
、
工
、
商
、
ど
ん
な
職
業
の
人
で
も
、
筆
と
云
へ
ば
「
高
木
水
筆
」

知
ら
ぬ
者
な
き
ま
で
に
頒
布
さ
れ
た
の
で
す
」
と
あ
る
。

（
98
）
こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
、
拙
稿
『
筆
匠
・
高
木
寿
穎
の
一
考
察
』（
研
舎　

二
〇
一
七
年
七
月
改
定
）
に
詳
し
い
。

（
99
）
福
原
敏
男
『
幕
末
江
戸
下
町
絵
日
記
―
町
絵
師
の
暮
ら
し
と
な
り
わ
い
─
』（
渡
辺
出
版　

二
〇
一
三
年
三
月
）
六
三
頁
参
照
。

（
100
）
注
（
97
）
の
秋
葉
和
助
「
毛
筆
の
製
作
と
鑑
別
」
九
六
～
九
七
頁
参
照
。
高
木
水
筆
以
外
の
製
品
も
、「
其
の
他
の
各
種
製
筆
と
も
悉
く
皆
同
率

の
仕
切
り
」
だ
っ
た
。
な
お
、
寿
穎
が
担
当
し
た
と
考
え
ら
れ
る
明
治
十
二
年
三
月
七
日
付
け
東
京
商
法
会
議
所
か
ら
東
京
府
勧
業
課
へ
宛
て
た
上

申
に
は
、「
売
得
口
銭
」
と
し
て
「
筆
墨　

問
屋　

商
高
ノ
五
分　

小
売　

一
割
」
と
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
版
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』（
公
益
財
団
法

人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
）
第
一
七
巻
一
〇
八
頁
参
照
。

（
101
）
山
口
豊
編
『
岸
田
吟
香
『
呉
淞
日
記
』
影
印
と
翻
刻
』（
武
蔵
野
書
院　

二
〇
一
〇
年
五
月
）
三
八
一
頁
参
照
。
吟
香
の
語
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ

の
際
の
寿
穎
か
ら
の
書
簡
内
容
は
、
製
墨
に
関
す
る
も
の
が
主
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

岸
田
吟
香
：
幕
末
・
明
治
時
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
実
業
家
。
幼
名
を
辰
太
郎
、
呼
名
に
大
郎
、
大
郎
左
衛
門
な
ど
、
号
に
吟
香
、
東
洋
な
ど
。

美
作
（
岡
山
県
）
出
身
。
日
本
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
先
駆
者
。
目
薬
「
精
錡
水
」
等
で
巨
万
の
富
を
築
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
規
格
外

の
活
躍
を
行
っ
た
。
画
家
の
岸
田
劉
生
は
そ
の
四
男
。

（
102
）
高
木
家
の
所
蔵
文
書
の
中
に
明
治
八
年
六
月
十
二
日
付
で
「
東
京
府
知
事
大
久
保
一
翁
殿
」
宛
で
書
か
れ
た
「
清
国
人
雇
入
願
」
が
残
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
を
参
照
し
た
。

（
103
）
同
じ
く
高
木
家
所
蔵
文
書
中
に
、
馮
畊
三
と
取
り
交
わ
し
た
「
約
定
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、
八
カ
条
の
取
決
め
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
104
）
馮
畊
三
あ
る
い
は
畊
山
、
本
名
を
鋆
。
こ
の
時
三
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
な
お
、
馮
畊
三
に
よ
る
製
筆
伝
習
に
関
し
て
は
、
注
（
98
）
の
拙
稿
『
筆

匠
・
高
木
寿
穎
の
一
考
察
』
に
詳
し
く
記
し
た
。
参
照
さ
れ
た
い
。

（
105
）
注
（
94
）
の
『
鳴
鶴
先
生
叢
話
』「
高
木
法
古
斎
」
一
九
三
～
一
九
五
頁
参
照
。

（
106
）
注
（
91
）
の
「
明
治
以
後
の
筆
を
語
る
」
三
六
〇
頁
参
照
。

（
107
）
市
島
春
城
の
「
筆
の
雑
話
」
は
、『
書
之
友
』
第
八
巻
第
十
四
号
臨
時
増
刊
「
文
房
具
の
研
究
」（
雄
山
閣　

昭
和
十
七
年
十
一
月
三
十
日
）
所

収
。
一
〇
〇
頁
参
照
。

（
108
）
明
治
十
七
年
四
月
二
十
日
の
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
広
告
「
馮
畊
三
製
精
選
唐
筆
／
高
木
寿
穎
名
入
唐
墨
」
に
徽
州
休
城
の
胡
開
文
製
の
墨
で

あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
日
下
部
鳴
鶴
は
、
注
（
94
）
の
『
鳴
鶴
先
生
叢
話
』「
高
木
法
古
斎
」（
一
九
五
頁
参
照
）
の
中
で
、
畊
三
自
身
の
甥

が
徽
州
で
八
年
間
製
墨
を
習
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
そ
の
甥
が
い
た
墨
匠
が
休
城
の
胡
開
文
な
の
で
あ
ろ
う
。
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（
109
）「
上
田
休
中
国
旅
行
日
記
」
明
治
八
年
三
月
二
十
二
日
に
「
与
馮
畊
三
逢
、
買
得
月
楼
詩
画
箋
」
と
あ
る
。
こ
の
日
記
等
の
史
料
は
、
東
大
史
料

編
纂
所
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
陳
捷
「
一
位
日
本
武
士
眼
中
的
中
国
」（『
中
日
文
史
交
流
論
文
集　

佐
藤
保
先
生
古
稀
紀
念
』
上
海
辞

書
出
版
社　

二
〇
〇
五
年
九
月
所
収
）
六
四
頁
を
参
照
し
た
。

　

上
田
休
：
一
八
三
〇
～
七
七
、
幕
末-

明
治
時
代
の
武
士
、
士
族
。
幼
名
は
初
彦
、
忠
左
衛
門
、
後
に
久
兵
衛
、
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
改
名
し

休
兵
衛
、
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
さ
ら
に
改
め
休
。
肥
後
熊
本
藩
士
と
し
て
京
都
留
守
居
役
。
元
治
二
年
川
尻
町
奉
行
。
維
新
後
半
田
村
に
退
居

し
私
塾
を
開
く
。
西
南
戦
争
の
際
、
川
尻
を
兵
乱
か
ら
守
る
た
め
独
自
に
鎮
撫
隊
を
組
織
。
戦
後
そ
の
行
動
が
う
た
が
わ
れ
、
冤
罪
に
て
処
刑
さ
れ

た
。
享
年
四
十
八
歳
。

（
110
）
注
（
108
）
参
照
。

（
111
）
前
掲
「
上
田
休
中
国
旅
行
日
記
」
や
岡
鹿
門
『
観
光
紀
游
』（
明
治
十
九
年
）
な
ど
に
馮
畊
三
は
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

（
112
）
馮
畊
三
と
高
木
家
と
の
交
流
は
寿
穎
没
後
も
続
き
、
寿
穎
以
上
に
跡
を
継
い
だ
九
代
目
が
注
（
108
）
の
『
郵
便
報
知
新
聞
』
に
広
告
を
大
々
的

に
打
っ
て
宣
伝
し
て
い
る
。

（
113
）
高
木
家
所
蔵
の
馮
畊
三
か
ら
の
消
息
の
中
に
、年
紀
が
不
明
な
が
ら
「
前
年
十
月
初
去
広
東
電
報
局
差
使
手
工
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
『
鳴

鶴
先
生
叢
話
』「
西
湖
紫
雲
洞
の
題
名
」
に
、
鳴
鶴
が
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
の
夏
、
中
国
に
漫
遊
し
た
際
に
、
案
内
を
し
て
く
れ
た
馮
畊

三
が
「
当
時
電
信
の
方
で
役
人
と
な
っ
て
居
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
114
）
木
村
陽
山
『
筆
』（
大
学
堂
書
店　

昭
和
五
十
年
十
月
）
八
二
頁
参
照
。

（
115
）『
郷
土
学
習
教
材　

愛
知
の
伝
統
産
業　

豊
橋
筆　

利
用
の
手
引
』（
愛
知
県
教
育
委
員
会　

昭
和
五
十
八
年
三
月
）
二
頁
参
照
。
こ
の
際
に
招

か
れ
た
筆
匠
の
名
は
、「
鈴
木
甚
左
衛
門
」
と
い
う
。

（
116
）
注
（
91
）
の
「
明
治
以
後
の
筆
を
語
る
」
三
六
一
頁
参
照
。

（
117
）
福
地
保
之
『
仙
台
筆
に
生
き
る
』（
一
九
八
四
年
十
月
一
日
）
三
四
頁
参
照
。
福
地
自
身
も
、
東
京
の
勝
木
凌
雲
堂
へ
修
行
に
出
て
い
る
。

（
118
）
デ
ジ
タ
ル
版
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』（
公
益
財
団
法
人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
）
第
一
七
巻
五
一
頁
に
「
な
ほ
後
年
の
移
動
状
況
か
ら
見
て
松
本

専
蔵
・
高
木
寿
穎
・
堀
越
増
五
郎
・
下
村
庄
右
衛
門
の
諸
氏
も
、
本
年
度
（
明
治
十
一
年
）
の
新
入
会
者
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
寿
穎
は
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
八
月
五
日
に
退
会
し
て
い
る
。
同
資
料
四
九
頁
参
照
。

（
119
）
注
（
118
）
の
同
資
料
一
〇
五
頁
に
、「
履
物
類
・
小
間
物
・
煉
油
・
蠟
燭
・
烟
草
入
・
袋
物
・
筆
墨　

十
九
番　

高
木
寿
穎
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
筆
墨
」
以
外
の
も
の
も
担
当
さ
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
江
戸
時
代
の
十
組
問
屋
丸
合
（
通
町
組
下
組
）
か
ら
の
慣
例
で
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
ろ
う
。

（
120
）
注
（
97
）
の
秋
葉
和
助
「
毛
筆
の
製
作
と
鑑
別
」
九
六
頁
参
照
。

（
121
）
秋
葉
和
助
と
脇
本
十
九
郎
と
の
座
談
を
記
録
し
た
「
明
治
以
後
の
筆
を
語
る
」（『
画
説
』
四
巻
四
号
通
巻
四
〇
号　

東
京
美
術
研
究
所　

一
九

四
〇
年
四
月
）
三
六
七
頁
参
照
。

（
122
）
福
地
保
之
『
仙
台
筆
に
生
き
る
』（
一
九
八
四
年
十
月
）
三
六
頁
参
照
。

（
123
）『
平
安
堂
製
筆
制
墨
目
録
』（
大
正
五
年
九
月
、
十
一
月
再
版
）
四
頁
、
河
東
碧
梧
桐
（
一
八
七
三
～
一
九
三
七
）
の
序
文
参
照
。

（
124
）『
筆
之
友
』
一
六
三
号
（
書
道
奨
励
協
会　

大
正
二
年
十
二
月
十
七
日
）
の
三
九
頁
並
び
に
巻
末
の
「
法
古
堂
」
広
告
に
、「
筆
店
高
木
寿
穎
」
が

十
月
三
十
一
日
限
り
で
廃
業
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
旧
店
員
で
あ
っ
た
石
田
鉄
太
郎
が
、「
法
古
堂
」
と
い
う
店
舗
を
構
え
、
業
務
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を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
宣
伝
さ
れ
て
い
る
。

（
125
）
注
（
123
）
参
照
。

〈
参
考
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献
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覧
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書
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長
右
衛
門
刊
『
江
戸
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所
大
全
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（『
江
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書
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第
四
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書
刊
行
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大
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五
年
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月

所
収
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書
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会
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月
影
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『
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五
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年
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月
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収
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独
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管
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日
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叢
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収
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収
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収
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収
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収
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萬
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傳
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文
化
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収
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史
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収
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台
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〇
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日
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的
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中
日
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史
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紀
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書
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五
年
九
月
所
収
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志
「
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筆
か
ら
水
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へ
」（『
第
五
回
書
法
文
化
書
法
教
育
国
際
会
議
論
文
選
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二
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七
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月
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山
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岸
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献
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─
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年
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一
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。
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誌
等

秋
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和
助
・
脇
本
十
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郎
対
談
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明
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の
筆
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語
る
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画
説
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四
巻
（
通
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号
）　

東
京
美
術
研
究
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一
九
四
〇
年
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月
所
収
）。
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助
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毛
筆
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製
作
と
鑑
別
」（『
書
之
友
』
第
八
巻
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一
四
号
臨
時
増
刊
「
文
房
具
の
研
究
」　

雄
山
閣　

昭
和
十
七
年
十
一
月
所
収
）。

市
島
春
城
「
筆
の
雑
話
」（『
書
之
友
』
第
八
巻
第
一
四
号
臨
時
増
刊
「
文
房
具
の
研
究
」　

雄
山
閣　

昭
和
十
七
年
十
一
月
所
収
）。

大
橋
修
一
「
江
戸
末
期
に
お
け
る
書
文
化
史
の
一
断
面
―
中
国
の
法
帖
舶
載
を
通
し
て
─
」（『
埼
玉
大
学
紀
要
教
育
学
部
（
人
文
・
社
会
科
学
Ⅱ
）』

第
四
八
巻
第
一
号　

一
九
九
九
年
所
収
）。

大
橋
修
一
「
日
・
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・
清
の
文
物
交
流
史
の
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断
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朝
鮮
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信
使
を
中
心
に
―
」（『
全
国
大
学
書
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学
会
紀
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』
二
〇
〇
三
年
所
収
）。

脇
本
十
九
郎
「
蒙
恬
の
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」（『
画
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第
四
巻
（
通
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四
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号
）　

東
京
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術
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一
九
四
〇
年
四
月
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）。

ネ
ッ
ト
関
連
等

東
京
大
学
史
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編
纂
所
「
大
徳
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別
集
・
真
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大
日
本
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書
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家
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書
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橘
屋
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永
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田
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松
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大
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図
書
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緑
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憲
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学
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四
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月
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収
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デ
ジ
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ル
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記
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学
術
研
究
助
成
成
果
論
文
集
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

　

当
財
団
の
研
究
助
成
事
業
は
、
日
本
習
字
創
立
六
〇
周

年
を
記
念
し
て
始
め
た
も
の
で
、
そ
の
願
い
は
一
重
に
書

道
文
化
、
書
道
教
育
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
、
次
代
を
担

う
若
手
研
究
者
の
一
助
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
趣
旨
に
賛
同
し
た
数
多
く
の
研
究
者
が
、
こ

れ
を
活
用
し
、
そ
の
後
も
目
覚
ま
し
く
活
躍
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

本
論
文
集
の
刊
行
も
、
当
該
事
業
の
成
果
を
発
表
す
る

場
と
し
て
位
置
付
け
、
斯
界
発
展
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と

が
あ
れ
ば
、
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
公
益
財
団
法
人 

日
本
習
字
教
育
財
団




